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　序章










「そうだ、レンちゃん」

「なにー？　ピトさん」

「《スクワッド・ジャム》って大会を
開
 かい
 催
 さい

 するってニュースメールは、読んだ？　
今朝
 けさ

 来てたんだけど」

「…………
 。イカの……、ジャム？」

「うわっ！　変なもん想像させないでよ！」

「でも、イカの
塩
 しお
 辛
 から

 って、言わば……、それじゃない？」

「ま……、そうね。そうかもね」

「わたし、結構好き！　で、ほかほかのご飯と
一
 いつ
 緒
 しよ

 に食べるの！」

「私はお酒のつまみ。どっちかというと、
酒
 しゆ
 盗
 とう

 の方が好きだけど」

「酒盗いいよね！　
盗
 ぬす

 みたくなるよね！」

「あんた……、私の
記
 き
 憶
 おく

 が確かなら、リアルワールドでは未成年でしょ？」

「もちろんお酒なんて飲まないよ。でも、つまみは好きなのですよ。父や兄達がお酒を飲むとね、ウチじゃ必ず出てくるからね」

「なるほど……。兄が複数いるのか。また、リアルのことばらしちゃったね、レンちゃん」

「あ……」

「まあ、私は別にどうこうしないけど、会話には気をつけてね。特に、私達みたいな女子は。細かな情報を集めに集めて、ときに
鎌
 かま

 をかけて聞き出して、ネット
検
 けん
 索
 さく

 を
駆
 く
 使
 し

 してリアルを割り出しちゃうヤツ、結構いるから」

「気をつけます……。ありがとうございます」

「ほらまた敬語！　要らない！　〝この世界〟では
誰
 だれ

 もが対等！　タメる！　タメるとき！　タメろ！」

「がってん！　ピトさん！」

「よしよし。──って今はゲーム大会の話！　何がかなしゅーて、女二人でイカの塩辛の話をしなきゃならんのかね？　しかもヴァーチャルオンラインゲームの中で！」

「まあ、確かに」

「しかも、
砂
 さ
 漠
 ばく

 で
銃
 じゆう

 を抱えてね」

「不思議だよねえ」





　岩と砂の砂漠に、女が二人いました。

　そこは、太陽が見えないほど、黄色くどんよりとした雲が空を
覆
 おお

 っている世界。風がないので動きはありませんが、
遠
 えん
 雷
 らい

 が
鈍
 にぶ

 く光っては、不気味な
唸
 うな

 り声を上げていました。

　大地にあるのは、茶色い砂と、砂になりかけている大小様々な大きさの石と、その石を作り続けている岩。遠くにどうにか見えるのは、
斜
 なな

 めになって立ち並ぶ、
廃
 はい
 墟
 きよ

 となった高層ビルの群れ。

〝
殺
 さつ
 伐
 ばつ

 〟という言葉しか似合わない場所で、二人は横に並んで、自動車ほどの大きな岩の
陰
 かげ

 で両足を前に投げ出して座り、

「で……、その、〝スク──、なんとか〟って、何？」

「よくぞ聞いてくれた！」

「いやいや、ピトさんが言い出したんだし」

「そうだっけー？　あたしゃ覚えないなー」

「やれやれ、ピトさんのリアルはお
婆
 ばあ

 さんでしたか」

「ああ！　しまったっ！」

　まるで週末のファミリーレストランにいるかのように、
姦
 かしま

 しく談笑を続けていました。ただしここでは、どんなに大声で会話しても、
咎
 とが

 める人は
誰
 だれ

 もいません。

　二人の内の一人、

「いやあ、別に
隠
 かく

 すわけじゃないけど、いや──、リアル
年
 ねん
 齢
 れい

 は隠してるけどさ、そんなに年寄りでもないんだよ？　もちろん、レンちゃんみたいに未成年、なんてピチピチじゃないけどさ！」

「ピトさん……。〝ピチピチ〟って、もう死語じゃない？　少なくとも、大学で使ってる人、いない」

「はい、レンちゃんは現役大学生！　前から思っていたけどやっぱりか！　また一つ判明しましたー！」

「しまったあああああ！」

　先ほどから〝レンちゃん〟と呼ばれているのは、女というよりは少女、を通り
越
 こ

 して子供でした。

　全身がピンクの子供でした。

　ピンクといっても
可愛
 かわい

 らしい〝
桃
 もも
 色
 いろ

 〟ではなく、明度を落とすために茶色を混ぜ込んだ、くすんだピンクです。

　１５０センチにだいぶ足りない身長に、
華
 きや
 奢
 しや

 な体格。丸みを帯びた顔には、くりっと大きな
瞳
 ひとみ

 が並び、さらに見た目の年齢を
押
 お

 し下げています。

　
髪
 かみ

 は、やや
濃
 こ

 い目の茶色で、ボーイッシュなショートカット。その上に、ニットキャップを
被
 かぶ

 っています。

　ピンクなのは服装です。上下とも、形はよくある
戦
 せん
 闘
 とう
 服
 ふく

 。すなわち、カーゴパンツに似たズボンと、
長
 なが
 袖
 そで

 のコンバットシャツ。
腿
 もも

 の左右に、細長いポーチを装備しています。足には、編み上げのショートブーツ。

「ほんとー、気をつけないとだめだよー。どんどん分かっちゃうよー？」

「ピトさんが口が
上手
 うま

 いのがいけない！　この、
詐
 さ
 欺
 ぎ
 師
 し

 ！」

「まあねー」

「え？　わたし
褒
 ほ

 めてないよ？」

「なるほど。今からか」

「うん。その予定もないよ？」

「えー、私は〝褒められて
伸
 の

 びるタイプ〟なんだけどなあ」

「ピトさーん、それ、自分で言う
台詞
 せりふ

 じゃないよ？」

　二人の内のもう一人、先ほどから〝ピトさん〟と呼ばれているのは、黒で固めた女でした。

　
年
 ねん
 齢
 れい

 はずっと上、二十代後半に見えました。

　
褐
 かつ
 色
 しよく

 の
肌
 はだ

 に、
細
 ほそ
 面
 おもて

 でシャープな顔立ち。美女ではあるのですが、
両
 りよう
 頰
 ほお

 から首筋に向けて延びる、
煉
 れん
 瓦
 が
 色
 いろ

 で
幾
 き
 何
 か
 学
 がく

 模様のタトゥーが、近寄り
難
 がた

 い
雰
 ふん
 囲
 い
 気
 き

 を
醸
 かも

 し出しています。

　背は高く、１７５センチは優に
超
 こ

 えているでしょう。黒い
髪
 かみ

 は、高い位置でポニーテールに無造作に結わかれていました。

　服装は、ほとんど黒に見える、
濃
 のう
 紺
 こん

 のつなぎです。

　体にぴったりなのでそのラインが分かりますが、彼女の体型は、女性らしいふくよかさを一切無視したもの。まるで筋肉標本のような、人間ではなくアンドロイドだと言えば
誰
 だれ

 もが納得するような、シャープなシルエットでした。

　足先は黒いブーツ。
腰
 こし

 には軍用の装備ベルトを巻いて、
脇
 わき
 腹
 ばら

 から背中にかけて、
縦
 たて

 に長いマガジンポーチを取り付けています。

　そして二人は、共通する〝あるもの〟を持っていました。

　
銃
 じゆう

 です。

　ピンクの少女が抱いているのは、ベルギーのＦＮハースタル（ＦＮ）社が生み出した、《Ｐ９０》。長さは50
 センチほど。長方形の箱の一部をえぐってグリップを
設
 もう

 けたような、おおよそ銃には見えない異形の武器です。

　中に並ぶ
弾
 だん
 丸
 がん

 が見えるクリアプラスチック製のマガジンは、銃の上に
潜
 もぐ

 り込むように装着されます。その装弾数は、実に50
 発。マシンガンを
除
 のぞ

 けば、最もキャパシティの大きいマガジンの一種です。

　Ｐ９０も、服と同じくすんだピンク色に
塗
 ぬ

 られていました。異形さも相まって、一見するとまるでオモチャです。体の小さい彼女が抱くと、派手な包み紙のクリスマスプレゼントをもらった子供のようにすら見えてきます。

　もう一人、黒い美女の座る脇には、１丁のアサルト・ライフル──、つまり軍用自動小銃が、石に立てかけられて置かれていました。

　世界で最も有名な
銃
 じゆう

 の一つ、ロシア製の《ＡＫ─４７》です。７．６２×３９ミリ
弾
 だん

 が30
 発
撃
 う

 てる、
湾
 わん
 曲
 きよく

 したマガジンが装着されています。

「なんでもいいから他人を
褒
 ほ

 めるのは、モテテクニックの基本だよレンちゃん」

「べ、別にモテモテになりたいわけじゃないし！」

「えー、カノジョとか欲しくないの？」

「要らない。だって、女だもん」

「相手が男とか女だとか、そんな細かいことは気にするなー」

「一番重要なところだと思うけど」

　黒い美女とピンクの少女が、
姦
 かしま

 しいおしゃべりを際限なく続けそうになったそのとき──、

　この世界に、くぐもった
爆
 ばく
 発
 はつ
 音
 おん

 が生まれました。

　大地の
揺
 ゆ

 れを感じるのと同時に、

「かかった！」「かかった！」

　二人は雑談を
止
 や

 め、同時に同じことを
叫
 さけ

 ぶと、素早く立ち上がりました。黒い美女はＡＫ─４７をひっつかむと、ピンクの少女は抱いていたＰ９０を解放すると、

「やっちまえー！」「やっちまえー！」

　またも言葉を
揃
 そろ

 えて、そんな
物
 ぶつ
 騒
 そう

 な
台詞
 せりふ

 を楽しそうに
吐
 は

 き出すと、
隠
 かく

 れていた岩の
陰
 かげ

 から左右に分かれて飛び出しました。

　50
 メートルほど
離
 はな

 れた砂の平原で、地下のしかけ爆弾の爆発で
舞
 ま

 い上がった
砂
 すな
 埃
 ぼこり

 が、静かに収まりつつありました。風がないので、ゆっくりと晴れていきます。

　その中で、
罠
 わな

 に引っかかった相手が──、太さ40
 センチ、全長は５メートルはある
巨
 きよ
 大
 だい

 なミミズの化け物が、体の数カ所から赤い光を
煌
 きら

 めかせながら、大地を
叩
 たた

 くように暴れてのたうち回っていました。

「サポートやるよ！　全弾ぶち込め！」

　10
 メートルを
駆
 か

 けた黒い美女は指示を飛ばしながら足を止めて、ＡＫ─４７を
右
 みぎ
 肩
 かた

 に
押
 お

 しつけて構えました。

「りょーかい！」

　ピンクの少女は、その走るスピードを、一気に速めました。

　ＡＫ─４７が
吠
 ほ

 えました。銃声が、空気を
振
 しん
 動
 どう

 させました。

　リズミカルなセミオート
射
 しや
 撃
 げき

 で放たれた７．６２×３９ミリ弾が、暴れる巨大ミミズへと吸い込まれていきます。

　銃の右側からはじき出された
鈍
 にぶ

 い緑色の
空
 から
 薬
 やつ
 莢
 きよう

 が、砂に落ちて低く
跳
 は

 ねて──、そして小さな光の
粒
 つぶ

 になってはじけて、この世界から消えました。

　弾丸が走るそのすぐ
脇
 わき

 を、負けないほどの速さで、

「やー！」

　Ｐ９０を、
右
 みぎ
 肩
 かた

 に構えて体を
前
 ぜん
 傾
 けい

 させた少女が、小さな体で
突
 つ

 っ込んでいきました。そして、フルオートで
発
 はつ
 砲
 ぽう

 。

　ドラムロールのような連続する
銃
 じゆう
 声
 せい

 が、ＡＫ─４７の
刻
 きざ

 むリズムに加わりました。

　Ｐ９０の銃口から５．７×２８ミリ
弾
 だん

 が飛び出し、
巨
 きよ
 大
 だい

 ミミズの体に次々と穴を開けていきます。銃の下には、金色の
小
 こ
 柄
 がら

 な
空
 から
 薬
 やつ
 莢
 きよう

 が、
滝
 たき

 のような勢いで
排
 はい
 出
 しゆつ

 されていきました。

　体中に
弾
 たま

 を食らっている巨大ミミズが、頭を半分割るような形で口を開きました。そして、不気味な
咆
 ほう
 哮
 こう

 を上げます。

「しっぽ
攻
 こう
 撃
 げき

 来るよ！」

　黒い美女が、ＡＫ─４７の発砲を
止
 や

 めて
叫
 さけ

 びました。

「了解！」

　ピンクの少女は、返事をしながら叫ぶと、それでも突っ込んでいきます。左手をＰ９０から
離
 はな

 すと、
左
 ひだり
 腿
 もも

 のポーチへと
伸
 の

 ばし、そこに入っている、新しいマガジンをひっつかみました。

　巨大ミミズが大きくうねり、接近するピンクの少女に向けて、
鞭
 むち

 のようにしっぽを
振
 ふ

 りました。

「ほっ！」

　ピンクの少女は、両足で砂を巻き上げながらジャンプ。優に２メートルほどの高さまで、
跳
 と

 び上がってきました。

　巨大ミミズのしっぽが空を切るその上空で、ピンクの少女はマガジンを
交
 こう
 換
 かん

 します。まだ８発残っていたものを
潔
 いさぎよ

 く捨てると、機械のような素早さで新しいマガジンを
叩
 たた

 き込みました。

「や！」

　そして砂地に難なく着地すると同時に、自分の足下にある巨大ミミズに向けて、Ｐ９０の銃口を左右に振りながら、まるで
箒
 ほうき

 で
掃
 は

 くような、
容
 よう
 赦
 しや

 のないフルオート連射。

　３秒後、体中に穴を開けて赤い光を
噴
 ふ

 き出していたミミズの化け物は──、

　細かな光の
欠片
 かけら

 になって、
跡
 あと
 形
 かた

 もなく
消
 しよう
 滅
 めつ

 しました。









「えっと、待ち
伏
 ぶ

 せ中にしてたのは……、なんの話だったっけ？」

　黒い美女が聞きました。ピンクの少女が、
呆
 あき

 れ顔で答えます。

「イカがどうにかする大会の話でしょ？　ピトさん、自分で言いかけてすぐ忘れる」

　ドロドロと不気味にうごめく空の下、二人はそれぞれの銃をスリングで肩にかけて、
砂
 さ
 漠
 ばく

 をのんびりと歩いていました。
殺
 さつ
 伐
 ばつ

 とした環境と持っている物の
物
 ぶつ
 騒
 そう

 さを無視できれば、まるで親子の散歩のようです。

「そうだったそうだった。でも、レンちゃんにお兄さんズがいて、女子大生だってことは覚えてるよ？」

「うん、忘れて。──で、イカは？」

　
砂
 さ
 漠
 ばく

 の散歩を続けながら、ピンクの少女が質問。

「イカはスクウィド。今回は──、スクワッド。おわかり？　レンちゃん理系？　学部は？」

「え？　わたしは……、まあ、それはいいから」

「お、引っかからなかった。学習したね。おねーさん
嬉
 うれ

 しいよ」

「それはさておき、スクワッドって？」

「英語で〝班〟とか〝分隊〟って意味。軍隊で言う、中隊とか小隊とか、小分けの区分があるでしょ？　分隊は、その最小単位。だいたい十人くらいらしいけどね」

「ふーん……。ジャムは？」

「Ｊ、Ａ、Ｍで、パンに
塗
 ぬ

 るアレの意味もあるけど、元々は、〝ぎっしり
押
 お

 し込む〟って意味なの。トラフィック・ジャムが交通
渋
 じゆう
 滞
 たい

 の意味だって言えば分かるよね」

「うん、分かる。
銃
 じゆう

 が作動不良起こして、
空
 から
 薬
 やつ
 莢
 きよう

 や
弾
 だん
 丸
 がん

 が
詰
 つ

 まるジャムと
一
 いつ
 緒
 しよ

 でしょ？」

「そうそう。そっちを先に言えばよかったか」

「すると……、〝分隊が、ごちゃ混ぜ〟？」

「そういうこと。つまりはね──」

「つまりは？」

「スクワッド・ジャムってのは、この《ガンゲイル・オンライン》の中で、〝少数チームを組んでバトルロイヤルをやろう〟って大会なのよ」
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　第一章　「香[image: 蓮]
 の憂鬱」










　
小
 こ
 比
 ひ
 類
 るい
 巻
 まき
 香
 か
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 れん

 が現実の世界に
戻
 もど

 ってきたとき──、

　
壁
 かべ

 に
掛
 か

 かっている
薄
 うす

 いデジタル電波時計は、２０２６年１月18
 日・日曜日・17
 時49
 分を示していました。

　他には
誰
 だれ

 もいない、マンションの一室でした。六
畳
 じよう

 の
寝
 しん
 室
 しつ

 に、スライドドアで
隣
 りん
 接
 せつ

 する十畳のリビングを備えた、ゆったりとした部屋です。
窓
 まど

 の外は
日
 にち
 没
 ぼつ

 後で暗く、天井からぶら下がるＬＥＤライトが、薄く
常
 じよう
 夜
 や
 灯
 とう

 を光らせています。

　壁紙は、どちらも落ち着いた白。リビングの
床
 ゆか

 には、毛足の長いクリーム色の
絨
 じゆう
 毯
 たん

 がしかれ、中央には大きめのローテーブルと、クッションがあります。部屋の
隅
 すみ

 には、大きな姿見。

　壁に走る
本
 ほん
 棚
 だな

 には、教科書と参考書がきっちり教科ごとに並べられていました。家主の性格が
窺
 うかが

 える、整然と片付けられた空間でした。

　スライドドアが開かれて今はリビングと一体化している寝室には、木製のローベッドが置かれていました。広い洋服ダンスが、窓の反対側の壁に
据
 す

 え付けられています。

　香[image: 蓮]
 が、ベッドから上半身を起こしました。頭に装着し目を
覆
 おお

 っていた、ゲーム世界へ五感の
全
 すべ

 てを持っていってくれる機械──、《アミュスフィア》を取り外すと、
丁
 てい
 寧
 ねい

 に
枕
 まくら

 の
右
 みぎ
 脇
 わき

 に置きました。

　ペールイエローのパジャマ姿で、香[image: 蓮]
 はベッドの左脇へ両足を下ろし、左手を壁際に
伸
 の

 ばしました。そこにあるセンサーが感知して、部屋の電気がじわじわと明るくなっていきます。

　目が明るさに慣れるまで５秒ほど待ってから、香[image: 蓮]
 はゆっくりと立ち上がりました。素足でペタペタと二歩進み、寝室からリビングに移動しました。姿見の脇にある洋服掛け。そこに、〝洋服ではないもの〟が一つ、掛かっていました。

　香[image: 蓮]
 はそれを手に取ると、姿見と向き合い、

「…………
 」

　そこにいる、
不
 ふ
 機
 き
 嫌
 げん

 そうな自分を見るのです。

　黒く長い
髪
 かみ

 の、身長１８３センチという長身の女を。

　手にしている黒いプラスチック製のエアガンが──、さっきまで
胸
 むね

 に抱えるように持っていたＰ９０が、とても小さく見える自分を。

[image: ]


　香[image: 蓮]
 の口が、ゆっくりと動きました。

「スクワッド・ジャム……。どーしよ。チームで対人
戦
 せん
 闘
 とう

 かあ……。気が進まないなあ……」





　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊





　
小
 こ
 比
 ひ
 類
 るい
 巻
 まき
 香
 か
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 れん

 は、何一つ不自由せずに育ちました。

　青森県出身の両親は、移り住んだ北海道で商売を
興
 おこ

 し、一代で成功を手に入れました。子宝にも恵まれ、二人の男の子に二人の女の子、そして数年後の２００６年４月20
 日に、末っ子として香[image: 蓮]
 が生まれたのです。

　北の大地の
裕
 ゆう
 福
 ふく

 な家庭で、両親、そして年の
離
 はな

 れた四人の兄姉に
蝶
 ちよう

 よ花よとかわいがられながら成長した香[image: 蓮]
 は──、成長しすぎたのです。身長が。

　小学三年からぐいぐいと
伸
 の

 び始めた身長は、卒業時には、１７０センチを
超
 こ

 えていました。これ以上長身になりたくないという香[image: 蓮]
 の願いなど、神様はまるで聞き入れてくれませんでした。

　結局、中学時代も成長を続けた身長は、十九
歳
 さい

 の今現在、１８３センチ。外国だったら、そういう女性もたくさんいるでしょう。でもここは、日本です。

　親兄姉や親しい友人達は香[image: 蓮]
 の気持ちが分かっているので、身長のことは一切口にはしませんが、世間の人達はそんなに優しくはありません。

　中学時代も高校時代も、やりたくもない運動部からは
無
 む
 駄
 だ

 な
勧
 かん
 誘
 ゆう

 を次々に受けました。ただ適性がある、というだけで、本人の意思を尊重しない
勧
 かん
 誘
 ゆう

 には
辟
 へき
 易
 えき

 しました。

　町を歩けば、〝大女〟だとさんざん
揶
 や
 揄
 ゆ

 されて、わざと聞こえるように悪口を言う
輩
 やから

 も本当にたくさんいました。

　そしてこれは、どんなに
嘆
 なげ

 き悲しんでも、
最
 も
 早
 はや

 どうにもなりません。

　思春期からの長身コンプレックスは、彼女の内面を変えました。幼い
頃
 ころ

 は
天
 てん
 真
 しん
 爛
 らん
 漫
 まん

 で、快活を絵に
描
 か

 いたような、ときに男の子と
間
 ま
 違
 ちが

 えられるような女の子だった
香
 か
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 は、近しい人以外とはほとんど会話もせず、読書や音楽
鑑
 かん
 賞
 しよう

 に
籠
 こ

 もる、すっかり内向的な性格になりました。

　少しでも女の子らしくあろうと
黒
 くろ
 髪
 かみ

 を
伸
 の

 ばし始めましたが、それで何かが変わるわけでもなく、切るタイミングを
逸
 いつ

 して、毎朝一つにまとめるのが大変になっただけでした。

　大きな身長は、着る服も選びます。

　香[image: 蓮]
 は女性らしいファッションを
全
 すべ

 て
諦
 あきら

 めて、ラフで簡単な服装ばかり選ぶようになりました。

　１年前、香[image: 蓮]
 は高校を卒業して、東京にやって来ました。地元の大学に実家から通うはずが、ダメ元で受けた日本有数のお
嬢
 じよう
 様
 さま

 学校に受かってしまったからです。両親は
猛
 もう
 烈
 れつ

 に喜び、一番上の姉夫婦が住んでいる都内の高級マンションの部屋を借りてくれました。

　２０２５年の４月から、少しは何かが変わるかと思って、香[image: 蓮]
 は東京の一人暮らしを始めました。

　名門女子大に通い始めた香[image: 蓮]
 を待っていたのは、やっぱり楽しくない現実でした。

　さすがに
歳
 とし

 が歳なので、あからさまに身長で揶揄されることはなくなりましたが──、香[image: 蓮]
 には、やれファッションだサークルだデートだと青春を
謳
 おう
 歌
 か

 するような〝
普
 ふ
 通
 つう

 の女子大生ライフ〟は、向いていなかったのです。

　しかもこの大学では、ほとんどの学生が幼年部や初等部からエスカレーター式で上がってきた者達です。結局、期待していたような、心を許せる友達はできませんでした。もちろん、内向的な性格が
邪
 じや
 魔
 ま

 をして、こちらから積極的に話しかけるようなことをしなかった香[image: 蓮]
 にも原因はあるのですが。

　香[image: 蓮]
 は、講義にはしっかりと出て、一人で昼食を食べて、休み時間はヘッドフォンを耳から
離
 はな

 さず、マンションに
戻
 もど

 り、部屋で一人で過ごす毎日を送りました。

　他人との交流は、家族と地元の友人くらい。談笑ができるのは、時々夕食に呼ばれる姉夫婦と
姪
 めい

 っ子だけ。アルバイトは両親から禁止されています。ただし、その分、使い切れないほどの仕送りがありますが。

　もう少し社交的にならないと、人付き合いの方法すら忘れてしまうかもしれない──、

　そんな
危
 き
 惧
 ぐ

 すら抱いていた香[image: 蓮]
 は、夏休みの里帰り中に、ぼんやりとインターネットでニュースを見ていて、一つの記事に目を
奪
 うば

 われました。

　見出しはこう──『ヴァーチャルリアリティ（ＶＲ）オンラインゲーム、復活から
隆
 りゆう
 盛
 せい

 へ。別の人生を楽しみたい人々の欲求は
止
 や

 まず』

　頭に
特
 とく
 殊
 しゆ

 な器具を取り付け、脳と電気信号をやりとりすることで感覚を得て、まるで本当にそこにいるかのように、五感の
全
 すべ

 てを使って体験できる──、それがＶＲ技術。

　このフルダイブ技術を使い、多人数がインターネットを
介
 かい

 して
一
 いつ
 斉
 せい

 に参加できるゲームにしたのが、ＶＲゲームです。

　存在そのものは、
香
 か
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 も知っていました。

　知らない人など、多分いません。３年前の２０２２年、香[image: 蓮]
 が高校一年生の年の11
 月に、日本はおろか、世界中を
揺
 ゆ

 るがす大事件になったものですから。

《ソードアート・オンライン》──
略
 りやく
 称
 しよう

 ＳＡＯ。

　そう名付けられた世界初のＶＲ・ＭＭＯＲＰＧ（大規模多人数同時参加型オンラインロールプレイングゲーム）は──、

　一人の天才開発者の悪意によって、
恐
 おそ

 ろしい
牢
 ろう
 獄
 ごく

 になってしまいました。

　正式サービス開始当日にログインしていた一万人のプレイヤーが、そのＶＲ世界に閉じ込められたのです。

　
彼
 かれ
 等
 ら

 は、ゲームから自発的に出ることができなくなりました。

　それだけではありません。ゲーム内でキャラクターが死ぬと、または現実世界で
誰
 だれ

 かが、プレイヤーが頭に付けた機械を強引に外そうとすると、脳を焼き切られてプレイヤーが本当に死ぬという、文字通りの〝デスゲーム〟を
強
 し

 いられたのです。

　事件直後は連日のニュースになりましたが、救出方法がつかめないまま、時は過ぎていきました。新しい死者が出る
度
 たび

 に、報告にも似たニュースが流れるだけになりました。

　やがて、かけがえのない誰かが
囚
 とら

 われている人達を
除
 のぞ

 いて、じんわりと、人々から忘れ去られていきました。

　２年後の２０２４年11
 月、香[image: 蓮]
 が大学受験で
猛
 もう
 勉
 べん
 強
 きよう

 をしていたとき、ＳＡＯは再びニュースになりました。デスゲームに囚われていた人達が解放されたという、明るいニュースに。

　しかし、結果的に四千人ものプレイヤーが命を落とし、ＳＡＯは〝世界で最も人を殺したゲーム〟として、
燦
 さん
 然
 ぜん

 と
輝
 かがや

 くことになってしまったのです。

　もうこんな危険なゲームはなくなる、そう思ったのはＶＲゲームが好きではない人間だけでした。まだ人々が囚われている間から、〝今度は安全〟という新型の機械が発売され、新しいゲームが発表されていたのです。

　記事は告げていました。

『２０２５年の夏現在、ＶＲゲームの数はなおも増加を続けている。当然プレイヤー人口も急増し、その
隆
 りゆう
 盛
 せい

 は、遠からぬ過去にあんなおぞましい事件があったことなどみんな忘れてしまったかのようだ。

　五感で楽しめるゲームは今まで以上の仮想現実をもたらし、〝別の自分〟を簡単に楽しめるが、それは本当にその人に人間的な成長や真の幸福をもたらすのだろうか？　五感で何かを感じたければ、パソコンを捨てて生身で外に出ればいいではないか。かつて子供達が山野で元気に遊んだように。

　本当の痛みを感じることもできず、
架
 か
 空
 くう

 世界に慣れた若者達は、やがて大人の想像もつかないような犯罪を起こす可能性はないだろうか？　冷静な議論が待たれている』

　とまあ、記者の
偏
 へん
 見
 けん

 と
嫌
 けん
 悪
 お
 感
 かん

 に満ち
溢
 あふ

 れた、真っ向からＶＲゲームに
批
 ひ
 判
 はん
 的
 てき

 な記事でしたが、

「〝別の自分〟……」

　
香
 か
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 には、真逆のインパクトを与えてしまいました。

　香[image: 蓮]
 は思いました。

　ゲームの中で別の自分になれば、少しは積極的に他人とコミュニケーションが取れるかもしれない。それが、現実世界でのリハビリのような効果を持つかもしれない、と。

　香[image: 蓮]
 は、それまでまるで興味がなかったＶＲゲームについて、一から調べました。数少ない地元の友人の一人が実際に遊んでいることを知ると、会って話を聞きました。

　
美
 み
 優
 ゆ

 という名の友人は、

「なにそれ！　ゲーム仲間が増えるなんて
嬉
 うれ

 しいよ！」

　そう言って
驚
 きよう
 喜
 き

 してくれて、香[image: 蓮]
 にいろいろと教えてくれました。

　香[image: 蓮]
 は、現在のＶＲゲームは、少なくともＳＡＯのような危険なことには絶対にならないと分かりました。そして、プレイすることを決意したのです。





　やると決めた以上〝
善
 ぜん

 は急げ〟なのですが、実家では年配の両親が許してくれそうもないので、香[image: 蓮]
 は里帰りを早めに切り上げて東京に
戻
 もど

 りました。

　
羽
 はね
 田
 だ

 空港から
家
 か
 電
 でん
 量
 りよう
 販
 はん
 店
 てん

 に直行し、絶対に必要な物を手に入れました。

　まずは、銀色の
巨
 きよ
 大
 だい

 ゴーグルのような、アミュスフィア。

　この機械が、得ている感覚を
全
 すべ

 て
遮
 しや
 断
 だん

 し、架空の感覚を脳に送り込んでくれます。

　つまり作動中は失神しているようなものですが、アミュスフィアには
幾
 いく
 多
 た

 もの安全装置があります。

　実際の感覚が遮断されているとはいえ、モニターはしています。使用者の
心
 しん
 拍
 ぱく
 数
 すう

 が
極
 きよく
 端
 たん

 に上がったり、呼吸が長く止まったり、頭痛や腹痛などの体の不調を察知したりすると、自動シャットダウン機能が働くように設定され、これは
解
 かい
 除
 じよ

 できないのです。

　また、
侵
 しん
 入
 にゆう

 警報や火災報知器などのホームセキュリティ、
緊
 きん
 急
 きゆう

 
地
 じ
 震
 しん

 
速
 そく
 報
 ほう

 や津波警報などの防災情報に連動して、やはり現実世界に戻してくれる機能もあります。

　香[image: 蓮]
 は、ゲームも
購
 こう
 入
 にゆう

 しました。

　たくさんあるＶＲゲームの中から選んだのは、美優も遊んでいる《アルヴヘイム・オンライン》──
略
 りやく
 称
 しよう

 ＡＬＯ。

　ファンタジー世界で、羽の生えた
妖
 よう
 精
 せい

 になって冒険するというものです。

「きっとコヒーも気に入るよ！　異種族との殺し合いとかちょっと生々しいけど、それだって絶対に戦わなくちゃいけないわけじゃないんだ。
綺
 き
 麗
 れい

 な世界でただ飛んでみんなで
喋
 しやべ

 っているだけで、むちゃ楽しいよ！」

　
美
 み
 優
 ゆ

 が言ったとおり、サンプル画面に
描
 えが

 かれた、森の緑と空と水の青さが
眩
 まばゆ

 くも美しい世界は、
香
 か
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 の期待度を高めました。

　画面だけでこんなに綺麗なら、その中に〝居られる〟というのは、どれほど気持ちがいいものでしょう。身一つで空を飛べるというのも、心が
躍
 おど

 ります。

　美優から電話でレクチャーを受けながら、パソコンとアミュスフィアの設定を終えて、とうとう香[image: 蓮]
 は、人生初のフルダイブに
挑
 いど

 むことになりました。

　快適な環境がいいとのことで、香[image: 蓮]
 はわざわざパジャマに
着
 き
 替
 が

 えて、部屋はカーテンで暗くして、エアコンのスイッチを入れました。

　そして、パソコンにつなげたアミュスフィアを頭に装着し、ベッドの中で横になって、目を閉じました。

「リンク、スタート！」

　最後に音声により命じた直後──、

　香[image: 蓮]
 の意識の
全
 すべ

 てが、別世界に持っていかれました。

　
眠
 ねむ

 りに落ちるときのように体から感覚が
抜
 ぬ

 けたかと思うと、いつの間にか暗い空間に立ち、音声案内を受けている自分がいました。

　現実ではないのは分かるのに、自分の意識はとてもはっきりとしています。それはまるで、思いのままに動ける
明
 めい
 晰
 せき
 夢
 む

 （〝これは夢だ〟と知覚している夢）のようです。

　期待に
逸
 はや

 る心を落ち着かせながら、香[image: 蓮]
 は流れてきた音声案内に従って、必要な
項
 こう
 目
 もく

 を空中に
浮
 う

 かぶキーボードに打ち込みました。

　キャラクターの名前は、本名をもじって〝レン〟にすることにして、
綴
 つづ

 りは他のキャラクターと重ならないように、全部大文字で、さらに子音を重ねて〝ＬＬＥＮＮ〟としました。

　九種類も選べる妖精種族は、美優と
一
 いつ
 緒
 しよ

 の方がいいので、風妖精族の《シルフ》を選びました。それぞれの種族の領地からゲームが開始される設定なので、これならすぐに美優と出会えるはずです。

　全ての入力を終えて、香[image: 蓮]
 はレンとして、ＡＬＯの世界へと降り立ち──

「な、なんで！」

　そして激しく絶望しました。









『ごめん！　私、コヒーが身長で
悩
 なや

 んでいること、すっかり忘れてた……』

　電話の向こうで
美
 み
 優
 ゆ

 は平謝りしてくれましたが、まったくランダムに生成される《アバター》、つまりゲーム内での分身が、同種族の他のキャラクターと比べても長身の美女だったのは、彼女の責任では一切ありません。

　そして、自分の姿を鏡で見たレンがショックのあまり
心
 しん
 拍
 ぱく
 数
 すう

 を
跳
 は

 ね上がらせて、アミュスフィアの安全装置が働き、ゲーム開始たった20
 秒ほどで、強制的にリンクアウトさせられたことも。

『いやさ……、今さらだけど、
小
 こ
 柄
 がら

 アバターが多い種族もあったんだ……。
猫
 ねこ

 妖精族の《ケットシー》とかさ……。キャラクター生成、やり直す？　追加料金、発生しちゃうけど……』

　美優の提案も、
香
 か
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 は断りました。

　お金の問題ではありませんでした。

　ランダムとはいえ長身にされたショックで、ＡＬＯというゲーム自体が
嫌
 いや

 になってしまっていたのです。

　ＶＲゲームはやってみたいですが、ＡＬＯに復帰するつもりはありませんでした。そのことを、ここまで教えてくれた美優に謝罪と共に告げると、

『そっか……。残念だけどしょうがないね。いや、コヒーのそういう
頑
 がん
 固
 こ

 なところ、美点だと思うよ』

　つきあいの長い彼女はそう言って、
代
 だい
 替
 たい
 案
 あん

 を示してくれました。

『ねえコヒー、キャラクターの《コンバート》、って分かる？』

　それは、他のＶＲゲームに、今作ったばかりのレンというキャラクターを〝お引っ
越
 こ

 し〟させることでした。

　今ある大多数のＶＲゲームのシステム骨子は、《ザ・シード》と呼ばれる、まったく同じものです。このため、一つのＩＤで、キャラクターの引っ越しが可能です。

　この場合、
鍛
 きた

 えたキャラクターの強さは、相対的に引き
継
 つ

 がれます。

　
例
 たと

 えば、とあるゲームで筋力を鍛えたキャラクターをコンバートすれば、新しいゲームの中でも、筋力の強いキャラクターとしてスタートできるということ。

　元のキャラクターは
消
 しよう
 滅
 めつ

 しますし、所持アイテムや所持金は移せませんが──、どちらにせよ、今の香[image: 蓮]
 には関係ありません。一度作ったＩＤが
無
 む
 駄
 だ

 にならないのがメリットです。

　これなら、自分の望むアバターを探すことができそうです。

『別のゲームになっちゃうけど、分からないことがあったら聞いてね！　あと今度、
神
 かん
 崎
 ざき

 エルザのライブチケットが手に入ったら東京に行くから、そのときは
泊
 と

 めてね！』

　美優はそう言って、最後にはちゃっかりと
報
 ほう
 酬
 しゆう

 を約束させて、香[image: 蓮]
 を送り出してくれました。

　そして香[image: 蓮]
 は、このＩＤでいろいろなＶＲゲームに接続し、キャラクターのコンバートをしまくりました。

　とはいえ、その
度
 たび

 にゲームソフトを買うわけにはいかないので、最初だけはお試し期間のある、つまり無料でできるゲームを選びました。

　ゲームの種類など、もう問いません。

　ＶＲゲームは
百
 ひやつ
 花
 か
 繚
 りよう
 乱
 らん

 です。

　車を運転するカーレースゲーム。飛行機を
操
 そう
 縦
 じゆう

 して空中戦を行うフライト・シミュレーション。宇宙を旅するＳＦアドベンチャー。数あるスポーツをヴァーチャルで楽しむもの。美女や美少女との
恋
 れん
 愛
 あい

 を楽しむもの。中には、
普
 ふ
 通
 つう

 に〝日常生活を送る〟というものまで。

　いくつものＶＲゲームの門を
叩
 たた

 いた
香
 か
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 れん

 は、作られたアバターが少しでも気に入らないと、
即
 そく
 座
 ざ

 に別ゲームのアカウント作成に。

　その
執
 しゆう
 着
 ちやく

 は、言い出した
美
 み
 優
 ゆ

 も
呆
 あき

 れるほどでしたが、口出しはしませんでした。





　数日後、レンは、

「見つけたあっ！」

　とあるＶＲゲームのスタート地点で
叫
 さけ

 んでいました。
絶
 ぜつ
 叫
 きよう

 でした。

　
狂
 くる

 った
黄昏
 たそがれ

 
時
 どき

 のような不気味な色の空へと、メタリックな
壁
 かべ

 の
超
 ちよう

 高層ビルが乱雑に
伸
 の

 びる異様な世界で、ミラーガラスに映るレンの姿は、

「ああ……。見つけた！　見つけた！」

　緑色の
戦
 せん
 闘
 とう
 服
 ふく

 を着た、身長１５０センチにも満たないだろう、

「見つけたっ！」

　チビの少女だったのです。









　こうして、レンが身を置くことにしたゲームの名は──、

《ガンゲイル・オンライン》。

〝
銃
 じゆう

 〟と〝
疾
 しつ
 風
 ぷう

 〟の名の通り、
荒
 こう
 廃
 はい

 した世界でキャラクター達が
遠
 えん
 慮
 りよ

 なく
互
 たが

 いを
撃
 う

 ち合う──、

　銃の世界でした。





　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊





　２０２５年、11
 月。

　ゲームを始めて、３ヶ月以上が
経
 た

 ちました。東京にも冬がやってきました。

　
趣
 しゆ
 味
 み

 も少なければ、東京には友達もいない、サークル活動もしていなければアルバイトも禁止されている香[image: 蓮]
 には、毎日ちゃんと大学に通い、予習と復習をこなしたとしても──、プレイする時間はたっぷりありました。

　平日は何時間、休日は何時間、試験前は減らす。
几
 き
 帳
 ちよう
 面
 めん

 な性格から、ダイブする時間をきっちりと決めて、
香
 か
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 れん

 はガンゲイル・オンライン──、
略
 りやく
 称
 しよう

 ＧＧＯをプレイし続けました。

　ＶＲゲームは、
美
 み
 優
 ゆ

 が言うとおり、〝素晴らしくよくできた仮想空間〟でした。

　五感をフルに使って体験できるという意味では現実と変わらないのですが、やはり仮想空間は仮想空間です。受け取る情報量の面で現実には絶対に勝てず、〝今自分がどっちにいるのか〟は、すぐに分かります。

　逆を言えば、〝どっちが現実だったっけ？〟と思い
悩
 なや

 む必要はないので──、

　これはある意味よくできているのかもしれない。そう香[image: 蓮]
 は思いました。





　ＧＧＯの
舞
 ぶ
 台
 たい

 は、最終戦争で
荒
 こう
 廃
 はい

 し、美しさの〝う〟の字もなくした地球です。

　空は、晴れていようが
曇
 くも

 っていようが、また朝だろうと昼だろうと、黄色と赤の絵の具を
溶
 と

 かした筆洗いのような、
狂
 くる

 った夕日の色をしています。

　大地に緑は
極
 きよく
 端
 たん

 に少なく、その代わりに
砂
 さ
 漠
 ばく

 と
荒
 こう
 野
 や

 と
廃
 はい
 墟
 きよ

 に満ち
溢
 あふ

 れた、ＡＬＯとは正反対の世界です。

　プレイヤー達が演じるのは、そんな地球に、宇宙船に乗って
戻
 もど

 ってきた人達。

　
殺
 さつ
 伐
 ばつ

 とした世界で、
跋
 ばつ
 扈
 こ

 するグロテスクなモンスターや、人を
襲
 おそ

 う狂った機械を
狩
 か

 り、ときにプレイヤー同士で
容
 よう
 赦
 しや

 なく
撃
 う

 ち合い殺し合う。それがＧＧＯです。

　このアバターになっていなかったら、香[image: 蓮]
 がＧＧＯを遊ぶことなど、決してなかったでしょう。





　使う武器は、ゲーム名の通り、
銃
 じゆう

 です。

　ＧＧＯでの銃は、二種類に分けられます。

　一つは《光学銃》。

　ブラスター、レイガン、ビームライフル、光線銃──、呼ばれ方は様々ですが仕組みは
一
 いつ
 緒
 しよ

 。ＳＦ世界らしく
架
 か
 空
 くう

 の外見と名称で、
弾
 だん
 丸
 がん

 ではなく、エネルギーの光を放ちます。

　エネルギーパックも
含
 ふく

 めて小型軽量であり、射程が長く命中精度が高いというメリットがあります。同時に、そもそも１発あたりのダメージが少なく、さらに対人
戦
 せん
 闘
 とう

 では《
対
 たい
 光
 こう
 弾
 だん

 
防
 ぼう
 御
 ぎよ

 フィールド》というアイテムによってかなり防がれてしまうというデメリットがあります。

　デザインはＳＦチックで、直線を組み合わせたような形状。設定上、これらのＳＦ銃器は〝宇宙船の中で使われていたもの〟ということになっています。

　もう一つは《実弾銃》。

　こちらは、〝
荒
 あ

 れ果てた地球上に本物が、または設計図が残っていた〟という設定です。実在する本物の銃を、銃器メーカーの許可を得てそのまま再現しています。

　けたたましい銃声と共に放たれるのは、質量のある弾丸。もちろんゲームの中なので〝そう見せている〟だけですが。

　メリットは、一発あたりの
威
 い
 力
 りよく

 が強く、
防
 ぼう
 御
 ぎよ

 フィールドでは防げないということ。デメリットは、
弾
 だん
 道
 どう

 が風など外的要因の
影
 えい
 響
 きよう

 を受けやすいことと、
弾
 だん
 倉
 そう

 が重くかさばるということ。

　そこでセオリーとして、対モンスター戦には
光
 こう
 学
 がく
 銃
 じゆう

 。対人間戦には、実弾銃を使うのがいいとされています。

　とはいえガンマニアが多いＧＧＯでは、〝非効率上等！〟と言わんばかりに、対モンスター戦でも実弾銃しか使わないプレイヤーもいます。
例
 たと

 えばピトフーイのように。





　見事にチビアバターを引き当てたレンですが──、

　１５０センチに満たないキャラクターは、この世界では相当に
珍
 めずら

 しい存在でした。

　プレイヤーキャラクターにせよ、コンピューターが動かすノンプレイヤーキャラクター（ＮＰＣ）にせよ、ゴツく
厳
 いか

 めしい人間だらけのこの世界では、目立つことこの上ありません。

　高層ビルの谷間に、けばけばしいネオンが
溢
 あふ

 れるＳＦ世界の町を歩けば、

「うわっ！　ちっこ！」

「何あれ……？　女の子？　男の子？」

「見たか今の？　子供がいたぞ……」

「
可愛
 かわい

 いな、おい」

「小さいなあ。あんなアバターあるんだ」

「ＮＰＣか？」

　
誰
 だれ

 もが口々に、レンのことを
呟
 つぶや

 くのです。

　その
度
 たび

 にレンは、口元が
緩
 ゆる

 む
衝
 しよう
 動
 どう

 を
抑
 おさ

 えきれず、それを見られるのは
恥
 は

 ずかしいので、鼻から下をバンダナで
覆
 おお

 うようにしました。

　ヴァーチャル・チビを楽しむだけでもかなり面白かったのですが、根が
真面目
 まじめ

 なレンのこと、せっかく始めたゲームなので、それなりに戦ってみようと思いました。ちっこくて強いなんて格好いいじゃないですか。

　ゲームにはたいてい、チュートリアルと呼ばれる初心者向けの講習があります。

　ＧＧＯの場合、ＮＰＣの
鬼
 おに

 教官が、銃の
撃
 う

 ち方から、
戦
 せん
 闘
 とう
 時
 じ

 の身の
隠
 かく

 し方、各種モンスターの外見や弱点、見つけ方など、ありとあらゆる知識を体験させてくれます。

　かつて
美
 み
 優
 ゆ

 は、

『チュートリアルなんてやらなくていいよー！　あんなのは時間の
無
 む
 駄
 だ

 無駄！　仲間に聞けば自然と覚えるって！　現場主義ってヤツだよ！　オンザジョブトレーニングってやつだよ！』

　などと言ってましたが、
香
 か
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 れん

 には一人で
黙
 もく
 々
 もく

 と講習を受ける方が向いていました。そもそも、仲間なんて誰もいませんし。

　こうしてレンは、一生
触
 さわ

 ることなんかないと思っていた銃の使い方を、ヴァーチャル世界でマスターしました。

　ＧＧＯ特有の《バレット・サークル》というアシスト機能についても、しっかりと学びました。

　日本語だと《
弾
 だん
 道
 どう

 予想円》と呼ばれるこれは、
弾
 たま

 がどこに当たるか教えてくれる、
攻
 こう
 撃
 げき

 側のシステム・アシストです。

　
銃
 じゆう

 の引き金に指を
触
 ふ

 れることがスイッチになり、自分の目の前にライトグリーンのサークル、つまり円が現れるのです。大きくなったり小さくなったりするその円の中のどこかに、弾丸はランダムで命中します。

　円の大きさは、目標までの
距
 きよ
 離
 り

 や、銃の性能、プレイヤーである自分の能力によって大きさが変わってきます。そして、その収縮は心臓の
鼓
 こ
 動
 どう

 とシンクロします。

　つまり、ドキドキと
緊
 きん
 張
 ちよう

 しっぱなしだと、円は乱暴に収縮して
狙
 ねら

 いが安定しない、ということに。的が大きく見える近距離戦闘では無視できても、遠距離
狙
 そ
 撃
 げき

 の場合は本当に重要になってきます。

　チュートリアルで、【遠距離狙撃を学べ！】という科目があったのですが、この〝心を落ち着かせて狙う〟というのが一番
上手
 うま

 くいかず、レンの成績はかなりボロボロで、ＮＰＣの教官には
怒
 おこ

 られっぱなしでした。

「うん、狙撃銃を使うのは
止
 や

 めよう」

　人間、得手不得手があるものです。レンは、前向きにすっぱりと
諦
 あきら

 めました。

　逆に、近くの相手に素早く狙いを付けて
撃
 う

 ち込む、いわゆる《スナップ・ショット》は思いの
外
 ほか

 高得点で、教官からは、

『うむ！　お前には、サブマシンガンが一番向いているぞ！』

　そうオススメを受けました。









　こうしてチュートリアルをバカ正直に全クリアしたレンは、たった一人でモンスター
狩
 が

 りを始めました。

　最初の狩りは、都市から少し出た
丘
 きゆう
 陵
 りよう

 地帯で、のろのろと歩く
豚
 ぶた

 とダチョウを
掛
 か

 け合わせたようなモンスターを
射
 い
 貫
 ぬ

 くことでした。

　ほとんど的のモンスターを見て、撃つのはかわいそうとも思ったのですが、レンは案外
抵
 てい
 抗
 こう

 なく光学銃の引き金を引けました。

　撃たれた場所は
被
 ひ
 弾
 だん

 エフェクトと言って赤く光るだけですし、死ぬと光の
粒
 りゆう
 子
 し

 になって消えるので、〝傷つけた、殺した〟感が
薄
 うす

 かったのも功を奏しました。

　レンは、
真面目
 まじめ

 にゲームを楽しみました。教わったことを
逐
 ちく
 一
 いち

 実行し、絶対に勝てないモンスターには無理に手を出さず、それでも殺されてしまったら、どこが悪かったかしっかりと反省をする。

　どうしても
倒
 たお

 せないモンスターがいると、インターネットの
攻
 こう
 略
 りやく

 サイトを
覗
 のぞ

 いて、上手な倒し方を学びました。

　地味な努力というのは、着実な進歩をもたらすものです。レンはモンスターを倒し続け、経験値とクレジット、つまりゲーム内で使えるお金を地道に
稼
 かせ

 ぎ続けました。

　経験値がある程度増すと、自分の能力値を上げることができます。

　筋力、
敏
 びん
 捷
 しよう
 性
 せい

 、
耐
 たい
 久
 きゆう
 力
 りよく

 （体力）、器用さ、知力、運、この六つの能力を割り
振
 ふ

 って、〝自分好みの自分〟を作り上げていくのです。

　せっかく
小
 こ
 柄
 がら

 なんだから、敏捷性を上げて、もっと速く走れるようになろう。何か作れるようになるっていうから、器用さも上げたい。運がいいと助かるかも。筋力はある程度ないと
撃
 う

 てない
銃
 じゆう

 があるからそこそこ。別に撃たれ弱くてもいいから、耐久力は
我
 が
 慢
 まん

 しよう。知力？　知らん。

　レンはそう思って、敏捷性と器用さをメインで、筋力と運をサブで上げていきました。現実世界では図体のでかさが災いして、徒競走ではいつもビリだったトラウマが、かなり
影
 えい
 響
 きよう

 していました。

　手持ちのクレジットが増えると、武器や装備を買い足すことができます。レンは、光学銃を連射性能の高いサブマシンガンタイプに買い
換
 か

 えました。

　そして残ったクレジットの使い道を考えて、レンは
着
 き
 替
 が

 えることにしました。せっかく
可愛
 かわい

 い体を手に入れたのだから、女の子らしい可愛い服を着たいという欲求です。

　
殺
 さつ
 伐
 ばつ

 としたＳＦ世界であるＧＧＯにおいてはどう考えても
間
 ま
 違
 ちが

 っている
選
 せん
 択
 たく

 なのですが、本人はお構いなしです。

　レンは町の仕立屋──、というより
戦
 せん
 闘
 とう
 服
 ふく

 屋に行くと、何か可愛い服がないか、わくわくしながら探しました。

　当然ＧＧＯですから、フリルがついた服などはありません。中学生の
頃
 ころ

 に雑誌で見てひどく
憧
 あこが

 れて、でもユーカリの木のような自分には絶対に似合わないだろうと
諦
 あきら

 めていたロリータ服は、残念ながら見つかりませんでした。

　その代わりに見つけたのが、今着ている初期装備の戦闘服の生地を、好きな色に変えられるシステムでした。さすがは、ゲーム世界です。

　それならばと、レンはピンクを望みました。

　可愛く
可
 か
 憐
 れん

 なピンクの服は、現実世界において、どんなに憧れても着ることのできなかったものです。
香
 か
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 れん

 には絶対に似合わなくても、レンにはきっと似合うことでしょう。

　色見本にある
唯
 ゆい
 一
 いつ

 のピンクは、残念ながらかつて憧れたような、明度の高い
鮮
 あざ

 やかなものではありませんでした。現実ではあまり見たことのない、くすんだ地味なピンクです。

　まあそれでも、ピンクはピンクです。レンは戦闘服の上下をその色に変えてもらうと、ショートブーツ、バンダナ、
手
 て
 袋
 ぶくろ

 、装備ベルト、そして戦闘中に
髪
 かみ

 を
押
 お

 さえるためのニットキャップまで、同じピンク色にしてしまいました。

　全身ピンクコーディネートに生まれ変わり、
心
 こころ
 弾
 はず

 ませて店を出たレンは、ショーウィンドウに映る自分を見てにやけて、

「…………
 」

　それから、無言で
眉
 まゆ

 をひそめました。そうです。まだピンクでない部分があったのです。

　レンは武器のカスタムショップに
駆
 か

 け込むと、ペイントを
依
 い
 頼
 らい

 しました。

　
肩
 かた

 から
提
 さ

 げていた
光
 こう
 学
 がく
 銃
 じゆう

 を、
濃
 こ

 い灰色の武器を、この服と同じピンクに
塗
 ぬ

 ってくれ、と。





　こうして、レンは上から下まで完全にピンク、持っている
厳
 いか

 つい武器までピンクという、写真が大好きな有名タレント夫婦もかくやという格好になりました。

　そんなレンを町で見て、変だと笑う人もいれば、同時にその小ささから
可愛
 かわい

 いと言ってくれる人もいました。

　
髪
 かみ

 が短いので性別が分かりにくいのか、男なのか女なのか、不思議がる人も。

　もちろん、レンは好きでやったことですし、
所
 しよ
 詮
 せん

 はゲームの中であり、本当のわたしを
誰
 だれ

 も知らないのだからと思うと、気にもなりません。

　しかし、町中でピンクを着たのは、これが最初で最後でした。









　レンが最初に他のプレイヤーを殺したのは、その直後。

　モンスター
狩
 が

 りで十分楽しんでいたレンには、他のキャラクターと
銃
 じゆう
 撃
 げき
 戦
 せん

 をして殺すなどという欲求はありませんでした。銃を向けるのはあくまでモンスター。ゲームとはいえ、無理に〝人殺し〟まではしたくないと。

　この日レンはいつもの通り、赤茶けた
荒
 こう
 野
 や

 で一人、モンスター狩りをしていました。

　
薄
 うす
 曇
 ぐも

 りの空には高い位置に太陽が見えてますが、いつも通り空と世界は赤く染まって、朝か夕方のようでした。設定では、この地球は最終戦争時に大気すら
破
 は
 壊
 かい

 されたのだとか。

　レンは、岩だらけの大地の上に
朽
 く

 ちた戦車が点在する〝狩り場〟で、モンスターの出現を待っていました。

　ここでは、ワニの
胴
 どう
 体
 たい

 を牛にしたようなモンスターが、戦車の下に穴を
掘
 ほ

 って住み着いています。

　レンは一両の戦車の前後に
手
 しゆ
 榴
 りゆう
 弾
 だん

 をしかけて、細いワイヤーを低く張りました。器用さの能力が上がったので、そんなトラップが作れるようになっていました。

　出てきた
巨
 きよ
 大
 だい

 ワニが引っかかれば、音と
炸
 さく
 裂
 れつ

 で教えてくれます。

　あとは一気に
距
 きよ
 離
 り

 を
詰
 つ

 めて、相手の
攻
 こう
 撃
 げき

 を素早く
避
 さ

 けながら、必中の至近距離から光学銃を
撃
 う

 ちまくる。いつものレンの狩りの方法でした。

　待っている間はずっと
暇
 ひま

 なので、レンは少し
離
 はな

 れた岩に寄りかかるように座って、いつものように音楽を
聴
 き

 いていました。アイテムとして存在する音楽プレイヤーとイヤホンで、自分のアミュスフィアに入っている音源データを聞けるのです。

　
銃
 じゆう

 を手に、全身ピンク色の服と装備で、ただ一人、
荒
 こう
 野
 や

 で
黄昏
 たそが

 れる。

　現実には絶対にできないことを、レンは楽しんでいました。時々メニュー画面を操作して、《ストレージ》、つまりアイテム保管庫から温かいお茶の入った
魔
 ま
 法
 ほう
 瓶
 びん

 を出して、のんびりと飲みました。

　ストレージは、〝
透
 とう
 明
 めい

 なカバン〟のようなものです。ここにアイテムを入れておくことで、手で持ち運ぶ必要はありません。

　ただし、キャラクターの筋力値によって許容重量制限があるので、何から何まで入れておくことはできません。ストレージに入る最大重量と、実際に自分が持てる最大重量は同じです。

　ストレージから中身を取り出すには、空中で手を
振
 ふ

 るウィンドウ画面操作が必要です。これにはどんなに早くても数秒かかりますから、すぐに使いたい武器や
弾
 だん
 薬
 やく

 をしまうわけにはいきません。

　本来なら、ストレージには武器や
治
 ち
 療
 りよう
 薬
 やく

 をめいっぱい入れておくべきですが──、

「あー、お茶が
美味
 おい

 しい」

　レンは武器弾薬を減らしてでも、魔法瓶やおやつを入れていました。

　ＶＲゲームにおいては、味覚すら
擬
 ぎ
 似
 じ
 的
 てき

 に体験できるのです。それを使わない手はありません。いくら飲み食いしても、決して太りませんし。

　聴いていたモーツァルトが終わると、レンは〝
神
 かん
 崎
 ざき

 エルザ〟のアルバムに
交
 こう
 換
 かん

 しました。

　人気
急
 きゆう
 上
 じよう
 昇
 しよう
 中
 ちゆう

 の、女性シンガー・ソングライターです。

　クラシック音楽を思わせるメロディに、優しい歌詞の歌を
澄
 す

 み切った声で歌う、
癒
 い

 やし系のアーティスト。友人達の
影
 えい
 響
 きよう

 で、
香
 か
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 れん

 もすっかりファンになりました。

　レンは
荒
 あ

 れ果てた世界で、彼女の、軽やかで澄み切った歌声を楽しみました。

　そのアルバムも終わり、
爆
 ばく
 発
 はつ
 音
 おん

 はまるで聞こえず、さて今日の待ち
伏
 ぶ

 せは
空
 から
 振
 ぶ

 りかもしれない。でも、十分ピクニックを楽しんだからそろそろ現実世界に帰ろうか──、

　そんなことを思っていたレンの目の前に、人間が現れました。

　レンの座る真っ正面、２００メートルほど向こうの
岩
 いわ
 陰
 かげ

 から、三人の男達が現れると、
真
 ま

 っ
直
 す

 ぐレンの方へと歩いてくるではありませんか。相手が
斜
 しや
 面
 めん

 を登ってきたので、それまでまったく気付きませんでした。

　全員が例外なくマッチョで、
鎧
 よろい

 のようなプロテクター付きの服を着込み、それぞれ大型の光学銃をスリングで背負っています。

　このゲームにおいて、フィールドで他のプレイヤーと
遭
 そう
 遇
 ぐう

 すれば──、

　よほどの知り合いの仲良しさんでなければ、始まるのは会話ではなく
撃
 う

 ち合いです。〝撃ち合いで語るのがＧＧＯだ！〟などと言う人すらいます。

　三人は、ずいずいと近づいてきます。

　向こうは複数人で、なんだか強そう。こっちは一人で、おまけに対人
戦
 せん
 闘
 とう

 の経験のない
素人
 しろうと

 。

　初めて大型のモンスターと
対
 たい
 峙
 じ

 したとき以上の
恐
 きよう
 怖
 ふ

 が、レンを包みました。そして同時に、頭の中で、
疑
 ぎ
 問
 もん
 符
 ふ

 が
幾
 いく
 重
 え

 にも
炸
 さく
 裂
 れつ

 しました。

　走って
逃
 に

 げるべきなのか？

　それとも回線を
遮
 しや
 断
 だん

 して現実世界に逃げるべきなのか？

　いえ、それより何より──、

　どうして
彼
 かれ
 等
 ら

 はこっちに
真
 ま

 っ
直
 す

 ぐ向かってくるのか？　
銃
 じゆう

 を背負ったままで！

　身動きも取れないまま、レンはずっと見ていました。やがて男達との
距
 きよ
 離
 り

 が30
 メートルを切って、銃の性能を楽しげに語る彼等の声すら、風に乗って聞こえてきました。

　レンは気付きました。〝気付いていない〟ことに。彼等が、自分の存在に、まったく気付いていないことに。

　そのまま男達が近づいて、やがて10
 メートルを切って──、

　彼等にとっては
猛
 もう
 烈
 れつ

 に不幸な、レンにとってはＧＧＯのプレイスタイルを決定的に変える
瞬
 しゆん
 間
 かん

 がやって来ました。

　まず、レンの背後で、そして男達にとっては進む先で、小さな
爆
 ばく
 発
 はつ

 が起きました。

　
狙
 ねら

 っていた
巨
 きよ
 大
 だい

 ワニが、ようやく
今
 いま
 頃
 ごろ

 、レンの
手
 しゆ
 榴
 りゆう
 弾
 だん

 トラップに引っかかったのです。もちろん男達には、そんなことなど分かりません。
突
 とつ
 然
 ぜん

 の爆発で
驚
 おどろ

 き
慌
 あわ

 てふためいた三人は、岩の向こうで
舞
 ま

 い上がった砂に目を
奪
 うば

 われて、すぐ目の前でレンが動き出したことに、まったく気がつきませんでした。

　爆発は、レンの恐怖心を
振
 ふ

 り切ってしまいました。こうなると、もう
全
 すべ

 ての行動が
自棄
 やけ

 です。なるようになれ、です。

　レンは
膝
 ひざ

 の上にあったピンクの光学銃をひっつかむと、一番近い男に向けて連射しながら
突
 つ

 っ込んでいきました。男の
対
 たい
 光
 こう
 弾
 だん

 
防
 ぼう
 御
 ぎよ

 フィールドがレンの
弾
 たま

 を
減
 げん
 衰
 すい

 するのに構わず
撃
 う

 ちまくり、やがて何発かが、顔面を至近距離から
捕
 と

 らえました。そのときには、レンは他の二人の半径２メートル以内にいました。背の高い男達を見上げながら、レンは撃って撃って撃ちまくりました。

　そして、わずか10
 秒ほどの
狂
 きよう
 乱
 らん

 が収まってみると、男達三人の姿は、もうそこにはありませんでした。全員、極めて近い距離からの
銃
 じゆう
 撃
 げき

 によりヒットポイントを全部
削
 けず

 られて、〝死亡〟していたのです。

　
砂
 さ
 漠
 ばく

 には、
興
 こう
 奮
 ふん

 で心臓を
跳
 は

 ね上がらせている自分と、
罠
 わな

 で
怪
 け
 我
 が

 をして戦車の
脇
 わき

 で痛がっている巨大ワニがいるだけでした。





　どうしてあの三人が、わたしにまったく気付かなかったのか？

　苦しんでいた
巨
 きよ
 大
 だい

 ワニを楽にしてあげた後、しばらく
悩
 なや

 んだレンは、

「ひょっとして……」

　一つの仮説を立てました。

　レンはピンクの
光
 こう
 学
 がく
 銃
 じゆう

 を自分のいた
岩
 いわ
 陰
 かげ

 に置いて、少し
離
 はな

 れてみました。仮説が正しかったことが、一目で分かりました。

　見えないのです。さっき置いた自分の銃が。

　ＧＧＯ世界の、常に夕暮れのような赤みがかった空気の中では、レンのくすんだピンクは、茶色の岩土や砂と同化してしまい、とても見えにくくなるのです。さらに、ちょうど今みたいな光の加減では、まったく見えなくなるのです。

「これは、おもしろい……。使えるかも……」

　レンは
呟
 つぶや

 きました。









　以後、レンは町中でピンクの服装を一切
止
 や

 めました。万が一の
復
 ふく
 讐
 しゆう

 を防ぐためです。

　新しく買った、ありきたりな緑の
戦
 せん
 闘
 とう
 服
 ふく

 に、顔と全身を
覆
 おお

 う、
焦
 こ

 げ茶色のフード付きローブで過ごしました。まるで子供が毛布を
被
 かぶ

 って
幽
 ゆう
 霊
 れい

 遊びをしているようでしたが、全身ピンクよりは当然目立ちませんでした。

　そして
荒
 こう
 野
 や

 や
砂
 さ
 漠
 ばく

 のフィールドに行くと、
誰
 だれ

 も見ていない場所で大好きなピンクに
着
 き
 替
 が

 えて、待ち
伏
 ぶ

 せを始めるのです。基本的には今まで通りモンスターを
狩
 か

 っていましたが、もし他のプレイヤーを見かけたら──、

　
容
 よう
 赦
 しや

 なく
獲
 え
 物
 もの

 を
変
 へん
 更
 こう

 しました。

　相手がこちらに来るのなら、身を
潜
 ひそ

 めて待ちます。もうピクリとも動きません。

　そして
倒
 たお

 せる人数だと分かった場合（それはたいてい一人、多くても二人でしたが）、至近
距
 きよ
 離
 り

 から飛び出して容赦なく
撃
 う

 ち倒しました。

　ゲーム開始直後、〝できれば人間（の形をしているもの）は撃ちたくない〟──、そう思っていたことなど、すっかり忘れてしまいました。

　待ち伏せに成功しても、相手の数が多い、すぐ目の前に来ない、武装が飛び
抜
 ぬ

 けて強いなどなど、少しでも無理があれば決して手を出しませんでした。そのまま潜み続けるか、じんわりと後退して、静かにやり過ごしました。

　こうしてレンは、対人戦闘の面白さにハマっていきました。

　子供の
頃
 ころ

 、兄姉や友達と遊んだ、
鬼
 おに

 ごっこ、かくれんぼ、ケイドロなどを思い出しました。
隠
 かく

 れるドキドキ感、見つけるワクワク感。そしてそこに加わった──、相手を〝撃ち殺す〟
優
 ゆう
 越
 えつ
 感
 かん

 。

　なるほど、これがゲームで本気で戦うということか。勝負を楽しむということか。

　理解が深まったレンは、今まで
小
 こ
 馬
 ば
 鹿
 か

 にしていてすみませんと、世界中のゲーマーに心の中で謝りました。

　モンスター
狩
 が

 りと対人
戦
 せん
 闘
 とう

 によって
稼
 かせ

 いだ経験値で、レンは
敏
 びん
 捷
 しよう

 
性
 せい
 能
 のう

 をさらに上げて、ますます素早く動けるように、そして速く走れるようになりました。

　レンはまったく気付いていませんでしたが──、

　敏捷性、またはアジリティ、略してＡＧＩを上げていくこのスタイルは、《ＡＧＩ万能論》と呼ばれ、この
頃
 ころ

 のＧＧＯでは、〝対人戦闘で最も有効〟とされていました。

　稼いだクレジットで、レンは対人戦闘に向いている
実
 じつ
 弾
 だん
 銃
 じゆう

 を手に入れました。

　予算と知識をフルに使って選び出したのは、旧チェコスロバキア製のサブマシンガン、《Ｖｚ６１　スコーピオン》。

　ストックを折りたたんだ状態で全長27
 センチと、世界で最も小型で軽量なサブマシンガンの一つです。使うのが
拳
 けん
 銃
 じゆう

 用の小型弾薬とはいえ、引き金を引くだけでマガジンの30
 発を２秒足らずで
撃
 う

 ちきることができます。
低
 てい
 威
 い
 力
 りよく

 のデメリットと、反動が弱く命中精度が高いというメリットを持つ銃です。

　レンはこれを〝２丁〟買いました。共にストックを外して、やはりピンクに
塗
 ぬ

 りました。

　レンの戦い方は、サソリの
一
 ひと
 刺
 さ

 しのように、〝
一
 いち
 撃
 げき

 
必
 ひつ
 殺
 さつ

 〟でした。

　他プレイヤーが
潜
 ひそ

 む自分のすぐそば、おおよそ10
 メートル以内に入ったら──、両手にスコーピオンを持って、
鍛
 きた

 えた敏捷性にものをいわせて相手へと飛び出します。

　そして、銃口の先を相手の頭に、まるで下から
突
 つ

 き刺すように向けると同時に、フルオートで撃ちまくるのです。相手が一人の場合は右手のスコーピオンで、二人の場合はすぐさま左手のスコーピオンで。

　ＧＧＯには、《バレット・ライン》というシステムがあります。日本語では《弾道予測線》。

　これは、
狙
 そ
 撃
 げき

 や待ち
伏
 ぶ

 せなど、相手を認識していない場合の初弾を
除
 のぞ

 き、銃口を向けられたキャラクターに見える赤い線です。飛んでくる銃弾の
軌
 き
 跡
 せき

 を事前に見て、
回
 かい
 避
 ひ

 行動のきっかけにできるというもの。

　当然現実にはこんなものはなく、ゲームとしての面白さを増すために
設
 もう

 けられた、
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 的
 てき

 なシステム・アシスト機能です。

　バレット・ラインをよく見て、必要最小限の動きで
避
 さ

 けるのは、ＧＧＯにおける対人戦闘の基本とされています。

　しかしそれも、〝３メートルほどから、銃口を向けられるとほぼ同時にぶっ放される〟ようでは役に立ちません。バレット・ラインが目の前で
輝
 かがや

 いた次の
刹
 せつ
 那
 な

 には、フルオートで顔面を
掃
 そう
 射
 しや

 されるのですから。

　レンが生み出したのは、銃の特性をフルに
発
 はつ
 揮
 き

 した、まるで東西冷戦時の東側暗殺者のような、実にえげつない〝殺し方〟でした。

　こうして、レンは機会がある
度
 たび

 に着実に戦果を上げました。ある日はモンスターを
倒
 たお

 して、ある日は、かわいそうな
誰
 だれ

 かさんを問答無用で倒して。

　そしてとうとう、

『
砂
 さ
 漠
 ばく

 フィールドに、正体不明の、
恐
 おそ

 ろしい待ち
伏
 ぶ

 せプレイヤー・キラーがいる。
幾
 いく
 人
 にん

 ものソロプレイヤーが、相手の容姿を見る間もなく殺されているそうだ』

　そんな
噂
 うわさ

 が、ローブ姿で町を歩くレンの耳にも届きました。

　誰かを
囮
 おとり

 にして発見して、そのＰＫ
野
 や
 郎
 ろう

 の正体を見極めようという、
討
 とう
 伐
 ばつ
 隊
 たい

 募集の知らせまで出回りました。このままでは、
懸
 けん
 賞
 しよう
 金
 きん

 までかけられそうです。

　さすがにレンも自重して、
卑
 ひ
 怯
 きよう

 とも取れる砂漠での待ち伏せは
止
 や

 めました。

　以後は
普
 ふ
 通
 つう

 に緑色の
迷
 めい
 彩
 さい

 
服
 ふく

 を着て森林フィールドでモンスター
狩
 が

 りをしたり、
遺
 い
 跡
 せき

 や
廃
 はい
 墟
 きよ

 の冒険をのんびりと楽しんだり。

　ゲームを始めて３ヶ月以上。

　２０２５年が最後の月に入った
頃
 ころ

 ──、

　こつこつ遊んだレンは、
中
 ちゆう
 堅
 けん

 といえるほどの強さを手に入れていました。もっとも、当の本人には、そんな自覚はありませんでしたが。

〝ピトフーイ〟と名乗る女性プレイヤーと会ったのは、そんなときでした。
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　第二章　「レンとピトフーイ」










「ねえ！　そこのおチビちゃん。あんた、中身は女の子でしょ？　歩き方で分かるよ」

　ＧＧＯの中央都市《ＳＢＣグロッケン》にあるきらびやかなショッピングモールで、次に買うべき
実
 じつ
 弾
 だん
 銃
 じゆう

 は何か、ウィンドウ・ショッピングを楽しんでいたとき、

「ちょっとお茶しない？　おねーさんがおごるから」

　レンは、女の声で、後ろから話しかけられました。ナンパされました。

　おねーさん？

　顔を
隠
 かく

 すフード付きローブ姿で
振
 ふ

 り向いたレンが見たのは──、

　リアルの自分ほどではないが背の高い、
黒
 くろ
 髪
 かみ

 ポニーテールの、顔に
煉
 れん
 瓦
 が
 色
 いろ

 のタトゥーを走らせた
褐
 かつ
 色
 しよく

 
肌
 はだ

 の美女でした。

　このときの彼女の服装は、ビキニに毛が生えたような、どう見ても
戦
 せん
 闘
 とう

 には向かない
露
 ろ
 出
 しゆつ

 
過
 か
 多
 た

 なものでした。細く
締
 し

 まったサイボーグのような肉体を、周囲にこれでもかと見せつけていました。

　なんでタトゥーが顔だけなのかと不思議に感じながら、また、これが自分のキャラクターだったら
即
 そつ
 刻
 こく

 ＧＧＯから去っていただろうなと思いながら──、

　相手が明らかな女性なので、レンは
警
 けい
 戒
 かい

 を少し
緩
 ゆる

 めました。

　今あるほとんど
全
 すべ

 てのＶＲゲームにおいて、リアルの性別以外のキャラクターになることは、わずかな脳波判定ミスを
除
 のぞ

 いてはあり得ません。

　興味本位で話しかけてきた男性プレイヤーはいましたが、女性プレイヤーと話をするのは
間
 ま
 違
 ちが

 いなく初めてです。

　そもそもＧＧＯは、
圧
 あつ
 倒
 とう
 的
 てき

 に女性プレイヤーが少ないゲームです。明らかに見た目が女性のキャラクターを遠くに見かけたことはあったのですが、あえて追いかけて話しかけようとはしませんでした。

　褐色肌の美女が、にっこりと
微笑
 ほほえ

 みました。

「私は〝ピトフーイ〟。みんな呼びにくいってブーブー言うから、略して〝ピト〟でいいよ。おチビちゃん、お名前は？」

「こんにちは……。〝レン〟……、です」

「レンちゃんか！　
可愛
 かわい

 い名前だね！　あと、ゲーム内では敬語はいらないよ！　せっかく別世界を楽しんでいるのに、日本社会じみた上下関係なんて、つまんないでしょ！」

　それが、レンがＧＧＯ内で
誰
 だれ

 かと交わした、最初の会話でした。





　レンは、ピトフーイと
一
 いつ
 緒
 しよ

 にゲーム内レストランの個室に収まると、お茶とケーキを
肴
 さかな

 に会話をしました。いわばＶＲ女子会です。

　ここしばらく、教授と家族以外とは直接の会話をしていない
香
 か
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 れん

 でしたが、レンとしての敬語のないそれは、不思議と
弾
 はず

 みました。明るくて気さくなピトフーイの性格も、どこか友人の
美
 み
 優
 ゆ

 を思い起こさせました。

　二人はまず、お
互
 たが

 いが苦労してきたＧＧＯ内での女性プレイヤーの少なさで盛り上がり、それによる苦労話と笑い話をしました。

　セクシーなキャラになってしまったピトフーイは、顔面タトゥーを入れるとナンパが激減したと告げて、レンにも
勧
 すす

 めてきました。

　レンが首を素早く横に
振
 ふ

 って答えると、

「私もリアルでは入れてないよー。温泉入れなくなっちゃうからね！」

　ピトフーイはそう言って、優しげな笑顔を見せました。

　もっともＧＧＯ内でのタトゥーは入れるのも消すのも
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 ですので、クレジットさえあれば、好きなだけ
挑
 ちよう
 戦
 せん

 することが可能です。

　そんなピトフーイのＶＲゲーム歴はレンよりずっと長く、それこそＳＡＯのデスゲーム
騒
 そう
 動
 どう

 の間も遊んでいたとのこと。

　そしてＧＧＯは、８ヶ月前のサービス開始時から。他のＶＲゲームにない
殺
 さつ
 伐
 ばつ

 とした世界観が大好きで、今はこればかり遊んでいるとのこと。ただ、最近はリアルの方で
忙
 いそが

 しくて、遊ぶ時間はかなり減ったとのこと。

　ゲーマーとしても
先
 せん
 輩
 ぱい

 ですが、プレイヤー能力としても、ピトフーイはレンの
遙
 はる

 か上を行っていました。

　会話によって打ち解けることができたので、レンはピトフーイを《フレンド》として登録しました。これによって、ゲーム中でもそうでなくても、メッセージのやりとりができます。

　ＧＧＯを始めてから３ヶ月以上、レンは、ゲームの中での知り合いを、やっと一人見つけることができました。そういえば、長身コンプレックスで
対
 たい
 人
 じん

 
恐
 きよう
 怖
 ふ
 症
 しよう

 気味の自分を解消したくてＶＲゲームを始めることにしたんだっけと、今さらになって思い出しました。

　もちろんレンには、現実世界のピトフーイがどんな人間か、まったく分かりません。

　かつて美優は、こう教えてくれました。

「ＶＲゲームの中だって、キャラクターを動かしているのはリアルな人間なんだから、会話や仕草で、その人となりは
滲
 にじ

 み出るもんだって。本当に別人格を演じることができる人は、そういないよ」

　ピトフーイの態度は陽気で、
粗
 そ
 暴
 ぼう

 な感じはまったくしませんでした。

　そこでレンは勝手に〝気のいいお姉さんタイプの二十代女性。社会人。独身〟などとプロファイリングしてみましたが、あっているかなど分かりません。

　お茶とケーキをごちそうになったあと、今日はもう〝落ちる〟、つまり現実世界に
戻
 もど

 るのかと
訊
 たず

 ねてきたピトフーイに、レンは新しい
実
 じつ
 弾
 だん
 銃
 じゆう

 を探していると答えました。

「なんだ！　それなら任せなさい！　いい店教えてあげる！」

　ピトフーイは、自分の知っている小さな店に連れて行ってくれました。

　
狭
 せま

 い道を
突
 つ

 き進んだ先にある、場末の飲み屋のような、狭くてごちゃごちゃした店でした。

　しかしそこには、他のプレイヤーが
遺
 い
 跡
 せき

 の
探
 たん
 索
 さく

 や、強力なモンスターを
倒
 たお

 して手に入れてきた、レアで
高
 こう
 威
 い
 力
 りよく

 な銃が並んでいました。

「すごい……。こんな店もあるんだ……。こんな銃もあるんだ……」

　目移りしていたレンに向けて、

「レンちゃんレンちゃん！　これ、オススメだよ！　昨日入荷したばかりだって！　こっち来て！　見て！」

　ピトフーイが、新しい
化
 け
 粧
 しよう
 品
 ひん

 でも
勧
 すす

 めるかのように手招きしました。

　そして、そこにあったのが、小型で高性能、そしてそこそこレアな銃──、Ｐ９０でした。

　そのプライスタグに並ぶ数字の
破
 は
 壊
 かい
 力
 りよく

 はなかなかのもので、初期の想定予算は
遙
 はる

 かにオーバーしていて、買うとしばらくゲーム内でお茶も飲めないレンでしたが、

「買いますっ！」

　一目見ての
即
 そつ
 決
 けつ

 でした。レンの口から、

「何これ……、本当に銃なの……。かわいい……。なまらかわいい……」

　心の声が
漏
 も

 れました。

「おっ？　レンちゃん
道
 ど
 産
 さん
 子
 こ

 ？」





　予備マガジンと、それを収めるマガジンポーチをオマケしてもらい、ほくほく顔の買い物のあと、レンはＰ９０を
焦
 こ

 げ茶のローブの下に
隠
 かく

 して抱えながら町を歩きました。

　ちょっと手を
振
 ふ

 ってウィンドウを出して操作してストレージに入れれば、重い思いをしなくていいのですが、

「分かるよー。買った銃は、しばらく
触
 さわ

 っていたいもんね。
感
 かん
 触
 しよく

 を確かめていたいもんね」

　
隣
 となり

 を歩くピトフーイの言うとおりでした。今のレンは、買ったばかりのぬいぐるみを抱いて帰る子供です。ずっと
側
 そば

 に置いて、
撫
 な

 でていたいのです。

「名前はどうする？　付けるでしょ？」

「な、名前？　銃にですか？」

　レンはピトフーイの顔を見上げました。

「もちろん！」

「そ、そんなことは──、します！」

「でしょー。で、その子のお名前は？」

　数秒の
静
 せい
 寂
 じやく

 のあと、レンはしっかりとした口調で答えます。

「〝ピーちゃん〟」

「うむ、いい名だ。ピーちゃんには、レンちゃんの手で、たくさんの敵の血をたっぷりと吸わせてあげるんだよ。
銃
 じゆう

 は、人を裏切らないから。殺した数だけ、大きく成長するから」

「うん！　わたし、
頑
 がん
 張
 ば

 って殺す！」

　現実世界でこれを話していたら、まず通報されていたことでしょう。

　そろそろ、そのリアルワールドに
戻
 もど

 る時間になって、レンはピトフーイに大きく頭を下げました。

「ありがとうございます、ピトさん。本当にお世話になりました」

「はい敬語いらなーい。いやあ、こっちこそ女子仲間ができて
嬉
 うれ

 しいよ。これからよろしくね。今度時間が合えば、
一
 いつ
 緒
 しよ

 に
狩
 か

 りに行こ。
砂
 さ
 漠
 ばく

 地帯のデカワニって、まだ見たことないんだ」

「うん」

　ああ、この人は結構いい人だ。

　そう思いながら、レンはログアウトするためにウィンドウを出そうとして、

「そうそう、言い忘れてた」

「ん？」

「次の狩りまでに、Ｐ９０、ちゃんとピンクに
塗
 ぬ

 っておいてね！」
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「…………
 」

　ああ、この人はちょっと油断できない人だ。

　そう思いながら、レンはログアウトするためにウィンドウを出しました。









　こうしてレンは、ピトフーイと《スコードロン》を組みました。

　これは気の合う仲間達で結成するチームで、ファンタジー系ゲームですと《ギルド》と呼ばれています。協力して
一
 いつ
 緒
 しよ

 に戦ったり、アイテムの受け
渡
 わた

 しをしたり、お
揃
 そろ

 いの
紋
 もん
 章
 しよう

 を付けてみたり。

　当然ですが、ゲームは
一
 いつ
 致
 ち

 
団
 だん
 結
 けつ

 して戦った方がいろいろ有利になります。

　人付き合いを増やそうと始めたゲームなのに
誰
 だれ

 とも組んでいなかったレンにとっては、最初のスコードロン参加です。とはいえ、実質レンとピトフーイだけのコンビですが。

　それからの１ヶ月間──、時間が合うときは必ず、ピトフーイと一緒に
狩
 か

 りをしました。

　だいたい同じ時間に遊んでいるレンとは
違
 ちが

 って、ピトフーイのプレイ時間は実にバラバラでした。平日の朝から遊んでいることもあれば、週末に一度も現れないこともあります。

　一体リアルではどんな生活をしている人なのか不思議でしたが、それをはっきりと聞くのはマナー
違
 い
 反
 はん

 なので、レンは自重しました。

　やがて分かりましたが、ピトフーイは
猛
 もう
 烈
 れつ

 にお金持ちのプレイヤーでした。

　気付いた理由は、保有している
銃
 じゆう

 の数です。なにせ一緒に遊ぶ
度
 たび

 に、使っている銃が違うのです。

「ピトさん、今日のそれは……、何？」

「へーん、《Ｌ８６Ａ２》だよ。イギリス軍のアサルト・ライフルＬ８５の、銃身を強化して長くした分隊
支
 し
 援
 えん

 火器バージョン。
普
 ふ
 通
 つう

 のマガジンしか使えなくてさ、じゃあライフルとどこが違うんだってツッコミどころ
満
 まん
 載
 さい

 の１丁だけど、命中率は悪くないよ。重いけど結構好き」

「は、はあ……」

「サイドアームの
拳
 けん
 銃
 じゆう

 は、《コルト・ダブルイーグル》！　コルト社がガバメントをベースに出したダブルアクションオートなんだけど、格好も性能も悪くて不人気銃なんだ！　いやー、ＧＧＯにあるって聞いたときは探したよ！　コレクターが持ってるのを見つけて、クレジット積んで買い取った！」

　ピトフーイは遊び込んでいる強いキャラクターですが、それにしても高価なレア銃、
珍
 ちん
 銃
 じゆう

 、
奇
 き
 銃
 じゆう

 をたくさん所有しています。

　ある日の狩りの待ち時間中、レンがどうしても興味を
抑
 おさ

 えきれず、それだけのクレジットはどうしたのかと
訊
 たず

 ねると、

「あ、《リアルマネートレード》だよもちろん」

　ピトフーイはあっさりと教えてくれました。

　リアルマネートレード、
略
 りやく
 称
 しよう

 ＲＭＴとは、現実世界の電子マネーを使って、ゲームの中のクレジットやアイテムに
替
 か

 えてしまうという
行
 こう
 為
 い

 です。

　ＧＧＯは、目下
唯
 ゆい
 一
 いつ

 の、ゲーム内の通貨と現実の電子マネーの
交
 こう
 換
 かん

 が公式に可能なＶＲゲームです。このため、ＧＧＯにはゲームをやり込むことで〝売れる〟アイテムを手に入れ、
販
 はん
 売
 ばい

 して生計を立てている、プロのプレイヤーが存在します。

　ピトフーイがやっているのは、リアルでの財力にものを言わせたプレイです。努力を重ねてクリアするのがゲームだと思っている人には、
叩
 たた

 かれることの多い遊び方です。しかし、遊び方は人それぞれ自由ですし、何よりシステムで禁止されていないので、叩くのは
貧
 びん
 乏
 ぼう
 人
 にん

 のひがみと言われたら、悲しいかなそれまでです。

　ピトフーイは、現実世界ではお金持ちである。少なくとも
容
 よう
 赦
 しや

 なくゲームにつぎ込めるほどは。レンは一つだけ、彼女のリアルを知りました。そしてこのおかげで、

「今日の
銃
 じゆう

 は《レミントンＭ８７０》だよー！　ポンプアクションのショットガンといえば、ベタだけどこれよね！　
撃
 う

 ってみる？　ね、撃ってみ！」

「やっと手に入ったよ！　《Ｍ１６》！　よく見て《Ｍ１６Ａ１》じゃないんだよ！　初期モデルのＭ１６だよ！」

「今日はね、９ミリパラベラム
弾
 だん

 の自動
拳
 けん
 銃
 じゆう

 ばかり５丁ほど持ってきた。説明するよ、まずはこれが──」

　レンは、かなりいろいろな銃器に
詳
 くわ

 しくなりました。

　自分の筋力値が許してくれる銃は試射しましたが、

「どう？　どう？」

「うん。撃つのはおもしろいけど……」

「やっぱり、ピーちゃん一筋か」

「うん」

「
一
 いち
 途
 ず

 だわー。レンちゃんは！　私なんかね、ＧＧＯにある
全
 すべ

 ての
実
 じつ
 弾
 だん
 銃
 じゆう

 を撃ってみたいって思っているのに！」

　ピトフーイが
吠
 ほ

 えました。そして、

「レンちゃん、《対物ライフル》って知ってる？」

「名前を聞いたことがある、程度しか」

「じゃあおねーさんが説明しよう！　対物ライフル、英語だとアンチ・マテリアル・ライフルってのは、まあ、簡単に言うと、飛び
抜
 ぬ

 けてデカイ
弾
 たま

 を使う銃」

「デカイ、って？」

「通常のアサルト・ライフルが５．５６ミリや７．６２ミリ口径なんだけど、そうね、１２．７ミリ以上になるとたいていは〝対物ライフル〟って呼ばれるね。これって、重機関銃の弾丸なのよ。第二次世界大戦中は
戦
 せん
 闘
 とう
 機
 き

 が装備していたくらい大きな
機
 き
 銃
 じゆう
 弾
 だん

 」

「想像もつかないけど、
弾
 たま

 が大きいと、
威
 い
 力
 りよく

 も大きいの？」

「とーぜん。５．５６ミリ弾が４００メートルくらい、７．６２ミリ弾は８００メートルくらいまでしか
狙
 ねら

 えないけど、１２．７ミリになると
余
 よ
 裕
 ゆう

 で１０００メートル以上まで狙えるよ」

「せんめーとる？　１キロ？」

「とんでもない
長
 ちよう
 距
 きよ
 離
 り

 でしょ？　もちろん、その分だけ銃も大きくて重くなるけどね！　要求される筋力値は
凄
 すご

 いことになるよ」

「わたしにはムリだろうなあ……」

「まあ、銃によってはレンちゃんの身長くらいはあるかな」

「えへへ」

「なぜ喜ぶ？　──この手の大型ライフルは、第二次世界大戦までは《対戦車ライフル》って呼ばれていたんだけど、戦車が
頑
 がん
 丈
 じよう

 になってとても
倒
 たお

 せなくなったから、名前が変わったの。長距離
狙
 そ
 撃
 げき

 とか、敵の軍事物資を
攻
 こう
 撃
 げき

 できる銃として使われているのよ。大きいとはいえ、人間一人で運用できるから便利なの」

「ふーん。大きくて、遠くまで狙える銃、か。じゃあ、持っていると、ゲーム内で最強になれる？」

「いや、全然」

「ありゃ？」

「なにせデカイし重いしで、筋力値の要求も相当高いらしいよ。
超
 ちよう

 遠距離狙撃だとそれなりの技術も必要だし。まー、よほどの好き者じゃないと実戦じゃ使わないんじゃない？　超が三つつくほどのレア銃になるから、ランダム・ドロップで失った日にはショックで
寝
 ね

 られないでしょうしね」

「それでもピトさんは持ちたいんだ……」

「おうよ！　自分の部屋のガンロッカーの中に飾りたいのさ！　──このクラスの銃は、サーバー内に10
 丁くらいしかないって言われていてね、
猛
 もう
 烈
 れつ

 に高いし、
誰
 だれ

 も売らないんだ。実はね、一人持っているキャラクターを知ってるんだ。しかも女プレイヤーでね」

「へえ！　その銃はさておき、女性プレイヤーってのが
驚
 おどろ

 き」

「シノンっていうんだけど、知らない？　水色の
髪
 かみ

 の」

「残念ながら」

「まあいいや。そのシノンちゃんが、どこかの地下
遺
 い
 跡
 せき

 ダンジョンでモンスターを
倒
 たお

 して、ドロップして手に入れたのが、《へカートⅡ》っていう対物ライフルの１丁でね。彼女がそれをとてもとても大切にしているって聞いたから、
捜
 さが

 して見つけて言ってみたの。〝こんにちは！　へカートⅡ売って！〟って」

「ピトさーん、それで本当に買えると思ったの……？」

「ダメだった！　身持ち
堅
 かた

 いわあの子！」

「…………
 」





　ピトフーイが、
超
 ちよう

 がつくほどのリッチかつガンマニアだということは（そして
若
 じやつ
 干
 かん

 性格に問題があることも）よく分かりましたが、それ以外はほとんど
謎
 なぞ

 です。

　あるとき、
荒
 こう
 野
 や

 の
狩
 か

 りに向かう
途
 と
 中
 ちゆう

 にレンは、

「ピトさん、
趣
 しゆ
 味
 み

 は？」

　ついうっかり、見合いの席のようなことを聞いてしまいました。

「ん？　……うーん、このゲーム以外？　ないわー」

　ピトフーイからは、そんな答え。

　聴いてしまった以上は自分のことを言わねばと──、

　レンは自分の趣味である音楽
鑑
 かん
 賞
 しよう

 について、クラシックや映画のサウンドトラックをよく聴くとか、歌手だとしたら今は
神
 かん
 崎
 ざき

 エルザが一番好きだとか、いろいろ告げましたが、ピトフーイからの反応は
薄
 うす

 く、

「音楽かあ……。私はほとんど聞かないなあ」

「そうなの？　意外……」

　レンが正直にそう言うと、

「そう？」

　意外そうな顔をしてピトフーイが答えました。

「なんかわたし、勝手にだけど、ピトさんは音楽好きに思ってた」

「ふっ、
楽
 がく
 譜
 ふ

 すら読めないリアルの私を見たらビビるよ？」

「…………
 。いや、ごめん。リアルの話はここまでで」

　レンが謝りつつ会話を打ち切ろうとすると、意外なことに、ピトフーイの方から、

「まあ、レンちゃんとは結構仲良くなったから、リアルでも会って、正体教えるのもアリかもしれないなって思うこともあるよ。いわゆるオフ会ってやつね。レンちゃんの方は？　その
度
 ど
 胸
 きよう

 というか、
覚
 かく
 悟
 ご

 は？」

　レンは、べらぼうに背の高いリアルの自分を思い、数秒考え、

「多分……、ピトさん……、ビックリすると思いますよ……」

　敬語で答えました。

　
普
 ふ
 段
 だん

 なら敬語を使うなと必ず言ってくるピトフーイは、このときだけは言ってきませんでした。代わりに、小さな体を縮こませたレンを見てフッと
微笑
 ほほえ

 むと、

「じゃあ、こうしよう！　いつか、レンちゃんが私と真っ向勝負をして、勝つことができたらリアルで会おっか！　
住処
 すみか

 が日本中どこであろうと、私から会いに行ってあげる！」

　どうしてそういう話になるのかは
謎
 なぞ

 でしたが、レンはあえて、そこにはツッコみませんでした。その代わり、

「わたしがＧＧＯ内でピトさんを
倒
 たお

 す……？　そ、そんなのいつになるか！」

「じゃあ約束してあげる！　それまでＧＧＯ内で
己
 おのれ

 を
鍛
 きた

 えて、いつかそのピーちゃんで、見事に私を
屠
 ほふ

 ってみなさい！」

「わ──、分かりました！　いや、分かった！　いつか、絶対に、ピトさんを、倒す！」

「うん、いい返事だ。じゃあ、
誓
 ちか

 いの
金
 きん
 打
 ちよう

 ！」

「きんちょう？」

「誓いの
証
 あかし

 に、金属をぶつけるのよ。江戸時代に
流行
 はや

 ったんだけど、その
頃
 ころ

 のことはあんまり覚えてない？」

「ピトさん……。リアルは百七十
歳
 さい

 以上？」

「まだ
秘
 ひ
 密
 みつ

 。で、武士なら刀と
鍔
 つば

 だけど、女子は鏡でやるんだけど、ないから
銃
 じゆう

 で！　さあ！　──私達はいつか本気で勝負をして、私が負けたら、レンちゃんにリアルで会う！　女の約束だよ！」

　そして二人は、
荒
 こう
 野
 や

 で、お
互
 たが

 いの銃を持ち上げました。Ｐ９０の銃口と、ピトフーイの《ＳＫＳカービン》の銃身が打たれて、
乾
 かわ

 いた金属音が
響
 ひび

 きました。

　そのとき、笑顔のピトフーイが何を考えているかは分かりませんでしたけど、レンはこう思っていました。

　無理だろうなあ、そんな日は絶対に来ないだろうなあ、と。





　その約束からおよそ１月後の、２０２６年１月18
 日。
狩
 か

 りの帰りに──、

　レンはスクワッド・ジャムの話を聞くのです。
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　第三章　「スクワッド・ジャム」










「スクワッド・ジャムってのは、この《ガンゲイル・オンライン》の中で、〝少数チームを組んでバトルロイヤルをやろう〟って大会なのよ」

「バトルロイヤル……？　みんなで
一
 いつ
 斉
 せい

 に戦うあれ？」

　
巨
 きよ
 大
 だい

 ミミズを
狩
 か

 った後、
誰
 だれ

 もいない
荒
 こう
 野
 や

 を散歩しながら、レンとピトフーイは、仲良く会話を続けました。

　もちろん、他のプレイヤーから
襲
 しゆう
 撃
 げき

 されたらすぐに反撃できるように、見張りと
警
 けい
 戒
 かい

 は
怠
 おこた

 りません。
普
 ふ
 段
 だん

 は人の顔を見て話すレンも、警戒中は前や横を見ながらの会話になります。

「そう。レンちゃん、《バレット・オブ・バレッツ》は知ってる？　みんなＢｏＢって呼ぶけど」

　レンは
頷
 うなず

 きました。

「名前と
概
 がい
 要
 よう

 だけ、だけど」

　ＢｏＢとは、ＧＧＯ内での最強プレイヤーを決める、バトルロイヤル大会のことです。一対一の予選トーナメントを勝ち
抜
 ぬ

 いた
凄
 すご
 腕
 うで

 の三十人が、広いフィールドで最後の一人になるまで殺し合います。

　
間
 ま
 違
 ちが

 いなくＧＧＯ内最大のイベントで、回を追うごとに盛り上がりが増しています。これに出場することにゲーム人生を
賭
 か

 けているプレイヤーは、とても多いとのこと。

　つい最近、その第三回大会が終わったばかり。

　もちろん、参加など当然考えていないレンでしたので、どんなバトルだったのかは知りません。その日は姉家族と食事に出かけていたので、ダイブもしませんでしたし、
中
 ちゆう
 継
 けい

 
映
 えい
 像
 ぞう

 も見ていません。

「その前回の第三回ＢｏＢだけど、まあ、私も参加してたんだ。リアルの用事で参加できない可能性もあったから、誰にも言ってなかったんだけど」

「へー！　どうだった？」

「予選落ち。それも二回戦でね」

「あら……。残念」

「まー、
狙
 そ
 撃
 げき

 でやられちゃったから、運もなかったけどね。で、その決勝バトルロイヤルで、ちょっと変わったことがあってね。ぎりぎり最後まで、二人のプレイヤーがタッグを組んで戦ったの」

「そんなこともあるんだ」

「この先ひょっとして録画を見るかもしれないからこれ以上のネタバレは防ぐけど、最後までハラハラドキドキで、見ていて
超
 ちよう

 面白かった！　
痺
 しび

 れたっ！」

「へえ」

　ピトフーイが
銃
 じゆう

 のこと以外でここまで何かを
強
 きよう
 烈
 れつ

 に
褒
 ほ

 めるとは、レンは意外に思いました。
中
 ちゆう
 継
 けい

 
録
 ろく
 画
 が

 、見てみようかなと思いました。

「で、ここからが本題。──そのＢｏＢ中継を見ていたとある日本人が、鼻息
荒
 あら

 く思ったんだって。『こんな感じの、チームバトルロイヤルが見てみたい！』って。『複数対複数も燃えるに
違
 ちが

 いない！』って」

「ふむふむ」

「その人は、アメリカ合衆国にあるＧＧＯ運営団体の《ザスカー》にログイン中に英文メッセージを送りつけた。『
拝
 はい
 啓
 けい

 エブリバデ。
僕
 ぼく

 はチームバトルロイヤルが見たいので、
是
 ぜ
 非
 ひ

 とも
開
 かい
 催
 さい

 してください敬具』」

「まさか、そんな個人の要望が許可されたの？」

「そーなのよ。その人はザスカーに、開催に必要な費用は自分が出します、つまり大会のスポンサーになりますって
打
 だ
 診
 しん

 したんだって。いったい
幾
 いく

 ら
払
 はら

 ったか想像もつかないけどね。リアルも割れていて、五十過ぎの病的なガンマニアで、銃が出てくる作品ばかり書いている小説家だって話よ」

「はあ……。
奇
 き
 特
 とく

 な人もいるんだなあ……」

「まあ、ガンマニアってだけで十分
普
 ふ
 通
 つう

 じゃないけど、小説家はなおさらね。合わせ技一本ってところ？　町を歩いていたら
逮
 たい
 捕
 ほ

 した方がいいわ」

「ピトさん……、世界中の作家さんに何か激しい
恨
 うら

 みでも？」

「ん？　別に？　──その作家さんの熱意が実ったのか、単にペイすると思ったのか、ザスカーも〝じゃあ日本サーバーだけで、個人協賛のミニ大会として開催します〟ってことになったのよ。その大会名がスクワッド・ジャム、略してＳＪ。その人の命名らしいから、英語としてあっているのかは分からないけど」

「なるほど。イカの
塩
 しお
 辛
 から

 は全然関係ないと」

「まだ言うか。──ＳＪは参加者、いや、参加チームを募集中でね、28
 日、つまり来週の水曜日昼が募集
〆
 しめ
 切
 き

 りで、その次の日曜日、２月１日に開催」

「ずいぶん急だね……。人、集まるのかなあ？」

「今のところ、
即
 そく
 座
 ざ

 に名乗りを上げたチームはそこそこあるみたいで、参加者不足で開催が危ぶまれるってことはないってさ。最初だから試験的な開催で、よほど大量のチームが集まらない限りは予選はなしってことだから、ソロの
猛者
 もさ

 ばかりのＢｏＢには出られなくても、チームで予選なしなら出られるって喜んだ人が結構いるみたいよ。逆に、ＢｏＢ決勝に出られるような
強
 きよう
 豪
 ごう

 は、まあ、みんなパスでしょ。連中、仲が悪そうだからね。背中を任せて
一
 いつ
 緒
 しよ

 に戦うくらいなら、
昼
 ひる
 寝
 ね

 でもしてるでしょ」

「ふーん」

「なんか、興味なさげだね？　レンちゃん」

「だって──、ＢｏＢもそうだけど、対人
戦
 せん
 闘
 とう

 大会なんて、わたしには向いてないもん」

「暗殺者みたいなえげつなーいＰＫやっておいてよく言う」

「あ、あれは！　──その……、うん」

「うん、あれはよくやった！　──でね、ここからが本題だけど」

「はあ……」

「レンちゃん、ＳＪに出て！」

「はい？　わたしが？　ピトさんと組んで？」

「いや、すっごくすっごく残念だけど、私はダメなんだ。２月１日は……、中学以来の親友の
結
 けつ
 婚
 こん
 式
 しき

 でね。さすがにそれぶっちぎってゲーム大会に出たなんてバレた日にゃあ……、よしんば死なずに優勝しても──」

「うん、リアルで殺されるね」

「でしょ？」

「つまりその日に、日本中の結婚式参列者の女性を
捜
 さが

 せば、リアルのピトさんがいる、と……」

「ひゃあ見つかる！　──それはさておきね、レンちゃんには
是
 ぜ
 非
 ひ

 とも参加してほしいんだ！　その日、
暇
 ひま

 ？　友達とか自分の結婚式とか、ない？」

「手帳見ないと断言できないけど、多分、なかった、気がする……」

「じゃあ参加！　手続きはやっとくから！　チーム登録だから名前があればオッケーだし」

「ちょ、ちょっと待って！　どうしてそうなるの？」

「何事も経験だよ！」

「だって、チーム戦なんでしょ？　わたし、
誰
 だれ

 と
一
 いつ
 緒
 しよ

 に戦うの？」

「お、やる気が出てきたね。いいことだ」

「聞いただけ！」

「私の知ってるプレイヤーで、強いのがいるのよ。男だけど、まあ、変なヤツだけど、ぶっちゃけ頭の中はほとんど犯罪者だけど、悪いヤツじゃないから。いいヤツでもないけどね。そいつとコンビ組んでよろしく！」

「え？　二人だけ？」

「うん。二人だけ。他に都合がつかなかったからさー」

「…………
 。ピトさーん、それでわたしが『わあい！　分かりました！』って言うと思う？」

「何事も経験だよ！」

「いや、その……」

「ねえレンちゃん。私が思うに、レンちゃんはリアルでいろいろ抱えてるでしょ？」

「えっ？」

　
驚
 おどろ

 いたレンは、ピトフーイに顔を向けていました。

　
普
 ふ
 段
 だん

 なら、見張りのためにこっちを見ない！　と言ってくるピトフーイですが、言いませんでした。

　タトゥーだらけですが、まるで優しい心理カウンセラーのような顔を見せると、

「リアルで、何かこう、
鬱
 うつ
 屈
 くつ

 した感情を抱えているでしょ？　だから、ＧＧＯに、よく言えば
鬱
 うつ
 憤
 ぷん

 
晴
 ば

 らしに来た。悪く言えば、
逃
 に

 げてきた」

「…………
 」

「〝なんで分かるの？〟って顔してるけど、簡単に分かるよ。──だって、私がそうだもん！」

「…………
 」

「私は現実で
憤
 いきどお

 ることやどうしようもないことが多すぎるから、ここで暴れてるの。ここで、思う存分、
銃
 じゆう

 を
撃
 う

 ちまくって、モンスターや人を殺してるの」

「ピトさん……」

「だからね、どうせ現実にできないことをやるんなら、思い切ってやろうぜ！　って言いたいのさ！　チームバトルロイヤルの
銃
 じゆう
 撃
 げき
 戦
 せん

 なんて、現実で、できる？　というか、やりたい？」

　ぶるぶると首を横に
振
 ふ

 ったレンに、ピトフーイは、子供を
諭
 さと

 すような
柔
 やわ

 らかい笑顔を見せました。やっぱり顔中タトゥーだらけですが。

　そして、

「だから、暴れようぜ！　水曜日の朝までになんも返事がなかったら、参加ってことにするね！」





　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊





「スクワッド・ジャム……。どーしよ。チームで対人
戦
 せん
 闘
 とう

 かあ……。気が進まないなあ……」

　現実世界に
戻
 もど

 ってきた
香
 か
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 れん

 は、
嘆
 たん
 息
 そく

 混じりに
呟
 つぶや

 いたあと、まずは、持っていたＰ９０を洋服
掛
 か

 けに戻しました。

　このエアガンは、先々週のとある日、大手ショッピングサイトで売っているのを
偶
 ぐう
 然
 ぜん

 見つけたものです。
可愛
 かわい

 いＰ９０、またはピーちゃんをリアルでも手元に置いておけると分かると、矢も
楯
 たて

 もたまらずに注文してしまいました。

　
頼
 たの

 んだのはエアガンのＰ９０と、〝あなたにはこんなのもお
勧
 すす

 めです〟と画面に出た、小さなＰ９０のキーホルダー。

　翌日に届いたエアガンを見て、香[image: 蓮]
 は
愕
 がく
 然
 ぜん

 としました。

　え？　こんなに小さかったっけ？　と。

　そっか、エアガンだから、本物よりずっと小さく作ってあるのか──。

　そう思ったのは、わずかの間でした。レンと香[image: 蓮]
 では体格が
違
 ちが

 いすぎて、同じものを持ってもまったく
違
 ちが

 って感じるんだと気付いたときには、軽く
目
 め
 眩
 まい

 がしました。

　それでもやっぱり気に入って、色は黒のままですが、こうして常に部屋に
飾
 かざ

 ってあるのです。姉と
姪
 めい

 が来るときは、当然洋服ダンスの
奥
 おく

 に
隠
 かく

 しますが。

　同時に買ったキーホルダーは、油性ペンでピンクに
塗
 ぬ

 ってしまいました。こちらは、ピーちゃんそっくりになって、とてもいい出来でした。

　いつも学校に持っていくカバンに取り付けようかと思いましたが──、

　
銃
 じゆう

 のキーホルダーをぶら下げている女子大生などいないと考え直して、部屋の
壁
 かべ

 に
掛
 か

 けています。





　ＧＧＯは、楽しいです。本当に楽しいです。

　だからこそ
香
 か
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 れん

 は、月に３０００円という、この種のゲームとしてはかなり高い接続料を
払
 はら

 ってでも、遊び続けています。いろいろありましたが、今はピトフーイという仲間もできました。

　しかし、楽しいからこそ──、

　現実に
戻
 もど

 ってきたとき、香[image: 蓮]
 はいつも気持ちが重くなるのです。

　ＶＲゲームは楽しい夢の世界ですが、ずっと夢の中にいるわけにはいきません。現実があってこその、〝ユメセカイ〟なのです。それが入れ
替
 か

 わってしまったら──、悪夢でしょう。

　なんという皮肉なのかと、香[image: 蓮]
 は思わずにはいられません。
世
 せ
 知
 ち

 
辛
 がら

 いリアルから
離
 はな

 れたくて始めたＶＲゲームが楽しくて、リアルとの
乖
 かい
 離
 り

 を味わうことで
辛
 つら

 くなってしまうとは。

　どちらかを選ぶとすれば、当たり前ですがリアルを選ぶしかありません。

　これから学業が
忙
 いそが

 しくなったら、就職活動を始めたら、社会人になったら、
結
 けつ
 婚
 こん

 したら、子供ができたら──、とうていＶＲゲームに
逃
 に

 げ込むことなど、できなくなるでしょう。

　世の中には、リアルをうっちゃってＶＲゲームを楽しんでいる人もいるでしょうが、そういうのを『ネトゲ
廃
 はい
 人
 じん

 』と呼ぶのです。よい子は決して
真似
 まね

 をしてはいけません。

　だから、夢世界との別れが辛くならないうちに、または〝別れられない〟という最悪の事態になる前に
止
 や

 めてしまう──、つまりＶＲ世界とはすっぱり
縁
 えん

 を切るという
選
 せん
 択
 たく
 肢
 し

 が、最近香[image: 蓮]
 の頭の中で飛び交っています。長い目で見ればそれが一番いいのは、分かっています。

　ＳＪ参加は、正直まったく乗り気がしませんでした。

　まず、ヴァーチャル・チビはＧＧＯにログインするだけで味わえますし、
戦
 せん
 闘
 とう

 も、モンスター相手だけで十分に楽しんでいます。

　一時期ハマった対人戦闘の面白さは
否
 ひ
 定
 てい

 はしませんし、強い相手との勝負となると、少し心が
躍
 おど

 るのも事実ですが──、だからといって積極的にやろうとは思いません。

　それに、ピトフーイの
紹
 しよう
 介
 かい

 とはいえ、知らない男プレイヤーと組んでの大会参加なんて、まったく気が進みません。コンビとして
上手
 うま

 く行動できる気がしません。参加する以上は優勝を目指すのでしょうが、自分が
著
 いちじる

 しく足を引っ張りそうです。

　もちろん、彼女の言った〝新しい自分への
挑
 ちよう
 戦
 せん

 
云
 うん
 々
 ぬん

 〟は、とてもよく分かります。

　なにせ、そのために始めたＶＲゲームですから。今ここで
逃
 に

 げてどうすると。

　しかし、ＳＪを断ると同時に、ゲームもすっぱり
止
 や

 めるというのも、いい切っ
掛
 か

 けになるのではないか？

　いやしかし、もうちょっと続けても、せめて学生のうちは、就職活動が始まる
頃
 ころ

 までは遊んでもいいのではないか？　親兄姉からも、もうちょっと
趣
 しゆ
 味
 み

 を持てと言われているので、まさにこれがそうではないか？

　
否
 ひ
 定
 てい

 と
肯
 こう
 定
 てい

 で行ったり来たり。
悶
 もん
 々
 もん

 と考えては
疲
 つか

 れるだけの数分間を過ごした
香
 か
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 れん

 は、

「はあ……」

　ため息を一つついて、困ったときの友人
頼
 だの

 み──、

　ＶＲゲームの
先
 せん
 輩
 ぱい

 に、ＡＬＯを遊んでいる友人の
美
 み
 優
 ゆ

 に電話をかけてみることにしました。





『ういっす！　コヒー！』

　幸運にも、美優はこの世界にいました。

　香[image: 蓮]
 は、
唯
 ゆい
 一
 いつ

 この件を相談できる彼女に、悶々とした
胸
 むね

 の内を
淡
 たん
 々
 たん

 と
吐
 と
 露
 ろ

 して、

「どうしたらいいと思う？　ＶＲゲームの先輩として、
忌
 き
 憚
 たん

 なき意見をよろしく」

『そんなん、楽しいと思えれば続ければいいじゃーん！』

　返答は、バッサリでした。

『どっちか
悩
 なや

 んでいるうちは、どっちを
選
 せん
 択
 たく

 しても
悔
 く

 やむよ？　人間ってさ、選ばなかった方を過大評価するようにできているんだってさ。だったら、どっちを選んでもいい訳で、いっそコインを投げて決めてもいいと思う』

「なるほど……。じゃあ、投げて決めた結果が、なんかこう……、イヤだなあと思ったら？　コインの神様の判断に、従えない気持ちがあったら？」

『それって、心の
奥
 おく
 底
 そこ

 では、出なかった方を欲してるってことでしょ？　そっちを選ぶべきだよ。簡単じゃん』

「あ……。なるほど……」

『勝手な欲望を全開させてもらうと、私は、コヒーとゲームの話ができる今の方がいいなあ。うん、
超
 ちよう

 わがままでごめん』

　ＳＪは断るにしても、ＧＧＯはもうちょっと続けるか。そう香[image: 蓮]
 が思ったとき、

『あれ？　でもさ、２月１日って、
神
 かん
 崎
 ざき

 エルザのライブ日じゃん。チケット取れたら行こうって話してなかった？』

「えっ！」

　美優の言葉に
慌
 あわ

 てて手帳を開いた香[image: 蓮]
 は、確かにそう書いてあるのを見ました。失念していました。

　まだ一度もチケットが買えていない、
神
 かん
 崎
 ざき

 エルザのライブコンサート。いつも会場が広くないので、必ずプラチナチケットになるのです。ドーム球場とはいわないが、せめてもう少し大きなコンサートホールでやってくれよと思わずにはいられません。

　
美
 み
 優
 ゆ

 は今、とっくに売り切れのチケットが、インターネットのオークションで、納得できる値段で手に入らないか行動中だったのです。

「本当だ、忘れてた、ごめん……。これ、チケット取れたらもちろん断るね。二人で行こうね。ウチに
泊
 と

 まりに来てね」

『うん。──でもさ、取れなかったらどうする？　ぶっちゃけ、今までの経験から、取れる可能性はフィフティ・フィフティだよ？』

「それが分かるのは、いつだっけ？」

『火曜日の16
 時』

　なんというタイミングでしょう。

　
香
 か
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 れん

 は、そのコイントスに、ＳＪ参加を
賭
 か

 けてみることにしました。ゲーム
継
 けい
 続
 ぞく

 か
否
 いな

 かではないのは、この際無視します。

「なら……、そこで教えて！　チケット取れたら、ゲーム大会は断るから！」









　１月の東京は、晴れの日ばかりが続きます。

　北海道で生まれ育った香[image: 蓮]
 には、寒くない冬よりも、まったく
湿
 しつ
 度
 ど

 がない冬の方が
斬
 ざん
 新
 しん

 でした。しかし、
喉
 のど

 は痛くなるわ、
肌
 はだ

 は
荒
 あ

 れるわ、それらを防ぐために毎日の加湿器の水くみが
面
 めん
 倒
 どう

 だと、正直あまり好きではありません。

　マンションから大学までは、２キロメートル未満。地下鉄なら一駅で、すぐ近くを通っているのですが、よほどの悪天候時以外、香[image: 蓮]
 は歩きます。電車内で
窓
 まど

 に映る自分を見るくらいなら、歩いた方がずっといいですし、健康にもいいです。

　１月27
 日。火曜日の16
 時少し前。

　大学が終わり、冬の早い夕暮れが
迫
 せま

 る中、香[image: 蓮]
 は大学の校内を歩いていました。

　もちろん一人でなのは、言うまでもありません。

　まわりには、これから飲み会だの、サークルだのと、楽しそうな声が飛んでいますが、香[image: 蓮]
 には関係のない話です。別の世界の話です。

　さっさと部屋に帰ろうと、ジーンズにスニーカー、
薄
 うす
 手
 で

 のコートを着た香[image: 蓮]
 が、枝しか残っていない街路樹の下を歩いているときでした。

　香[image: 蓮]
 の進む先から、六人の女子高生達が歩いてくるのが見えました。お
揃
 そろ

 いの制服で、そして校内にいることで分かるとおり、同じ
敷
 しき
 地
 ち

 内にある
附
 ふ
 属
 ぞく

 高校の生徒達です。

　彼女達六人とすれ
違
 ちが

 うのは、もう
珍
 めずら

 しくなく、去年の夏から始まって、週に二、三回はあることでした。
香
 か
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 れん

 は、顔を覚えてしまいました。

　手にしているとても大きなスポーツバッグから想像するに、何か運動部なのでしょう。大学の体育館は大きく、ときに高等部と合同練習が行われることがあります。

　そのうちの一人は、
綺
 き
 麗
 れい

 な
金
 きん
 髪
 ぱつ

 に白い
肌
 はだ

 、青い
瞳
 ひとみ

 を持つ白人です。留学生か、在日外国人の子女か。どっちにせよ、この学校では珍しくありません。

　彼女たちは
皆
 みな
 小
 こ
 柄
 がら

 で──、いえ、その年にしては〝
普
 ふ
 通
 つう

 〟なのでしょうが、香[image: 蓮]
 にとっては皆とても小さく、そして
華
 きや
 奢
 しや

 で、何より
可
 か
 憐
 れん

 です。よく笑いよく
喋
 しやべ

 り、楽しそうに歩いています。学校に部活に仲間にと、さわやかに、青春真っ最中という感じです。

　もし、自分がこんな大女でなければ、あんな青春もあったのだろうか？

　そう考えると、
陰
 いん
 鬱
 うつ

 な気分になるのは
避
 さ

 けられません。もちろん、彼女達にはなんの落ち度もないのですが。

　楽しそうな声と共にどんどん近づいてくる六人を見ながら、早く部屋に帰ろうと、香[image: 蓮]
 は歩みを速くしました。もうすぐ、
神
 かん
 崎
 ざき

 エルザのライブチケットが手に入るか、
美
 み
 優
 ゆ

 からの
連
 れん
 絡
 らく

 で分かるでしょう。

　静かな一人と、
賑
 にぎ

 やかな六人が、交わることなくすれ違って、

「ねえ、あの人──」

　香[image: 蓮]
 の耳に、六人のうちの
誰
 だれ

 かの声が届きました。

「背が高くて──」

　その先は、もう聞きたくはありませんでした。

　香[image: 蓮]
 は顔を
伏
 ふ

 せて歩を速めると、その場から
逃
 に

 げ出しました。

　同時に、一つの欲求が
沸
 わ

 き起こりました。

　
撃
 う

 ってやりたい。あの六人を、全員、撃ってやりたい。

　右手が、普段体の前に
提
 さ

 げているピーちゃんを探しましたが、
空
 むな

 しく空を切りました。

　香[image: 蓮]
 が逃げるように部屋に帰ると、ドアを閉め、自動的に
鍵
 かぎ

 が
掛
 か

 かった
瞬
 しゆん
 間
 かん

 にスマートフォンが
震
 ふる

 えました。

　美優から届いたメッセージは、

『ダメだった！』

　たった一言でした。

　香[image: 蓮]
 はリビングのパソコンの前に立つと、起動するやいなや、ＧＧＯを立ち上げました。

　ピトフーイへのメッセージは、

『暴れてやる！』

　たった一言でした。





　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊





　１月30
 日・金曜日の夜の20
 時過ぎ。

　
香
 か
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 れん

 は、姉夫婦と
姪
 めい

 との楽しい食事を終えると、その部屋を出ました。

　四歳の姪は、
一
 いつ
 緒
 しよ

 にアニメ映画のテレビ放送を見ようとせがんできましたが、

「ごめんねー。おねーちゃん、宿題があるんだ」

　そう
噓
 うそ

 を言って、階数の高い姉一家の部屋から、自分の部屋がある下層へと移動をしました。

　そして、現実世界からＶＲ世界へと、次元を
超
 こ

 えた移動をしました。





「やほ！　レンちゃん！　やっぱりあんたは、私が見込んだ通りの女だよ！」

　待ち合わせの場所、中央都市であるＳＢＣグロッケンの酒場で、レンはピトフーイにばんばんと
両
 りよう
 肩
 かた

 を
叩
 たた

 かれました。長身のピトフーイに上から叩かれると、そうでなくても小さい身長が、さらに縮みそうです。

「痛い痛いピトさん！　──とりあえず来たけど……」

　そう言って、
薄
 うす
 暗
 ぐら

 くて
狭
 せま

 い個室を
見
 み
 渡
 わた

 します。他には、
誰
 だれ

 もいません。

「あ、レンちゃんと組む相棒ね。ごめん、もうすぐ来るからちょっと待ってて。いつもの、
一
 いつ
 杯
 ぱい

 おごるわ」

「ありがとう。──どこかで買い物でも？」

　レンはピトフーイの対面席に座りながら、何気なく聞きました。〝どこかで〟とは、ＧＧＯ中のどこかの意味でした。

「いやー、まだリアル。用事
頼
 たの

 んでおいたから」

　同じように何気なく返ってきた返事に、レンはかなり
驚
 おどろ

 かされました。

　現実で用事を頼み、少し
遅
 おく

 れることが分かるというのは、〝リアルでも
親
 しん
 密
 みつ

 なつきあいがある男〟ということでは？　すると……、彼氏？　
恋
 こい
 人
 びと

 ？　
旦那
 だんな

 ？　息子や父親という可能性も？

　驚きを顔に出さないよう、思ったことを口に出さないようにしながら、レンはテーブルの中央から上がってきたアイスティーを手前に引き寄せて、ストローを口に運びました。

　現実に比べれば感覚は
希
 き
 薄
 はく

 ですが、口の中に感じるのは冷たく
甘
 あま

 いアイスティーです。しかも
幾
 いく

 ら飲んでも太らないし、トイレに行く必要もありません。

　熱帯魚のようなケバケバしい色のサイダーをガブガブと飲んでいたピトフーイが、

「ＳＪのルールは読んだ？　レンちゃんの性格なら、
隅
 すみ

 から隅まで読んでいそうだけど念のために確認するね」

　性格が読まれているなあと思いながら、レンは
肯
 こう
 定
 てい

 して返しました。

　参加手続きがされていたので、運営団体であるザスカーから、ルールを書いたメッセージが届いていました。レンは流し読みではなく、きっちりと読破していました。





　ＳＪのルールは、基本的には個人バトルロイヤルであるＢｏＢのそれに
準
 じゆん
 拠
 きよ

 します。そして、何カ所か、そして重要な
違
 ちが

 いがあります。

　同じ点としては、要約すると──、

『参加者（チーム）が
一
 いつ
 斉
 せい

 に、他者（他チーム）からそれぞれ１０００メートル以上
離
 はな

 れた場所に転送されて試合開始。最後まで生き残った者（チーム）が優勝』

『
舞
 ぶ
 台
 たい

 は特設フィールド。どんな様子かは始めるまで分からないが、いろいろな地形が混じり合った場所になる。有利不利な地形はあるが、転送は完全にランダムなので、運しだい』

『ゲーム中にそのキャラクターが所持できる武器なら、何を使ってもいい。つまり、
銃
 じゆう

 だけでなく、
爆
 ばく
 弾
 だん

 やナイフなども可能。フィールドに点在する乗り物も使える』

『通常なら死体は
砕
 くだ

 けて
消
 しよう
 滅
 めつ

 するが、ゲーム中は【Ｄｅａｄ】のタグと共に残る』

『通常なら死亡後《ランダム・ドロップ》と呼ばれるアイテムの落下があり、仲間が拾ってくれないと高価な銃であっても永遠に失うことになるが、大会中はそれがない』

『一方的に
逃
 に

 げて引きこもる者（チーム）を出さないために、《サテライト・スキャン》が行われる。これは人工衛星からの探査という設定で、当日参加者が持たされる
携
 けい
 帯
 たい
 端
 たん
 末
 まつ

 に、相手の位置が定期的に、短い間だけ表示される』

「ここまでで、何か質問は？」

　空中に出したルール画面を指しながらピトフーイが聞いて、レンが答えます。

「
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 。サテライト・スキャン端末の使い方がちょっと不安だけど」

「そんなに難しくないから、スマホが使えれば大丈夫よ。さて、重要な、ＳＪならではのルールだけど──」

　違う点として、まずはなんと言っても、参加人数。

『個人参加は認めず、最低二人から最大六人までのチーム』

『仲間への
攻
 こう
 撃
 げき

 、つまり誤射、誤爆も通常通りのダメージを与える』

『ＢｏＢでは禁止されていた通信アイテムが、チーム内でのみ使用可能。当然、外部や死んだプレイヤーとの
連
 れん
 絡
 らく

 は不可能』

　ピトフーイは自分の左耳に指を当てて、

「常時通話の通信アイテム持たせるから。前に私と使ったヤツね」

「了解」

　レンは
頷
 うなず

 きました。

　常時通話とは、〝
喋
 しやべ

 る〟と〝聞く〟が
一
 いつ
 緒
 しよ

 にできる、要は
普
 ふ
 通
 つう

 の電話のような通信機です。通常の無線機は、喋るときだけボタンを
押
 お

 して、一方通行のやりとりしかできないのです。

　もっとも、常時通話ですと全ての声が常に聞こえるので、仲間の人数が増えると、うるさいことこの上ありません。このあたりの
選
 せん
 択
 たく

 は好みですが、二人だけならば常時通話の方が楽でしょう。

　次の大きな
違
 ちが

 いとして、

『ＳＪでは死体は10
 分後に消えて、プレイヤーは酒場に
戻
 もど

 ってこられる』

「まあ、これはＢｏＢみたいにシビアな大会じゃないからでしょうね。
賭
 かけ

 で大金が動くＢｏＢだとね、万が一の情報
漏
 も

 れを防ぐために、優勝者が決まるまで、意識が死体と
一
 いつ
 緒
 しよ

 に待機させられちゃうのよ」

「ふむふむ。ＳＪならすぐに死んでも、大会終了まで待たなくていいのね」

「すぐに死んだら許さないよー？」

「はっ！　死ぬ気で戦います！」

「よろしい」

　サテライト・スキャンの時間も、
変
 へん
 更
 こう

 になっています。

『ＢｏＢでは15
 分だったサテライト・スキャン
間
 かん
 隔
 かく

 が、10
 分に短縮されている』

「これは、大会時間を短くしたいからだね。ＢｏＢがいつもだいたい２時間くらいで決着が付いているけど、それよりは、間違いなくかからないね。日曜日の14
 時から開始して……、ひょっとしたら１時間以内で終わっちゃうかも」

「そんな早く？」

「私の
慧
 けい
 眼
 がん

 ではね」

「自分で言うかな……？」

「まあいいじゃん。だから、この大会で１時間以上生き残ったら、それだけでたいしたものよ」

「そっか。チーム参加だから、すぐに派手な
撃
 う

 ち合いになるかもしれないのか……」

「そうねー。ゲーム開始直後は敵は最低でも一キロ
離
 はな

 れているけど、全力ダッシュされたらすぐに
距
 きよ
 離
 り

 を
詰
 つ

 められるから気を
抜
 ぬ

 かないでね。見通しがいいところなら、８００メートルで
狙
 そ
 撃
 げき
 銃
 じゆう

 の
弾
 たま

 が、６００メートルでマシンガンの弾が飛んでくるよ。──ま、そのへんは実際に一緒に戦うヤツに任せるけど」

　まだ
到
 とう
 着
 ちやく

 しない、レンの知らない相棒について
触
 ふ

 れた後、ピトフーイは、

「で、ここからが多分一番重要なＳＪのルール！　はいここテストに出るよ！」

　そう言いながら、画面を指さしました。そこに書いてあったのは、やはり要約すると、

『サテライト・スキャンで表示されるのは、スクワッド・リーダー（分隊長）の位置のみとする。また、ＢｏＢでは光点に触れるとプレイヤーの名前が出たが、今回はチーム名を表示しない』

「どういうこと？」

「チームは最大六人だけど、全員を表示したら、画面が
賑
 にぎ

 やかすぎてワケわかんなくなっちゃうでしょ」

「なるほど……」

「だから、リーダーがいる場所だけが表示される。これがどういう意味を持つでしょう？　はい、レンちゃん」

　ピトフーイ先生の指名に、レンは数秒考えてから答えます。

「他のチームメンバーがどこかに
潜
 ひそ

 んでいても、目視するまでは分からない……。リーダーの位置は、むしろ相手を引き寄せるための
罠
 わな

 に使える……」

「そう！　さすがは
蟻
 あり
 地
 じ
 獄
 ごく

 のようなトラップ
野
 や
 郎
 ろう

 のレンちゃん！　理解が早い！」

「いや、それは忘れて……」

「
褒
 ほ

 めたのに！　あの、人を人とも思わない
容
 よう
 赦
 しや

 のない
攻
 こう
 撃
 げき

 ！　
痺
 しび

 れるわー！」

「話
戻
 もど

 すよ？　──じゃあ、個人戦のＢｏＢとは、サテライト・スキャンの意味がだいぶ変わってくるね」

「そういうこと。ただし、あんまりチームがバラバラになると、それだけで不利になるからね」

「分かった……。先生質問！」

「はいレン君」

「そのリーダーが死んだら……、どうなるの？　──その
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、そのチームの負け？」

「いや、それじゃみんなが楽しめないでしょ？　場所が判明しているリーダーが
狙
 そ
 撃
 げき

 で一発死亡ってこともあるだろうし。だからその場合、実際の戦争と同じことになるだけ」

「というと？」

「軍隊ではね、隊長が戦死したら、次に階級の高い人が、同じ階級なら先になった人が、
指
 し
 揮
 き
 権
 けん

 を引き
継
 つ

 ぐの。つまりＳＪでは、チーム内順位を
申
 しん
 請
 せい

 しておいて、二位、三位って自動的に
繰
 く

 り下がっていく」

「なるほど。じゃあ、二人だけのわたし達チームは、そのへん
悩
 なや

 む必要はないね。それにしても、本当に二人でやるんだ……」

「おうよ。がんばってねー。二人だけで優勝したらかっこいいじゃん」

「はあ」

「他にも、〝降参できるのは
唯
 ゆい
 一
 いつ

 リーダーだけで、その場合はチーム全体が降参になる〟ってルールもあるけど、まあこれもレンちゃん達にはあんまり関係ないね。人数が減って本当に勝ち目がなくなったら、さっさと退場していいよって意味」

「ふむふむ」

　レンは残り少ないアイスティーを飲みきるため、ストローを
咥
 くわ

 えて吸い始めました。そして、

「ルールは以上ね。レン分隊長
殿
 どの

 」

　その言葉に、中身を
吹
 ふ

 き出すかと思いました。何とか飲み込むと、目を丸くしながら、

「へ？　は？　ふ？」

「ハ行の発音練習？」

「
違
 ちが

 います！　──わたしがリーダー？　なんで？　組むって人が、わたしより、弱いんですか？」

「敬語になってるよー。違う違う。もちろんヤツは強いプレイヤーよん」

「じゃ、なんで……？」

　小さな顔中に
疑
 ぎ
 問
 もん
 符
 ふ

 を
浮
 う

 かべるレンに、顔中タトゥーのピトフーイは答えます。

「ひみつー！　ま、作戦のうちよ」

「…………
 」

　レンはそれ以上何も言えなくなって、個室はすっと静かになりました。

　そして、

「悪い。
遅
 おく

 れた」

　野太い男の声が聞こえ、
巨
 きよ
 大
 だい

 な男が入ってきました。
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　第四章　「エムという男」










　カーテンを分けて個室に入ってきた男を見て、

「…………
 」

　レンは、
熊
 くま

 がやって来たのかと思いました。

　その男は、身長は１９０センチを優に
超
 こ

 える
巨
 きよ
 漢
 かん

 でした。

　身につけているのは、緑と茶と黒の毒々しい点を組み合わせた
迷
 めい
 彩
 さい

 パンツと、茶一色のＴシャツ。

　装備は一切身につけていないのですが、それ
故
 ゆえ

 に持ち前のマッチョさがこれでもかと伝わってきます。背が高い上に、
横
 よこ
 幅
 はば

 も広く
胸
 むね

 も分厚いです。胸は、
皮
 ひ
 膚
 ふ

 の下に
防
 ぼう
 弾
 だん

 プレートでも入っているのかと思えるほど。Ｔシャツの
袖
 そで

 から出ている両の
腕
 うで

 はまるで丸太で、多分レンのウエストより太いでしょう。

　彼をさらに熊に見せているのが、その頭でした。ウェーブのかかった
濃
 こ

 い茶色の
髪
 かみ

 は
肩
 かた

 まで長く、モッサリと頭を
覆
 おお

 っています。
髭
 ひげ

 のない顔は、まるで大きな岩のようなごつさでした。二つの目は割とクリっとしているのですが、優しげにはまったく見えません。

　
年
 ねん
 齢
 れい

 はかなり高く、四十
歳
 さい

 を
越
 こ

 えているように見えます。もちろん、アバター外見とリアルの実年齢とはまったく関係がないので、現実世界で彼は男子高校生かもしれませんし、八十歳のおじいちゃんかもしれません。

　米国製のゲームであるＧＧＯの世界では、こういうボディ・ビルダーのような
超
 ちよう

 マッチョアバターは
珍
 めずら

 しくありません。町でもよく見かけますが、こんなに近くで会うと、レンにとっては、かなり
怖
 こわ

 いです。

　しかし、この外見でも、
例
 たと

 えば彼がゲームを始めたばかりで筋力値が低い場合、レンでも装備できるような
銃
 じゆう

 が重くて持てないという面白いことになります。まあ、ピトフーイが〝強い〟と言ったので、それはないでしょう。
普
 ふ
 通
 つう

 に考えて、最低でも彼女並みか、それ以上遊び込んでいることでしょう。

「おう、
遅
 おそ

 いぞコラ」

「悪い、ピト。ただ、用事は全部済ませておいた」

　太い声でぶっきらぼうに答える様も、レンにはかなり怖いです。今までの人生で、こんな大きな人間と向き合ったことなど、まったくありません。幼少時、動物園でガラス
越
 ご

 しに
羆
 ひぐま

 を見たときのことを思い出しました。

　レンは、こんな
恐
 おそ

 ろしい相棒は無理ですと、ＳＪ辞退を伝えようかと思いました。さすがにそれはピトフーイにも彼にも失礼なので、それに自分で一度決めたことだしと、考え直しました。それに、彼は敵ではなく仲間になるのですから。

「分かった。ほら、こっち座れ」

　ピトフーイはそう言いながら立ち上がると、自分が座っていた席を彼に
譲
 ゆず

 りました。個室の入り口で
巨
 きよ
 体
 たい

 がピトフーイと入れ
替
 か

 わって、
狭
 せま

 そうにシート
脇
 わき

 を進んで、レンの目の前に座りました。

「レンちゃん、
紹
 しよう
 介
 かい

 するね！　このバカみたいに
無
 む
 駄
 だ

 にでかいのが──」

　それを聞いた
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、レンはちょっとだけ心が痛みました。リアルでは、まさに自分がそう思われているのでしょうから。もちろん、これはピトフーイが悪いのではありません。リアルを
隠
 かく

 して遊べるのがＶＲゲームですから。

「今回
一
 いつ
 緒
 しよ

 に戦ってもらうヤツで──、ほら、自己紹介しなさい」

　ピトフーイの男への態度は、かなり高圧的でした。二人の関係は分かりませんが、リアルではピトフーイの方がずっと立場が上のように、レンには思えました。

　大男は一度軽く頭を下げると、

「初めまして。
俺
 おれ

 は、エムと言います。よろしく」

　そんな自己紹介。姿形は
怖
 こわ

 いですが、
物
 もの
 腰
 ごし

 はとても
丁
 てい
 寧
 ねい

 でした。
釣
 つ

 られてレンも、頭を下げてから敬語で返します。

「初めまして。わたしは、レンです」

　そして、二人は
黙
 だま

 りました。どうもこのエムという男、ピトフーイほど社交的ではないようです。

　会話しづらいなあ。まあ、ピトさんが間に入るから
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 か。レンがそんなことを思っていると、

「じゃ、私用事があるんで。あとは若い二人に任せて！」

　個室の入り口にいたピトフーイは、見合いの席のような
台詞
 せりふ

 を言い残して、

「え？　あっ──」

　レンが話しかける間もなく、するりと出て行ってしまいました。





　残ったのは、とんでもない気まずさでした。

　男性と二人きりだと危ない、ということではありません。ＶＲゲームにおいては、異性との肉体的
接
 せつ
 触
 しよく

 は《ハラスメント》として警告が出ます。これに従わない場合は
罰
 ばつ
 則
 そく

 が加算されて、最終的にはアカウントを停止されてしまいます。

　
香
 か
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 れん

 は、思春期以降、異性と二人きりで話した経験がほとんどありません。どうにかゼロではないのは、年の
離
 はな

 れた兄が二人いるのと、上の姉が
結
 けつ
 婚
 こん

 して義兄がいるからです。おかげで、絶対に話せないほどの男性
恐
 きよう
 怖
 ふ
 症
 しよう

 ではありませんが、

「…………
 」

　自分から積極的に何かを言える
雰
 ふん
 囲
 い
 気
 き

 ではありませんでした。相手は自分を頭からバリバリ食べてしまえそうな
巨
 きよ
 漢
 かん

 ですから。

　同時に、リアルの自分を見た人たちの気分がなんとなく分かってしまい、またちょっと
陰
 いん
 鬱
 うつ

 たる気分になりました。

　やっぱりログアウトして
逃
 に

 げたい、そう思ってうつむいたレンの耳に、

「あの……、まあ、あんまり……、
緊
 きん
 張
 ちよう

 しないで、い、いきましょう。いや、いこう……。敬語を使うと、ピトのヤツに……、あとで、ボコボコ
殴
 なぐ

 られる」

　緊張混じりに
訥
 とつ
 々
 とつ

 と話す声が届きました。当然エムの声です。

　ああ、
怖
 こわ

 いのは自分だけじゃないんだなと、レンは少しだけ気持ちがほぐれました。この大きな男が、ピトフーイにボコボコ殴られるところも想像して──、暴力はいけませんが、それはちょっと
微笑
 ほほえ

 ましい光景でした。

「あ──、はい。じゃなくて、うん、それで、お願い」

　人と話すときは目を見るのが、
小
 こ
 比
 ひ
 類
 るい
 巻
 まき

 家でのルールです。商売人である親は、厳しくそう
躾
 しつ

 けてくれました。レンはエムのゴツい顔を見ながら、

「参加すると決めた以上、
精
 せい
 一
 いつ
 杯
 ぱい

 やるので、いろいろ──、よろしく。エムさん」

「こちらこそ。優勝を目指すので、
一
 いつ
 緒
 しよ

 に
頑
 がん
 張
 ば

 ろう。レン──、呼び捨てでいいか？　どうも、ちゃん付けって……、苦手なんだ」

　レンは
頷
 うなず

 きました。どうやらエムは、見た目ほど性格は怖くなさそうです。

　このゴツいキャラクターを操っているのがリアルではどんな人なのか？　レンは再び興味が
湧
 わ

 きましたが、それは頑張って思考の外に放り投げました。考えていると、またうっかり聞いてしまいそうです。

「ピトから、どんなことを聞いてる？　
俺
 おれ

 が来るまで、どんなことを話していた？」

　ようやくエムの方も緊張が解けたのか、
頼
 たの

 んですぐ穴から出てきたアイスコーヒーのグラスを片手に、ごく
普
 ふ
 通
 つう

 に話しかけてきました。

　レンは、〝この人は私のおじさんだ。タメ口がきける年上の人だ〟くらいの感覚を持って話すことにしました。

「ＳＪのルールの再確認と、無線アイテムの使用と、なぜだか、わたしがリーダーになるってことを」

「そうか。じゃあ、今日こうして俺達が顔を合わせている理由は？」

「まだ何も」

　レンは首を横に
振
 ふ

 って答えました。

　そういえば、なぜなんでしょう？

　ピトフーイは理由も言わず、金曜日の21
 時から３時間ほど取れるか聞いてきました。大会当日はピトフーイは
結
 けつ
 婚
 こん
 式
 しき

 参列で
忙
 いそが

 しいでしょうから、今のうちにエムを
紹
 しよう
 介
 かい

 してもらえるのは
嬉
 うれ

 しいですが、さすがに３時間は必要ないでしょう。しかも、
親
 しん
 睦
 ぼく

 を深めるために三人でモンスター
狩
 が

 りに行くのかと思いきや、ピトフーイはさっさといなくなってしまいましたし。

　レンの返事に、

「まったく」

　エムはそう
漏
 も

 らすと、軽く笑いました。
厳
 いか

 つい顔が少しだけほぐれて、ああ、このキャラクターでも笑えるんだと、笑うためのグラフィックが用意されているんだと、レンは不思議な感想を持ちました。

「お
互
 たが

 い、どれくらいの能力か分からない。
俺
 おれ

 はピトから聞いているけど、これから演習場に行って、それを確かめたい」

　演習場とは、文字通りの場所です。

　いろいろな地形や建物が選べるフィールドで、室内
射
 しや
 撃
 げき
 場
 じよう

 と
違
 ちが

 って、地形を使って実戦に
即
 そく

 した移動や
長
 ちよう
 距
 きよ
 離
 り

 射撃の練習ができますし、お互いのダメージをなしに設定すれば
戦
 せん
 闘
 とう

 演習だって可能です。そしてその間、モンスターや他のプレイヤーから
襲
 おそ

 われて殺される心配がありません。ただし、使用には予約が必要で有料であり、かなり高いです。

「なるほど。──でも、一つ、どうしても気になることが……」

「何か？」

「なんでわたしがリーダー？　その、確かめるまでもなく、そんな能力、ないよ？」

　レンが小さい体で必死に
訴
 うつた

 えたので、エムはまた、少し笑いました。

「
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 。考えがあるから、そうしているだけだ。実際の作戦
指
 し
 揮
 き

 は、俺が
執
 と

 るよ」









　金曜日が土曜日に移り変わる直前に、
香
 か
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 れん

 は現実世界に
戻
 もど

 ってきました。

　大きな体で大きく
伸
 の

 びをして、ゆっくりと現実の
感
 かん
 触
 しよく

 を確かめてから立ち上がると、部屋の明かりを
点
 つ

 けました。

　ぼんやりと、洋服ダンスに
掛
 か

 かっている黒いＰ９０を見ながら、

「入団テストだった……、のかな？」

　香[image: 蓮]
 は
呟
 つぶや

 きました。





　２時間半ほど、レンはエムに、いろいろなことをやらされました。

　二人は、予約していた演習場に行きました。
狂
 くる

 った色の空を持つ、岩と
放
 ほう
 棄
 き

 車両が目立つ
荒
 こう
 野
 や

 です。遠くには
傾
 かたむ

 いたビルと、クレーターを持つ山。見たところ
普
 ふ
 通
 つう

 のフィールドと変わりませんが、２キロほどで移動距離の制限がかかっていて、〝これ以上は進めません〟という
透
 とう
 明
 めい

 な
壁
 かべ

 があるはずです。

「装備を全部身につけてくれ。通信アイテムも
渡
 わた

 す」

　エムが、まずはそんな言葉。レンは画面を操作して、ストレージに保管してある装備を実体化させました。いつものピンク色の
戦
 せん
 闘
 とう
 服
 ふく

 と、Ｐ９０です。
着
 き
 替
 が

 えるには、一度着ている物が消えるので下着姿になるのですが、ローブを装備したままだと
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 です。

　そして、レンはいろいろなことをやらされました。

『40
 メートル先にドラム
缶
 かん

 がある。あの中央に向けて、立ったまま
射
 しや
 撃
 げき

 して欲しい。セミオートで10
 発をゆっくり、10
 発をなるべく速く。残りの30
 発はフルオートで』

『ここからあの
廃
 はい

 トラックまで２００メートルある。足下は固い石だ。Ｐ９０を持ったまま、全力
疾
 しつ
 走
 そう

 して欲しい。トラックにタッチしたら、また全力でここに
戻
 もど

 ってくる』

『今度は走りながら射撃だ。ドラム缶に向けて全力疾走、
俺
 おれ

 の指示で、走りながら
全
 ぜん
 弾
 だん

 フルオートで
撃
 う

 ち込め。マガジンが残り８発以下になったら、
即
 そく
 座
 ざ

 に
交
 こう
 換
 かん

 』

『あそこにある
尖
 とが

 った岩まで、目測で何メートルあると思う？　その向こうの穴までは？』

　この辺までは、ああ、自分の戦闘力を見ているんだなあと分かりましたが、

『この先は何もない。目をつぶって歩いて欲しい。なるべく
普
 ふ
 通
 つう

 に、そして一定にだ。指示ごとに、言われた角度に曲がってくれ』

『ゆっくり歩き、普通歩き、小走り、全力疾走──、この四つを、指示で切り替えてくれ』

『うつぶせで
寝
 ね

 ていて欲しい。１分以上たったら不意に合図を送るから、立ち上がって指示した方へ走れ。次の合図でまたうつぶせだ』

『後ろ向きになるべく速く歩け。石があるので、もし転んだらそのまま回転して腹ばいになれ』

『しゃがんで丸まって、なるべく小さくなれ。そして、そのまま坂道を転がってみてくれ』

　などと言われると、それが何の役に立つのか、レンにはよく分かりません。

　ＶＲゲームの世界では、どれだけ動こうが肉体的には
疲
 ひ
 労
 ろう

 しません。〝全速力で走れ〟と脳が命令すれば、まるでコントローラーのボタンを操作したかのように、体はいつまでも走り続けるのです。

　何をやっているのかさっぱり分からないので精神的には
疲
 つか

 れますが、レンは言われたことを、しっかりとこなしました。

「うん、分かった。ありがとう」

　レンがこれで終わりかなと思っていると、エムは自分のストレージの操作画面を出して、自分の
銃
 じゆう

 を呼び出しました。

　彼の目の前に現れたのは、大きな異形のライフルでした。

　それは、大きく長く、ゴツゴツとした
起
 き
 伏
 ふく

 の多いライフルです。工事現場の機械のような印象を、レンに与えました。
頑
 がん
 丈
 じよう

 そうなバイポッドとスコープが付いています。

　色は、茶色と緑の
迷
 めい
 彩
 さい

 
塗
 と
 装
 そう

 。あちこちが
剝
 は

 げていたり、
擦
 す

 れて色が落ちていたりと、だいぶ使い込まれた様子が
窺
 うかが

 えます。

「それが、エムさんのメインアーム？　初めて見たけど、なんて言うの？」

　強そうだけど重そうだな、自分では装備できないだろうなと思いながらレンが聞くと、

「《
Ｍ
 えむ
 １
 じゆう
 ４
 よん

 ・
Ｅ
 いー
 Ｂ
 びー
 Ｒ
 あーる

 》」

　
銃
 じゆう

 のチェックを終えたエムは、まずは名前だけ答えました。Ｍ１４・ＥＢＲを足下に置いて、装備品を実体化させる作業をしながら、追加説明をしてくれました。

「ＥＢＲはエンハンスド・バトル・ライフルの頭文字だ。その名の通り、Ｍ１４という古いバトル・ライフルの〝強化版〟だ。口径は７．６２ミリ」

　それを聞いて、かつてピトフーイに教わったことを
反
 はん
 芻
 すう

 しながら、

「すると、エムさんの
戦
 せん
 闘
 とう

 スタイルは……、セミオートでの
中
 ちゆう
 距
 きよ
 離
 り

 
射
 しや
 撃
 げき

 ？」

　レンが確認するように
訊
 たず

 ねました。

　ＧＧＯを始めるまでまったく知らなかった銃知識が、今のレンにはたくさんあります。

　チュートリアルで教わり、ピトフーイからも復習したのは──、

『銃は口径によって、また同じ口径でも銃の種類によって、有効射程が変わる。自分の銃、相手の銃の口径と種類に注意しろ』

　ということです。

　有効射程とは、乱暴に言えば〝当てられて、ダメージを与えられる最大の距離〟です。単に
弾
 たま

 が物理的に最も飛ぶだけの〝最大射程〟とは、意味が全然
違
 ちが

 ってきます。

　７．６２ミリクラスの弾丸は
威
 い
 力
 りよく

 が強く、中距離での
狙
 そ
 撃
 げき

 には最適です。

「そうだな、
俺
 おれ

 は、基本的には開けた場所で、相手との距離を保って戦いたい。もちろん、近距離の戦闘になってもＥＢＲを使うが、室内などではこれだ」

　そう言ったエムの
右
 みぎ
 腿
 もも

 に、強化プラスチック製のホルスターが現れました。

　中には、黒く大きな自動式
拳
 けん
 銃
 じゆう

 が入っています。エムはスリングでＭ１４・ＥＢＲを背負うと、右手でホルスターから拳銃を
抜
 ぬ

 きました。

　ストレージから出された銃が
装
 そう
 塡
 てん

 されていることはあり得ないので、エムは左手でスライドを引いて
離
 はな

 し、
初
 しよ
 弾
 だん

 を薬室に送り込みました。

　親指の位置にある小さなレバーを上げて安全装置をかけた後、エムはレンに拳銃の側面を見せました。

「ドイツのヘッケラー＆コッホ（ＨＫ）社製《ＨＫ４５》だ。４５口径自動式。マガジンキャパシティは10
 発。右側のこのレバーを上げれば安全装置がかかり、水平で射撃だ。いざというときに使うことになるかもしれないので、覚えておいて欲しい」

　エムは、Ｍ１４・ＥＢＲのときよりずっと
丁
 てい
 寧
 ねい

 に説明しましたが、レンは、まあ使うことはないだろうなと思いました。

　それでも、一応操作方法は覚えました。あの小さなレバーを上げたら、安全装置がかかる。

　ＧＧＯのプレイヤーは、あまり銃に安全装置をかけません。リアルでそんなことをしたら危なくて仕方がないですが、ここはゲームの世界です。暴発の危険より、とっさに
反
 はん
 撃
 げき

 できるメリットを選んでいます。

　レンもずっとそうしていて、フィールドに出ればすぐにＰ９０に
装
 そう
 塡
 てん

 して、セレクター
兼
 けん

 安全装置は〝フルオート〟の位置にあります。

　移動するときは、人差し指をピンと
伸
 の

 ばして引き金から
避
 さ

 けていて、
攻
 こう
 撃
 げき

 するときは、引き金の
微
 び
 妙
 みよう

 なコントロールで、３～５発ずつ
撃
 う

 ち込んでいるのです。

　エムはホルスターにＨＫ４５を
戻
 もど

 し、続いてその他の装備を実体化させました。エムの分厚い体に、
防
 ぼう
 弾
 だん

 プレートを入れた装備ベストと、登山にでも行くのかと思えるほど大型のバックパックが加わって、彼がこの世界に
占
 し

 める体積をさらに増しました。頭には、服と同じ
迷
 めい
 彩
 さい

 
柄
 がら

 のブッシュハットです。

　ベストには、Ｍ１４・ＥＢＲ用のマガジンポーチが、ごてごてと付いていました。体が大きいので、ポーチもたくさん付けることができます。合計すると八本以上。かなりの予備
弾
 だん
 倉
 そう

 の数です。

　バックパックも大きく
膨
 ふく

 らんでいますが、何が入っているかは分かりません。まあ、お弁当ということはないでしょうから、戦うために必要な何かなんでしょう。

　準備を終えたエムが、

「さて、今からレンには、20
 メートル、50
 メートル、１００メートルと、指示する
距
 きよ
 離
 り

 だけ離れてもらう」

「うん。それで？」

「
俺
 おれ

 がＥＢＲをいろいろな方向に撃つ。撃つ前には、撃つ方向をちゃんと言う」

「はい？　それで……、わ、わたしは何をすればいいの？　全力で
逃
 に

 げるの？」

　自分が射撃練習の的になるのかと
勘
 かん
 違
 ちが

 いして、レンは
焦
 あせ

 りつつ聞きましたが、答えは予想外でした。

「注意して聞いて、音を覚えて欲しい」

「音？　
銃
 じゆう
 声
 せい

 を」

「そうだ。知ってるかもしれないが、ＧＧＯでは、至近距離での銃声は、リアルのそれに比べてかなり
抑
 おさ

 えてある」

　レンは
頷
 うなず

 きました。それは前にピトフーイに聞いたことがあります。

　
銃
 じゆう

 
描
 びよう
 写
 しや

 がリアルなのはＧＧＯの
特
 とく
 徴
 ちよう

 ですが、音量だけは、あえて完全再現ではないと。

　もしそうでなければ、銃撃しながらの会話など
誰
 だれ

 にもできなくなるでしょうし、
難
 なん
 聴
 ちよう
 者
 しや

 続出間違いなしです。

「しかし、ある程度音量が下がった、つまり耳にダメージが残らないくらいの銃声は、場所や距離による
減
 げん
 衰
 すい

 をリアルに再現している。だから、慣れれば、相手がどれくらいの距離で撃っているかが分かるようになるんだ」

「なるほど」

「これからレンに、
距
 きよ
 離
 り

 によって変わっていく音を覚えて、だいたいどれくらいの距離で、どっちの方向に
撃
 う

 っているか、感覚を
摑
 つか

 む練習をしてもらう。ある程度撃ったら、今度は目をつぶってもらう。
俺
 おれ

 が移動して、
状
 じよう
 況
 きよう

 を告げずに撃つ。どれくらいの距離にいてどっちに向けて撃っているか、なるべく正確に当ててもらう」

　何それ難しそう、とレンは思いましたが、まあやるしかありません。撃たれるよりはいいですし。さっきが体育のテストなら、今度は音楽ですか。

「分かった……」

「それが終わったら、今度は間に
遮
 しや
 蔽
 へい
 物
 ぶつ

 、岩や
廃
 はい
 車
 しや

 、廃屋などを
挟
 はさ

 んで同じことをやる。聞こえ方の
違
 ちが

 いを、しっかりと覚えて欲しい」

　うわあ、こりゃ大変そうだ。レンは心の中で
叫
 さけ

 びました。





　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊





〝入団テスト〟が終わった翌日の土曜日、
香
 か

 
[image: 蓮]

 れん

 には、大学の勉強以外やることがありませんでした。それも午前中に終わってしまいました。

　すっかり
暇
 ひま

 になった香[image: 蓮]
 は、ベッド
脇
 わき

 に
掛
 か

 かったアミュスフィアをちらりと見ましたが、

「うーん……、今日は
止
 や

 めておこう」

　ＧＧＯをプレイするのは止めておきました。

　一人でもモンスター
狩
 が

 りはできますが、万が一別のプレイヤーに
襲
 おそ

 われた場合、
逃
 に

 げ切れなければ殺されてしまう可能性があります。逃げ足には自信のあるレンですが、さらに足の速い敵だっているかもしれません。

　キャラクターが死んでも、《デスペナルティ》を食らって、つまり
稼
 かせ

 いだ経験値をいくつか失って町に
戻
 もど

 されるだけです。しかしまれに、ランダム・ドロップで持っている
銃
 じゆう

 や装備をその場に落とすことがあります。

　そうなると、仲間が拾ってくれなければ、永遠に失ってしまうことになります。レンには仲間がいないわけですから、どうなるかは自明の理。大切な大会を明日に
控
 ひか

 えた今、大切なメインアームのＰ９０を失うことになれば、ピトフーイやエムに申し訳がたちません。

　結局この日の午後は、何もしないことにしました。

　どうせ明日になれば、イヤでも暴れることになるのです。レンは、

「ああ、やっぱり
神
 かん
 崎
 ざき

 エルザはいいなあ……」

　明日のライブに行けない歌手の
澄
 す

 んだ歌声に包まれて、のんびりと過ごしました。

　シンガー・ソングライターなので作詞作曲もしているのですが、神崎エルザの歌には、クラシックの名曲をアレンジしているものが多数あります。クラシック好きの香[image: 蓮]
 が気に入っている理由の一つです。

　聞きながら、
香
 か
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 れん

 は考えます。どうして
神
 かん
 崎
 ざき

 エルザは、もっと大きな場所でライブをやってくれないのでしょう？

　香[image: 蓮]
 は、ふと思い立って、

『
拝
 はい
 啓
 けい

 　神崎エルザ様』

　肉筆のファンレターを書いてみることにしました。
便
 びん
 箋
 せん

 と
封
 ふう
 筒
 とう

 は、遊びに来た
姪
 めい

 が置いていった、
可愛
 かわい

 いものがありました。

　ファンレターなど書くのは人生初でしたが、不思議と筆が進んで──、

　気がついたら、自分が長身でずっとコンプレックスがあることや、それを解消するために、チビのアバターを手に入れたＶＲゲームにのめり込んでいることも書いていました。

　そして、現実世界では
貴女
 あなた

 の歌声が大好きなので、一度目の前でお
聴
 き

 きしたい。だから、もっと広い会場でコンサートをやってくださいお願いします、と続きました。

　書き終えて、夕食を
挟
 はさ

 んで一度読み直して──、

　さすがにこれは、感情を
吐
 と
 露
 ろ

 しすぎている、
恥
 は

 ずかしすぎると思った香[image: 蓮]
 ですが、

「…………
 」

　どうせ読まれないだろうと思って、そのまま出すことにしました。

　送り先は、神崎エルザの事務所です。

　万が一返事が来るといいなと思って──、

　封筒の裏には、自分の氏名住所をきっちりと書きました。





　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊





　レンが、可愛いシールで神崎エルザへのファンレターの封をしていたのと同時刻──、

　日本のあちこちでは、翌日の大会を
控
 ひか

 える男達が、そして女達がいました。





　ある場所では、五人の男達がインターネット電話で
集
 つど

 っていました。

『いよいよ、我々が
輝
 かがや

 くときが来た！　それは明日だ！』

『おう！　
遠
 えん
 慮
 りよ

 なく戦って散ろう！』

『そうだ！　我ら生まれたときは
違
 ちが

 えども、死ぬときは
一
 いつ
 緒
 しよ

 だ！』

『イヤだよお前先に死ねよ。骨は拾ってやらないが、装備は拾ってやる』

『ひでえ！』

『ぶひゃひゃ！　盛り上がってるトコ悪いけど、ＳＪはＢｏＢと同じでドロップはねーから』

『なんだ。ちぇ』

『知らなかったのかよ！　お前ホントにひでえな！』

『場を
和
 なご

 ますジョークだぜ？』

『いつか背中から
撃
 う

 ってやるぜ？』

『ま、そんな調子で気楽にやろうぜ！　せっかくこんな変な大会開いてくれたんだ。ＢｏＢ三回連続予選敗退の
俺
 おれ

 達にも、光が当たるときが来た！』

『おうっ！　チーム戦なら、結構いい所まで行けるかもな！』

『よし！　
頑
 がん
 張
 ば

 るぞ！　15
 分は生き残ろうぜ！』

『おー！』『おー！』『おー！』『やー！』





　またある場所では、一人の男が、六人の男に向けて話していました。

「いよいよ明日だが、まあ、今回は実験であるから、よしんば
上手
 うま

 くいかなくても、何も気にすることはないね。
普
 ふ
 段
 だん

 の諸君なら、かなりいいところまで行くだろう。だが、もし優勝しそうになったら、予定通り降参してゲームから退出するように。以上、
奮
 ふん
 闘
 とう

 を期待する」





　さらに別の場所では、やはりインターネット電話の同時通話をしている女達がいました。

『いよいよ明日だねえ。ログイン、忘れないでね。特に──』

『分かってる分かってる！　明日は、ボスに電話かけてもらうから！』

『いっつも
遅
 ち
 刻
 こく

 だもんねえ。でも、やっと思う存分暴れられるね！』

『ここまで来たからには、目指すは一つだよ！　優勝だよ！　賞品ゲットだよ！　それ以外は、ないよ？』

『もちろん！』

『了解！』

『任せて！　私達なら、できる！』





　さらに別の場所では、ベッドの上で
裸
 はだか

 で抱き合い、言葉を交わす男女がいました。

「いよいよ明日だね、頑張ってね、ダーリン！」

「…………
 」

「
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 。死んでも、死ぬだけだよ」

「…………
 」

「それくらいの
緊
 きん
 張
 ちよう
 感
 かん

 を持ってやれば、どんなことでも上手くいくって！」

「
僕
 ぼく

 は──」

「いいから！　大丈夫だって！　ほら、まだこんな時間だし、もう一回しよ！」

「明日の仕事に差し
障
 さわ

 るんじゃ……」

「それくらいでへこたれないよ私は。そっちこそ、もうお
爺
 じい

 さんになった？　ダーリン」





　こうして、日本時間の土曜日は過ぎていきました。

　時計が
零
 れい
 時
 じ

 を
越
 こ

 えて、ＳＪ
開
 かい
 催
 さい
 日
 び

 になりました。

　さあ、戦いの始まりです。
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　第五章　「大会開始」










　２０２６年２月１日。日曜日。

　正午
頃
 ごろ

 から、ガンゲイル・オンラインにおける中心都市、ＳＢＣグロッケンの一角が
賑
 にぎ

 わい始めました。

　太いメインストリートにある、大きな酒場です。

　酒場といっても、レストランでもあるし
喫
 きつ
 茶
 さ
 店
 てん

 でもあるし、ショッピングモールも
隣
 りん
 接
 せつ

 しているし、ゲームコーナーやカジノもあるし、
奥
 おく

 には室内
射
 しや
 撃
 げき
 場
 じよう

 まであります。

　
普
 ふ
 段
 だん

 でも日曜日は、この店をお気に入りにしたプレイヤーでそこそこ混むのですが、この日はそれ以上です。

　理由はたった一つ。ここが、〝第一回スクワッド・ジャム〟の大会本部になるから。

　ＢｏＢのようなＧＧＯを挙げての
巨
 きよ
 大
 だい

 な大会とは
違
 ちが

 いますので、今回は《
総
 そう
 督
 とく
 府
 ふ

 》と呼ばれる中心
施
 し
 設
 せつ

 ではなく、この酒場が使われました。

　参加者は一度ここで集まり、時間になると準備のため、チームごとに
狭
 せま

 い《待機エリア》に飛ばされます。

　そこでの10
 分のカウントダウン中に、装備をストレージから出して、作戦会議をします。そして14
 時ちょうどに、どんな地形だか分からない戦場へと飛ばされるのです。

　
戦
 せん
 闘
 とう

 シーンは、いくつものカメラで
中
 ちゆう
 継
 けい

 されます。

　ＢｏＢほどの大会になると、その模様がネット放送局の《ＭＭＯストリーム》で中継されるので、インターネットが
繫
 つな

 がればどこでも見ることができますが、ＳＪはそこまではいきません。

　この酒場で、
壁
 かべ

 や天井にぶら下がる大きなモニターでみんなでワイワイと楽しみながら見るか、ＧＧＯ内の中継を見るか、または録画を後日見ることになります。









　ローブ姿のレンが入店したのは、左手首に巻いた小さなデジタル
腕
 うで
 時
 ど
 計
 けい

 によると12
 時45
 分。ゲームシステムと連動しているこの時計が
狂
 くる

 うことなど、あり得ません。

　ＳＪ参加プレイヤーの集合時間が13
 時40
 分で、エムとの待ち合わせが13
 時半だったので、だいぶ
余
 よ
 裕
 ゆう

 があります。

　レンは賑わっている店に入ると、空いている個室を探しました。さっさと引きこもって、これから戦う相手に情報を与えないためです。

　酒場には
愛
 あい
 銃
 じゆう

 を見せびらかしているプレイヤーが何人もいましたが、それは敵に対策法を教えてしまうだけの
愚
 おろ

 かな
行
 こう
 為
 い

 なので決してしないようにと、エムに言われていました。もちろん、わざと弱い
銃
 じゆう

 を見せびらかして、本戦では強力なレア銃を使うという情報戦の可能性も残りますが。

　レンは一つの部屋に入って、カーテンを閉めました。部屋番号を、約束通りエムにメールしました。

　数分と待たず、最初のアイスティーがなくなる前にエムがやって来ました。相変わらず山のような
巨
 きよ
 体
 たい

 ですが、もうレンに
恐
 きよう
 怖
 ふ
 心
 しん

 はありません。

「やあ。今日は
頑
 がん
 張
 ば

 ろう」

「こちらこそ」





　時間までのんびり待つことにした二人の耳に、店内の盛り上がりが伝わってきました。

　モニター画面では、今回のスポンサーになった小説家という中年男が、アバターではなくリアル姿で取材を受けていました。

　
無
 ぶ
 精
 しよう
 髭
 ひげ

 を生やしたむさ苦しい男が、いやー楽しみですよとか、
皆
 みな

 さん存分にゲーム内で
撃
 う

 ち合ってくださいねーとか、なんだかとても
嬉
 うれ

 しそうです。

「って、言い出しっぺの本人は参加しないのかよ！」

　そう酒場の客にツッコまれていましたが、すぐさま別の
誰
 だれ

 かが、

「いや、リアルは割れているけどアバターは割れてないわけで、この取材終わったらこっそり参加じゃねえか？」

「なるほど！　
普
 ふ
 通
 つう

 と逆か！」

「
珍
 めずら

 しいパターンだな……」

「じゃあ、そいつ
倒
 たお

 したらボーナスか？」

「この大会
主
 しゆ
 催
 さい

 するのに、
幾
 いく

 ら出したんだろうな？」

　などという会話も聞こえてきました。

　レンとエムは、目の前に
浮
 う

 かぶウィンドウで、出場チームリストを見ました。

　全二十三チームです。ＢｏＢが、数百人の予選で三十人に
絞
 しぼ

 ることを考えれば、予選ナシでこれはやっぱり規模が小さいと言わざるを得ません。

　とはいえ、一チームが上限の六人まで登録していれば総参加者は百三十八人な訳ですから、ＢｏＢと同じ広さのフィールドでのゲームとしては、かなり〝ごちゃごちゃ〟しているのも事実です。

「開始直後に、酒場ががらんとしなければいいがな」

　エムが言いました。レンはそれを想像して、クスッと笑ってしまいました。

　とはいえ、レン達が個室に入ってからも次々にプレイヤーが
押
 お

 しかけていたので、その心配は必要なさそうです。第一回スクワッド・ジャム、思いの
外
 ほか

 盛り上がっていました。

　出場リストのチーム名ですが、レン達のそれは《ＬＭ》となっていました。

　レンとエムという、実にそのまんまです。レンが先なのは、単にアルファベット順なのか、それともリーダーに敬意を表したのか。

　他のチーム名も、《ＤＤＬ》とか、《ＺＥＭＡＬ》とか、《ＳＹＯＪＩ》とか、《ＣＨＢＹＳ》とか、《ＤａｎＧ》とか、《ＳＨＩＮＣ》などといったシンプルで短いのばかりです。

　
略
 りやく
 称
 しよう

 のように見えるのが多いので、登録時に名前を略されたのでしょう。それを思うと、ＬＭとはシンプルでいいなと、レンは思いました。

　重要なのは、チーム人数がどこにも
載
 の

 っていないことです。

　これでは、
全
 すべ

 てのチームが六人いると思って戦うしかありません。逆を言えば、二人だけのレン達は、これを相手の油断を
誘
 さそ

 うことに利用できるのです。

　ＢｏＢで行われた、
誰
 だれ

 が優勝するかのスポーツ
賭
 と
 博
 ばく

 は行われていません。その代わり、

『大会の決着が付くまで、何発の
銃
 じゆう
 弾
 だん

 が放たれるか予想しよう！　一回５００クレジット』

　というＢｏＢにはない予想ゲームはあって、かなり盛り上がっていました。

　ゲーム世界なので、参加キャラクターの
発
 はつ
 砲
 ぽう
 数
 すう

 をシステムが正確に数えることができます。決着が付いたときの、全員の消費弾数を当てるという
企
 き
 画
 かく

 です。

　
下
 しも
 一
 ひと
 桁
 けた

 までどんぴしゃりの場合──、同じ数だけ自分の欲しい
弾
 たま

 が当たります。ただし、上限は７．６２ミリまでです。

　ＧＧＯでは弾薬も自分達で買う（または材料を買って、作る）ので、大量の弾がもらえるとなれば、今後しばらく弾代を気にせず遊べるということに。もちろん、それらをスコードロンの仲間に
譲
 ゆず

 ったり、店で売ったりしてもかまいません。

　ぴったり当てた人がいない場合、数が近い五人まで賞品が出るのですが、十の位、百の位と、当てた位によって賞品のランクが下がります。

　それでもサブマシンガンだったり、
手
 しゆ
 榴
 りゆう
 弾
 だん

 をダース単位だったりと、結構いい物が
揃
 そろ

 っています。
賑
 にぎ

 わっているのも無理はありません。

　とはいえ、一体何発が発砲されるかなど、簡単には予想がつきません。参加者は応募
端
 たん
 末
 まつ

 で、数千から数万まで、適当な数字を打ち込んでは、ウィンドウに手のひらを
押
 お

 し当てて応募していました。

　そんな
騒
 さわ

 ぎをよそに、

「ピトさんは、
今
 いま
 頃
 ごろ

 ドレスかなあ」

　レンが、
結
 けつ
 婚
 こん
 式
 しき

 参列中のピトフーイを思ってそんなことを言うと、

「だろうな。ＳＪに参加できないのを、さぞかし歯ぎしりして
悔
 くや

 しがっているだろう。〝どうしてあの新婦の友人はあんなに悔しそうなのか？　まさか？〟などと、周囲に変な誤解を与えなければいいが」

　エムが
淡
 たん
 々
 たん

 とそう言って、レンは
吹
 ふ

 き出しました。

　笑ったあと、レンは
膝
 ひざ

 を
揃
 そろ

 えて背筋を
伸
 の

 ばし、

「エムさん、今日はよろしく。わたし、参加するかどうかウダウダ
悩
 なや

 んでいたけど、もうちょっとＧＧＯを本気で遊んでみようと思います」

　そんな
丁
 てい
 寧
 ねい

 な言葉を
贈
 おく

 りました。

「分かった。でも、敬語はこれきりで」

「あ──、了解」

　ゴツい顔と体のエムが、優しげな口調で言います。

「
俺
 おれ

 、ピトのヤツに言われてるんだ。〝絶対優勝しろ！〟って」

「ああ、ピトさん言いそう」

「できる限りは
頑
 がん
 張
 ば

 る、とは答えた。ただ、なにせ二人だけだ。そもそも最初から不利だ。レンが戦死して、相手が多数なら、降参するかもしれないとも言った。まあ、それはしょうがないと、ピトは言った」

「うん。いいんじゃない？　さっき本気で頑張ろうって言っておいてなんだけど、ゲームはゲームだから。それに、本当の戦争だって、かなわないってことになれば降参してもいいんだし。わたしも一人だけになったら、さっさと降参しちゃうと思うよ」

「それでも、できる限りは、上を目指す。たった二人でどこまでできるか、楽しんでみよう」

　自分に言い聞かすようなエムの言葉に、

「了解！」

　明るくレンが答えたとき、酒場に女性のアナウンスが流れ始めました。

『スクワッド・ジャム、出場選手の
皆
 みな
 様
 さま

 ！　お待たせしました！　１分後に、待機エリアへの転送を開始します。お仲間は、全員揃っていますかー？』









　13
 時50
 分にレンとエムが飛ばされたのは、
薄
 うす
 暗
 ぐら

 く
狭
 せま

 い部屋でした。

　目の前には、『待機時間　09:59』のカウントダウンウオッチ。１秒ごとに減っていきます。これが00:00になると、どこか分からないフィールドに飛ばされて
戦
 せん
 闘
 とう

 開始です。

「よーし！」

　レンは、気分が高まってきました。

　
泣
 な

 いても笑っても、もう試合からは
逃
 に

 げられません。
日
 ひ
 頃
 ごろ

 のリアルでの
鬱
 うつ
 憤
 ぷん

 を晴らすために、
遠
 えん
 慮
 りよ

 なく暴れてやろうじゃありませんか。

　そのためには、準備をしなければなりません。

　まず、目の前に、サテライト・スキャン
端
 たん
 末
 まつ

 が配られたことを示す画面が出ました。

　レンが画面に手を
触
 ふ

 れると、目の前に、大きめのスマートフォンのような端末が現れました。

　使い方の表示も出ました。二つあるメインボタンを
押
 お

 すと、手の中の画面に、または自分の目の前に大きく地図が出る仕組みです。こっそりと見たい場合は画面で、
余
 よ
 裕
 ゆう

 があるときや仲間と
一
 いつ
 緒
 しよ

 に見たいときは目の前に、という
選
 せん
 択
 たく

 ができるようです。地図の縮尺の
変
 へん
 更
 こう

 はスマートフォンと同じで、指で
摘
 つ

 まんだり開いたりです。

　本番の
舞
 ぶ
 台
 たい

 の地図はまだ分かりませんので、今は〝サンプル〟と大きく書かれた地図が出ていました。

　10
 分に一回のサテライト・スキャン中は、この地図に白く光る光点が表示されます。参加チームのリーダーのいる位置です。
鈍
 にぶ

 い灰色の点は、
全
 ぜん
 滅
 めつ

 したか降参したチームの最終位置。使い方は至ってシンプルでした。これなら
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 そうです。

　
端
 たん
 末
 まつ

 は一度足下に置いて、レンはローブの下でピンク色の
戦
 せん
 闘
 とう
 服
 ふく

 に
着
 き
 替
 が

 えました。頭にはやっぱりピンクのニットキャップ。首筋にはやっぱりピンクのバンダナ。必要ないローブは、ストレージにしまいました。

　次は装備です。手元に
愛
 あい
 銃
 じゆう

 のピーちゃん、ピンクに
塗
 ぬ

 られたＰ９０が現れました。
両
 りよう
 腿
 もも

 の
脇
 わき

 には、予備マガジンが三本ずつ入ったポーチが。

　ウィンドウ画面の操作だけで自分の姿が
瞬
 しゆん
 時
 じ

 に変わっていくのは、昔見た
魔
 ま
 法
 ほう

 少女アニメの変身シーンみたいで、レンは好きです。変身後の姿は、やたら
物
 ぶつ
 騒
 そう

 ですが。

　ＳＪのような対人
戦
 せん
 闘
 とう

 で光学銃を使ってくる人はほとんどいないとは思いますが、変わり者はどこにでもいます。レンは念のために、大型のブローチのようなアイテム、
防
 ぼう
 御
 ぎよ

 フィールド発生装置も装着しました。

　
腰
 こし

 のベルトには場所の余裕があるので、
筒
 つつ
 型
 がた

 の救急
治
 ち
 療
 りよう

 キットを入れたポーチを、マガジンポーチの脇に装着しました。

　救急治療キットは回復アイテムで、
皮
 ひ
 膚
 ふ

 に打てば、失ったヒットポイントを30
 パーセント分回復してくれる
優
 すぐ

 れものです。しかし、完了まで実に１８０秒もかかるので、戦闘中はとても使えません。

　足下に置いてあった配給品のサテライト・スキャン端末は、戦闘服の大きな
胸
 むね

 ポケットにスッポリと収まりました。

「よし」

　これで、レンの準備は終わりです。

　すると、

「これを」

　実体化したＭ１４・ＥＢＲを足下に置いたエムが、レンに何かを差し出してきました。

「ん？」

　首をかしげながら受け取ると、それは、
鞘
 さや

 に入ったコンバットナイフでした。

　緑のプラスチック製の鞘に黒いナイロン製のカバーがついていて、そこに黒いグリップのナイフが収まっていました。全長は30
 センチほど。
刃
 は
 渡
 わた

 りだけでも、20
 センチ弱はあるでしょうか。

　レンが、おっかなびっくり、フラップを外して
鞘
 さや

 からナイフを
抜
 ぬ

 いてみると、それはそれは
邪
 じや
 悪
 あく

 というか
凶
 きよう
 悪
 あく

 そうな、光を反射しない、つや消しブラックの刃が現れました。

　包丁は料理で使っていますが、こんな大型のナイフを持つのは初めてです。レンの手の小ささも相まって、まるで
鉈
 なた

 でも持っているかのようでした。

　包丁と同じ刃物ではあるのですが、
銃
 じゆう

 より身近にある〝武器〟なので、レンにはかなり
怖
 こわ

 く感じられて、

「…………
 」

　すぐに鞘に
戻
 もど

 してしまいました。フラップも戻してから、レンはエムに顔を向けました。

「エムさん、これ……、どうしろと？」

「筋力値の
余
 よ
 裕
 ゆう

 はあるはずだから、副武装として持っているんだ。さもないと、Ｐ９０の
弾
 たま
 切
 ぎ

 れのときに、どうしようもできなくなる」

「でも、マガジンは七本装備していて、３５０発だよ？」

　レンは反論しました。

　
両
 りよう
 腿
 もも

 のポーチに三本ずつ、Ｐ９０に装着しているのが一本です。これは、一人が身につけることができる
弾
 だん
 数
 すう

 としてはかなり多い方です。Ｐ９０の多弾数マガジンのなせる業です。

　その
特
 とく
 殊
 しゆ

 なレイアウトから、他の銃に比べてマガジン
交
 こう
 換
 かん

 は手間がかかるＰ９０ですが、レンは
鍛
 きた

 えた
敏
 びん
 捷
 しよう
 性
 せい

 と器用さに物をいわせて、空中に飛んでいるときに完了できるほど素早くこなせます。

　ちなみにストレージにもまだ三本あるので、
戦
 せん
 闘
 とう

 と戦闘の間の時間なら、新たなマガジンをさらに装備することができます。

　レンはこれまで、Ｐ９０の
弾
 たま

 がなくなって苦労したことはありません。それ故のサイドアーム未装備です。

　しかしエムは、
譲
 ゆず

 りませんでした。

「ＧＧＯは
銃
 じゆう
 撃
 げき
 戦
 せん

 とはいえ、
狭
 せま

 い室内ではかなりの接近戦が、ときには白兵戦もあり得る。人数が多いＳＪならなおさらだ。〝音を立てるなナイフを使え〟という指示を出す可能性もある」

　これは、レンにも
否
 ひ
 定
 てい

 はできません。

　モンスター
狩
 が

 りのときでも、接近しすぎて足下に銃弾を
撃
 う

 ち込むことはよくありました。そのときナイフがあれば、確かに切ったり
刺
 さ

 したりという
攻
 こう
 撃
 げき

 もできたでしょう。しかも音もなく。

「近接戦闘では、銃よりナイフの方が強いことはよくある。レンのように敏捷性が高いならなおさらだ。
腰
 こし

 の後ろに、水平に装備するんだ。使うときは、右手で逆手に抜いて──」

　エムが言いながら、自分の右手を動かしてレクチャーしました。

「相手はレンより大きいはずだから──」

　まあ、小さいことは、絶対にないでしょう。

「正対したのなら
突
 とつ
 撃
 げき

 して、敵の
股
 また

 の下をくぐるようにして、左右どちらかの内股を切り付けるんだ。そこには
大
 だい
 腿
 たい
 動
 どう
 脈
 みやく

 が走っているから、かなりのダメージを与えられる。ときに、
銃
 じゆう
 弾
 だん

 １発より大きな」

「…………
 」

　なんともリアルすぎてイヤなレクチャーでした。

　ＧＧＯは、ダメージ設定として、人間の急所がしっかりと再現されています。

　頭の中心や
延
 えん
 髄
 ずい

 を
撃
 う

 たれると、小さな
弾
 だん
 丸
 がん

 でも一発
即
 そく
 死
 し

 があり得ます。そうでなくても出血の多い場所や、負傷すると体が動かせなくなる場所は、ヒットポイントの減りがぐっと大きいのです。

　銃だとそれほど
抵
 てい
 抗
 こう

 なかったのに、ナイフだと
忌
 き
 避
 ひ

 する気持ちが強く働くものだなと、レンは思いました。どれだけＧＧＯをやり込んで人を撃ったとしても、やっぱりリアルでの人殺しは絶対に無理だなと、少し自分に安心しました。

　もっとも、レンが最初に
美
 み
 優
 ゆ

 と遊ぼうとしたＡＬＯは、
魔
 ま
 法
 ほう

 
攻
 こう
 撃
 げき

 以外は
剣
 けん

 で切り
裂
 さ

 くという肉弾戦ゲームですが。

　エムの〝殺人術〟レクチャーは続きます。

「他には、相手が銃を向けてきたら、その
上
 じよう
 腕
 わん

 の内側を下からアッパーカットの要領で切り裂くんだ。ここもダメージが大きいし、痛みと
痺
 しび

 れで銃を落とすかもしれない」

　ＶＲゲームにおいて、
殴
 なぐ

 られたり切られたり魔法を食らったり撃たれたり、果てはモンスターに
嚙
 か

 まれたり、とにかく〝ダメージを食らう〟と痛みを感じます。

　どれくらいの痛み──、というか〝痛みをシミュレートした感覚〟をプレイヤーに感じさせるかはゲームによりけりですが、ＧＧＯのそれは、かなり大きい方に属します。

　撃たれたときの感覚は、〝ツボを
押
 お

 されたとき〟のそれに近いと言われています。

　指圧などで痛いツボを押されたとき、その周囲がずーんと痺れて近くの力が
抜
 ぬ

 けますが、あの感覚です。指圧が終われば痛みはすぐに
和
 やわ

 らぎ、また
皮
 ひ
 膚
 ふ

 に
怪
 け
 我
 が

 など残らないのもまた、よく似ています。

　
腕
 うで

 や手などの
被
 ひ
 弾
 だん

 は特にその痛みを感じやすく、その際に持っている物を落とすことはよくあります。

「相手が銃を落としても、それを拾う必要はない。たたみかけるように
腿
 もも

 の内側や腕を
狙
 ねら

 って切り付けろ。銃だけで戦ってきた人間は、白兵戦には思いの
外
 ほか

 もろい」

　エムのレクチャーはまだまだ続きます。
淡
 たん
 々
 たん

 と言われるのが、かなり
怖
 こわ

 いです。

「もし、気付いていない相手を後ろから
襲
 おそ

 えるのなら、背を低くしたままブーツの少し上のアキレス
腱
 けん

 を横殴りに狙え。そして相手が
倒
 たお

 れても、腹部や
胸
 むね

 は
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 用
 よう

 のプレートが入っているので刃はまず通らない。その場合、まず
狙
 ねら

 うべきは首だ。首筋をなるべく長く切り
裂
 さ

 け。刃で首を
撫
 な

 でつつ半周する感じだ」

「…………
 。はあ……」

　レンは生返事を返しつつ、

　エムさん何者！

　そう思っていました。

　やたらに
詳
 くわ

 しすぎます。ゲーム内の知識であることを、切に願うばかりです。

「顔を狙う場合は目だ。人間の骨は意外と
頑
 がん
 丈
 じよう

 だから、
突
 つ

 き立てても簡単に刃は通らない。例外が
眼
 がん
 窩
 か

 だ。目を
刺
 さ

 せばそのまま脳までダメージを与えられる。ＧＧＯで、ナイフ
戦
 せん
 闘
 とう

 で
一
 いち
 撃
 げき

 
即
 そく
 死
 し

 を狙えるのは、おそらく首とここだけだ」

　うげえと思いながら、レンは講師の言うことを聞いて頭に入れてしまいました。根が
真面目
 まじめ

 ですと、こういうときは損をします。
普
 ふ
 通
 つう

 の女子大生が知らなくていい知識が、だいぶ身につきました。

「以上だ」

　結局レンは、エムにナイフを受け取ってもらえず、仕方なくそのまま
腰
 こし

 の後ろに装備しました。ゲーム内なので、ウィンドウ画面で操作すれば、それで
綺
 き
 麗
 れい

 にベルトに装着されます。

　レンは、Ｐ９０を
左
 ひだり
 肩
 かた

 にスリングで
提
 さ

 げて、右手をナイフに
伸
 の

 ばしました。

　親指で
押
 お

 すと、よくできたストラップが音もなく外れて、ナイフはするりと
抜
 ぬ

 けました。逆手に持ったまま、目の前で軽く
振
 ふ

 ってみました。それほど重くは感じませんでした。

　レンは
敏
 びん
 捷
 しよう
 性
 せい

 の高いキャラクターですから、本気を出してこれを振り回せば、かなり速く切り付けることができるでしょう。

「よし」

　エムが満足げに短く言いましたが──、

　これを使うことは、絶対にないだろうなあと、レンはナイフを
鞘
 さや

 に
戻
 もど

 しながら思いました。





　残り時間が３分を切って、エムの
豪
 ごう
 快
 かい

 な身支度も終了しました。

　先日と同じで、上下は毒々しい緑色の
迷
 めい
 彩
 さい

 
服
 ふく

 。頭にはブッシュハットですが、今日のそれには
短
 たん
 冊
 ざく
 状
 じよう

 の迷彩布が
幾
 いく
 重
 え

 にもぶら下がっています。一番目立つ頭のシルエットをぼかすための
偽
 ぎ
 装
 そう

 でした。

　上半身には、分厚い
防
 ぼう
 弾
 だん

 プレート入りの、マガジンポーチをたくさん付けた装備ベスト。今日は
脇
 わき
 腹
 ばら

 、というよりほとんど背中の位置に、プラズマ・グレネードがぶら下がっています。

　このプラズマ・グレネードですが、火薬で
炸
 さく
 裂
 れつ

 し破片をまき散らす普通の
手
 しゆ
 榴
 りゆう
 弾
 だん

 に比べて、
威
 い
 力
 りよく

 がずっと強力です。

　爆発すると、直径４メートルほどの球状に青白いエネルギーの
奔
 ほん
 流
 りゆう

 が広がり、その中にあるものは、よほどの重量物以外は
吹
 ふ

 っ飛ばされてしまいます。

　人間がその効果
範
 はん
 囲
 い
 内
 ない

 にいたら、
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 力
 りよく

 にもよりますが、体が六～八割以上入っていれば
即
 そく
 死
 し

 。それ以下なら、量に応じた大ダメージです。

　
威
 い
 力
 りよく

 の割には軽量安価なので、ＧＧＯ世界では人気の
攻
 こう
 撃
 げき

 アイテムです。
掩
 えん
 蔽
 ぺい
 物
 ぶつ

 を
挟
 はさ

 んだ
近
 きん
 距
 きよ
 離
 り

 の対人
戦
 せん
 闘
 とう

 だと、
双
 そう
 方
 ほう

 これの全力投げ合いという、過激な雪合戦の様相を
呈
 てい

 することもあります。

　エムの背中には、何が入っているのか相変わらず分からない、大きく
膨
 ふく

 らんだバックパック。

　
右
 みぎ
 腿
 もも

 にはＨＫ４５が入ったホルスター。左腿には、Ｍ１４・ＥＢＲとＨＫ４５のマガジンを入れたポーチ。

　
巨
 きよ
 体
 たい

 がフル装備をして体積を
膨
 ふく

 らませ、大きな
銃
 じゆう

 であるＭ１４・ＥＢＲを持つと、まるでＳＦ映画のロボットのようです。

　どうせなら
肩
 かた

 にわたしを乗せてくれたら移動が楽そう。

　レンはそんなことを思いましたが、言うのは
止
 や

 めておきました。





　待機時間の分数を示す数字は、すでにゼロです。

　秒数だけが、43
 、42
 、41
 、40
 、39
 ──、
容
 よう
 赦
 しや

 なく減っていきます。

「よし……。やろうか」

　エムの落ち着いた声が、
直
 じか

 に、そして通信アイテム
越
 ご

 しに左耳にも届きました。これからずっと、ゲーム終了までこのスイッチは切りません。

「りょーかい！」

　レンはＰ９０の
装
 そう
 塡
 てん

 ハンドルを引いて
離
 はな

 して、
乾
 かわ

 いた金属音と共に、１発目を薬室に送り込みました。

　エムもＭ１４・ＥＢＲの装塡ハンドルを引いて、Ｐ９０のそれより
遙
 はる

 かに重厚な金属音を
響
 ひび

 かせました。

　この装塡音ほど、レンの戦闘意欲をかき立てる音はありません。

　
高
 こう
 揚
 よう
 感
 かん

 と共に、カウントダウンが進み──、

　
全
 すべ

 てがゼロになった
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、二人は光に包まれました。









　ホワイトアウトしたレンの視界が、色と形を取り
戻
 もど

 しました。

　どこだろう？

　真っ先に確認すべきは、自分が今、どんな地形にいるかです。

　レンが自分の居場所を視覚で確認するのと、

「森だ。よくないな」

　エムの声が聞こえるのが同時でした。

「森だあ……」

　残念そうに
呟
 つぶや

 いたレンがいるのは、森林地帯でした。

　
真
 ま

 っ
直
 す

 ぐで背の高い木々が
伸
 の

 びる森の中です。
鬱
 うつ
 蒼
 そう

 と
茂
 しげ

 る日本の森ではなく、以前テレビで見た北米大陸のそれを思い起こさせます。

　３メートルはありそうな太い幹が重なるので視界が悪く、１００メートル先がもう見えません。地面は
湿
 しめ

 った土に
膝
 ひざ

 の高さまでシダ類が生えて、一方に向けて
若
 じやつ
 干
 かん

 の
傾
 けい
 斜
 しや

 があります。

　レンが見上げると、木々の枝は黒く屋根になっていて、いつも赤い空は、
隙
 すき
 間
 ま

 にかすかにしか見えませんでした。

　エムが、〝よくない〟と言った理由を、レンはすぐに理解しました。

「二つあるんでしょ？　エムさん。一つは、エムさんの
狙
 そ
 撃
 げき

 が生かせない。もう一つは、わたしが目立つ」

　これだけ太い木々が並んでいると、敵との交戦
距
 きよ
 離
 り

 は、長くても数十メートルになるでしょう。レンのＰ９０には有利な間合いですが、サポートのエムには
嫌
 いや

 な距離です。

　そのレンも、ピンク
迷
 めい
 彩
 さい

 が効果を
発
 はつ
 揮
 き

 するのは、いつも赤い太陽が照らす
砂
 さ
 漠
 ばく

 や
荒
 こう
 野
 や

 です。
薄
 うす
 暗
 ぐら

 いだけのここでは、とても不利でした。

　緑系の迷彩のエムは、逆に不気味なほど
溶
 と

 け込んでいました。動かないでいれば、森と一体化しそうです。

「そうだ。ここは不利だ」

　エムは答えながら
左
 ひだり
 腕
 うで

 を後ろに回して、バックパックのサイドポケットに手を
突
 つ

 っ込みました。何を取り出すのかと思ったら、二人の間に出現したのは、大きなポンチョでした。エムのと同じ毒々しい迷彩柄でした。

　エムはそれを左手で
摑
 つか

 むと、ばさっと、レンに放り投げました。

「森を
抜
 ぬ

 けるまで、
被
 かぶ

 っているんだ。いざというときは捨てていい。Ｐ９０は、ポンチョ
越
 ご

 しに
撃
 う

 ってしまって構わない」

　なるほど、絶対にピンクよりは目立ちません。エムの〝ひみつ道具〟一つ判明と、レンは思いました。この様子では、いろいろな地形に合わせた迷彩ポンチョを持っていそうです。

　レンは、頭からポンチョを被りました。

　両手も武器も
隠
 かく

 れますが、敵に
遭
 そう
 遇
 ぐう

 したらこのポンチョを
貫
 つらぬ

 きながら撃てばいいのです。リアルの
戦
 せん
 闘
 とう

 ならば、そんなことはなかなか難しいでしょうが、ＧＧＯには
弾
 たま

 の行く先を教えてくれるバレット・サークルがあります。

　きっちりと照準器を
覗
 のぞ

 かなくても、引き金に指をかけるだけでサークルは出現しますから、近距離なら無理に構えなくてもいいのです。もちろん、
精
 せい
 密
 みつ

 射撃の場合はしっかり構えないと、銃が暴れてしまいサークルも暴れます。

　この、〝
近
 きん
 距
 きよ
 離
 り

 
射
 しや
 撃
 げき

 の場合、構えずともサークルを敵に素早く合わせて
撃
 う

 てばいい〟というのはＧＧＯならではの射撃テクニックで、レンが最も得意とする戦い方です。

　同時に、ＧＧＯでドット・サイト（等倍のレンズに
着
 ちやく
 弾
 だん
 点
 てん

 を示す赤色がつく照準器）や、レーザー・サイト（レーザーを照射して
狙
 ねら

 いを合わせる）がまったく
流行
 はや

 らない理由の一つでもあります。ドットやレーザーがサークルとダブってしまい、逆に狙いにくくなるからです。

「地図を見たあと、移動する」

　そんなエムの言葉。この場所は不利なので、さっさと移動してしまおうという作戦でしょう。

「分かった！　どっちへ？」

　ポンチョが長すぎて全身を
覆
 おお

 い、緑のお化けみたいになったレンが聞きました。エムはサテライト・スキャン
端
 たん
 末
 まつ

 を操作していて、二人の目の前の空間に、地図映像を出しました。二人同時に見るのなら、こちらの方が楽です。

　映像に出たのは、北が上になった地図。

　カラーであり、地形が立体映像で再現されている、とても分かりやすいものです。当然、スマートフォンやタブレット端末のように、拡大縮小回転が自由自在。

　レンは、自分がこれから戦う
舞
 ぶ
 台
 たい

 を、その地理を、初めて確認しました。

　地図の左右、つまり東西の
端
 はし

 を深い谷が走り、上を山、下を
崖
 がけ

 に囲まれた地形でした。

　東西の端の谷は、フィールドの移動可能区域を区切るための地形で、他のフィールドにもよくあります。高さ１００メートルを
超
 こ

 える
断
 だん
 崖
 がい

 
絶
 ぜつ
 壁
 ぺき

 で、落ちたら死にます。

　それは都合がよすぎるだろうとプレイヤーがツッコむことを考えてか、〝
巨
 きよ
 大
 だい

 な宇宙船が不時着したときに、船体下部の
丈
 じよう
 夫
 ぶ

 な
安
 あん
 定
 てい
 翼
 よく

 によってできた
爪
 つめ
 痕
 あと

 である〟という、実にもっともらしい設定がなされています。

　地図の北側は急に険しくなる山。南側は
地
 ち
 殻
 かく

 がズレたのではと思わせるほどの高い崖。もちろん、両方とも、どんなに努力しても、どんなスキルを使っても通行不可能なエリアになっています。

　移動できる区域の上下
幅
 はば

 は、ＢｏＢと同じく約10
 キロ。
等
 とう
 間
 かん
 隔
 かく

 に、
縦
 たて
 横
 よこ

 のグリッド線が十一本走っているので、一つの正方形の幅が１キロになります。

　移動可能なエリアを大まかに分けると──、

　南の方（下３キロ幅）は、岩と
荒
 こう
 野
 や

 と
砂
 さ
 漠
 ばく

 が点在する、開けたエリア。ところどころに、身を
隠
 かく

 せる岩山や
遺
 い
 跡
 せき

 なども見えます。

　東側中央部には、大きな都市の
廃
 はい
 墟
 きよ

 が広がります。太い通りや、まだ建っている高層ビルが
描
 えが

 かれています。〝東側の谷に面しているけれど、宇宙船の不時着時にビルは大丈夫だったのか？〟という疑問はこの際は無視します。

　地図中心部分は、低層家屋が並ぶ元居住区のようです。道や建物が細かく描かれていて、迷路のようです。青い色が広い
範
 はん
 囲
 い

 に見えますが、これはそのエリアが
水
 すい
 没
 ぼつ

 している
証
 しよう
 拠
 こ

 です。

　近くには右上から左下に流れる川がありますから、ここから水が
溢
 あふ

 れているのでしょう。浅ければもちろん歩けますが、深くなっていくと〝泳ぐ〟という行動が必要になります。

　この場合、
銃
 じゆう

 などの重い装備を一度ストレージに
戻
 もど

 さないと、よほど泳ぎが得意でない限りは
沈
 しず

 んでしまいます。また、水中ではヒットポイントがじんわりと減っていくので、あまり通りたい場所ではありません。

　北東は緑の森林地帯が広がっていて、自分のいる場所を示すマーカーが小さく光っていました。ＳＪのルールブックに
載
 の

 っていました。最初の１分間だけは、自分の位置を知ることができる救済
措
 そ
 置
 ち

 です。それ以後は、サテライト・スキャンまで待たねばなりません。

　それを見るに、レン達は、ほとんどマップの右上に配置されたようです。ゲーム開始時には最低１キロは
離
 はな

 れているというルールですから、自分達より北に、そして東に敵はいないことになります。

　森の西側は、つまり北西エリアはなだらかな草原。見通しのいい、
隠
 かく

 れる場所のないエリアです。

　その下の西側は、円形をした、足場の悪い
湿
 しつ
 地
 ち

 です。そこには宇宙船らしき
巨
 きよ
 大
 だい

 構造物が、ほぼ垂直に地面に
突
 つ

 き
刺
 さ

 さっていました。これはビルと同じで、中に入って登れるはずです。
沼
 ぬま
 地
 ち

 ができたのは、この宇宙船が
激
 げき
 突
 とつ

 したからでしょう。

　10
 秒ほど地図を見たレンが顔を上げると、エムはそれからさらに15
 秒ほど地図を
睨
 にら

 んでいました。
微
 び
 動
 どう

 だにせず、しかも今まで見たことのない
真
 しん
 剣
 けん

 な表情だったので、レンは
黙
 だま

 ったまま待ちました。まあ、それほど彼をよく知っている訳ではないのですが。

「よし」

　エムはサテライト・スキャン
端
 たん
 末
 まつ

 のボタンを
押
 お

 して地図を消すと、小声で命令。

「とにかく、不利な森を出る。最初のスキャンには間に合わないだろうが、できるだけ都市部を使いたい。真南へ向かう。10
 メートル
間
 かん
 隔
 かく

 でついてこい」

　肉声はほとんど出していませんが、音量を自動調整してくれる通信アイテムのおかげで、とてもクリアに聞こえます。これなら、すぐ近くに敵がいてもまったく聞こえないはずなので、ハンドサイン、つまり
身
 み
 振
 ぶ

 りによる意思
疎
 そ
 通
 つう

 は必要ありません。

「了解。ついてく」

　レンが答えると、エムは
即
 そく
 座
 ざ

 に森の中を走り出しました。その行動に、迷いは一切ありません。南にある都市部に向かい、
斜
 しや
 面
 めん

 を下っていきます。

　まだ近くに敵はいないはずですが、エムは油断を見せず、見かけたらすぐに
撃
 う

 てるようにＥＢＲを体の前に抱え、周囲を
窺
 うかが

 いながら走りました。

　レンは、
迷
 めい
 彩
 さい

 ポンチョに体をくるみながら、言われたとおり10
 メートルを開けて、後ろをついて行きました。接近しすぎないのは、万が一敵の待ち
伏
 ぶ

 せにあった場合、フルオート連射やグレネードの
爆
 ばく
 発
 はつ

 で
全
 ぜん
 滅
 めつ

 しないためです。

　
敏
 びん
 捷
 しよう
 性
 せい

 の
違
 ちが

 いで、あまり速く走ると追い
抜
 ぬ

 いてしまうので、〝もう少しゆっくり〟と自分に命令しながらレンは走りました。

　目測で２００メートルほど、暗い森の中を進んだとき──、

　
突
 とつ
 然
 ぜん

 遠くから、
小
 こ
 太
 だい
 鼓
 こ

 を
叩
 たた

 くような音が聞こえました。

「止まれ。しゃがめ」

　エムが
鋭
 するど

 く言いながら足を止めて、スッと身を低くしました。こういうときの彼の反応は本当に速いです。レンもそれに
倣
 なら

 って、やや
慌
 あわ

 てながら、10
 メートル後ろで
屈
 かが

 みました。

　
発
 はつ
 砲
 ぽう
 音
 おん

 は、タタタタン、という軽めの音が
幾
 いく
 重
 え

 にも重なり合って、乱雑なリズムを
刻
 きざ

 んでいました。
下手
 へた

 な人が小太鼓をデタラメに連打しているようです。
間
 ま
 違
 ちが

 いなく、どこかのチームとチームが
撃
 う

 ち合っているのです。

　音は、長く、また短く続き、２秒以上
途
 と
 切
 ぎ

 れることがありません。相当数の
弾
 たま

 がばらまかれているようです。

「５．５６ミリクラスのアサルト・ライフルだな。サブマシンガンを撃っているやつもいる」

　エムの冷静な
分
 ぶん
 析
 せき

 が、レンの耳に届きました。

「分かるの？　エムさん」

「ああ」

　ＧＧＯでは、できる限り
実
 じつ
 銃
 じゆう

 から音を録音しているので、その再現度は高いです。

　とはいえ、種類まで当てるなんて、キャラクターのスキルなのかプレイヤーの知識なのか分かりませんが、

「は？　はあ……」

　どれだけ耳がいいのかと、レンはエムに
呆
 あき

 れました。それから、次に心に
浮
 う

 かんだ疑問をぶつけます。

「もう
戦
 せん
 闘
 とう

 になったんだ？　早すぎない？」

「有利なポジションが欲しくて、むやみに全力ダッシュをして、運悪くかち合ったんだろう。場所は、ここより西の森のどこかだ。そう遠くない」

「なるほど……」

　エムの言うとおり、最初のサテライト・スキャンまではまだ７分以上あるので、本当に
偶
 ぐう
 然
 ぜん

 の
邂
 かい
 逅
 こう

 だったのでしょう。

　当の
彼
 かれ
 等
 ら

 にしてみれば、ひどい不運です。自分の望む有利なポジションを手に入れる前に、いきなり派手な乱戦になってしまうとは。ＳＪ開始３分で死亡ゲームオーバーなキャラクターも出ていることでしょう。

　音が派手に続く中、

「この先はゆっくり行く。レン、先に立て。この方角だ。ズレ始めたら指示する」

　エムが、左手をゆっくりと動かして、進むべき方角を指し示しました。

「万が一森の中で敵に
遭
 そう
 遇
 ぐう

 したら、まずはその場にしゃがめ。以後は、
状
 じよう
 況
 きよう

 に応じて指示する」

「りょ、了解……」

　正直、いつ敵と遭遇するか分からない今の状態で、しかも見通しの悪い森で
先
 せん
 陣
 じん

 を切るのはかなり
怖
 こわ

 いですが、自分よりずっと
優
 すぐ

 れているだろうプレイヤーからの命令なら仕方がありません。

　レンはなるべく
真
 ま

 っ
直
 す

 ぐ進むように注意しながら、太い幹を
避
 さ

 けつつ、なおかつ進む先に目を光らせながら、早歩きの速度で進みました。

　進めど進めど、森の中の景色はまるで変わりません。本当に自分が進んでいるのか、それすら危うくなる場所です。

　ばったりと敵に遭遇しませんように、遭遇しませんように──、

　頭の中で願いながら、右手の人差し指をＰ９０の引き金にかけたいのを、ぐっと
我
 が
 慢
 まん

 します。指をかけたまま移動するのは、転んだときの暴発の
恐
 おそ

 れがあるので、絶対にやってはいけません。

　やがて、遠くから聞こえていた
発
 はつ
 砲
 ぽう
 音
 おん

 はスッと消えました。どちらかのチームが勝ったのか、それとも
双
 そう
 方
 ほう

 一度
逃
 に

 げ出したのかは、分かりません。

　敵がいませんようにいませんようにいませんようにいませんようにいるないるな──、

　
恐
 きよう
 怖
 ふ

 で神経を
尖
 とが

 らせながら、レンは森の
斜
 しや
 面
 めん

 を下っていきます。あの幹の向こうに
誰
 だれ

 かが
隠
 かく

 れているかもしれない。通り過ぎようとしたらいきなり
脇
 わき

 から
撃
 う

 たれるかもしれない。

　考え出すとキリがありませんので、そのうち、

〝ああもう！　来るなら来やがれ！　
刺
 さ

 し
違
 ちが

 えてでも、ピーちゃんのサビにしてやる！〟

　そう思いながらの行進でした。

　しかし、幸運の女神はレンに
微笑
 ほほえ

 んでくれたようです。ゲーム開始９分が過ぎても、敵との
接
 せつ
 触
 しよく

 はありませんでした。

「よし、止まれ。しゃがめ。
警
 けい
 戒
 かい

 待機」

　サテライト・スキャンをチェックするために、エムから行軍停止の指示が出て、

「ふう……」

　レンはその場に、森の中でしゃがみました。

　あと少し
遅
 おそ

 ければ、レンは命じられなくても行軍を止めるつもりでした。

　というのも、森はもう、レンの目の前10
 メートルほどで終わっているからです。そこから先は草だけの斜面を下って、
廃
 はい
 墟
 きよ

 となった都市部です。

　六車線はあるだろう太い道、おそらくは高速道路が、レンの目の前に横たわっています。
高
 こう
 架
 か

 ではなく、周囲の地面とは同じ高さにです。位置的に考えて、川はあの高速道路の下で
暗
 あん
 渠
 きよ

 になっているのでしょう。

　移動のしやすそうな
舗
 ほ
 装
 そう
 路
 ろ

 です。ところどころで車がひっくり返っていたり、焼け
焦
 こ

 げていたりします。今いる森に比べれば、
圧
 あつ
 倒
 とう
 的
 てき

 に視界は開けますが、同時に
遮
 しや
 蔽
 へい
 物
 ぶつ

 、つまり身を
隠
 かく

 す場所は減ります。

　その先は、背の低い
瓦
 が
 礫
 れき

 の山がいくつもあり、さらに先には、十階から三十階ほどの
廃
 はい

 ビルがいくつもそびえています。

　レンは、
慎
 しん
 重
 ちよう

 に前を
窺
 うかが

 いました。今見える
範
 はん
 囲
 い

 に、人間の姿はありません。
間
 ま
 違
 ちが

 いなく１キロ以上は南下しているはずなので、南側に配置されたであろう敵もまた、南か西に移動していたことになります。

「ふう……」

　レンは長く息を
吐
 は

 いて、さてエムはどこにいるのか、
振
 ふ

 り向こうとした耳に、

「
俺
 おれ

 は３００メートル後ろにいる」

　エムの声が届きました。

「え？　そんな遠く？」

　
驚
 おどろ

 いて、思わず声を
漏
 も

 らしたレンに、エムの冷静な声が
戻
 もど

 ってきます。

「これからスキャンだ。レンの位置は、ばれる。だから
距
 きよ
 離
 り

 を開けた」

「…………
 」

「運悪くすぐ近くに敵がいたら、間違いなく、スキャン直後にレンのところに
殺
 さつ
 到
 とう

 するだろう」

　それはレンにも分かりました。でもそうなったら、一人で最大六人を相手にすることになります。勝てる気が、まったくしません。

「そ、それで……？　そしたら、どうすれば、いいの？」

　エムが何を考えているのかまったく分からなくて、それを聞くしかないのでレンは
訊
 たず

 ね、

「そのときは、
狙
 ねら

 わなくていいから派手に
撃
 う

 ちまくりながら、木を伝って後退しろ。俺は、左側に回り込みながら、追ってきた者を
狙
 そ
 撃
 げき

 していく」

　なるほど、つまりは自分を
囮
 おとり

 にして、エムはフィールド限界なので敵がいないはずの東側に回り込むのかと、レンはひとまず理解しました。

　理解しましたが──、

　リーダーを囮にするなんて
酷
 ひど

 い作戦だ！

　やや立腹もしました。

　14
 時09
 分30
 秒になって、レンの
左
 ひだり
 腕
 うで

 で、腕時計が
小
 こ
 刻
 きざ

 みな
振
 しん
 動
 どう

 を始めました。毎回のサテライト・スキャンの30
 秒前に、アラームを設定してあります。

「レンはスキャン
端
 たん
 末
 まつ

 を見なくていい。周囲を
警
 けい
 戒
 かい

 しろ」

「了解」

　言われなくても、敵が殺到するかもしれないのに、のんきに端末など見ていられません。レンは
迷
 めい
 彩
 さい

 ポンチョの下で、Ｐ９０の安全装置がちゃんと外れているか、今一度、指の感覚で確かめました。

　そして次の
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、

「え？」

　動く
人
 ひと
 影
 かげ

 を
目
 もく
 撃
 げき

 しました。
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　第六章　「戦闘開始」










「え？」

　レンが見つけたのは、明らかに人間でした。

　今いる森の外れから、
幅
 はば

 の広い高速道路を
跨
 また

 いだ都市部──、その太い通りを、
瓦
 が
 礫
 れき

 の山に身を
隠
 かく

 すようにして、男達が一列になって歩いています。遠く小さくてよく見えませんが、手には黒い太い棒。
銃
 じゆう

 でないことなど、あり得ないでしょう。

　レンは近くにあった太い木の
脇
 わき

 に身を隠すと、右目だけをそこから出しました。

「え、エムさん……。敵発見……」

「スキャンまであと30
 秒。できる限り説明しろ」

「え？　え、えっと、高速道路の向こう！　町の中！　たぶん２００メートル以上向こう！　えっと、えっと──」

「落ち着け。何人見える？　銃は？」

「最低五人！　銃は分からない！　けど、小さくはない！　瓦礫の
陰
 かげ

 にいて、あ、今全員が止まった！」

「スキャンを見るつもりだ。レンに気付くぞ」

「ど、どどど、どうすればいいの？　
撃
 う

 つの？　うう、撃っちゃうの？」

　
焦
 あせ

 りまくった声で、レンは言い返しました。

「まず、落ち着け。Ｐ９０でその
距
 きよ
 離
 り

 は無理だ。どのみち発見される。今スキャン開始だ。そこで待て」

「ひゃあ」

　レンは小さく悲鳴を上げつつ、左手首の時計を見ました。14
 時10
 分、
間
 ま
 違
 ちが

 いありません。

「せっかく先に発見したのにいっ！」

　レンは思わず口に出していました。なんという不運。

　スキャンが始まったはずですが、
端
 たん
 末
 まつ

 を操作していないレンには見えません。じりじりするような10
 秒ほどが過ぎて、

「確認した。都市部と高速道路の境に一チームいる。距離は２００メートル強」

　エムの、冷静すぎる声が耳に届きました。

「ほ、他には？」

　レンの質問に、

「
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 だ。ひとまず、すぐに
戦
 せん
 闘
 とう

 になりそうな距離にはいない」

　エムが答えました。それはいいニュースだとホッとした
瞬
 しゆん
 間
 かん

 に、自分の今いる森の中に、音もなく
半
 はん
 透
 とう
 明
 めい

 の赤い線が延びてきました。

　照準用のレーザー光線に見えますが、これがバレット・ラインです。

〝これからここに
弾
 たま

 が飛んできますよ〟という、ＧＧＯならではの
丁
 てい
 寧
 ねい

 なお知らせです。その数は百本以上。

　たとえ夜だろうと雨だろうと
霧
 きり

 の中だろうと、はっきりと見えるようになっています。赤い線が森の中を
貫
 つらぬ

 いて
躍
 おど

 る光景は、派手なコンサート会場のようでした。

「ひゃあ！　エムさん！　
狙
 ねら

 われた！」

　レンが悲鳴を上げながら顔を引っ込めるのと、
鞭
 むち

 をはじくようなビュン！　という音が自分を包むのが同時でした。あちこちで木の幹がはじけ飛ぶ音が、それに加わります。

　ワンテンポ
遅
 おく

 れて、ドドドドドドドという重低音と、タタタタタタタタタンという軽いリズムが、さっきよりずっと大きく
響
 ひび

 きました。

　レンの姿は見えなくても、
隠
 かく

 れている位置がスキャンでばれています。当然
弾
 だん
 丸
 がん

 はそこへ集まるわけで、自分の周囲30
 メートルほどは、ゲリラ
豪
 ごう
 雨
 う

 のような
銃
 じゆう
 弾
 だん

 の雨あられ。

　地面から土がはじけ飛んで、シダ類の葉が
舞
 ま

 います。時々、バレット・ラインとは
違
 ちが

 った、オレンジの明るい線が横に走ります。弾丸の
飛
 ひ
 翔
 しよう

 を射手に分かりやすくするために光る、
曳
 えい
 光
 こう
 弾
 だん

 の光です。

　視覚には赤い線と、ポップコーンのようにはじける地面と木の幹。
聴
 ちよう
 覚
 かく

 には、チュンという
弾
 だん
 丸
 がん

 の
飛
 ひ
 翔
 しよう
 音
 おん

 と、ビシバシと木々を
穿
 うが

 つ音と
発
 はつ
 砲
 ぽう
 音
 おん

 が完全にミックス。
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「うひゃあ！　エムさーん！　ムチャクチャ
撃
 う

 たれてる！　
怖
 こわ

 い！　助けてー！」

　その場から動けずに助けを呼んだレンの左耳に返ってきたのは、

「うん。相手はマシンガン使いだな」

　冷静な
分
 ぶん
 析
 せき

 の声でした。

「はいいいっ？」

「７．６２ミリクラスの
汎
 はん
 用
 よう

 
機
 き
 関
 かん
 銃
 じゆう

 。これは、連射音からして《ＦＮ・ＭＡＧ》だろうな。２丁以上ある。軽く
響
 ひび

 く、連射速度が速い音もするから、５．５６ミリも混じっている。同じくＦＮハースタル社の《ミニミ》か」

「ちょっとお！　助けてくれないの？」

「今
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 なら、そこに
隠
 かく

 れていて大丈夫だ。じっとしていろ」









「やっちまえー！」

　レンから２００メートルほど
離
 はな

 れた、都市部の
瓦
 が
 礫
 れき

 の前で、

「ひゃっはー！」

　マシンガンを、
爽
 さわ

 やかな笑顔で撃ちまくっている男達がいました。

　総勢五人。

　全員、エムほどではありませんが、なかなかゴツい体型のアバターをしています。

　そして、手にしている銃器もまた、ゴツいものばかりでした。

「楽しいぜえええええええ！」

　そう
叫
 さけ

 んでいる男は、世界で最も有名なマシンガンの一つ、ＦＮ・ＭＡＧをフルオートで撃ちまくっています。

　瓦礫の山に
二
 に
 脚
 きやく

 を置いて
据
 す

 え付けて、
狙
 ねら

 うのはもちろん高速道路を
挟
 はさ

 んだ森の中。

　ドドドドドドドドドドドドドドという重低音が響き
渡
 わた

 って、銃口からの
衝
 しよう
 撃
 げき
 波
 は

 で辺り一面
埃
 ほこり

 が巻き上がっています。銃の左側に延びている７．６２ミリ弾の弾薬ベルトが、１秒間に10
 発以上の速さで吸い込まれていき、弾丸が前へ発砲され、
空
 から
 薬
 やつ
 莢
 きよう

 は銃の下に、ベルトを
繫
 つな

 ぐ金属製のリンクはばらばらになって右に
排
 はい
 出
 しゆつ

 されていきます。

　銃口は赤く赤く
炎
 ほのお

 を生み出し、５発おきに１発入っている
曳
 えい
 光
 こう
 弾
 だん

 が、オレンジの線を
描
 えが

 いていきます。

　その数メートル
隣
 となり

 では、

「どりゃあああああああああああ！」

　やっぱり暑苦しく叫びながら、ＦＮ・ＭＡＧの米軍採用型の《Ｍ２４０Ｂ》──、わずかな外見の差異以外は同じ銃を、こっちは立ったまま、キャリングハンドルを左手で持って、ストックを
脇
 わき

 に
挟
 はさ

 んで連射していました。

　残り三人の男も、マシンガンです。

　一人が、やはり７．６２ミリの《Ｍ６０Ｅ３》マシンガンを。

　一人が、５．５６ミリの
軽
 けい
 機
 き
 関
 かん
 銃
 じゆう

 、ミニミを。

　最後の一人は、そのミニミを参考にして作られたという、イスラエル・ミリタリー・インダストリー社製《ネゲヴ》軽機関銃を、
瓦
 が
 礫
 れき

 の山の上に
伏
 ふ

 せて
撃
 う

 っていました。

　
戦
 せん
 闘
 とう

 シーンは
中
 ちゆう
 継
 けい

 されますので、空中でカメラの位置を示す水色の円が
彼
 かれ
 等
 ら

 の周りを動き回り、格好いいアングルを探していました。





　今中継され、酒場の観客を盛り上がらせている彼等こそ、前日の夜に、

『最低15
 分は生き残ろうぜ！』

　という、何とも情けない
誓
 ちか

 いを立てた五人の男達です。

　一覧表には《ＺＥＭＡＬ》として
載
 の

 っていました。レンにもエムにも、またはそれ以外のプレイヤーにも気付きようもありませんでしたが、これは《全日本マシンガンラバーズ》の
略
 りやく
 称
 しよう

 。

　彼等こそ、機関銃が好きで好きでたまらない男達です。

　ゲーム内で意気投合して出会った、日本中に散らばるプレイヤー達です。わずか五人のチームでも全日本を名乗るのは、北海道在住と沖縄在住がいるという、ただそれだけの理由。

　彼等には、〝マシンガンが大好き過ぎてヤバイ〟という共通の
嗜
 し
 好
 こう

 がありました。

　だから、使う銃は絶対にマシンガンです。

　それ以外は使いませんし、使ったら破門です。サイドアームの
拳
 けん
 銃
 じゆう

 すら持ちません。光学銃など、〝何それ
美味
 うま

 いの？〟と思う連中です。

　重い銃を
扱
 あつか

 うにはかなりの筋力値が必要なので、重点的に
鍛
 きた

 えられているのは言うまでもありません。マシンガンは高価な銃なので、手に入れるために地道に
稼
 かせ

 いだり、人によってはリアルマネーをつぎ込んだりと、熱い情熱が注ぎ込まれています。

　そして
一
 いつ
 緒
 しよ

 にＧＧＯを楽しんでいたのですが、彼等には一つの
特
 とく
 徴
 ちよう

 がありました。

〝対人
戦
 せん
 闘
 とう

 にやたら弱い〟──、という特徴が。

　マシンガンは、大量の
銃
 じゆう
 弾
 だん

 を雨あられと降らすことができる強力な銃器です。基本的にベルトで
繫
 つな

 がった弾薬を使うので、１００発以上を休みなしにずっと撃ち続けることもできます。

　敵の周囲に
弾
 たま

 を送り込んで動きを止めて、その間にアサルト・ライフル、あるいはサブマシンガンなどで裏をつけば、戦闘ではかなり有利になるのですが、

「うおおおおお！」「気持ちいいいぜええええええ！」「ひゃはああああ！」「どりゃあ！」「しねー！」

　今、好き勝手に撃ちまくっている五人には、
連
 れん
 携
 けい

 の〝れ〟の字もありません。

　なぜなら彼等は、マシンガンが思いっきり撃てればそれでいいのです。
連
 つら

 なる音と
振
 しん
 動
 どう

 を感じられれば、それで満足なのです。

　戦術を勉強し、相手の裏を取る作戦を立て、
連
 れん
 携
 けい

 して動くという
面
 めん
 倒
 どう

 くさいことはやりたくないのです。〝
撃
 う

 ちまくることが
俺
 おれ

 達の戦術だ〟という開き直った意見も持っています。

　だから今まで
彼
 かれ
 等
 ら

 は、本気で対人
戦
 せん
 闘
 とう

 をしたことがありません。経験値やクレジットを
稼
 かせ

 ぐため、モンスター相手に撃ちまくったことしかないのです。
狩
 か

 りの行き帰りに別のチームに見つかることはありましたが、

「
実
 じつ
 弾
 だん

 系のマシンガンだらけだ。狩りの帰りじゃないな。
止
 や

 めておこう」

　相手が勝手に〝アイツらは対人戦闘に強い〟と判断して、
襲
 しゆう
 撃
 げき

 されることすらありませんでした。

　彼等は個人でＢｏＢに参加したこともあったのですが、火力によるごり
押
 お

 しで初戦を運良く
突
 とつ
 破
 ぱ

 できても、その先がまずダメで、本戦に出場したことなど一度もありません。

　そこでこのＳＪです。

　チームでマシンガンを撃ちまくれるこの大会は、まさに自分達の大会だと、喜び勇んでエントリーして、ゲームが開始され、

「最初のスキャンでこんなに近くにいるとはなあ！」

「ああ、ラッキーだぜ！」

「
機
 き
 関
 かん
 銃
 じゆう

 の神様ありがとうっ！」

　ひたすら撃ちまくっているのです。





　そんな相手の
隠
 かく

 された実力はさておき、

「ひゃあ！」

　撃たれるレンにとっては、ピンチなことには変わりありません。

　マシンガン５丁が、ひっきりなしに弾丸を送り込んでくるのですから、周囲は
酷
 ひど

 い
状
 じよう
 況
 きよう

 でした。

　わずか１分の間に、レンの近くにある木は穴だらけになっています。自然
破
 は
 壊
 かい

 にもほどがあります。

　自分が隠れているこの太い幹も、見えないけれどもう実は半分ほどえぐれているんじゃないか、そのうちこっちにメキメキと
倒
 たお

 れてくるんじゃないか、などと想像してしまい、

「うう……」

　寒気で背筋を
震
 ふる

 わせました。

　
容
 よう
 赦
 しや

 なく続く鉄の雨の中、

「エムさんエムさーん！」

　レンは
唯
 ゆい
 一
 いつ

 の仲間に助けを求めました。

　サテライト・スキャンの時間は終わっているはずですから、こっちを助けに来ても、いや、来るのは無理でもなんとかしてくれてもいいと思うのですが、

「そのままだ。
下手
 へた

 に動くな」

　エムからの返事は実にクールかつ素っ気ないものです。

「ぐう……」

　レンは、この
銃
 じゆう
 弾
 だん

 の土砂降りエリアからとにかく
逃
 に

 げ出したいですが、移動しようにも、周囲はバレット・ラインがキラキラ
輝
 かがや

 いています。
隣
 となり

 の木にたどり着く前に
撃
 う

 たれそうで、

「くそーっ！」

　女子らしからぬ悪態をついて、じっと縮こまっていました。





　そのときエムはというと──、

　レンの後ろ、１００メートルほどに接近していました。一つの太い木を
掩
 えん
 蔽
 ぺい
 物
 ぶつ

 にしつつ、
慎
 しん
 重
 ちよう

 に顔を出した視界の先、森の木々の向こうに、レンを
狙
 ねら

 っている銃のバレット・ラインを見ていました。森の中で赤い線がうようよしているので、とてもよく分かります。

　時々、バレット・ラインが
躍
 おど

 るように向きを変えて、自分のいる近くまで来るのですが、まだ
避
 よ

 けるほどではありません。

　そのバレット・ラインを消しながら弾丸が飛んでくるのもお構いなく、敵が来る可能性のある西側を主に注視しつつ、じっと木の
陰
 かげ

 に
潜
 ひそ

 んでいました。

　エムは、
左
 ひだり
 腕
 うで

 内側の腕時計を見ました。14
 時10
 分のスキャンから３分過ぎました。

「そろそろのはずだ……」

　エムの
呟
 つぶや

 きを通信アイテムが拾って、

「そろそろ、なんですかー？」

　指示を期待するレンからの声が飛んできましたが、エムはサラリと言い返しました。

「なんでもない。そのままでいろ」









「
交
 こう
 換
 かん

 っ！」

　全日本マシンガンラバーズの一人、Ｍ２４０Ｂを立ったまま撃っていた男が、そう
叫
 さけ

 びながらしゃがみました。背負っていた細長いバックパックを下ろすと、中から取り出したのは、予備の弾薬ベルトを入れた
袋
 ふくろ

 と、予備の銃身です。

　マシンガンは連射が可能な銃ですが、だからといって、延々と撃てるわけではありません。

　大量の
射
 しや
 撃
 げき

 により銃身は加熱し、性能ががくんと落ちます。そのため、ある程度撃つと銃身交換が絶対に必要で、これはＧＧＯでも再現されています。

　銃には各パーツによって
耐
 たい
 久
 きゆう
 値
 ち

 が設定されていて、一番
如
 によ
 実
 じつ

 に
影
 えい
 響
 きよう

 が出るのが、連射を続けたあとの銃身なのです。これを気にせず撃ちまくると、命中率が実用に
耐
 た

 えないほど落ちたり、最後は
銃
 じゆう

 が動かなくなるのです。

「了解！」「あいよー！」「任せろ」「がってん！」

　周りの仲間が答えました。戦術の
連
 れん
 携
 けい

 はほとんど取れないくせに、さすがマシンガンをこよなく愛する男達、こういうときだけはしっかりしています。

　男は
装
 そう
 塡
 てん

 レバーを引いてボルトを下げると、
残
 ざん
 弾
 だん

 がないかトップカバーを開けて確認。

　次に銃左側のボタンを
押
 お

 しながら、銃身についたキャリングハンドルをぐいっと左にひねりました。もうこれだけで、銃身はロックが
解
 かい
 除
 じよ

 され、するりと前に外れます。

　外したのと同じ要領で新しい銃身を装着して、新しい弾薬ベルトを銃に装着すれば、わずか数秒で
交
 こう
 換
 かん

 は終わりです。

「よっしゃああ！　
撃
 う

 ちまくったるぜ！」

　再び立ち上がって、レンのいるであろう森へと銃口と笑顔を向けた男は──、

　１発も撃つことなく、その場から
崩
 くず

 れ落ちました。

　うつぶせに
倒
 たお

 れた男の首の後ろ、
脊
 せき
 髄
 ずい

 が走っている
箇
 か
 所
 しよ

 には、赤く光る
被
 ひ
 弾
 だん

 の
跡
 あと

 。その体の上には【Ｄｅａｄ】のマーカーが、ピコンと立ち上がりました。

　つまり、死亡です。

「ん？　──ええっ？」

　仲間が死んだことに、調子よくミニミを撃ちまくっていた男が目で気付きました。あまりに自分達の銃声が鳴りまくっていたので、敵のそれは全然聞こえませんでした。

「おいっ！　みんなっ！　
射
 しや
 撃
 げき

 
止
 や

 めっ！」

　
発
 はつ
 砲
 ぽう

 を止めて、大声で
叫
 さけ

 びます。ゲームの中だから、その声は仲間に届いて、

「どうした？」「あ？」「どした？」

　急に静かになった世界で、
彼
 かれ
 等
 ら

 は首をキョロキョロと
振
 ふ

 って、そして戦死した仲間を見つけました。

「ど、どした？　何があった？」

「いや、それが、分からなくて……」

「まさか、
自
 じ
 爆
 ばく

 か？」

「そ、そこまでバカじゃないだろ！」

「森から撃ってきたんじゃねーか？」

「あんだけの弾幕の中をか？」

　そう言ったＦＮ・ＭＡＧ使いの男の背中で、赤い被弾エフェクトが生まれました。一発
即
 そく
 死
 し

 は
免
 まぬが

 れましたが、ヒットポイントのゲージは
容
 よう
 赦
 しや

 なく減っていきます。緑の安全
圏
 けん

 を通り
越
 こ

 してすぐに黄色に。

「ぬああああ」

　背中に発生した
鈍
 にぶ

 い痛みで
悶
 もだ

 えて、大きく背中を
反
 そ

 らせたところへ、次の弾丸が飛んできて後頭部に命中。急所への
一
 いち
 撃
 げき

 は
即
 そく
 死
 し

 の
威
 い
 力
 りよく

 があるので、三分の一ほどに減っていたヒットポイントなど
瞬
 しゆん
 時
 じ

 に
消
 しよう
 滅
 めつ

 です。

【Ｄｅａｄ】のタグが回る死体がもう一つ増えて、ビルに
反
 はん
 響
 きよう

 する２発の
銃
 じゆう
 声
 せい

 を聞いて──、

　ことここに至ってようやく、全日本マシンガンラバーズの
皆
 みな

 さんも完全に理解しました。

　Ｍ６０Ｅ３使いの男が、残った仲間に向けて
叫
 さけ

 びます。

「
狙
 そ
 撃
 げき

 だ！　後ろから
撃
 う

 たれてるぞ！」

　それが彼の、ＳＪ最後の言葉になりました。

　仲間は見ました。
振
 ふ

 り向いた彼の
眉
 み
 間
 けん

 に
弾
 だん
 丸
 がん

 が命中し、たった１発で即死させるのを。

　彼には、自分に向かって延びる
鮮
 あざ

 やかなバレット・ラインが見えていたはずです。しかし残念ながら、ひょいと
避
 さ

 けられるほど反応速度は高くありませんでした。

「
隠
 かく

 れろ！」

「うひゃ！」

　ミニミ使いとネゲヴ使いの二人は、
伏
 ふ

 せていた
瓦
 が
 礫
 れき

 の山の向こうへとジャンプしました。





「ん？　どうしたの？　え？」

　急に自分の周りが静かになったので、体育座りで縮こまっていたレンが顔を上げました。あまりに急な
静
 せい
 寂
 じやく

 なので、一瞬、自分は撃たれて死んだのかと思いました。ここが天国、ではなく、死んで飛ばされる待機エリアかと。

　その独り言に、

「都市部にいたチームが、
彼
 かれ
 等
 ら

 の銃の有効射程までやっと来たんだ。３発、別の銃声が聞こえただろう？　助かったな」

　エムの冷静な、そしてほんの少し
嬉
 うれ

 しそうな声が答えました。続いて、

「今からそっちに行く。
間
 ま
 違
 ちが

 えて撃つなよ」

　そんな声。

　やっとかー！　と心の中で叫びながら、レンは待ちました。

　やがて、暗い森の中に
蠢
 うごめ

 く、
迷
 めい
 彩
 さい

 
服
 ふく

 姿の
巨
 きよ
 体
 たい

 が分かりました。

　急に静かになった世界で、エムはレンの10
 メートル
左
 ひだり
 隣
 どなり

 の巨木の
陰
 かげ

 にたどり着くと、ＥＢＲのバイポッドを手際よく展開し、構えながら土の上に伏せました。

　
伏
 ふく
 射
 しや

 体勢でＭ１４・ＥＢＲのスコープを
覗
 のぞ

 くエムに、

「つまり……、どういうこと？」

　ようやくホッとしたレンが聞いて、ようやくエムは答えてくれます。

「さっきはあえて言わなかったが、スキャン時、マシンガン連中以外にもう一チーム。
戦
 せん
 闘
 とう

 に参加できる
距
 きよ
 離
 り

 にいた。さらに南、都市中心部だ」

「なるほど……。その人達が急いでやって来て、わたしを撃っていた人達を背後から
襲
 おそ

 ったと」

「そうだ。マシンガン連中は、スキャンを見てまだ
距
 きよ
 離
 り

 があると思って油断したか、それとも、近すぎるレンに
驚
 おどろ

 いて、そもそもまったく
見
 み
 逃
 のが

 したか。どちらにせよ、うかつだったな」

「じゃ、じゃあ！　エムさんは、それを分かっていて、わたしを
囮
 おとり

 に使ったってこと？」

　レンは、やや立腹しつつ聞きましたが、

「そうだ」

　あっさりと
肯
 こう
 定
 てい

 されては、返す言葉もありません。

　エムは、ごそごそと
懐
 ふところ

 を探ると、

「受け取れ」

　レンに向けて何かを投げました。

　大きさからグレネードか？　と身構えたレンですが、仲間を
攻
 こう
 撃
 げき

 する理由が全然ないのですぐさま考え直しました。見事なコントロールで自分に投げられたそれを、こちらも見事に、左手だけで受け止めました。

　それは、小型の単眼鏡、つまり片目用の望遠鏡です。これも以前、ピトフーイに借りて使ったことがあります。レーザーによる測距機能もついた便利なアイテムで、買うとかなり高いはずです。

「持っていなかったな？　使え。しばらくここで様子を見る」

「あ、ありがと」

　レンはそれを右手に持ち
替
 か

 えると、自分の利き目である右目にあてがいつつ、こっそりとゆっくりと、顔を木の
陰
 かげ

 から出しました。

　今自分の近くにはバレット・ラインが見えないので、少なくとも今、マシンガン連中から
撃
 う

 たれる心配はなさそうです。

　もしその向こうの敵から
狙
 ねら

 われていたら──、敵が分からない状態での
初
 しよ
 弾
 だん

 はバレット・ラインが発生しないのでもうどうしようもないのですが、
彼
 かれ
 等
 ら

 も近くにいる敵をまず
倒
 たお

 すだろうと考えました。次のサテライト・スキャンまではまだ５分以上あるはずですし、さらに別の敵がこっちにやってくる可能性も低いですし。

「マシンガン
野
 や
 郎
 ろう

 は五人。三人はもう死んでる」

　Ｍ１４・ＥＢＲのスコープで
状
 じよう
 況
 きよう

 を認識したエムの言葉通り、レンズ
越
 ご

 しのレンの目に、【Ｄｅａｄ】タグを
煌
 きら

 めかしている三人の男達が映りました。試しにボタンを
押
 お

 して距離を測ると、〝１９７Ｍ〟、と表示されました。

　その近くに、
瓦
 が
 礫
 れき

 の山の前に、生き残っている二人がいます。後ろからの敵を
警
 けい
 戒
 かい

 しているので、今はレン達に全身を
晒
 さら

 しています。

「あの二人、今ならこっちを全然見てないよ。エムさん
余
 よ
 裕
 ゆう

 で撃てない？」

　レンが
訊
 たず

 ねました。２００メートルでエムのＭ１４・ＥＢＲなら、必中距離のはずです。むしろ自分がＰ９０で
撃
 う

 って殺してやりたいくらいです。さっきの
怖
 こわ

 い思いの仕返しに。

「だめだ。今は、こちらからは
攻
 こう
 撃
 げき

 しない。命令あるまで絶対に撃つな」

　どして？　と聞きたかったですが、レンはこらえました。

「来たぞ……。左側の大通りだ。逆さになったバスの
陰
 かげ

 」

　エムの指示通り、レンは左へとレンズを向けます。連中から１５０メートルほど
離
 はな

 れた場所で大きなバスがひっくり返ってつぶれていて、その
脇
 わき

 で
蠢
 うごめ

 く
人
 ひと
 影
 かげ

 がありました。

「おおっ！」

　レンは
興
 こう
 奮
 ふん

 しつつ、指の操作で倍率を上げました。ビデオカメラのように
滑
 なめ

 らかにズームしていき、ピントも自動で合って、
彼
 かれ
 等
 ら

 の
詳
 しよう
 細
 さい

 が分かってきます。

　新たな敵チームは四人。黒と
焦
 こ

 げ茶を基調にした
迷
 めい
 彩
 さい

 
服
 ふく

 は、チームらしく全員お
揃
 そろ

 い。頭には同じ迷彩
柄
 がら

 のヘルメット。さらには《バラクラバ》と呼ばれる、銀行
強
 ごう
 盗
 とう

 のような黒い目出し帽を
被
 かぶ

 っていて、顔は一切分かりません。

　四人は
縦
 たて

 一列で移動中で、先頭の男は黒くスリムなライフルを構えながら、その
銃
 じゆう
 口
 こう

 をまるで
揺
 ゆ

 らさずに、滑らかに進んでいきます。

　続く後ろの三人は、見たところ同じ銃を持っていて、やはり構えながら２メートルほどの
距
 きよ
 離
 り

 で付かず離れず続きます。最後の一人だけが、時々
振
 ふ

 り返って後方を
警
 けい
 戒
 かい

 していました。

　レンにはライフルの種類が分からないのですが、その心理を
汲
 く

 んでくれたのか、

「《
Ｆ
 フ
 Ａ
 ア
 Ｌ
 ル

 》だな。７．６２ミリ。
空
 くう
 挺
 てい

 部隊用のショートバージョンだ」

　エムの声が聞こえました。

　ＦＡＬはセミオート
射
 しや
 撃
 げき

 の命中率と７．６２ミリ
弾
 だん

 の
威
 い
 力
 りよく

 が共に高く、プレイヤーには人気があります。四人の男達が持っているのは、そのＦＡＬの空挺部隊バージョン。折りたたみ式ストックに、短めの銃身で使いやすくしたモデルです。

　お揃いの銃にお揃いの
覆
 ふく
 面
 めん

 と迷彩服の四人組は、バスの脇から今度は
瓦
 が
 礫
 れき

 の山の脇へ、そしてまた次の
廃
 はい
 車
 しや

 の陰へと、よどみない動きで進んでいきました。

　
遮
 しや
 蔽
 へい
 物
 ぶつ

 の角から出る前に、先頭にいる男が何かを足下に差し出しているのが見えて、レンは疑問に思ってズームしてみると、それは棒の先についた小さな鏡でした。

　なるほど、曲がる前にああやって確認するのかと、レンは感心しました。

　四人の進む先はもちろん、仲間を失い
途
 と
 方
 ほう

 に暮れて、先ほどからまったく動きのないマシンガンの二人がいる場所。

「覆面連中、いい動きだな。
連
 れん
 携
 けい

 が取れてる」

　感想を
漏
 も

 らしたエムに、単眼鏡を
覗
 のぞ

 きながらレンが
訊
 たず

 ねます。

「あのチームは、あの四人だけ？」

「いや。もっといる」

「どして？　見えるの？　どこ？」

「まだ見つけられないが、アイツらは二人のいる場所に向けて、ほぼ最短で、しっかりと身を
隠
 かく

 しながら進んでいる。
誰
 だれ

 かが、ビルの上から四人に指示を出しているんだ。
恐
 おそ

 らくあと二名、ビルの
窓
 まど

 から見ている。
間
 ま
 違
 ちが

 いなく
狙
 そ
 撃
 げき
 銃
 じゆう

 を持っている。マシンガンの三人を
撃
 う

 ったのも、そいつらだ」

　うひゃ、と
漏
 も

 らしながら、レンは倍率を下げていきました。

　相手の位置が分からない状態では、バレット・ラインが発生しません。いきなり撃ってきて一発
即
 そく
 死
 し

 があり得るスナイパーは、現実世界でもＧＧＯでも
嫌
 きら

 われています。

　
瓦
 が
 礫
 れき

 の山の向こうは大小様々なビルが並んでいるので、狙撃に適したポイントはそれこそたくさんあります。レンは再び注意深く見てみましたが、人の姿も、銃の姿も見えません。

「いないよー」

「簡単に見つかるような場所にはいないさ。銃や身を出して撃つのは、スナイパー失格だ」

　エムからは、
諭
 さと

 すような答えが返ってきました。そして、

「わずか六人しかいないチームを分割するのは、勇気のある作戦だ。
躊
 ちゆう
 躇
 ちよ

 なくそれができるチームは強い」

　敵を評価する言葉も。

「あの二人、もうすぐやられるぞ」

　エムの言葉に、まだスナイパーを探していたレンは、二人に視界を
戻
 もど

 しました。

　覆面の四人はマシンガンの二人から50
 メートルまで近づいていて、なおかつ瓦礫の山を
縫
 ぬ

 ってさらに接近中。

　それにまったく気付いていない二人は、
焦
 あせ

 った様子で何か
喋
 しやべ

 っているようですが、もちろんレンには聞こえません。

「ここから
逃
 に

 げようぜ！」

「でも、顔を出したら撃たれるぞ！」

　そんなでしょうか？　レンは想像しました。

　レンが見守る中で、わずか20
 メートル、一つ手前の瓦礫の山まで接近した四人は、
襲
 しゆう
 撃
 げき

 準備を終えました。小さな
身
 み
 振
 ぶ

 り手振りで、さっと広がりました。

　先頭の一人が、
手
 しゆ
 榴
 りゆう
 弾
 だん

 を放り投げました。二人から少し
離
 はな

 れた、大ダメージは与えられない場所に落ちて
爆
 ばく
 発
 はつ

 しましたが、それで十分でした。

　マシンガンの二人は
慌
 あわ

 てて立ち上がって、ひたすら逃げ出します。その背中に向けて、残った三人が素早く正確な射撃を加えて、銃声がリズミカルに
響
 ひび

 きました。

　外れる
距
 きよ
 離
 り

 でもないので、二人は反撃もできずに、背中から頭から、赤い
被
 ひ
 弾
 だん

 エフェクトを派手に
煌
 きら

 めかせながらその場に
倒
 たお

 れ込み、仲間達と同じ運命をたどりました。

「あーあ……」

　レンのため息が、二人のキャラクターの戦死、またはＳＪからの退場を
惜
 お

 しむものなのか、自分で殺したかったと
悔
 く

 やむものなのかは不明です。





　レンが時間を見ると、14
 時14
 分でした。

　あれからたった４分かと、レンは
驚
 おどろ

 きました。

　スキャンまでまだ６分あります。今ならあの四人の位置はほとんど丸見えで、しかも向こうはこっちを認識していません。チャンスです。

「エムさん、やっちゃいなよ！」

　レンは、
物
 ぶつ
 騒
 そう

 なことを笑顔で言いましたが、返事はノーでした。

「だめだ。一人だけなら
倒
 たお

 せるが、残りには
隠
 かく

 れられてしまう。そうなればもう、再び森の中に
逃
 に

 げるしかなくなる。ここは、やり過ごす。連中は
俺
 おれ

 達が森の
奥
 おく

 に
撤
 てつ
 退
 たい

 したと予想しているはずだ」

　むう、とレンは心の中で
唸
 うな

 りました。せっかくここまで来たのに、不利な森の中に
逆
 ぎやく
 戻
 もど

 りは
御
 ご
 免
 めん

 
被
 こうむ

 ります。ので、

「それより、連中の様子をもうちょっと観察したい」

　ここはエムの言葉に従うことにしました。少なくともあと５分少々は、この場で安全に観察ができるのは確かです。

　単眼鏡に視線を戻すと、四人の姿は消えていました。もうどこにも見えません。手際よく撤退したのでしょう。

　それから30
 秒が過ぎて、

「いた」

　エムの声。

「レン。
外
 がい
 壁
 へき

 が
反
 そ

 ってるデザインのビルを見ろ。その中層」

　指示通りのビルを探してズームすると、

「あっ！　いたっ！」

　そこには、探していた
人
 ひと
 影
 かげ

 がありました。ヨットの
帆
 ほ

 のようにデザインされたビルの中層、十階くらいでしょうか。ガラスが
全
 すべ

 て
吹
 ふ

 き飛んでいる
窓
 まど
 際
 ぎわ

 に人がいます。細長いライフルを背負っています。

　
距
 きよ
 離
 り

 を測ると５０３メートルと出ましたので、マシンガン連中からは３００メートルくらいだったのでしょう。高精度の
狙
 そ
 撃
 げき
 銃
 じゆう

 と
腕
 うで

 のあるスナイパーなら、
余
 よ
 裕
 ゆう

 で急所を
狙
 ねら

 える距離です。

　どうするんだろう？　と思ったレンに、こうするんだよ、と言わんばかりに彼は、地面に向けて長いロープを放り投げました。

　そして、すぐさまそのロープを体の前にして
跨
 また

 ぐと、ビルの外壁を両足で
蹴
 け
 飛
 と

 ばすようにしながら、すいすいと下っていきました。30
 メートル近い高さですが、あっという間に、地面を
覆
 おお

 う
瓦
 が
 礫
 れき

 の山に隠れて見えなくなりました。続いて二人目が降下。やはりすぐに見えなくなりました。あとに残ったのは、小さく
揺
 ゆ

 れるロープだけ。それも、ストレージに収納されたのか、姿を消しました。

「なにあれ？　すごい！」

　レンが、
無
 む
 邪
 じや
 気
 き

 に
称
 たた

 えます。

「ラペリングだよ。ロープによる
懸
 けん
 垂
 すい

 降下」

「へー。
縦
 たて

 の移動に便利だね。階段下りるよりずっと速いもんね。あんなスキルがあったんだ。欲しいかも」

「連中は、ちょっと
違
 ちが

 うな」

「ん？」

「ＧＧＯ内のラペリングスキルでは、あそこまで素早い降下はできない。やったことがあるから分かる」

　エムの返答に、レンは首をかしげて、

「じゃあ、あの人達はどうやったの？」

「あれは、プレイヤーの持っている能力だ」

「プレイヤーの能力？　どういうこと？」

　エムの言ったことがすぐに分からず、レンは彼に顔を向けて聞き返していました。Ｍ１４・ＥＢＲを構えてスコープを
覗
 のぞ

 いたままのエムは、

「つまり、ＧＧＯを遊んでいる人間が、リアルであれができる、ということだ」

「あ、なるほど！　前にピトさんに聞いた話を思い出した！」





　ＧＧＯを
含
 ふく

 めた
全
 すべ

 てのＶＲゲームにおいて、〝できること〟には二つの種類があります。

　一つは──、キャラクターができること。

　つまり、経験値との
交
 こう
 換
 かん

 でスキルを手に入れたキャラクターなら、自動的に
誰
 だれ

 でもできることです。

　ＧＧＯなら、高性能の
爆
 ばく
 弾
 だん

 を製作したり、
銃
 じゆう

 の部品やナイフを制作したり、
狙
 そ
 撃
 げき

 の命中率を上げたり、
驚
 きよう
 異
 い
 的
 てき

 な視力で遠くの
詳
 しよう
 細
 さい

 を見たり──、他にもいろいろあります。

　スキルにもレベルがあるので、上げれば上げるほど成功率が高くなったり、より早くできたり、より高度にできたりするのです。

　そしてもう一つが──、スキルを持ってなくても、プレイヤーがリアルでできることです。

　元々プレイヤーがリアルでもできることは、スキルを取らなくても可能です。アミュスフィアによる神経伝達によって、体が動くからです。

　
例
 たと

 えば書道。ＧＧＯにはありませんが、〝文字を
綺
 き
 麗
 れい

 に書く〟というスキルを手に入れたキャラクターは、
普
 ふ
 段
 だん

 と同じように書こうとするだけで、見事な書ができあがります。

　一方、リアルで書を
嗜
 たしな

 んでいるプレイヤーは、スキルを取らずとも、これが可能です。もちろん、その人がリアルで修得している以上の書は書けませんが。

　当然ですが、スキルによってできることは、あくまでゲームの中でのこと。

　書道スキルを手に入れたからといって、現実世界で美しい文字が書けるようになるなんてことは基本的にはありません。





「つまり、ロープでスイスイ降りるのも、らぺ……、なんだっけ？」

「ラペリング」

「そうそれ。あの人達はリアルで
普
 ふ
 通
 つう

 にできちゃうってことか。すごいね。登山家なのかな？」

　素直に感心して、のんきに言ったレンですが、

「だったらよかったんだがな」

　エムの言葉は、ずいぶんと重く聞こえました。

　単眼鏡に目を
戻
 もど

 したレンは、二人に合流するために、周囲の
警
 けい
 戒
 かい

 を
怠
 おこた

 らずに遠ざかっていく四人を見ながら、

「エムさん、その口ぶりだと、あの人達のリアルが分かってるようだよ？」

「予想だけどな」

「すると？」

　予想の予想がまったくつかないので、レンは素直に
訊
 たず

 ねました。

　左耳に返ってきた答えは、

「
丁
 てい
 寧
 ねい

 で統制の取れた動きと、素早いラペリングを見て思った。多分アイツら、
戦
 せん
 闘
 とう

 のプロだ」

「プロ？　はい？」

　意味が分からず、四人が見えなくなったので単眼鏡を目から外してエムを見ると、エムもこっちを見ていました。
厳
 いか

 つい顔が、なんだか少し弱気に見えました。

　その口が動きます。

「文字通り、〝戦うことでお金をもらっている人達〟だ。あの六人は──、警察もしくは海上保安庁の
特
 とく
 殊
 しゆ

 部隊か、自衛隊員だ」
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　第七章　「対プロ戦」










　14
 時17
 分。

　二回目のサテライト・スキャンまで３分を切りました。この森の外れにいられるのも、それまでです。

「えー？　なにそれ！　ずるくない？　──遊びにプロの出場禁止！」

　
凄
 すご
 腕
 うで

 の六人が
戦
 せん
 闘
 とう

 のプロとの予想を聞いて、レンは立腹しました。

　エムは何かを考えていたようで、数秒後に答えます。

「別に禁止のルールはなかったはずだ。正式にか自主的にかは分からないが、ＧＧＯを訓練の一部に取り入れていて、腕試しにＳＪに出てきたとしてもおかしくはない。そんなのは、フルダイブ技術ができたときから想定されていたことだ」

　冷静すぎるエムの言葉を聞いて、まあ、それもそうかと考え直したレンは、考えをＳＪに
戻
 もど

 すことにしました。ゲーム中くらい、ゲームのことを考えねばと。

「どうする？　今、一番近いチームはあの人達だよ？　
倒
 たお

 さないと、都市部に
陣
 じん
 取
 ど

 れないよ？　あんなの相手にして、勝てる？」

　エムは
即
 そく
 答
 とう

 します。

「無理だな」

「そんなあっさり！」

「
俺
 おれ

 達が六人でも勝てるか分からない相手だ。
普
 ふ
 通
 つう

 にやって二人で勝つなんて、まず無理だ。さっき一人減らせていたとしても……、まあ同じだろうな」

「じゃあどうするの？　そうだ！　ここで陣取る？　ほら、高速道路を横切るチームがいたら、こっちからでも
撃
 う

 てそうだから！」

「それは考えたが、やはり不利だ。向こうにはスナイパーがいる。頭を出したらすぐに撃たれる。その間に、西側から森を
抜
 ぬ

 けてくる敵チームも出てくるかもしれない」

　次々に提案を
否
 ひ
 定
 てい

 されたレンですが、返答がいちいち納得できるので腹も立ちませんでした。

　森の中で
警
 けい
 戒
 かい

 を続け、時計は14
 時19
 分。もう次のサテライト・スキャンまで１分を切りました。

「どうするの？　これからどうするの？」

　ゲーム開始20
 分で打つ手なしかと、軽く
慌
 あわ

 てるレンに、

「運はいい方か？　これまでの人生、幸運に恵まれてきたか？」

　エムは
突
 とつ
 然
 ぜん

 そんな質問。

「はい？　どうだろ……」

　身長に関しては幸運はゼロに近いけど、それ以外は、
裕
 ゆう
 福
 ふく

 な家庭に生まれ、優しい家族に囲まれ、何一つ不自由せずに育った身を思うと、

「いや、うん。わたしは、ラッキーだったよ。ラッキーガールだよ！」

　多少の強がり混じりでも、そう言えました。

「いいだろう。その強運に
賭
 か

 ける。次のスキャンはここでチェックして、運がよければ、すぐに高速道路に向けて飛び出す。準備をしておけ」

「わ、分かった、理由を聞く時間ある？」

　残り40
 秒。

「ああ。これは予想だが、さっきの派手な
戦
 せん
 闘
 とう
 音
 おん

 で、都市部に別のチームがだいぶ集まってるだろう。そうすれば、あのプロ連中に近いチームがいて、スキャン直後に戦闘になる可能性が高い。それに
紛
 まぎ

 れて、一気に高速道路を走り
抜
 ぬ

 ける。都市部の
潜
 せん
 伏
 ぷく

 は
諦
 あきら

 めて、まずは中央の居住区へ。次のスキャン後、そこから
荒
 こう
 野
 や

 に」

「なるほど……。分かった」

　残り20
 秒。

「スキャンの点は、全滅チームの方を数えるんだ。生き残りチームは、場所を頭に
叩
 たた

 き込め。もちろん、遠い場所のは無視していい。10
 分以内に
接
 せつ
 触
 しよく

 しそうな、３キロ以内の敵が
脅
 きよう
 威
 い

 になる」

　言いながらエムは身を起こすと、サテライト・スキャン
端
 たん
 末
 まつ

 を取り出しました。レンもそれに続きました。そして画面を
点
 てん
 灯
 とう

 。

　14
 時20
 分。

　ＳＪ二回目のサテライト・スキャンが始まりました。

　レンにとっては初めて見るスキャンです。画面を
睨
 にら

 んで、精神を集中させました。だいたいでいいので、相手の場所が知りたいです。もうあんな、敵がどこにいるか分からない
怖
 こわ

 い行軍はごめんです。

　今度の人工衛星は北西からやって来たのか、端末画面の地図の左上側から、ポツポツと点がついていきます。しかもその速度が速いので、スキャンが終わるまでの時間もその分短いでしょう。

「えっと、全滅チームは、と……」

　ＳＪから退場したチームは、灰色の目立たない点で表示されます。レンはそれを数えながら、光っている点の位置を頭に叩き込んでいきました。

　北西の草原、ここでは全滅チームは一つ。その下の
沼
 ぬま
 地
 ち

 にも一つ。森の中には、最初に
撃
 う

 ち合ったチームは全滅は
免
 まぬが

 れたようで、ありませんでした。
砂
 さ
 漠
 ばく

 と荒野には、視界が開けているからか、どうやらかなりの戦闘があったようで、合計四つ。

　今、南東側の
端
 はし

 まで、完全にスキャンされました。

　森と高速道路の境で光っている点は、
触
 ふ

 れて名前を確かめるまでもなく自分達です。森の中にはあと二つの点がありましたが、幸い、３キロは
離
 はな

 れている場所でした。

　都市部
北
 ほく
 端
 たん

 にある灰色の点は、もちろんマシンガン連中。つまりは、わずか20
 分で七チームがすでにバトルロイヤルから
脱
 だつ
 落
 らく

 、生き残りは十六チームということになります。

　もちろん、チーム全員が無傷で生き残っているか、それともたった一人だけなのかは、まったく分かりません。

　さっき
恐
 おそ

 ろしい実力を見せたプロ連中はというと──、

　やはり都市部にいました。自分達から１キロ半ほど離れた場所。

　ビルと重なっているので、おそらくは高い位置でしょう。ラペリングした二人が全速力で
駆
 か

 けて、素早く別のビルに
陣
 じん
 取
 ど

 ったに
違
 ちが

 いありません。視界のいい場所で
腕
 うで

 のいいスナイパーが目を光らせ、地上にいる四人の仲間と
連
 れん
 携
 けい

 して戦う──、
鉄
 てつ
 壁
 ぺき

 とも言える作戦です。

　そして、

「あっ！」

　レンは思わず大声を上げました。

　そのプロ連中の
南
 みなみ
 隣
 どなり

 のマス目の中に一つ、その西隣にさらに二つ、光点があるではありませんか。

「エムさん！　これ！」

「運がいいな。
俺
 おれ

 達は。そして──、連中は運がないな」

　レンが顔を上げると、
珍
 めずら

 しく、エムは
微笑
 ほほえ

 んでいました。

「じゃあ！」

「ああ。プロ連中のお相手は不運な三チームに任せて、俺達は走るぞ。ポンチョはもう捨てていい」





　スキャンが終わるのも待たずに、二人は
端
 たん
 末
 まつ

 をしまいました。

　レンは、
被
 かぶ

 っていたポンチョから頭を
抜
 ぬ

 いて、後ろに放り投げました。全身ピンクの出現です。エムも、
中
 ちゆう
 腰
 ごし

 の体勢になってＭ１４・ＥＢＲのバイポッドを
畳
 たた

 み、森から飛び出す準備を終えました。

　木が守ってくれた森から、再び危険な場所へと飛び出さねばなりません。

「俺の指示で行け。まだだ──」

　ごくり、とレンは
唾
 つば

 を飲んで、Ｐ９０を
握
 にぎ

 る手に力を込めました。

　次の
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、都市部から
銃
 じゆう
 声
 せい

 が聞こえ出しました。

　軽い
射
 しや
 撃
 げき
 音
 おん

 と重い射撃音のミックス。かなり派手な
戦
 せん
 闘
 とう

 の開始です。ほぼ間違いなく、あの三チームが
接
 せつ
 触
 しよく

 したのでしょう。

「よし、行け！　行け！　行け！」

　エムの指示で、レンは
駆
 か

 け出しました。森を
抜
 ぬ

 けると草地の
斜
 しや
 面
 めん

 へ。高速道路に向けて一目散です。

「でもこれ！　あんまり先に行っちゃだめだよね？」

　走りながら、レンはエムに聞いて、

「その都度、止まれと指示する」

　そんな返答。

　あれー？　これではさっきの森の中と
一
 いつ
 緒
 しよ

 で、先を行くわたしが
露
 つゆ
 払
 はら

 い？　まず
撃
 う

 たれるのはわたしじゃない？

　そう気付いたレンですが、今さら
戻
 もど

 るわけにもいきません。

　まったくリーダーを
囮
 おとり

 に使うなんて、ブラック
企
 き
 業
 ぎよう

 ならぬブラックチームだ！

　そんなことを思いながら、ちっこい体で、高速道路のガードレールをひょいと
跳
 と

 び
越
 こ

 えました。





「エムさん！　近くに敵は見えない」

「よし。追いつくまで待て」

　レンとエムは、高速道路を走り続けます。

　レンが先んじて、
短
 たん
 距
 きよ
 離
 り
 走
 そう

 の選手並みの、あるいはそれ以上の速度で
疾
 しつ
 走
 そう

 。

　
敏
 びん
 捷
 しよう
 性
 せい

 を
鍛
 きた

 えると、まるで自転車のような速度で走ることができます。どんどん速くなっていく自分の〝最高速〟に、レンは
酔
 よ

 いしれたものです。

　右側は森、左は都市部。見える
範
 はん
 囲
 い

 に敵がいないことを
警
 けい
 戒
 かい

 しつつ、
廃
 はい
 車
 しや

 の
陰
 かげ

 で後ろから来るエムを待ちます。

　森から出てきて初めて分かりましたが、このフィールドには風がまったく
吹
 ふ

 いていませんでした。これは、スナイパーをかなり有利にします。

　エムはレンよりずっと足が
遅
 おそ

 いですが、それでも全速力でコンクリートを
蹴
 け

 ってやって来ます。
巨
 きよ
 体
 たい

 を
隠
 かく

 せる場所に
滑
 すべ

 り込むと、

「よし行け！」

　いつでも
支
 し
 援
 えん

 
射
 しや
 撃
 げき

 ができるようにＭ１４・ＥＢＲを構えながら命令。

　走っている
途
 と
 中
 ちゆう

 、森の上や都市部からは姿が丸見えだったでしょうが、二人に向けて放たれる
弾
 たま

 はありません。

　その代わり、派手な
戦
 せん
 闘
 とう
 音
 おん

 がずっと鳴り
響
 ひび

 いていました。





　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊





　時間は少し
戻
 もど

 って14
 時20
 分。二回目のスキャンの直前──、

　都市部では、エムの予想通りのことが起きていました。

　先ほどの、主に全日本マシンガンラバーズが立てた派手な
戦
 せん
 闘
 とう
 音
 おん

 を聞いて、

〝どんな
奴
 やつ

 らか分からないが、あれだけの
弾
 たま

 を
撃
 う

 ったのなら、生き残っているチームの方も無事ではないだろう〟

　まったく同じように考えた
近
 きん
 隣
 りん

 の三チームが、戦闘音に吸い寄せられるように、都市部に集まってきていたのです。もちろん、片方がまったく無傷で、しかも
凄
 すご
 腕
 うで

 であることなど知るわけがありません。

　そして二回目のスキャンが始まった直後──、

「え？」「
噓
 うそ

 っ！」

　同じマスにいて、それもわずか２００メートルほどしか
離
 はな

 れていなかった二チームは心底
驚
 おどろ

 きました。近づいていくルートが
違
 ちが

 ったのでまだ目視していませんでしたが、本当にすぐ近くに敵がいたのです。

　この
瞬
 しゆん
 間
 かん

 に、二チームの行動は、見事に分かれました。





　片方のチームは、つなぎの戦闘服を着込み、
左
 ひだり
 腕
 うで

 にスズメバチをモチーフにしたエンブレムを付けていました。

　メインアームは《Ｈ＆Ｋ　ＭＰ５》や《ワルサー　ＭＰＬ》などサブマシンガン主体で、
敏
 びん
 捷
 しよう
 性
 せい

 重視の素早いキャラクターばかりの一団です。

　
彼
 かれ
 等
 ら

 は、

「ああもうやったるぜ！　全員全力で
突
 つ

 っ込めえええ！」

「おっしゃあ！」「
突
 とつ
 撃
 げき

 ぃぃ！」「ラジャー！」「やったらあ！」「おかーさーん！」

　ここが死に場所だと言わんばかりに、六人全員で楽しそうな突撃を始めました。太い通りを
猛
 もう

 ダッシュして、曲がった先にいるだろう相手に向けて。

　もう一方のチームは、服装はバラバラ。チームのアイコンとして、全員が首に緑色のスカーフを巻いていました。

　彼等は、残念ながら
即
 そつ
 決
 けつ

 即断ができませんでした。

「ちけーよ！　に、
逃
 に

 げようぜ！」

「いや、
斜
 なな

 め下にももう一チームいる！　ビルの上にも！　逃げる方向なんてないよ！　突っ込んで
迎
 むか

 え撃つほうが──」

「バカ！　
挟
 はさ

 まれたらどうする？　建物の中で身を
隠
 かく

 してだな──」

「室内戦闘なんてやりたくねえ！」

「お前らケンカするな！　リーダーの指示に従え」

　とそこまで言い争った瞬間に、通りの向こうから突っ込んできたチームに
銃
 じゆう
 弾
 だん

 を浴びせかけられました。

　サブマシンガンは連射力に
優
 すぐ

 れていますが、使っているのが主に
拳
 けん
 銃
 じゆう
 弾
 だん

 なので、与えられるダメージはそれほど多くありません。

　不意打ちで死亡したのは、運悪く二人から
一
 いつ
 斉
 せい

 に
撃
 う

 たれた一名のみ。

　
被
 ひ
 弾
 だん

 はしたが死ななかった残りの五人は、もはや
逃
 に

 げ場はないと
覚
 かく
 悟
 ご

 を決めて、立ち向かっていくように
猛
 もう
 反
 はん
 撃
 げき

 を開始しました。《ＡＫＭ》や《Ｍ１６Ａ３》などのアサルト・ライフルが、フルオートで
吠
 ほ

 え始めました。

　太い通りの上で、
双
 そう
 方
 ほう

 が１００メートル以内で
対
 たい
 峙
 じ

 しつつ、撃ちまくり、そしてグレネードを投げ合うど派手な
戦
 せん
 闘
 とう

 になりました。

　相手の位置が十分に分かっているので、背中を見せた方が負けです。身を
隠
 かく

 すよりとにかく撃って撃ちまくって、マガジンを
替
 か

 えてまた撃って──、

　やがて一人死に、また一人死にと、
壮
 そう
 絶
 ぜつ

 な
消
 しよう
 耗
 もう
 戦
 せん

 が始まりました。

　空中に
浮
 う

 かぶカメラマークが、
無
 む
 慈
 じ
 悲
 ひ

 にそれを
俯
 ふ
 瞰
 かん

 し続けます。





　これにほくそ笑んだのが、１キロほど
離
 はな

 れた場所にいた別チームの男達です。

　六人全員が赤茶の
迷
 めい
 彩
 さい

 
服
 ふく

 を着て、スターム・ルガー社製《ＡＣ─５５６Ｆ》というアサルト・ライフルを装備していました。

　これは、Ｍ１４を５．５６ミリにダウンサイズしたような《ミニ１４》に、金属製折りたたみストックをつけて、フルオート射撃を可能にした銃です。コンパクトで性能もそこそこいいのですが、ＧＧＯ内では人気がなくて安価な銃です。

　近くから聞こえ始めた音を聞いたチームリーダーは、

「よっしゃ！　アイツらぶつかった！　回り込んで裏を取れるぞ！」

　そんな言葉。仲間が聞きます。

「ビルの上にいる
奴
 やつ

 らはどうする？」

「まだ遠い。
狙
 そ
 撃
 げき

 で届く
距
 きよ
 離
 り

 じゃねーよ。走っていれば当たらねえ」

「なるほど」

「よっし、みんな行くぞ！」

　こうしてこのチームは、漁夫の利
狙
 ねら

 いで走り出しました。





　太い道を全力
疾
 しつ
 走
 そう

 するために、
瓦
 が
 礫
 れき

 の多い建物脇ではなく、道の真ん中を通ったので、

「南側に一チーム確認。六名。武器はＡＣ─５５６Ｆ。以後これを〝デルタ〟と
呼
 こ
 称
 しよう

 する」

　ビルの中からの
双
 そう
 眼
 がん
 鏡
 きよう

 の視界に収まっていることなど、しかも名前まで付けられたことなど、気付くわけがありません。

　この距離なら、そして走っていれば狙撃は当たらないというデルタのリーダーの判断は、決して
間
 ま
 違
 ちが

 っていませんでした。

　１キロになると、
普
 ふ
 通
 つう

 の
狙
 そ
 撃
 げき
 銃
 じゆう

 では当てられません。有効射程内の対物ライフルだとしても、相当の
凄
 すご
 腕
 うで

 なら、という
距
 きよ
 離
 り

 でしょう。
脅
 きよう
 威
 い
 度
 ど

 が低いとの判断は、真っ当でした。

　ただ
彼
 かれ
 等
 ら

 が不幸だったのは、サテライト・スキャンに映らない
優
 ゆう
 秀
 しゆう

 な別働隊が四人、地上にいたということです。

　バラクラバで顔を
隠
 かく

 した男は、冷静な口調で、通信アイテムで四人に命令するのです。

「デルタは南三通りを西進中。映画館
脇
 わき

 でこれをやり過ごし、あとを付けろ。ブラボーとチャーリーの
戦
 せん
 闘
 とう

 終了まで待機」









「ああもうこんちくしょう！」

　ＡＫ─４７の改良版であり、外見はよく似ているＡＫＭを持った男は、大声で悪態をつきました。

　服装は、世界の
紛
 ふん
 争
 そう
 地
 ち

 で見かける民兵スタイル──、ジーンズに
革
 かわ

 ジャン姿、
胸
 むね

 にはマガジンを入れたチェストリグです。首には、緑のスカーフ。

　男は、大通りに放置された
廃
 はい
 車
 しや

 の脇で、銃を横に構えてべったりと
伏
 ふ

 せていました。タイヤがパンクした車の下からしか前は見えませんが、
狭
 せま

 い視界の中に、動くものの姿はありません。

「おーい！　
誰
 だれ

 か近くにいるか？」

　必死の形相で
叫
 さけ

 んでみましたが、返事がありません。

　どうやら、さっきまで
一
 いつ
 緒
 しよ

 に行動していた仲間はみんな、死んだか、それとも
逃
 に

 げてしまっているようです。

　自分も、ヒットポイントがだいぶ
削
 けず

 られました。
突
 つ

 っ込んできた敵チームのサブマシンガンの
弾
 たま

 を、近距離から５発は食らったでしょう。もちろん反撃はしたので、頭に数発
叩
 たた

 き込んで一人は確実に
倒
 たお

 したし、もう一人も足に食らわせてやったはずですが。

　すると、問いかけから５秒ほど
経
 た

 ってから、

「おー！　生きてるぞー！」

　そんな声が、どこからともなく返ってきました。

　男の顔に、
安
 あん
 堵
 ど

 の笑みが
戻
 もど

 りました。そして、

「おお！　どこだ？　無事か？」

「おう、なんとかなー！　ヒットポイントは真っ赤だけどな！」

　二回目の返事は、ずっと近くからはっきりと聞こえました。
隠
 かく

 れていた建物を出て、こっちに近づいてきているのでしょう。

「よし！　合流して逃げるぞ」

　男はＡＫＭを持ち上げながら言いましたが、返事は、

「あー、そりゃ無理だわ！」

「なんで？」

　そう
訊
 たず

 ねる前に、男はもっと冷静になるべきでした。

　そうすれば、自分の視界の左上、目を大きく動かすと見える位置にある情報が、つまり仲間達のヒットポイントバーが見えたはずです。それらが
全
 すべ

 て真っ黒になって、名前のところに×印がついていることに気付いたはずです。

「だってよ、見てくれよ！　
俺
 おれ

 はよ──」

　車の
陰
 かげ

 から顔を出すと、会話の相手が、６メートル前にいました。黒いつなぎを着た男が、ＭＰ５のＡ３タイプをしっかりと構えて、
銃
 じゆう
 口
 こう

 がこっちを向いていました。そこから延びる赤い線が目に入って、視界が真っ赤になりました。

「敵だからな！」

　１発でした。

　ＭＰ５から放たれた９ミリパラベラム
弾
 だん

 は、男の右目から派手な
被
 ひ
 弾
 だん

 エフェクトを生み出しました。力を失った体は横に
倒
 たお

 れました。ＡＫＭはコンクリートに落ちて、
鈍
 にぶ

 い金属音がしました。





「はあ……」

　ＭＰ５を
撃
 う

 った男も、その場にぺたんと
腰
 こし

 を下ろしました。体中に撃たれた
跡
 あと

 が
点
 てん
 灯
 とう

 していて、ヒットポイントゲージは真っ赤で、もうほとんど残っていません。

　彼が
振
 ふ

 り向くと、大通りには、【Ｄｅａｄ】マーカーを
煌
 きら

 めかした敵味方の死体がごろごろと転がっていました。落ち着いて視界
左
 ひだり
 隅
 すみ

 に
浮
 う

 かぶ情報を見ると、見事に自分以外
全
 ぜん
 滅
 めつ

 でした。

「あーあ……、この先一人でどうなるの俺？　降参しちゃおうっかなー」

　思わず、口から出たのはそんな
呟
 つぶや

 き。

　しかしすぐに、

「いや、まあ、死ぬまでは
頑
 がん
 張
 ば

 ってみっか……」

　そう言いながら、
胸
 むね

 ポケットから
筒
 つつ
 状
 じよう

 の救急
治
 ち
 療
 りよう

 キットを取り出すと、首筋にぷしゅっと打ち込みました。ヒットポイントゲージがちかちかと点滅し、じわりじわりとバーが
戻
 もど

 っていきます。

　男が
腕
 うで
 時
 ど
 計
 けい

 を見ると、14
 時27
 分。あと３分の間にヒットポイントを回復させながら
隠
 かく

 れて、その先は、

「行き当たりばったりだ！」

　再び走り出すために、笑顔で立ち上がった男の体を──、

　飛んできた５．５６ミリ弾が次々に
貫
 つらぬ

 いていき、回復しつつあったヒットポイントをあっさりとゼロに
押
 お

 し下げました。

　大通りに、物言わぬ死体がまた一つ、加わりました。





　通りの
陰
 かげ

 からＡＣ─５５６Ｆをフルオートで
撃
 う

 ちまくった男が、

「うっしゃ！　漁夫の利ゲット！」

　
嬉
 うれ

 しそうに右手の
拳
 こぶし

 を
突
 つ

 き上げました。

　
戦
 せん
 闘
 とう

 が終わるまで、ビルの陰で
隠
 かく

 れていたチームです。

　１分ほど前から、乱戦の成り行きを見ていました。
逃
 に

 げてくる者がいれば
襲
 おそ

 おうと思っていましたが、その前にほとんど全員が死んでしまいました。

　どうやらあのＭＰ５男が最後の一人らしいので、リーダーがゆっくりと建物の角から身を出して、
銃
 じゆう
 撃
 げき

 したのです。

「やったぜ！　こういうことがあるから、バトルロイヤルっていいよな。裏を取れれば楽勝だぜ！」

　建物の裏で待機していたチームメンバー、油断なく後方を
警
 けい
 戒
 かい

 していた一人が、楽しそうに言って、

「まあ、
俺
 おれ

 達も気を
抜
 ぬ

 いたらああなるけどな」

　リーダーが自戒を込めて言った次の
瞬
 しゆん
 間
 かん

 に、建物の五階の
窓
 まど

 から、強力なプラズマ・グレネードが四つ落ちてきました。

　青白い
爆
 ばく
 発
 はつ

 の光に完全に包まれて、ヒットポイントを全損させながら──、

　市街戦では周囲だけではなく上方も警戒しなければならないことを、
彼
 かれ
 等
 ら

 は身をもって学びました。





　プラズマ・グレネードを落とした
覆
 ふく
 面
 めん

 の男は、すぐに遠くにいる男に
連
 れん
 絡
 らく

 。

「ブラボー、チャーリー、デルタ。
全
 ぜん
 滅
 めつ

 を確認。損害なし」

　ビルの中の覆面男は、

「了解。次のスキャンもここで受ける。全周警戒しつつ指示を待て」

　そう返しました。

　その
隣
 となり

 に、レミントン社製のボルトアクション
狙
 そ
 撃
 げき
 銃
 じゆう

 《Ｍ２４》をカメラ用の
三
 さん
 脚
 きやく

 に乗せて、座って構えている男がいました。マシンガン連中を、正確な狙撃で
屠
 ほふ

 った男です。

　彼が、顔を上げずにリーダーに
訊
 たず

 ねます。

「さっき高速道路を
猛
 もう
 烈
 れつ

 な速度で走ってたピンクのヤツと、ついて行ったデカイヤツ──。どうします？」





　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊





　14
 時29
 分、三回目のサテライト・スキャン直前に、

「ひゃあ！　走った走った！」

「なんとか、なったな」

　レンとエムは、敵を見ることなく高速道路を走りきって、マップ中央に位置する居住区にたどり着きました。

「
撃
 う

 たれなかったね！」

「ああ」

　ここまでの移動中、都市部から、そして森からも、派手な
戦
 せん
 闘
 とう
 音
 おん

 がずっと聞こえていましたが、二人に向けて放たれた
弾
 たま

 は１発もありませんでした。

　もちろん、
誰
 だれ

 かに
捕
 ほ
 捉
 そく

 はされていたが、走っているから当たらないと判断された可能性は残ります。

　
概
 がい
 算
 さん

 で３キロは走ったので、平均時速は約18
 キロ。

　マラソン選手のアベレージが時速約20
 キロですから、これは相当のハイペースです。ちなみに
敏
 びん
 捷
 しよう
 性
 せい

 を上げているレンにはまだまだ
余
 よ
 裕
 ゆう

 でも、エムには〝キャラクター性能〟ぎりぎりの速度でした。

　これだけ走っても息切れはなく、汗も出ず、
喉
 のど

 も
渇
 かわ

 かないのがＶＲゲームのいいところ。





　二人がたどり着いたのは、周囲をアパートや低層住宅の
廃
 はい
 屋
 おく

 に囲まれた、通り以外は見通しの悪い地域です。

　建物はどう見ても日本のそれではなく、外国の高級住宅地を思い起こさせます。

　もちろんゴーストタウンなので、その
寂
 せき
 寞
 ばく
 感
 かん

 は
半
 はん
 端
 ぱ

 ではありません。道にはパンクした車が
腐
 くさ

 りかけ、太い木の生長でひっくり返っているものも見えます。庭では、大型の
芝
 しば
 刈
 か

 り機が
錆
 さ

 びて真っ赤になっていました。

　建物の外見もボロボロで、
自
 じ
 壊
 かい

 してぺっちゃんこになっているものも多いです。
舗
 ほ
 装
 そう
 路
 ろ

 はヒビだらけで、
隙
 すき
 間
 ま

 から
逞
 たくま

 しく草が
伸
 の

 びています。
水
 すい
 没
 ぼつ

 地域が広いはずですが、今いる辺りは、幸いにも
浸
 しん
 水
 すい

 はしていません。

　二人は、芝生が死に絶え木々は
枯
 か

 れた
一
 いつ
 軒
 けん
 家
 や

 の
玄
 げん
 関
 かん

 に近づくと、念のために
誰
 だれ

 かがトラップをしかけてないかチェックします。

　ここがスタート地点だったチームが、大量のグレネードをしかけていった可能性もゼロではありません。入り口にワイヤーをしかけておくブービートラップは、シンプルですが引っかかりやすいのです。

「
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 だ。ゆっくり入れ。室内のトラップも注意」

「了解」

　二人はゆっくりと中に入って、再びトラップをチェック。安全であると確認した上で、室内に身を
隠
 かく

 しました。





　その家のリビングルームは、乱雑だが入れないほどではない、いい感じの散らかり具合でした。

　ＧＧＯのフィールドには、一応の
配
 はい
 慮
 りよ

 から最終戦争で亡くなった人間の遺体、つまり人骨などは一切転がっていません。もし再現したら、都市部など人骨だらけの
地
 じ
 獄
 ごく

 絵図になってしまうでしょう。

　しかし、それ以外の演出は本当に細かく、よくできています。

　レンとエムがお
邪
 じや
 魔
 ま

 したこの家にも、最終戦争前の人々の生活を
窺
 うかが

 わせるアイテムが、たくさん配置されていました。

　小さく草が
伸
 の

 びる
暖
 だん
 炉
 ろ

 の上には、笑顔の家族写真が入った銀フレームの写真立て。流し台には割れたお皿や、割れてないお皿。ソファーの
脇
 わき

 に散らばる、古びた雑誌や新聞紙。

　これらの新聞や雑誌ですが、読むとこの地球が大戦争をするに至った
愚
 おろ

 かしい
経
 けい
 緯
 い

 が
詳
 くわ

 しく書いてあるとのことです。残念ながら全部英語ですが。

　以前ピトフーイに聞いた話で、こんなのがありました。

　ピトフーイが小さな教会の
廃
 はい
 墟
 きよ

 で犬に似たモンスターを仕留めたら、さらに
奥
 おく

 にある部屋に入れました。するとそこには、洋服
掛
 か

 けに
綺
 き
 麗
 れい

 なウェディングドレスとタキシードが掛かっていて、
天
 てん
 窓
 まど

 からの光の加減でキラキラと
輝
 かがや

 いていたのです。

「あれはちょっとウルっときたわー。〝人類
絶
 ぜつ
 滅
 めつ

 の戦争が
迫
 せま

 っていても
結
 けつ
 婚
 こん
 式
 しき

 はやろう〟って、愛する二人の
想
 おも

 いが伝わってきてね。あのワンコもさ、まるでそれを必死に守っていたみたいで」

　ピトフーイが、
珍
 めずら

 しく優しげな
微笑
 ほほえ

 みを見せて、

「いい話ですねえ」

　レンが素直に感想を返すと、

「だから、二着ともショットガンでズタボロにしておいた」

「台無しっ！」

「まあ、次に
誰
 だれ

 かが見つけたときは、なぜか復活してるわよー」

　ピトフーイの素敵な性格はさておき、それらを細部まで考えて再現するＧＧＯのグラフィックデザイナー、いい仕事をしています。





　三回目のスキャン、14
 時30
 分まであと数秒。レンの
腕
 うで
 時
 ど
 計
 けい

 は、とっくに
振
 しん
 動
 どう

 を終えています。

　二人はサテライト・スキャン
端
 たん
 末
 まつ

 を取り出して、目の前に地図を出しました。前回は
脱
 だつ
 落
 らく

 が計七チームで生存が十六チームでしたが、さて、10
 分間でどれくらい変わったか。

　三回目のスキャンは、南南東から北北西へと始まりました。時計でいえば５時の位置から11
 時へ向かう角度です。衛星の
軌
 き
 道
 どう

 が高いようで、今までよりずっとゆっくりなスキャンでした。落ち着いて見ていられそうで、レンは生存チームの数も数えることにしました。

　フィールド南部の
砂
 さ
 漠
 ばく

 ・
荒
 こう
 野
 や

 地帯に、ポツポツと点が現れていきます。

　すると、
全
 ぜん
 滅
 めつ

 チームを表す灰色の点がどんどん増えていきました。広いとはいえ、このエリアだけで八つもあります。10
 分前は四つでしたから、さらに倍増した計算に。

　特に中央にある
遺
 い
 跡
 せき

 の周囲では、新しい灰色の点三つが
隣
 りん
 接
 せつ

 していました。レンにも分かります。有利な遺跡を
抑
 おさ

 えようと
押
 お

 しかけて、乱戦になったのでしょう。

　このエリアの生き残りは、現在たった二チーム。それぞれ東西に５キロ以上は
離
 はな

 れていて、死亡チームとも、やや
距
 きよ
 離
 り

 が離れています。

　残数が分からないので、この二チームがどれほど強いのかも、まったく分かりません。
恐
 おそ

 るべき実力で他のチームをほとんど
屠
 ほふ

 ったあとに
余
 よ
 裕
 ゆう

 で移動中なのか、それとも残り一人になってしまい、必死に
逃
 とう
 走
 そう
 中
 ちゆう

 なのか。

　どちらにせよ、共に今の自分達からは遠いので、ひとまず次の10
 分間は無視してよさそうですが。

　スキャンが北上してきて、都市部を表示します。

　すると出てきたのは、ほとんど同じ場所にある、三つの灰色の点。その近くの、前回と同じ場所で光る生存チームの点。これはもう、バッチリとエムの予想通りになったようで、

「すごい……」

　レンは、エムと、そしてあのプロ連中に向けて、短く感想を
漏
 も

 らしました。

　地図中央、居住区にスキャンが
迫
 せま

 ってきてレンは身を引き
締
 し

 めました。自分達はこの北東部分、つまりエリア右上にいます。他に点が光れば、次に戦うのはその人達になります。気付いていないだけで、
隣
 となり

 の家に、いえ、この家に
潜
 ひそ

 んでいるかもしれません。

　果たして──、

「いない……。よかった！」

　居住区に光る点は、
間
 ま
 違
 ちが

 いなく一つだけでした。死亡チームもありません。

　スキャンは北へと移り、
沼
 ぬま
 地
 ち

 では新しい死亡チームはゼロ。生き残りチームが一つあって、これは
墜
 つい
 落
 らく

 宇宙船に
陣
 じん
 取
 ど

 っているようです。

　北西の草原では、死亡チームが二つ。つまり前回より一つ増えています。生存チームは一つだけで、このチームが両チームをやったのだとしたら、実力は高いでしょう。

　そして最後に森の中では、死亡はなく生存が前回と同じく二つ。よく見ればこの二チーム、前のスキャンのときから、ほとんど動いていませんでした。

　現状、新しく全滅したのが八チームで、
累
 るい
 計
 けい

 十五チーム。生き残りは、八チーム。たった30
 分でこれでは、ピトフーイの言ったとおり、ＳＪは１時間以内に終わってしまうかもしれません。

　スキャンはまだ消えていませんが、エムはそのゴツい顔を上げました。作戦会議です。

「
俺
 おれ

 達は運がいい」

　エムはまずそんなことを言って、レンは大きく楽しそうに
頷
 うなず

 きました。そして、

「エムさんは、次にわたし達の
脅
 きよう
 威
 い

 になるのはどれだと思う？」

　エムは、変わらぬ落ち着いた口調で答えます。

「まず、森の二チームは、近いが無視する。どうもお
互
 たが

 い、意地を張って
睨
 にら

 み合っているようだ。最初の
戦
 せん
 闘
 とう

 で仲間をやられて、ケリを付けたいと思っているのかもしれん」

「ありそう。お互い待ち
伏
 ぶ

 せ中で、待ちぼうけ中、ってやつ」

「草原の一チームも、
距
 きよ
 離
 り

 があるから無視する。こいつらが、森のチームを後ろから
叩
 たた

 いてくれることを期待しよう。
沼
 ぬま
 地
 ち

 の宇宙船のチームだが、待ち伏せ
狙
 そ
 撃
 げき

 で一チームをやったんだろう。有利な場所にいるから、よほどのことがない限り動いてはこない」

「ふむふむ」

「
砂
 さ
 漠
 ばく

 と
荒
 こう
 野
 や

 の二チームだが、こいつらは、正直言って予想がつかない。
凄
 すご
 腕
 うで

 なのか単なる敗残兵なのか。特に、
遺
 い
 跡
 せき

 に近い方のチームの行動が読めない。遺跡に
陣
 じん
 取
 ど

 ってもいいのに、なぜそうしない？」

「うん、それはわたしも思った」

「それでも、ひとまず次のスキャンまでは無視できる。問題なのは──」

「やっぱり……、あのプロ？　都市にいる」

「ああ。──アイツらを
倒
 たお

 さずして優勝は絶対にない。だいぶチーム数が減った今では、都市部から打って出てくるだろう。
彼
 かれ
 等
 ら

 の目的は優勝ではなく、戦闘経験を積むことだろうから、ずっと待ち伏せの可能性は低い」

「でも、強いんでしょ？　勝てないんでしょ？」

　レンの言葉に、

「ああ」

　エムは一度頷きました。それから、にやりと笑ったのです。

「だけど、今回のスキャンを見て、少しだけ勝機を見いだせた。
上手
 うま

 くいけば、アイツらに勝てるかもしれない」

「おお！」

「それには、レンの力が必要だ。バリバリ
撃
 う

 って、
活
 かつ
 躍
 やく

 してもらうことになりそうだ」

「おお！　いいよ！　何でもやるよ！　作戦を教えて！」

「よし。まずは──」
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　第八章　「トラップ」










　レンの
左
 ひだり
 腕
 うで

 で、腕時計が
振
 しん
 動
 どう

 しました。

　真っ暗なので見えませんが、時間は分かります。14
 時39
 分30
 秒。四回目のサテライト・スキャンまで残り30
 秒のアラームです。

　本当にこんな作戦で
上手
 うま

 くいくのかな……。

　エムから、うかつに
喋
 しやべ

 るなと言われているので、レンは
呟
 つぶや

 くことすらできません。そう思うだけです。

　またも
酷
 ひど

 い作戦だ！　リーダーはわたしなのに！

　この10
 分間で一番たくさん思ったことは、
間
 ま
 違
 ちが

 いなくこれでしょう。

　とはいえ、ＳＪが始まってからここまで、エムはレンの安全を無視した作戦ばかり立てていますから、もう腹も立ちません。

　ゲームだから、死ぬのは構いません。ただ、まだ一度も暴れていません。
愛
 あい
 銃
 じゆう

 のＰ９０も、まだ１発も
撃
 う

 っていません。せめて、暴れ回ってから死にたいものです。

　もうすぐ四回目のサテライト・スキャンが始まりますが、レンには、見ることができません。

　ただ、
真
 ま

 っ
暗
 くら
 闇
 やみ

 の中で、Ｐ９０を抱きしめてじっとしているしかないのです。

　自分が閉所
恐
 きよう
 怖
 ふ
 症
 しよう

 だったら、
今
 いま
 頃
 ごろ

 心理状態の悪化で安全装置が働いて、アミュスフィアが強制的に回線を落としていたことでしょう。
押
 お

 し入れで
昼
 ひる
 寝
 ね

 が好きな性格でよかったと、レンは思っていました。

「スキャンが始まるぞ。指示があればいつでも出られるように、用意しろ」

　レンの耳に、エムの声が届きました。

「…………
 」

　無言で返しながら、レンはＰ９０の安全装置の位置を、指先でもう一度確認しました。





　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊





　10
 分前のこと──、

　都市部でサテライト・スキャンを見た
覆
 ふく
 面
 めん

 の男は、

「移動が必要だな」

　ぽつりと
漏
 も

 らしました。

　生き残りはわずか八チームで、しかももう近くにはいません。一番近い光点は、居住区北東にありました。

「全員に告ぐ。居住区の敵を〝エコー〟、
砂
 さ
 漠
 ばく

 地帯の敵を〝フォックストロット〟と
呼
 こ
 称
 しよう

 する」

　リーダーの声が、通信アイテムに乗って、
隣
 となり

 にいるスナイパーと、地上にいる四人に届きました。

　
彼
 かれ
 等
 ら

 は敵チームを、見つけた順番からＡＢＣＤＥ……と命名して、聞き
間
 ま
 違
 ちが

 えないように通話表（フォネティックコード）で呼んでいます。

　つまりマシンガン大好き連中が、Ａでアルファ。

　サブマシンガンで
突
 とつ
 撃
 げき

 したスズメバチエンブレムのチームが、Ｂでブラボー。

　ブラボーとかち合った緑スカーフのチームが、Ｃでチャーリー。

　
揃
 そろ

 いの赤茶の
迷
 めい
 彩
 さい

 
服
 ふく

 を着ていたチームが、Ｄでデルタ。

　ピンクのチビを有するチームは、Ｅでエコー。

　南の砂漠にいるチームが、Ｆでフォックストロット。

「エコーは20
 分前に森の
南
 なん
 端
 たん

 にいて、アルファの
銃
 じゆう
 撃
 げき

 を受けていた。高速道路上で確認したのは、デザートピンク迷彩の一名と、緑迷彩の一名のみ。チームは二名に減っている。共に武装は確認できていない」

　まさか最初からたった二名と思っていなかったリーダーは、常識的な判断でそう告げました。

「次の10
 分で、居住区手前まで移動し
捜
 そう
 索
 さく

 する。会敵すれば
叩
 たた

 く。発見できなければ、14:50のスキャンで探る」

　説明の間、隣にいるスナイパーはＭ２４を
三
 さん
 脚
 きやく

 から下ろし、その三脚をストレージに格納するウィンドウ操作をしていました。それが終わると、今度はロープを出して、ビルから降下する準備完了。

「南三と西五の交差点で合流する。
警
 けい
 戒
 かい

 待機せよ」





　
覆
 ふく
 面
 めん

 集団の六人は全員地上に集まると、キャラクター能力の限界値までの全力進撃を始めました。

　先頭の二人は油断なくＦＡＬを構え、エコーとの会敵に備えます。

　もしエコーがこっちに向かって来ていたら、
途
 と
 中
 ちゆう

 でばったり出くわす可能性が高いです。
即
 そく
 座
 ざ

 に
撃
 う

 てるように銃を構えたまま
揺
 ゆ

 らさないで走るのは結構難しく、これもまたプレイヤー技術になります。

　その後ろをリーダーとスナイパーの二人が続きます。
殿
 しんがり

 の二名は何度も何度も
振
 ふ

 り返って、フォックストロットの追撃を警戒します。

　そして──、

　
接
 せつ
 触
 しよく

 のないまま８分ほどで居住区東端にたどり着くと、彼等は一層の警戒態勢を
敷
 し

 いて、家々の
脇
 わき

 を進みました。

　低層住宅だらけなので高所からの
狙
 そ
 撃
 げき

 の危険は低いですが、それでも一切油断しません。通信アイテムを使ってもいいのですが、ほとんど無言で、ハンドサインだけでコミュニケーションを取り、道を横断するときは鏡で確認後、二名の
援
 えん
 護
 ご

 下で一人が全力ダッシュ。

　こうして、居住区
東
 とう
 端
 たん

 からじわじわと西進し、
探
 たん
 索
 さく

 エリアを広げていたとき、14
 時39
 分を迎えるのです。

「スキャンまで、あと40
 秒。停止。全周
警
 けい
 戒
 かい

 」

　六人は、広い通りの一角に
陣
 じん
 取
 ど

 りました。リーダーは、大きなゴミ回収トラックの
陰
 かげ

 に。ここなら、スキャンで位置が判明しても、西からの
銃
 じゆう
 撃
 げき

 は
頑
 がん
 丈
 じよう

 なトラックが防いでくれます。

　残りの三方、つまり北と東と南を、五人の部下が分散して目を光らせます。もしスキャンで近くにいると判明したら、そちらへ向けて
突
 とつ
 撃
 げき

 する準備もできています。

　時計が、14
 時40
 分を告げて、

「スキャン開始」

　リーダーだけが、サテライト・スキャン
端
 たん
 末
 まつ

 を
睨
 にら

 みました。





「近いぞ！」

　
覆
 ふく
 面
 めん

 のリーダーが、思わず
叫
 さけ

 んでしまいました。

　前回よりさらにゆっくりなスキャンの結果が、彼の見ている画面に出ています。

　東から始まったスキャンで、フォックストロットはまだ
砂
 さ
 漠
 ばく

 ・
荒
 こう
 野
 や

 にいることが判明。そしてそのまま東に向かっていましたので、自分達の
脅
 きよう
 威
 い

 にはならないことが分かりました。

　ならばと地図を拡大して、居住区から左上を表示すると、
間
 ま
 違
 ちが

 いなく自分の居場所が
点
 てん
 灯
 とう

 。そして、次の目標にしていたエコーはというと──、

「真北！　80
 メートルの位置！」

　二つの点が、ほとんどくっついているではありませんか。地図を最大まで拡大して、それが真北にわずか80
 メートルの
距
 きよ
 離
 り

 だと分かりました。それは今いる太い道の先で、大きな交差点の周辺になります。

　北側を見ていた男から、

「見えません！」

　
驚
 おどろ

 いた声が返ってきました。見通しのいい道の先で80
 メートルなど、どんな顔をしているか分かる距離です。それなのに、人間の姿が見えないのですから、驚くのも無理はありません。

　彼のサポートに回った別の男達からもすぐに、

「こちらも目視できません！　広い交差点があるだけです！」

「発見できません。交差点に車両なし！」

　リーダーは、

「進め」

　そう短く命令しました。確認できない以上、確認できるまで近づくしかありません。これがＧＧＯでなければ、スキャンが
間
 ま
 違
 ちが

 っていると思えばいいのですが。

　了解、の声と共に、四人の男達が、ＦＡＬを構えながら前進を始めました。大通りの左右を、二名二班に分かれて。

「スキャンは高さを判別しない。マンホールの下の可能性が高い。注意せよ」

　リーダー自身もＦＡＬを構えつつ、そして逆方向を
警
 けい
 戒
 かい

 しつつ、そんな指示を出しました。

　リーダーはまだ
点
 てん
 灯
 とう

 している
端
 たん
 末
 まつ

 画面をもう一度見ましたが、その位置に間違いはありませんでした。これ以上は地図の拡大ができないので、交差点の中ということしか分かりません。

　かつて見た映画では、移動スキャナーが近くまで来ている敵を
捉
 とら

 えていたのに見えず、結局それは天井の上にいたという演出がありました。今回は大きな交差点の中なので、上は考えられません。すると下しかあり得ません。

　リーダーは、念のため地図の縮尺を小さくして、広いエリアを表示させました。別のチームの場所を確認するためです。

　生き残りは、自分達、エコー、フォックストロット、そして
沼
 ぬま
 地
 ち

 に二つの合計五チームだけでした。

　沼地に二チームいるのは、草原にいたチームが
戦
 せん
 闘
 とう

 を
挑
 いど

 もうとしているからでしょう。そしてそれ以外、
砂
 さ
 漠
 ばく

 南西にいた一チームと、森の中で
睨
 にら

 み合っていた二チームは、この10
 分間で
全
 ぜん
 滅
 めつ

 したか、降参したようです。

　ひとまず全力でエコーに当たればいいのが分かって安心しましたが、すぐ近くにいるのに、まだ部下達の
発
 はつ
 砲
 ぽう
 音
 おん

 は聞こえません。

　その代わり、

「
到
 とう
 着
 ちやく

 。交差点内に、マンホールは……、ない。見えません」

　部下の一人から、
狐
 きつね

 につままれたかのような声が
戻
 もど

 ってきました。別の三人からは、

「こちらも発見できず。現在北西を警戒中。敵の姿はない」

「北東警戒中。穴も敵も発見できず」

「北を警戒中。同じく
敵
 てき
 影
 えい

 なし。まさかとは思いますが……、スキャンのエラーでは？」

　そんな声。

「システムエラーの可能性は
著
 いちじる

 しく低い」

　リーダーはそう返事をしたあと、続けて、

「その交差点に見えるもの
全
 すべ

 てを伝えろ。どんな小さなものでもだ」

　指示を出しました。部下達から、
戸
 と
 惑
 まど

 いがちに返事が来ます。

「ひび割れたアスファルトの十字路……。短く
伸
 の

 びた草……。
倒
 たお

 れて
錆
 さ

 びた自転車……」

「車のタイヤが、ホイールごと一つ横倒しに」

「倒れて
枯
 か

 れている小さな木の幹が二本。旅行用のスーツケースが一つ。空き
缶
 かん

 が一つ、いや、三つ」

「歩道にスーパーのカートが一台。外国製の大きなやつ。もちろん何も
載
 の

 ってません……。地面に穴はありません！」

「こちらもです。何度見ても穴は確認できません」

　どういうことだ！　心の中だけで
叫
 さけ

 びながら、リーダーは後方
警
 けい
 戒
 かい

 をスナイパーに任せて、向きを変えつつ
懐
 ふところ

 から
双
 そう
 眼
 がん
 鏡
 きよう

 を取り出しました。まん丸の視界で、部下達のいる、そして〝エコーがいるはず〟の交差点を
睨
 にら

 みました。

　同時に、頭の中に、先ほどの部下の声が、

『旅行用の──』

　フラッシュバックするのです。

『スーツケース』

　リーダーは叫びました。

「全員！　スーツケースを
撃
 う

 てっ！」

　まるでそれが命令だったかのように──、

　そのスーツケースが撃ち始めました。





　四人の内の一人は、見ました。

　自分から４メートルほど
離
 はな

 れた場所に転がっていたスーツケースに、
突
 とつ
 如
 じよ

 人間の足が生えたのを。そして、
蓋
 ふた

 が開くと同時に光る
発
 はつ
 砲
 ぽう
 炎
 えん

 を。

　それが、彼がＳＪで見た最後の景色になりました。

　顔に向かって飛んでくる５．７ミリ
弾
 だん

 は、さすがに見えませんでした。





　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊





　10
 分ほど前のこと。

「よし。まずは、何かレンの体が入るものを探すんだ」

　
隠
 かく

 れている家の中で、エムはレンに言いました。

「はいい？」

　まったく意味が分からず、レンが聞き返しました。

　そしてエムはゆっくりと、自分の作戦を説明したのです。

　それは、まずはなんでもいいから〝まさかこの中に人はいないだろう〟と思える小さな入れ物を用意すること。

　そして、ＧＧＯ最小のアバターとも言えるレンを、その中にぶち込むこと。

　それを、見晴らしのいい居住区の交差点のど真ん中に放置しておいて、次のスキャンで敵を呼び寄せること。

　敵が、
間
 ま
 違
 ちが

 いなくあのプロ連中がやって来たら、そこでじっと待って、

「あとは、飛び出して
射
 しや
 撃
 げき

 だ。ピトに聞いている、レンは待ち
伏
 ぶ

 せの近接射撃が上手だと」

「た、確かに何度もやったけど……。もし、
見
 み
 抜
 ぬ

 かれたら？　
例
 たと

 えば、〝あの段ボールは
怪
 あや

 しいぞ〟って
撃
 う

 たれたら？」

「それまでだ。
合
 がつ
 掌
 しよう

 しよう」

「だーっ！」

　レンは天を
仰
 あお

 ぎました。

　またか！　またわたしが
囮
 おとり

 か！

　レンは顔をエムに
戻
 もど

 しました。

「やってやらあ！」





　家を探すと、あっという間に
相応
 ふさわ

 しい道具が見つかりました。
寝
 しん
 室
 しつ

 にあった、大小のプラスチック製スーツケースです。

　その中や周囲には服が散らばっていて、いかにも、〝戦争から
逃
 に

 げるために必死になって荷物をまとめていた〟感が演出されています。

　では、それらを残して消えた人達はどこへ行ったのか？　分かりません。

　エムは小さい方のスーツケースの中身を全部出して、レンにゴツい
腕
 うで

 を
伸
 の

 ばしました。

「ナイフをくれ」

「はい？」

「貸しただろ？」

「あ！　……そうだった」

　レンは
腰
 こし

 の後ろから、コンバットナイフを抜き出しました。

　まず使うことはないと思っていたのですっかり存在を忘れていましたが、ここで役に立つとは。物語の
伏
 ふく
 線
 せん

 みたいだなと思いながら、レンはグリップをエムに向けて
渡
 わた

 しました。

　エムは、スーツケース内部にある二枚の仕切りを、ナイフでざくざくと切り取りました。このナイフ、切れ味は相当いいようです。

「よし。入れるはずだ」

「えー！　無理だよ！」

　いくらなんでも、さすがにそんなにちっこくないよ。そっちの大きい方を使えよ。

　そう思いながら、レンがＰ９０を抱いて、自分の正しさを証明するために試しに入ってみると、

「ほらな」

「…………
 」

　あっさりと
蓋
 ふた

 は閉まってロックされました。

「本当にちっちゃいんだなあ……、わたし」

　思わず
嬉
 うれ

 しい声が
漏
 も

 れました。





　エムはレンを出すと、今度はスーツケースの一面をざくざくとナイフで切り取っていきました。

「これで足が出るし、とっさに〝
脱
 ぬ

 ぐ〟こともできる。いざとなれば、少々移動ができる」

「前が見えないけどね……」

　そして、ロック部分はというと、

「
離
 はな

 れてろ」

　
右
 みぎ
 腿
 もも

 からＨＫ４５を
抜
 ぬ

 くと、
銃
 じゆう
 口
 こう

 を近づけて──、バンバン。２発
撃
 う

 って
破
 は
 壊
 かい

 してしまいました。

　このＳＪで、このチーム初めての
射
 しや
 撃
 げき

 は、ロックの破壊でした。

　これで、中身のレンが体をちょっと起こせば、スーツケースの上は開くはずです。

「どうするのエムさん。すぐに行くの？　場所はどこにするの？」

　レンの質問に、エムは首を横に
振
 ふ

 りました。

「時間はぎりぎりでいい。その前に、地図を見る時間をくれ」





　レンが、

「ここがいい。周囲の見晴らしが一番利く」

　エムの指示通りの場所でスーツケースの中に入ったのは、14
 時36
 分
頃
 ごろ

 。そこは、太い通りの交差点でした。

　そして、長いような短いような４分が過ぎて、

「スキャンが始まるぞ。指示があればいつでも出られるように、用意しろ」

　レンの耳に、エムの声が届きました。

「…………
 」

　無言で返しながら、レンはＰ９０の安全装置の位置を、指先でもう一度確認しました。

「スキャン開始」

　エムの声が、耳に届きました。

　エムがどこにいるか、レンは知りません。
狙
 そ
 撃
 げき

 に適した場所にいてサポートしてくれると思いたいものです。





「分かった。連中は近いぞ。80
 メートルほど南だ」

「…………
 」

　思わず声が出そうになりました。そりゃ早く来て欲しいとは思っていましたが、80
 メートルなんて、ＧＧＯ世界ではもう
一
 いつ
 緒
 しよ

 にいるようなものです。

「近づいてくるはずだ。
俺
 おれ

 の指示を待て」

「…………
 」

「見えたぞ。予想通り、四人が集まりつつある。あの連中だ」

「…………
 」

「南側の
隅
 すみ

 にやって来た。10
 メートル先だ。
扇
 おうぎ
 状
 じよう

 に囲まれている」

「…………
 」

　そして、今まで以上に
恐
 おそ

 ろしい時間が、数十秒か１分なのか２分なのか分かりませんが過ぎて──、

「レン。
蓋
 ふた

 を開けた目の前５メートルほどに一人いる。まずはそいつから、
地
 じ
 獄
 ごく

 に送ってやれ。いつでもいいぞ」









　うわーっ！

　レンは心の中で
大
 だい
 絶
 ぜつ
 叫
 きよう

 を上げながら、スーツケースの底から両足を出して立ち上がり、蓋が開きました。

　外の世界が久しぶりに見えました。

[image: ]


　ＧＧＯの赤い空のおかげで、
眩
 まぶ

 しくて目が順応できないことはなく、エムの指示通り、すぐ目の前にＦＡＬを持った
覆
 ふく
 面
 めん

 の男がいて──、

　バレット・サークルがその男の顔に重なるとほぼ同時に、レンはＰ９０の引き金を引き
絞
 しぼ

 りました。

　
撃
 う

 っていたのは１秒程度でしたが、その間に15
 発が放たれて、そのほとんどが男の覆面に吸い込まれていきました。

　完全に立ち上がると、スーツケースは足下に落ちて、レンは行動の自由を得ました。

　同時に、エムの声が耳に届きます。

「次は右四十五度、７メートル前」





　スーツケースから足が生えて火が出て、仲間が撃たれて、

「ああああっ？」

　さらにそこからちっこいピンク色の人間が出てきて──、

　さすがの
凄
 すご
 腕
 うで

 の三人も、あまりの非現実な光景に、
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 反応が
遅
 おく

 れました。

　しかし、リーダーの言葉も聞いていますので、
謎
 なぞ

 は
全
 すべ

 て解けました。取るべき行動も理解しました。

　コイツは敵。一人やられてしまったが、
俺
 おれ

 達三人がこのまま仕留めればいいだけだ、と。

「てっ！」

　三人が同じことを言いながら、ＦＡＬの
銃
 じゆう
 口
 こう

 をレンに向けて引き金を引きました。そして、放たれた７．６２ミリ
弾
 だん

 は、全て
誰
 だれ

 もいない空間を通過していきました。

「なにぃ！」

　覆面の一人は、撃ちながら
叫
 さけ

 んでいました。

　外すはずがないと思って撃った相手が自分の射線からするりとズレていて、そして自分に向かってきているのです。
猛
 もう
 烈
 れつ

 な瞬発スピードでした。

　そのピンクの右手が
突
 つ

 き出しているのは、ピンクの銃。

　まるで銃による
刺
 し
 殺
 さつ

 でした。レンは相手のバレット・ラインを、つまり
銃
 じゆう
 撃
 げき

 そのものを左下に
避
 さ

 けながら、
容
 よう
 赦
 しや

 のない全力ダッシュで突っ込んでいき、

「とーっ！」

　気合い
一
 いつ
 閃
 せん

 と共に、Ｐ９０を撃ちまくったのです。

　
乾
 かわ

 いた連続音と共に、今度は数発が男の首と顔に命中していきました。

　急所なので十分
即
 そく
 死
 し

 のダメージです。ヒットポイントゲージが、満タンから一気にぐーっと減っていきます。やがて、全部なくなるでしょう。のけぞって射撃を
止
 や

 めた男に向けて、レンは
突
 とつ
 撃
 げき

 を止めず、その体の手前で急ブレーキをかけました。





「もし可能なら、敵の死体を
楯
 たて

 に使え。ＢｏＢやＳＪでは、通常と
違
 ちが

 って死体は現場に残る。そして《
破
 は
 壊
 かい

 不可能オブジェクト》となる」

　さっきエムは、そう教えてくれました。

　レンは、どさっと
倒
 たお

 れた男の体の前に倒れ込みました。
伏
 ふ

 せ
撃
 う

 ちの体勢です。

　残った二人は10
 メートル
離
 はな

 れた道の反対側にいて、レンへとＦＡＬを向けるのですが、

「くそっ！」

　一人は
発
 はつ
 砲
 ぽう

 を
躊
 ちゆう
 躇
 ちよ

 しました。まだ仲間が死んでいないとしたら、自分の発砲でトドメを
刺
 さ

 してしまうかもしれません。ゲームなんだからそんなことを気にするなと心の中では分かっているのですが、できませんでした。

「くそっ！」

　もう一人は、同じ悪態をつきながら、発砲しました。もうアイツはダメだと理解して。

　しかし、
弾
 だん
 丸
 がん

 は仲間の死体や地面には当たりましたが、その向こうで伏せているピンクの小さな体には、一発も当たりません。

　仲間の死体が破壊不可能オブジェクトになって、分厚い
壁
 かべ

 と同じになっているのです。しかも、そこから出ているのはＰ９０の
銃
 じゆう
 口
 こう

 と片目だけ。

「ちっちゃすぎだろ！」

　撃ちながら
叫
 さけ

 んだ男の
右
 みぎ

 
脇
 わき
 腹
 ばら

 に、レンの放った弾丸が命中。
逆
 ぎやく
 袈
 げ
 裟
 さ

 
斬
 ぎ

 りの要領で彼の体を
被
 ひ
 弾
 だん

 エフェクトが走っていき、その体を
仰
 あお
 向
 む

 けにひっくり返しました。トドメの
一
 いち
 撃
 げき

 は、その倒れた頭へのフルオート連射でした。

「このおっ！」

　最後の生き残りの一人は、激しい勢いで連射しながら、命中率を上げるために、レンに向けて
突
 とつ
 進
 しん

 していました。

　次の
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、仲間の死体の
脇
 わき

 から、ピンク色の小さな
塊
 かたまり

 がクルクルと、
猛
 もう
 烈
 れつ

 な回転数で転がって行くのが見えました。
独楽
 こま

 でも転がり出たのかと思いました。

　それがぴたっと止まったときに、初めて人間だと分かりましたが、次の瞬間にはバレット・ラインが顔中にベタベタと照射されていて、

「ははっ！」

　
覆
 ふく
 面
 めん

 の下で男は
微笑
 ほほえ

 みましたが、レンには見えていなかったことでしょう。





　リーダーは、
全
 すべ

 てを
双
 そう
 眼
 がん
 鏡
 きよう

 で見ていました。

　スーツケースにピンク色の足が
伸
 の

 びて、そこから子供が飛び出して撃ちまくって、四人の部下達を倒す様子を。

　視界左上のステータス画面でも確認しました。四人全員、戦死でした。

　時間にして、10
 秒もかかっていなかったでしょう。ＦＡＬとＰ９０の銃声が、乱雑に
響
 ひび

 いて耳に届きました。

　リーダーは
双
 そう
 眼
 がん
 鏡
 きよう

 を下ろすと、自分の
脇
 わき

 で
狙
 そ
 撃
 げき
 銃
 じゆう

 を構えスコープを
覗
 のぞ

 いた男に、

「ああ、
撃
 う

 たなくていいよ。──遊びの時間は、ここまでだ」

「潮時ですか」

　男は素直に応じて、Ｍ２４を下げました。同時に、自然かつ素早い動きで、ボルトハンドル脇の安全装置をかけました。

　二人の視界の先では、ピンク色の小さな人間が
猛
 もう
 烈
 れつ

 な速さで走り出して、すぐに家に
隠
 かく

 れて見えなくなりました。

「あれは人間の素早さじゃないなあ。参考にならないなあ」

　
呆
 あき

 れと感心がない混じった言葉を
吐
 は

 きながら、リーダーはウィンドウ画面を出して操作。

〝降参・本当にしますか？〟

　その質問に、〝Ｙｅｓ〟のボタンを
押
 お

 して答えました。









「エムさんエムさん！　追ってきてる人はいる？」

　通りを全力で走りながら、そして残りが３発のマガジンを
交
 こう
 換
 かん

 しながらレンが聞くと、

「いや、いない。ここから見えるんだが、どうやら残った二人は、
継
 けい
 続
 ぞく

 を
諦
 あきら

 めて降参したようだ」

「えーっ！」

　レンは
驚
 おどろ

 いて足を止めて、自分が作った
殺
 さつ
 戮
 りく

 現場を
振
 ふ

 り向きました。

　１００メートルほど向こうに、
倒
 たお

 れている
人
 ひと
 影
 かげ

 と、赤く目立つ【Ｄｅａｄ】マーカーが四つ見えます。

「じゃあ、わたし達──、あ、あのチームに、か、か、か、勝ったの？」

「〝負けなかった〟という方が正しいかもしれないが、まあ、そうだな。よくやった」

　エムの言葉を聞いて、

「う……、ううう……」

　レンは数秒かけて満面の笑みを作って、

「やったああああああああああああああああああああああああー！」

　右手のＰ９０と左手を赤い空に
突
 つ

 き上げて、
廃
 はい
 墟
 きよ

 の住宅地のど真ん中で
大
 だい
 絶
 ぜつ
 叫
 きよう

 しました。









　まだ大会は終わっていません。

　レンがすべきは、まずはなんといってもエムとの合流です。

「エムさん、どこ？」

　レンの質問に、声が返ってきます。

「西に移動しつつ、エリアの様子を見ている」

「スキャンまでに合流したいんだけど、どうすればいい？」

　聞きながら、レンは思いました。これ、ちょっと合流するのは大変じゃない？　と。

　エムは、レンの位置が分かっているでしょう。スーツケースとして置き去りにされた場所から、１００メートルほど北に移動しただけですから。

　しかし、エムはどこにいるんでしょう？

　よく似たような景色が続くこの居住区で、しかも初めて訪れた場所で、果たしてエムは、自分の居場所を完全に分かっているんでしょうか？

　これが都市部なら、〝こんな風に見えるビルの前で集合〟とかできたのですが。

　しかし、そんなことを素直に聞いていいものかどうか、レンがためらっていると、

「
誘
 ゆう
 導
 どう

 するから
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 だ。まず、今いる場所から、小走りで西に進んでくれ。太陽を左上に見てくれればいい」

　返ってきたのはそんな言葉。

　どうやら、まったく心配無用だったようです。エムの方も油断せず、ちゃんと分かりやすい場所にいたのでしょう。ひょっとしたら、ただこの道を
真
 ま

 っ
直
 す

 ぐ進めばいいだけなのかもしれません。

「りょうかーい」

　レンは軽い口調で言うと、最初の指示に従いました。





　簡単に着く、と思っていたのがとんでもない
間
 ま
 違
 ちが

 いだったと気付くのに、それほど時間はかかりませんでした。エムの指示が、複雑
怪
 かい
 奇
 き

 だったからです。

「そこで止まれ。左側に燃え落ちたトラックが見えているはずだ。そっちに曲がってゆっくり進め。一つ目の細い道を右だ」

　とか、

「
浸
 しん
 水
 すい

 地域に出たな。左四十五度の小道を行け。ずっと浅いから通れる。再び太い道に出るまでは真っ直ぐだ」

　とか、

「そこの路地を左だ。
普
 ふ
 通
 つう

 に歩いて20
 秒をしっかりと数えろ。アパートがあって、下半分が
抜
 ぬ

 けているドアがある。入れ。中はメチャクチャだが、通れる。
廊
 ろう
 下
 か

 を進み、左側五つ目の部屋から中庭に出ろ」

　この辺になるともう、実は上から見えているのか？　それともこっそり後ろから付けているのか？　と疑いたくなるレベルです。

　レンは、何度も曲がって進んでまた曲がって、もう自分がどこにいるのか、完全に分からなくなっていました。

「エムさん……、本当にこれ、
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 ？　わたしの場所分かってる？　次のサテライト・スキャンまで待とうか？」

　
腕
 うで
 時
 ど
 計
 けい

 が示しているのは、14
 時47
 分。あと３分で次のスキャンです。

　スキャンすれば、リーダーのレンの場所は分かります。もちろん、エムが自分の居場所を正しく認識していなければ、それすら
無
 む
 駄
 だ

 になりますが。

「その心配はない。目の前にある大きな家に入れ。そこにいる」

「お？」

　レンの目の前には、水辺に立つ
一
 いつ
 軒
 けん

 の
豪
 ごう
 邸
 てい

 がありました。道はここで終わっていて、その先は完全に
水
 すい
 没
 ぼつ

 していました。これ以上進めと言われても無理です。

　赤い空を映す
穏
 おだ

 やかな水面は、家を島のように
浮
 う

 かべ、不気味な静けさと美しさがありました。遠くを見ると、赤く
霞
 かす

 んだ景色の中に、何か大きな構造物が見えます。
沼
 ぬま
 地
 ち

 がだいぶ近いので、
突
 つ

 き
刺
 さ

 さっている宇宙船の
輪
 りん
 郭
 かく

 でしょう。

　次の
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、その宇宙船の輪郭の
脇
 わき

 で、何かが大きく光りました。すぐに消えたので、プラズマ・グレネードの
爆
 ばく
 発
 はつ

 のようです。

　
誰
 だれ

 かがあそこで戦っているんだなと思いつつ、レンがするりと
玄
 げん
 関
 かん

 から入ると、見慣れた
巨
 きよ
 体
 たい

 が
豪
 ごう
 華
 か

 なリビングの中央にいました。

　見かけた瞬間に、どーん──、さっきの爆発の音が
鈍
 にぶ

 く
響
 ひび

 いてきて、まるでエムを見つけた効果音のようでした。

「すごい！　なんで？　どうして？　どうやって？」

　レンが目を丸くして聞くと、エムは聞き返してきました。

「何がだ？」

「ここまでの
誘
 ゆう
 導
 どう

 だよ！　どうやったらあんな迷路みたいなルートを案内できたの？　まさか、わたしの知らない〝ひみつ道具〟で上から見ていたの？」

　前にピトフーイに聞いたことがあります。どんどん新しいマップや、モンスターや、そして
銃
 じゆう

 や装備が増えるＧＧＯですが、最近《
無人偵察機
 ドローン

 》というアイテムが足された、またはもうすぐ足されるという
噂
 うわさ

 があると。

　それはラジコンの小型機かヘリコプターで、自分の上空をふよふよと飛んで、映像情報を手元にもたらしてくれると。そんなのがあれば
戦
 せん
 闘
 とう

 で
圧
 あつ
 倒
 とう
 的
 てき

 に有利になるので、ゲームバランスが大きく
崩
 くず

 れるから、根も葉もない噂だろうと
否
 ひ
 定
 てい

 する人もいます。

　もしそれがあれば、今回のエムの誘導も分かります。

　そして、あの大きなバックパックの中身が、実はそれだったのではないでしょうか？　そうならば、たった二人でＳＪに出ろという
猛
 もう
 烈
 れつ

 な無茶も理解できます。

　果たしてエムの答えは、

「ドローンとかか？　そんなものはないよ。ピトのヤツは欲しがっていたが」

　バッサリと
否
 ひ
 定
 てい

 でした。

「じゃあどうして？　まさか、何か……、チートなことでも、した？」

　チートとは、ゲームにおける〝ずる〟
全
 ぜん
 般
 ぱん

 のこと。今回の場合、
例
 たと

 えばシステムをいじって、自分の居場所も地図に表示するようにしたとか。

　もちろんそんな
行
 こう
 為
 い

 が運営側にばれたら、ＳＪ退場はおろか、アカウント停止もあり得るので、聞きながらレンは
怖
 こわ

 くなりました。

「
俺
 おれ

 の個人的なプレイヤースキルだよ。まあ、他人がチートと思うのは勝手だが」

　またもエムは否定。意味がよく分からないのでレンは、

「というと？」

「子供の
頃
 ころ

 からだが、俺は地理感覚が
優
 すぐ

 れていた。リアルでもＶＲゲームの中でも、〝道に迷った〟ということがない。例えば、地下街をどれだけ歩いても、東西南北も、進んだ
距
 きよ
 離
 り

 も分かる。一度行った場所のことも、ほぼ
完
 かん
 璧
 ぺき

 に覚えている。行ったことがない場所でも、地図を見れば、風景を頭に
描
 えが

 くことができる」

「それ、すごい！」

　レンは素直に
感
 かん
 嘆
 たん

 しました。

　世間一般の女性と同じく、レンは地図を読むのが決して得意ではありません。ＧＧＯを遊ぶようになって必要に
迫
 せま

 られて、フィールドマップを見ることでだいぶ
鍛
 きた

 えられましたが。

　そして思い出しました。以前、何かの本で読んだことがあります。人間には、〝絶対音感〟のような〝絶対地理感〟というものがあると。そんな人は、
目
 め
 隠
 かく

 しに
耳
 みみ
 栓
 せん

 をして車に乗せて走らせても、
到
 とう
 着
 ちやく

 した場所が分かるそうです。

「そうか！　分かった！」

　レンは、声を
弾
 はず

 ませました。

「エムさんのＭって、〝マップ〟とか、〝マッパー〟の頭文字なんだね！」

「…………
 。え？　あ──、ま……、まあ……」

　ゴツい顔に
困
 こん
 惑
 わく

 を
浮
 う

 かべたエムですが、レンはお構いなしに続けました。

「
超
 ちよう

 納得！　なんかそれ、格好いいね！」

「そ……、そうか？」

「そうだよ。わたしなんか、本名のもじりでしかないよ？」

「そういうことは、言わない方がいい。リアルが割れる」

「おっと……。今のなし！　本名とは似ても似つかないよ？」

「それより、そろそろ時間だ」

　エムが言うのと同時に、レンの
腕
 うで
 時
 ど
 計
 けい

 が
振
 しん
 動
 どう

 を始めました。どうやらエムは、時間感覚も優れているようです。





　14
 時50
 分。五回目のスキャンが始まりました。

　前回のスキャンの結果を知りませんから、レンは注意深く地図を
睨
 にら

 みます。

　今回は、素早いスキャンでした。東から始まったそれは、あっという間に地図上を横断して、どんどんと点を増やしていきます。

　しかし、ほとんどが灰色の、
全
 ぜん
 滅
 めつ

 または降参チームの位置ばかり。

「
驚
 おどろ

 いた……。エムさん、三チームしか残ってないよ！」

　まだ戦っているチームを示す光点は、わずか三つ。

　中央の居住区、その西側に位置するのは、もちろん自分達です。レンは、自分が今どこにいるのか、ようやく理解しました。

　
砂
 さ
 漠
 ばく

 ・
荒
 こう
 野
 や

 エリアにも一つ光っていて、これは地図の下限ぎりぎりにいました。レン達からは５キロ以上
離
 はな

 れているでしょう。

　ひとまず無視できるのはいいのですが、なぜこんな場所に移動したのか、理由が分かりません。バトルロイヤルから
逃
 に

 げ続けているのでしょうか？

　最後の一つ、
間
 ま
 違
 ちが

 いなく次の対戦相手になるのは、やはり近いです。
沼
 ぬま
 地
 ち

 にいました。

　その近く、
墜
 つい
 落
 らく

 宇宙船の位置に灰色が一つ見えるので、待ち
伏
 ぶ

 せチームを見事に
倒
 たお

 したのでしょうか。もちろん逆である可能性もあります。

　レン達からは、直線
距
 きよ
 離
 り

 でおよそ４キロ。

　とはいえ、ここには沼地があり、さらにレン達のいる場所に来るには、２キロ以上
幅
 はば

 のある
水
 すい
 没
 ぼつ

 地帯が湖になって立ちふさがっています。上か下に
迂
 う
 回
 かい

 する必要があるので、次の10
 分でたどり着けないのではないでしょうか？

　スキャンがすぐに終わって、レンはエムの顔を見ました。

「次の相手は、沼地のチームだよね。次のスキャン、15
 時に同じ作戦を取れると思う？」

　さっきの成功があるので、レンはかなり積極的でした。気分が盛り上がってきて、言葉も
弾
 はず

 みます。

　最初はマシンガンでめちゃくちゃに
撃
 う

 たれるだけだった自分が、いえ自分達が、こうしてラスト三チームに残っているだけでも素晴らしいことです。そして、さらなる上も目指せるのですから、
高
 こう
 揚
 よう

 するなというのが無理。今でも〝銅メダル〟は確定ですが、
狙
 ねら

 うなら銀、そして金です。

「同じ作戦を取るにしても、ここじゃダメだよね？　もっと北か南に移動しないとね。そして、沼地の敵にこっちに来させてさ。15
 時のスキャンでおびき寄せる！」

「１時間か……」

「ん？　エムさん？」

「…………
 」

　どうにも様子が変だなあと、レンは思いました。
訊
 たず

 ねて返事がないというのは、エムらしくありません。

　まさか、１時間近く続けて、ゲームに
飽
 あ

 きたのかな？

　レンはそんな感じすら受けましたが、それを直接聞くわけにもいきません。考え込んでいる様子のエムの横顔を見るのも飽きてしまい、
豪
 ごう
 華
 か

 な室内を見回していました。

　数十秒の時間が
静
 せい
 寂
 じやく

 で費やされて、ようやく、

「一応ここを出て、水辺沿いに南西に進もう。15
 時のスキャンでトラップは間に合わない。次を考えて、場所を探そう」

「了解！」

　レンは笑顔で、敬礼の
真似
 まね

 
事
 ごと

 までして答えました。そして、

「ふーふーふん、ふふふーん、ふふふんふん、ふーふーふー」

　鼻歌交じりに歩き出します。それはムソグルスキー作曲の『展覧会の絵』から『プロムナード』という曲。

　クラシック音楽としてはかなり有名ですし、
神
 かん
 崎
 ざき

 エルザが日本語の詩を乗せて歌っている曲でもあります。

　その後ろから、エムの
巨
 きよ
 体
 たい

 がゆっくりと続きました。





　
豪
 ごう
 邸
 てい

 を出て、右側に
水
 すい
 没
 ぼつ

 地帯を見ながら、二人は南西へと進みました。

　だんだんと家が少なくなっていき、やがて大きな湖が広がりました。風がないので波もない、まるで鏡のような湖面です。

　いつもの通り空が赤いので、湖も見事に赤く見えて、不気味でもあり
綺
 き
 麗
 れい

 でもあります。遠くかすかに見えるのは、
突
 つ

 き
刺
 さ

 さった宇宙船。

　レンが先頭に立ち、時々
振
 ふ

 り返りながら走ります。とても気分がいいので、ややもすると、エムを置き去りにしそうで
怖
 こわ

 いです。

　そして、家を出てから２分弱が経過した14
 時54
 分──、

「敵だ！　右！」

　レンはエムの
鋭
 するど

 い声を聞きました。
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　第九章　「エムの戦い」










「敵だ！　右！」

　その声を聞いたとき、レンが最初に思ったのは、

　
勘
 かん
 違
 ちが

 いじゃない？

　でした。

　確かに、
沼
 ぬま
 地
 ち

 には敵が一チーム生き残っています。それは４分前に確認しました。

　しかし、直線
距
 きよ
 離
 り

 で４キロは
離
 はな

 れていました。それも、沼地と湖を
挟
 はさ

 んでいます。

　これが足場のいい平地だったら、
敏
 びん
 捷
 しよう
 性
 せい

 を
極
 きよく
 端
 たん

 に上げたキャラクターが敵にいて、時速60
 キロというもう人間ではない速度で一直線に走ってきていた、ということも考えられるのですが。

　あり得ないよ勘違いだよと言おうとして、レンは走る足を止めて右を見て、

「え？」

　自分が間違っていたことを知るのです。

　湖の上に、さっきまで見えなかった何かが見えます。

　それは黒い点でした。三つ、いや、四つの黒い点が、赤い湖の上に
浮
 う

 かんでいて、しかもどんどん大きくなっていくのです。

「
伏
 ふ

 せろ！」

　エムの言葉通りに伏せたのと、自分の頭の上を
鮮
 あざ

 やかなバレット・ラインが
幾
 いく
 本
 ほん

 も通過していくのが同時でした。

　もう間違いありません。あの黒い点は敵で、そこから
銃
 じゆう

 で
狙
 ねら

 われているのです。

　ゲーム開始直後に
嫌
 いや

 というほど聞いた、あの
銃
 じゆう
 弾
 だん

 が頭の上を飛んでいく音が、数発分聞こえました。
刹
 せつ
 那
 な

 の
遅
 おく

 れで相手の銃声も。

「どういうこと？　エムさん？」

　伏せて、顔をアスファルトに
押
 お

 しつけながら、レンは
訊
 たず

 ねました。どんな体勢をしているか分からないエムから、答えが返ってきます。

「敵が、便利な乗り物を手に入れた。それだけだ」

「乗り物？」

「そうだ、だいぶ近くなってきているから見えるだろう」

「…………
 」

　レンは、ゆっくりと顔を上げて、再び湖を見ました。四つの黒い点は、距離にして３００メートルくらいに近づいていて、まだ小さいとはいえ、

「ああ……。分かった」

　その形が分かりました。小型のモーターボートです。それに人が乗っているのです。ならばこの
距
 きよ
 離
 り

 を、しかも水の上を時速60
 キロですっ飛んできたって不思議ではありません。

「モーターボートだ！　ずるい！」

「別にずるくはない。フィールド内の乗り物の使用は自由だ。先に見つけた者勝ちだ」

「うう……」

「それにあれは、正確にはモーターボートではない」

「え？　じゃあ何？」

「ホバークラフトだ」

「え？」

「左に転がって
逃
 に

 げろ！」

　レンは考えるより早く、
伏
 ふ

 せた状態からごろごろと横に転がりました。
猛
 もう
 烈
 れつ

 な
俊
 しゆん
 敏
 びん

 さで、あっという間に二十回転して十数メートル移動して、かなり目が回りましたが、おかげで助かりました。

　さっき自分がいた場所に、赤いバレット・ラインがキラキラと飛んできて、直後に地面が
銃
 じゆう
 弾
 だん

 の雨あられに
襲
 おそ

 われているではありませんか。

　マシンガンに
撃
 う

 たれています。さっきだいぶ撃たれたから、レンにはすぐに分かりました。

　
弾
 たま

 は散らばって飛んできましたが、あそこから転がって逃げていなければ、１発くらい当たっていたかもしれません。当たり所が悪ければ、もちろん一発
即
 そく
 死
 し

 です。

「くっそー」

　ピンクの
戦
 せん
 闘
 とう
 服
 ふく

 を草と
土
 つち
 埃
 ぼこり

 で
汚
 よご

 したレンが顔を上げると、一台のホバークラフトが、わずか１００メートルほどの近さで、左から右へと高速で横切っていきます。

　細部が、はっきりと見えました。全長は３メートルくらい。一見すると、ジェットスキー、つまり水上オートバイのようです。

　しかしジェットスキーと
違
 ちが

 って、緑色の船体の下には黒いゴムの
膨
 ふく

 らみ、そして後部には飛行機のような大きなプロペラがありました。

　下に
噴
 ふん
 射
 しや

 した空気の力で船体を少し
浮
 う

 かせて、プロペラで
押
 お

 して走る、それがホバークラフトという乗り物です。
甲
 かん
 高
 だか

 いエンジン音と、プロペラがたてるブーンという音が混じって聞こえました。

　乗っていたのは、前後に二人の男。前に座る男が、横一文字のハンドルを
握
 にぎ

 って、後ろの男はマシンガンを
船
 ふな
 縁
 べり

 に置いて横向きに構えていました。

　レンは撃ち返してやろうかとＰ９０を向けましたが、引き金に指をかける前に、つまりバレット・サークルを視界に出現させる前にやめました。

　
蛇
 だ
 行
 こう

 運転をしながらみるみるうちに遠くなっていくホバークラフトに、ここから撃って当てられる気がしません。
弾
 たま

 の
無
 む
 駄
 だ

 です。

　他の三台はまだ遠くにいますので、ひとまず一台だけが一気に
突
 つ

 っ込んできて、
横
 よこ
 殴
 なぐ

 りの
攻
 こう
 撃
 げき

 をしたようです。

「エムさん無事？」

「ああ。食らってはいない」

　返事が来て、ひとまずホッとしました。エムは50
 メートルほど後ろにいたはずですが、
伏
 ふ

 せた状態ではよく見えません。

　攻撃してきた一台は、一度仲間の近くに
戻
 もど

 りました。今は四台とも、約３００メートル先で、
撃
 う

 たれないように
小
 こ
 刻
 きざ

 みに動いています。

「ど、どうする？　発見されちゃったから、一度
逃
 に

 げ切らないと、次のスキャンでのトラップは使えないよ！」

「ああ」

「後ろに逃げよう！　住宅地に！」

「ダメだ。追ってこられる」

「どうして？　だって陸の上だよ？」

「ホバークラフトは、平らな場所なら水陸両用だ。道の上だって追ってこられる。特にこの辺は
湖
 こ
 畔
 はん

 が道路になっていて、上陸にはもってこいの場所だ」

「なにそれずるい！」

　レンは本気で
怒
 おこ

 りましたが、そういう乗り物なのだから仕方がありません。

「背中を見せて逃げ出したら、一気に加速してくるぞ。そして
距
 きよ
 離
 り

 を
詰
 つ

 められたら、お
終
 しま

 いだ。こっちがたった二人だってことにも、気付いただろう。アイツらも、かなり
手練
 てだ

 れのチームだ」

　こんなときでも、冷静なエムの声は心強いです。しかし、ピンチ
継
 けい
 続
 ぞく
 中
 ちゆう

 なのは変わりありません。

「じゃあ、どうすれば……。わたしが
囮
 おとり

 になって走り回っている間に、エムさん
隠
 かく

 れる？　わたし一人だったら、かなり速いよ？　もちろん機械みたいに速くないけど……」

「それはいい案だ」

「で──、でしょ？」

　初めて提案が
褒
 ほ

 められた気がして、こんな状態ですがレンはちょっと
嬉
 うれ

 しくなりました。

「でも、
俺
 おれ

 は逃げないで、ここから撃たせてもらう」

「はい？　──エムさん、
自棄
 やけ

 を起こしちゃいけないよ？」

　レンは、まるで自殺志願者を
諭
 さと

 すような口調で言いました。

「
誰
 だれ

 が自棄だ。俺が見えるか？　今なら敵は遠い。少し顔を上げてみろ」

「ん？」

　レンは、まずは軽く顔を上げました。

　バレット・ラインが周囲に見えないので、ひとまず、次の
瞬
 しゆん
 間
 かん

 に
撃
 う

 たれることはなさそうです。向こうにスナイパーがいればと思うと
怖
 こわ

 いですが、
小
 こ
 刻
 きざ

 みに動いているホバークラフトの上からこっちを撃つのは、至難の業でしょう。こっちも撃てないが、向こうも撃てません。

　ならばと、レンは上半身を起こしました。エムがいるであろう方向へ目を向けると──、

　いました。湖の
畔
 ほとり

 になっているアスファルトの道の上に、
伏
 ふ

 せている大きな体。そして、その前にはバイポッドで立てられたＭ１４・ＥＢＲ。

　あれ？　なんか
違
 ちが

 うぞ？

　レンが間違い探しをして、気付きました。
夜
 よ
 逃
 に

 げか引っ
越
 こ

 しかと思えた
巨
 きよ
 大
 だい

 なバックパックが、彼の背中にはないのです。エムはそれを外して体の前に置いて、今開けようとしていました。開けました。

「コイツを使う」

　言いながらエムが、バックパックに両手を
突
 つ

 っ込みました。

「な、何か、すごい武器？」

　レンの声が、期待で
弾
 はず

 みました。

　とうとうあの中の〝ひみつ道具〟が明らかになるのか。すると、強力な
破
 は
 壊
 かい
 力
 りよく

 を持つ対戦車ロケットとか、グレネードを２００メートル先まで放つグレネード・ランチャーか？

　共に、ＧＧＯでは高価でレアで高性能な武器です。この不利な
戦
 せん
 況
 きよう

 を、一発逆転できるかもしれません。

　果たしてエムの返事は、

「いや、防具だ」

「はい？　防具？」

「見てろ」

　エムが今引っ張り出したのは、大きな鉄板が重なり合った物体でした。

　高さ50
 センチくらい。
幅
 はば

 で30
 センチくらいはあるでしょうか。緑に
塗
 ぬ

 られた、１センチくらいの厚みの板。それが八枚ほど重なっているのです。空手家がやる
瓦
 かわら
 割
 わ

 りの、重ねた瓦のように見えました。

　エムはそれを、

「ふん」

　気合いと共に、両手で左右に広げました。エムに気合いが必要とは、どれほど広げるのに力が必要なのでしょうか。

　そして、広げたそれは、高さ50
 センチ、
弧
 こ

 の長さが２４０センチほどの、
斜
 なな

 めに立つ
扇
 おうぎ
 状
 じよう

 の
壁
 かべ

 になったのです。

「何それ？　エムさん何それ？」

「チキンな
俺
 おれ

 用の、チキン過ぎる防具さ」

　エムは答えながら、中央にあいた
溝
 みぞ

 に、Ｍ１４・ＥＢＲを差し込みました。

　そうしてできあがったのは、エムの体を前方から
隠
 かく

 し、
銃
 じゆう
 身
 しん

 だけは中央から飛び出した、まるで戦車の
砲
 ほう
 塔
 とう

 のような銃座。

「レン。もう一度、一台来るぞ」

「えっ！」

　レンは視線を湖に
戻
 もど

 しました。四台の内の一台が、今度は右側から、つまりはエムの目の前へと
蛇
 だ
 行
 こう

 しつつ
突
 つ

 っ込んできます。

「目標は
俺
 おれ

 か。ちょうどいい、見てろ」

　言われたとおり、レンは体を
伏
 ふ

 せて顔を右に向けて、見ていました。

　自分の右側の視界で、一台のホバークラフトが突っ込んできて、やがて
湖
 こ
 畔
 はん

 と水平に
舵
 かじ

 を切りました。ホバークラフト特有の、後部を
横
 よこ
 滑
 すべ

 りさせるような、車でいうとドリフト走行のような右ターン。

　
左
 さ
 舷
 げん

 が湖畔に向いた
瞬
 しゆん
 間
 かん

 ──、後ろの男が構えていたドイツ製の《Ｈ＆Ｋ　ＨＫ２１》、７．６２ミリマシンガンが火を
噴
 ふ

 きました。エムの目の前、１００メートルという近さを横切りながら。

　レンには、エムを
狙
 ねら

 うバレット・ラインは見えませんが、今度は飛んでいく
銃
 じゆう
 弾
 だん

 が見えました。
曳
 えい
 光
 こう
 弾
 だん

 です。このマシンガン男、曳光弾の割合を増やしているようで、残像が作る光の横線が
幾
 いく
 本
 ほん

 も、まさにエムの伏せる場所へと吸い込まれていき──、

「えっ？」

　それを空へと
舞
 ま

 い上げました。

　
弾
 はじ

 いたのです。

　レンははっきりと見ました。エムの目の前に立てた
扇
 おうぎ
 状
 じよう

 の
楯
 たて

 が、飛んできた銃弾を上へと弾くのを。他にも何発かが命中しましたが、
全
 すべ

 て空へと消えていきました。エムの周囲にも着弾して、アスファルトを
削
 けず

 ったり草を散らしたりしました。

　１００メートル先からのマシンガンの銃声より、楯に当たった
弾
 たま

 が
響
 ひび

 かせる金属音の方が、レンにはよく聞こえました。

「レン、
逃
 に

 げるヤツにＰ９０を
撃
 う

 ちまくれ。当たらなくてもいい、50
 発全部だ」

「りょ、了解！」

　エムからの声が届くということは、彼は無事なわけで、

「よっしゃ！」

　レンはＰ９０を左横にして、
肩
 かた

 の上にしっかりと
押
 お

 しつけると、
沖
 おき

 へと逃げるために右へ舵を切ったホバークラフトに銃口を向けました。

　引き金に
触
 ふ

 れると、バレット・サークルが出現するのをワンテンポ待ちます。計ったことはありませんが、０．５秒くらいでしょうか。大きな円が視界に現れて、その中にだいたいホバークラフトが入ったのを確認、引き金を一気に
絞
 しぼ

 りました。

　ばあああああああああああっ、と
小
 こ
 太
 だい
 鼓
 こ

 の連打のようなＰ９０のフルオート
射
 しや
 撃
 げき

 。

　小さな金色の
空
 から
 薬
 やつ
 莢
 きよう

 が、今は
右
 みぎ
 脇
 わき

 へとはじき出されていきます。

　Ｐ９０は真下へと
猛
 もう
 烈
 れつ

 な勢いで
排
 はい
 莢
 きよう

 するのですが、
超
 ちよう
 小
 こ
 柄
 がら

 なレンが
伏
 ふ

 せ
撃
 う

 ちをすると、下の空間がほとんどゼロになってしまい、大量の空薬莢の排出が
滞
 とどこお

 る可能性があります。こうして横にして
撃
 う

 つのは、レンならではの、そしてピトフーイに教わったテクニックの一つ。

　小さな
弾
 だん
 頭
 とう

 は、１５０メートルほどの
距
 きよ
 離
 り

 にいたホバークラフトに向けて飛んでいきましたが──、さすがに広い
範
 はん
 囲
 い

 に散らばってしまいました。

　
逃
 に

 げるホバークラフトの周囲に細長い水柱を立てた程度で、そこから
即
 そく
 死
 し

 判定を食らった人が落ちるとか、ましてやガソリンタンクに命中してホバークラフトが
大
 だい
 爆
 ばく
 発
 はつ

 を起こすとか、そんな幸運なことは一切ありませんでした。

　まあ、
牽
 けん
 制
 せい

 だからいいのでしょう。一マガジン50
 発を撃ちきったレンは、
腿
 もも

 のポーチから新しいマガジンを引っ張り出して
交
 こう
 換
 かん

 しつつ、

「エムさん、その
楯
 たて

 すごいよ！　そんなの背負ってたんだ……。あんなに撃たれても、なんともないの？」

「７．６２ミリクラスまでは、目の前で撃たれても
弾
 はじ

 く」

「なにそれすごい！」

　レンは
驚
 きよう
 嘆
 たん

 しました。





　以前、ピトフーイに
貫
 かん
 通
 つう
 力
 りよく

 のことを
詳
 くわ

 しく教わっていて、

「うかつな場所に
隠
 かく

 れると、それごと撃たれるからねー。気をつけなきゃダメよ」

　そんなレクチャーを受けました。

　
例
 たと

 えば草などは、つまり敵の目から身を隠すことはできても、敵の銃弾から体を守ってはくれません。
弾
 たま

 は、そんなのは
容易
 たやす

 く貫通してくるからです。

　ライフル弾の貫通力は、銃に詳しくない人間の想像を
遙
 はる

 かに
超
 こ

 えます。ＧＧＯで主流の５．５６ミリ以上のライフル弾になると、一見
頑
 がん
 丈
 じよう

 に見えるものも
貫
 つらぬ

 いてきます。例えばブロック
塀
 べい

 は、撃たれれば１、２発でぼろぼろに
崩
 くず

 されてしまうので、身を隠すにはとても心細いアイテムです。

　木造住宅の家の
壁
 かべ

 もまた弱く、室内にいるから撃たれても安全ということはあり得ません。乗用車のドアもスパスパと
抜
 ぬ

 けてきます。

「車で安全なのは、エンジンブロックの裏と、ホイールの裏だけだからね。それ以外は隠れちゃダメよ」

　とはピトフーイの教えです。





「一体全体、何でできてるのそれ？」

　視線を前方の
警
 けい
 戒
 かい

 に
戻
 もど

 しつつ、レンは
訊
 たず

 ねました。今、四台が合流しています。

「リアルにはない、宇宙
戦
 せん
 艦
 かん

 の
装
 そう
 甲
 こう
 板
 ばん

 らしい。ＧＧＯ最強の材質、だそうだ。アングラな素材屋で、
猛
 もう
 烈
 れつ

 に高い値段で売っている」

　じゃあ八枚分の値段を聞くのはやめておこう。

　レンは思いました。聞いてしまうと、びっしりと一万円札が張り付いているように見えてしまうでしょう。

「
楯
 たて

 の
威
 い
 力
 りよく

 は見せた。おそらくこれで、アイツらは全員で
攻
 こう
 撃
 げき

 してくるだろう。マシンガンが
牽
 けん
 制
 せい

 で、残りが一気にごり
押
 お

 しだ」

「うげ？　それって、
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 なの？」

「作戦を伝える──。これから先、レンは立ち上がって、この近くで右往左往して欲しい。全速力だ。バレット・ラインが近くに来たらすぐに
伏
 ふ

 せるなり転ぶなり回るなりして、
逃
 に

 げ回るんだ。さっきみたいに、牽制で
撃
 う

 ちまくってもいい」

　また
囮
 おとり
 役
 やく

 か！

　
怒
 おこ

 るのを通り
越
 こ

 して、感動すら覚えてきました。

「その間に、エムさんは、そこから
狙
 そ
 撃
 げき

 するの？」

「ああ」

　答えを聞いたレンは、

「でもでも、バレット・ラインが出る状態なら、不利だよ？」

　今度は自分ではなく、エムを心配してそう訊ねました。

　今、こうして
睨
 にら

 み合っている状態ではお
互
 たが

 いの位置が分かっているので、射撃前は必ずバレット・ラインが出ます。

　これは、バレット・サークルと同じく、引き金に指をかけたらすぐに出ます。撃つときにはもう、相手は自分が
狙
 ねら

 われていると分かっているので、

「ホバークラフトの
舵
 かじ

 をひょいと切ったらそれでもう、
避
 さ

 けられちゃうんじゃない？」

「そうだな」

「じゃあどうして──」

「話はあとだ。
俺
 おれ

 なりに
頑
 がん
 張
 ば

 ってみる。来るぞ。逃げ回れ」

「うひゃ！」

　レンも確認しました。四台のホバークラフトが、一気に動き出しました、四台が横に広く広がって、なおかつ
蛇
 だ
 行
 こう

 しながらこっちに向かってきます。

　そこから延びたバレット・ラインが、ライブ会場のレーザー光線のように、またも
躍
 おど

 り
狂
 くる

 います。ここに
弾
 たま

 が飛んでくるという印でなければ、これはこれでとても
綺
 き
 麗
 れい

 なのですが。

「ああもう！」

　確か右往左往しろと、つまりは敵の
射
 しや
 撃
 げき

 を引きつけろということなので、

「やったる！」

　レンは勢いよく立ち上がりました。
敏
 びん
 捷
 しよう
 性
 せい

 が高いキャラクターが全力で立ち上がると、それだけでまるで、バッタが
跳
 は

 ねるがごとしです。

　レンはそこで１秒待つと、

「ほらー！　
撃
 う

 ってこいー！」

　自分の周囲で
煌
 きら

 めくバレット・ラインを見ながら、全力ダッシュを始めました。





　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊





　ホバークラフトを手に入れたそのチームは──、

　かなりＧＧＯをやり込んだ、レベルの高いプレイヤーが
揃
 そろ

 っていました。リーダーは、第三回ＢｏＢの本戦に参加した
腕
 うで

 の持ち主です。残念ながら、それ以上の
手練
 てだ

 れに早い段階で撃たれましたが。

　六人は全員男。武器は、ＨＫ２１、７．６２ミリマシンガンを
主
 しゆ
 軸
 じく

 に──、

　５．５６ミリアサルト・ライフルの、《Ｈ＆Ｋ　Ｇ３６Ｋ》が２丁、《ステアー　ＳＴＭ─５５６》が１丁、《ＦＮハースタル　ＳＣＡＲ─Ｌ》が１丁、《ベレッタ　ＡＲＸ１６０》が１丁。

　全部が
欧
 おう
 州
 しゆう
 製
 せい

 で高性能な
銃
 じゆう

 を揃えた、なかなかに強力な
布
 ふ
 陣
 じん

 です。

　しかも、アサルト・ライフル勢全員でマガジンを共用するため、Ｇ３６Ｋの二人はアダプターを使っています。これにより、五人全員が同じマガジンを使えるのです。

　
迷
 めい
 彩
 さい

 
服
 ふく

 や装備ベルトなどは個人の好みでバラバラですが、チームで二つだけ共通点が。

　一つは、全員が
腕
 うで

 に付けたチームのエンブレム。目立たない黒と
紺
 こん

 と
濃
 のう
 灰
 かい
 色
 しよく

 で、横にナイフを
咥
 くわ

 えたドクロのマークが
描
 えが

 かれています。

　もう一つは、装備ベストの背中にマガジンポーチが装着されていることです。そんなところは当然手が届かないので、これは背後にいる仲間のためです。

　室内
戦
 せん
 闘
 とう

 など味方と
隣
 りん
 接
 せつ

 して戦う場合、自分の体からより、前にいる人の背中から
抜
 ぬ

 き取った方が早い場合があるので、それに備えてのこと。

　ここまでストイックにチームプレイを求めているチームなので、ＳＪでの前半は楽勝続きでした。フィールド
最
 さい
 西
 せい
 端
 たん

 、草原の中でＳＪを始めた
彼
 かれ
 等
 ら

 は、周囲にいた敵チームをいくつも
倒
 たお

 しました。

　森の中で
互
 たが

 いを倒そうと
陣
 じん
 取
 ど

 っていた二チームは、二手に分かれて同時に
襲
 しゆう
 撃
 げき

 して、退場させました。

　彼等にしてもやっかいだったのが、
沼
 ぬま
 地
 ち

 の
墜
 つい
 落
 らく

 宇宙船に立てこもっていたチームです。

　宇宙船チームは見張りを一番高い位置に置いて、宇宙船の四方にスナイパーを配置、
沼
 ぬま
 地
 ち

 の数少ない歩行可能ルートをやってくるチームを、簡単に仕留めていました。

　
卑
 ひ
 怯
 きよう

 といえば卑怯ですが、戦略といえば戦略です。最初にそんな有利な場所からＳＪを始められたのも、武運でしょう。

　
攻
 こう
 略
 りやく

 を
諦
 あきら

 めて、無視してフィールド中央に
進
 しん
 撃
 げき

 しようかと思っていたとき、沼地手前の小屋で
偶
 ぐう
 然
 ぜん

 見つけたのが、ホバークラフトでした。ここはＳＪ開始直後に一度調べたのですが、そのときは、こんなものはありませんでした。

　不思議ですが、ここはゲームの中。残チームが減って、
接
 せつ
 触
 しよく

 するのには移動手段が必要になってきたので出現したのだろうと推論しました。そしてこれで、宇宙船チームへの攻撃が決まりました。

　
普
 ふ
 段
 だん

 からＧＧＯ内での乗り物の練習もしているので、
彼
 かれ
 等
 ら

 はわずかな練習で乗りこなすと、速度を生かして一気に沼地を横断したのです。

　高速で
突
 つ

 っ走るホバークラフトに当てるのは難しく、またバレット・ラインによって、その射撃も
避
 さ

 けることができました。宇宙船に
侵
 しん
 入
 にゆう

 したあとは、
狭
 せま

 い船内での近接
戦
 せん
 闘
 とう

 になりました。

　四方を
押
 お

 さえるために戦力を分散していたのが、宇宙船チームの敗因でした。狭い船内での戦闘で次々に
倒
 たお

 されていき、やがては、一番高いところにいるリーダーを残すのみになったのです。

「諸君！　私の仲間を全員倒したようだな！　見事な
腕
 うで

 だ！　もはや私に勝ち目はないだろう！　しかし！　私は決して降参などしない！　むざむざ殺されもしない！　見せてやる！　戦いに負けるということは、こういうことだあっ！」

　リーダーはノリノリで演説をぶつと、ありったけのプラズマ・グレネードを体中に抱えて、一つの作動ボタンをポチッと押して、

「うおおおおおおおおおおおおおおお！」

　そこから飛び降りました。

　空中でど派手な青白い
爆
 ばく
 発
 はつ

 が生まれて、別のグレネードの
誘
 ゆう
 爆
 ばく

 が広がって、その中に赤いポリゴンの
欠片
 かけら

 が混じってキラキラと
輝
 かがや

 いて、それはそれは、なんだかとても
綺
 き
 麗
 れい

 で、

「たーまやー……」

　彼等の一人は、思わず
呟
 つぶや

 いてしまいました。

　死体が残るのがＢｏＢやＳＪの
特
 とく
 徴
 ちよう

 ですが、ここまで粉々に
爆
 ばく
 砕
 さい

 してしまったこの場合はどうなるのかと思って見ていると、爆発が起きた空中に、バラバラに散った赤いポリゴンの欠片が音もなく集まってきました。

　そして【Ｄｅａｄ】マーカーを付けた死体ができあがると、思い出したように急に落下開始。ぼすん、と沼に落ちて、めり込んで見えなくなりました。

「シュールだ……」

　別の一人が、思わず
呟
 つぶや

 いてしまいました。

　そしてすぐに始まった14
 時50
 分のサテライト・スキャンを確認。いよいよ残り三チームとなっていて、
最
 も
 寄
 よ

 りにある居住区のチーム、つまりレン達を
襲
 おそ

 うために、ホバークラフトのアクセルを開けました。

　一気に
距
 きよ
 離
 り

 を
詰
 つ

 めて、そして発見。二人しか生き残っていないと知った
彼
 かれ
 等
 ら

 は（
勘
 かん
 違
 ちが

 いですが）、二度ほどマシンガンで
攻
 こう
 撃
 げき

 して、その反応で戦力を
窺
 うかが

 いました。
威
 い
 力
 りよく

 
偵
 てい
 察
 さつ

 というやつです。

　そして、エムの
楯
 たて

 を目にしたのです。





「一人が
扇
 おうぎ
 状
 じよう

 に広げた楯は７．６２ミリ
弾
 だん

 を
弾
 はじ

 いた。武装は不明だが、細長い
銃
 じゆう
 身
 しん

 から
狙
 そ
 撃
 げき
 銃
 じゆう

 だと思われる。もう一人のピンクはちっこいし速い。武装は、Ｐ９０だ」

　リーダー以下、仲間の四人の
脇
 わき

 に
戻
 もど

 りながら、マシンガン男が報告しました。

「あの距離から弾くのかよ……。すげえな」

「
間
 ま
 違
 ちが

 いなく特注品だろうな」

「欲しいな。高いだろうが」

　仲間達から口々に呟きが
漏
 も

 れて、通信アイテム経由で耳に届きます。

　ＳＴＭ─５５６を持ったリーダーは一台の後ろに乗って、
指
 し
 揮
 き

 を
執
 と

 っていました。

　残りの三人は、右手でホバークラフトのハンドルを
握
 にぎ

 って
小
 こ
 刻
 きざ

 みに操作、左手だけでそれぞれのアサルト・ライフルを保持しています。この体勢からの
精
 せい
 密
 みつ

 な射撃は無理なのは分かっているので、命中させるにはいつも以上に近づかねばなりません。

　リーダーは、ちらりと
腕
 うで
 時
 ど
 計
 けい

 を見ました。14
 時56
 分。考え、すぐに決断しました。

「次のスキャンまでにケリを付けるぞ！　全員
突
 とつ
 撃
 げき

 準備。楯からのバレット・ラインに注意し、見たらすぐに
避
 さ

 けろ。一気に上陸して、後ろを取る。前後10
 メートル、
幅
 はば

 も20
 メートルは取れ。ジェイク達は一番右について、
支
 し
 援
 えん

 射撃準備」

　了解、との返事が五連続で返ってきました。全員が、その作戦が一番だと理解したからです。

　このまま湖面でダラダラしても
埒
 らち

 が明きません。ホバークラフトには燃料計があって、もう最初の半分ほどに減っていました。この移動速度の速さは、自分達を
圧
 あつ
 倒
 とう
 的
 てき

 に有利にします。彼等をさっさと
倒
 たお

 して、優勝を決める最終決戦にそなえて燃料を温存しておきたいのです。

　ならば、ここはパワープレイしかありません。機動力を生かした突撃で、一気に上陸。そのあとはもう、数的有利を生かして
撃
 う

 ちまくって仕留める作戦。

　
怖
 こわ

 いのは楯からの狙撃ですが、さっきの
墜
 つい
 落
 らく

 宇宙船の攻略のように、ジグザグ走行と、そしてバレット・ラインを
逐
 ちく
 一
 いち

 避けることで対処できるはずです。

　ジェイクと呼ばれたＨＫ２１使いを乗せたホバークラフトが、一度自分達の後ろを通り
抜
 ぬ

 けて、一番右側につきました。ほぼ横一線に並ぶ
瞬
 しゆん
 間
 かん

 に、

「
突
 とつ
 撃
 げき

 っ！」

　リーダーは命令しつつ、前に座る男の
肩
 かた

 をポンと
叩
 たた

 きました。

　ホバークラフトの二ストロークガソリンエンジンが
甲
 かん
 高
 だか

 い
排
 はい
 気
 き
 音
 おん

 を
響
 ひび

 かせ、それに推進用プロペラの風切り音が加わりました。未来なのになぜこんな古いエンジンなのかという疑問を
吹
 ふ

 っ飛ばすように、四台分のそれは、湖に
轟
 ごう
 音
 おん

 を響かせながら前進開始。

　前後左右の
幅
 はば

 をあけつつ、そして少しずつジグザグに
舵
 かじ

 を切りながら、四台のホバークラフトは突進を開始しました。湖に、プロペラの作り出す暴風が、四本の水しぶきを立てました。

　同時に、
湖
 こ
 畔
 はん

 で小さな体が立ち上がって、左へと走り始めました。

「チビ確認！」

　右から二番目のホバークラフトに乗るＡＲＸ１６０の男が
叫
 さけ

 びつつ、
左
 ひだり
 腕
 うで

 だけでレンを
狙
 ねら

 ってみました。

　
小
 こ
 刻
 きざ

 みに収縮するバレット・サークルが視界に入りましたが、ホバークラフトの
揺
 ゆ

 れと、片腕保持の揺れで暴れまくります。素早く走るレンには、とても重ねられません。このまま
撃
 う

 っても
無
 む
 駄
 だ
 弾
 だま

 は
間
 ま
 違
 ちが

 いないので、
射
 しや
 撃
 げき

 はしませんでした。

「もっとだ。もっと接近してから仕留める」

　リーダーの冷静な声が聞こえました。
畔
 ほとり

 まで２５０メートル。





　
扇
 おうぎ
 状
 じよう

 の
楯
 たて

 に守れらて、エムの
巨
 きよ
 体
 たい

 がＭ１４・ＥＢＲを構えていました。
伏
 ふ

 せ撃ちの体勢です。ブッシュハットの下で、右目がスコープを
覗
 のぞ

 きます。

　丸い視界の中には、上下左右中央を結ぶ黒い十字線。ところどころに
等
 とう
 間
 かん
 隔
 かく

 に、黒い小さな点を
含
 ふく

 んでいます。

　赤い湖面に
浮
 う

 かぶホバークラフトが、今、その中央に入りました。そして、少しズレました。





「残り２００メートル。ジェイク！　
牽
 けん
 制
 せい

 射撃開始！」

　リーダーの声で、
右
 みぎ
 脇
 わき

 にいたホバークラフトから
発
 はつ
 砲
 ぽう

 が始まりました。

「了解！　ロックンロール！」

　ジェイクのＨＫ２１が
精
 せい
 密
 みつ

 機械を思わせる整った射撃音を響かせて、
弾
 だん
 丸
 がん

 は湖畔へと散らばっていきます。





「うひゃあああ！」

　レンは、バレット・ラインの中を走っていました。

　自分の走る周囲に、レーザー光線を思わせる赤い線が無音で延びてきて、そして弾丸の
飛
 ひ
 翔
 しよう

 速度で消えていきます。びゅんびゅんと弾丸が
唸
 うな

 る音が、自分を包みます。

　全力で走っている自分に、簡単に当たるわけがない！　こんなに小さいんだし！　当たるとしたら単なる
偶
 ぐう
 然
 ぜん

 ！　確率はとても低い！　わたしはラッキーガール！

　そう思っていても、
怖
 こわ

 いものは怖いです。もし頭に当たったら顔に当たったら
脊
 せき
 髄
 ずい

 に当たったら。

　ゲーム内であり、死んでも実際に死ぬわけではないのに、それでもこんなに怖いなんて、リアルライフを
賭
 か

 けた本当の戦争はどれほど
恐
 おそ

 ろしいんでしょうか。

　戦争ゲームをやっていられる平和な今の日本
万
 ばん
 歳
 ざい

 ！　そう思いながら、

「うひゃああああああああぁぁぁぁ！
 」

　レンは悲鳴のドップラー効果を残しながら走り続けました。

　そして
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 思いました。今両手で抱えているＰ９０で、頭と首をガードしようかと。そうすれば、50
 センチ×20
 センチの長方形の
楯
 たて

 ができることになります。もしアンラッキーな１発が飛んできても、Ｐ９０に当たれば
即
 そく
 死
 し

 は防げます。

　しかし──、しませんでした。

　
愛
 あい
 銃
 じゆう

 ピーちゃんをそんな
酷
 ひど

 い目に
遭
 あ

 わせるくらいなら、
潔
 いさぎよ

 く死んでやった方がマシです。

　レンは言われたとおり、ある程度走ると転ぶように
伏
 ふ

 せて、さらに一カ所に
留
 とど

 まらないようにごろごろと転がりました。

　その
途
 と
 中
 ちゆう

 にちらりと湖が見えて、

「ううう……」

　空中を走るバレット・ラインと、さっきよりずっと大きく見えるホバークラフト四台が見えて、一瞬だけ思ってしまいました。

　ああ、わたし達の
快
 かい
 進
 しん
 撃
 げき

 はここまでか。





　レンの
唸
 うな

 り声を聞きながら──、

　エムは右手人差し指を引き金に近づけ、
触
 ふ

 れると同時に引き
絞
 しぼ

 りました。

　異形のライフルが、ＳＪで初めて
吠
 ほ

 えました。

　地面すれすれの銃口から
炎
 ほのお

 とガスが
吹
 ふ

 き出し、それらを
纏
 まと

 いながら７．６２ミリ
弾
 だん

 が音の二倍の速さで移動を開始。

　弾丸は湖水の上を
這
 は

 うように進み、
押
 お

 しのけた空気が、
幾
 いく
 重
 え

 にも
薄
 うす

 い波を立てました。

　そして、一人のキャラクターの顔面へと吸い込まれていきました。





「がふっ！」

　ホバークラフトを運転していた男は、頭の後ろから聞こえた変な声と、同時に止まったＨＫ２１の
発
 はつ
 砲
 ぽう

 に、

「え？」

　首を大きく後ろに左に回しました。

　彼が見たのは、

「があ……」

　顔の中央に赤い
被
 ひ
 弾
 だん

 エフェクトを
煌
 きら

 めかせている仲間のジェイクです。その右側にあるヒットポイントゲージがぐーんと減っていき、黄色くなり、赤くなり、そしてゼロになりました。

　ジェイクに何が起きたのかは分かりました。急所への
一
 いち
 撃
 げき

 で
即
 そく
 死
 し

 です。

「な……、んで？」

　でも、それがどうして起きたのかが、分かりません。

　位置が分かっている敵から
撃
 う

 たれる前には、バレット・ラインが必ず見えるはず。この場合は撃たれたのがジェイクでも、すぐ近くにいた自分も
狙
 ねら

 われているとシステム上判断されて、同じように見えたはずです。

　でも、まったく見えませんでした。見えていたらすぐに
舵
 かじ

 を切るためにハンドルに力をかけて、神経を張り
詰
 つ

 めていたというのに。

　そして前を向いた次の
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、

「がっ！」

　
左
 ひだり
 胸
 むね

 に、棒で
突
 つ

 かれたような
衝
 しよう
 撃
 げき

 が走り、撃たれたことを理解しました。またも、バレット・ラインが見えませんでした。

　ヒットポイントがぐっと減るのと同時に、体が
傾
 かたむ

 いた勢いで、ハンドルを意図せず左に切ってしまいました。

　全力
疾
 しつ
 走
 そう
 中
 ちゆう

 に急ハンドルを切られたホバークラフトは、右側に
横
 よこ
 滑
 すべ

 りしつつ遠心力で姿勢を
崩
 くず

 し、船体側面が水面に
触
 ふ

 れた瞬間、一気に
転
 てん
 覆
 ぷく

 しました。

　乗っていたジェイクの死体と、まだ生きていた男は投げ出されて、水切りの石のように一度
跳
 は

 ねてから、水中に。

　くそっ！

　男は
叫
 さけ

 びましたが、水中では空気が
漏
 も

 れる音がするだけです。

　体は、どんどん
沈
 しず

 み始めました。Ｇ３６Ｋがスリングで
肩
 かた

 に食い込み、体中に付けた
弾
 だん
 倉
 そう

 や防弾プレートもまた、
恐
 おそ

 ろしいウェイトとして働きます。

　湖水はとても
澄
 す

 んでいて、さすがゲームの中、
裸
 ら
 眼
 がん

 なのに水中がとてもよく見えました。湖底はずっと下にあり、
水
 すい
 没
 ぼつ

 した家々が
綺
 き
 麗
 れい

 に並び、まるで空から
眺
 なが

 めているようです。

　自分の
脇
 わき

 を、【Ｄｅａｄ】マーカーを付けた仲間の死体がやっぱり沈んでいくのですが、それを
含
 ふく

 めて、なかなか見ることのできない風景だなあと、男は思いました。

　肺の空気が全部
抜
 ぬ

 けて〝
溺
 おぼ

 れモード〟にでも入ったのか、水中でのヒットポイント
減
 げん
 衰
 すい

 ペースが急激に早まりました。

　ゲーム中なので別に息は苦しくはありませんが、
鈍
 にぶ

 い
違
 い
 和
 わ
 感
 かん

 が全身を包みます。もう、水死は
間
 ま
 違
 ちが

 いないでしょう。今からウィンドウを操作して装備を全部外しても、
浮
 う

 かび上がる前にヒットポイントは減りきってしまうでしょう。

　みんな！　
楯
 たて

 
野
 や
 郎
 ろう

 のバレット・ラインは、まったく見えないぞ！

　せめて仲間に危険を伝えようと
叫
 さけ

 んでみましたが、声にはなりませんでした。声になっていたとしても、便利な通信アイテムも、水中からは届かないでしょう。

　男は、
沈
 しず

 みながら考えます。

　なぜ、どうして、いかなる理由で、場所が分かっている敵からの
銃
 じゆう
 撃
 げき

 なのに、バレット・ラインがまったく見えなかったのか──、

　分かった！

　チーム内一のガンマニアだった彼は、その簡単な、そして実行するとなると簡単ではないトリックに気付きました。

　それを伝える手段を持たないまま沈み続け、深さ20
 メートルほどの湖底で──、

　ドクロのエンブレムを付けた男のヒットポイントは、ゼロになりました。





「まずは二人……」

　エムは
呟
 つぶや

 きながら、スコープの視線を次の
獲
 え
 物
 もの

 へと動かしました。

「二人？　やったの？」

　頭が変になった人のように走りまくっていたレンは、それを聞いてパタンと
伏
 ふ

 せました。

　湖を見ると、一番
左
 ひだり
 端
 はし

 のホバークラフトが完全にひっくり返っていて、今どぷん、と沈んでいきました。

　あれには、二人乗っていたはずです。

「……すごい！」





　仲間のホバークラフトがひっくり返り、二人が湖面に投げ出されたこと、そして、多分両方とも助からないことは、

「なっ！」「ええっ！」「ああ？」

　もちろん残りのチームメンバーにも見えていました。

「ジェイク達がやられた！」

　自分の前でホバークラフトを
操
 そう
 縦
 じゆう

 する仲間の声を聞いて、

「くそっ！」

　リーダーは反射的に悪態をついて、そして思いました。

　油断したな、と。

　ジェイクが
撃
 う

 ちまくっていたので、二人ともバレット・ラインの照射を
見
 み
 逃
 のが

 したのだと。

　だから、仲間に指示を飛ばすのです。

「油断するな！　ラインをかわせ！」





　大きく
叫
 さけ

 んだ男、二人乗りのホバークラフトの後ろに乗っている、目つきの
鋭
 するど

 い男。

　エムはその男の
胸
 むね

 にスコープの中心を合わせて、またも少しずらしました。少し下に。そして、ホバークラフトの横の動きに合わせて、その分のズレを持って。

　バレット・サークルは、見えませんでした。

　
発
 はつ
 砲
 ぽう

 。

　反動の強い
弾
 たま

 ですが、Ｍ１４・ＥＢＲの重量とエムの
巨
 きよ
 体
 たい

 がそれを支えました。金色の
空
 から
 薬
 やつ
 莢
 きよう

 が右に勢いよく飛んで、アスファルトの上で
跳
 は

 ねて、そして光の
粒
 りゆう
 子
 し

 になって消えました。

　消えると同時に、二発目が放たれていました。





　レンは、

「信じられない……」

　
湖
 こ
 畔
 はん

 にぼうっと
突
 つ

 っ立ちながら、その光景を見ました。

　もう、自分に向けて飛んでくるバレット・ラインは一本もありません。
逃
 に

 げ回る必要もありません。

　逃げながら、レンは確かに見ました。エムが２発続けて発砲した直後、今度は
右
 みぎ
 端
 はし

 を走っていたホバークラフトの動きが急に止まったのを。

　エムが、乗っていた二人を仕留めたに
違
 ちが

 いありません。アクセルを開ける人間がいなくなれば、ホバークラフトは
惰
 だ
 性
 せい

 で
漂
 ただよ

 うだけ。

　残りの二台が、
慌
 あわ

 てて
舵
 かじ

 を切って、Ｕターンを始めるのが見えました。あっという間に四人が殺されたので、慌てて逃げていくようです。

　レンは
戦
 せん
 闘
 とう
 服
 ふく

 のポケットから、借りていた単眼鏡を取り出しました。そして横を向いている一台のホバークラフトを視界に収めた
瞬
 しゆん
 間
 かん

 ──、

　エムがＭ１４・ＥＢＲを
撃
 う

 つ音が
響
 ひび

 いて、運転していた男の
右
 みぎ
 肩
 かた

 で赤い
被
 ひ
 弾
 だん

 エフェクトが
煌
 きら

 めきました。

　そしてもう１発。今度は側頭部に命中。がっくりとうなだれた男の頭の上に、【Ｄｅａｄ】のマーカーが
点
 てん
 灯
 とう

 しました。死亡です。

　レンは、エムの
狙
 そ
 撃
 げき

 の
腕
 うで

 を初めて見ました。
距
 きよ
 離
 り

 が近いとはいえ、相手は高速移動中です。それを急所に、あれだけ素早く当てるとは。

　さて最後の一台はと、倍率を下げながら探すと──、

「あっ！」

　なんと、Ｕターンの
途
 と
 中
 ちゆう

 に逆に舵を切り、こっちに
突
 つ

 っ込んで来るではありませんか。仲間が撃たれて自分一人になったので、もう逃げるのを
止
 や

 めたようです。

　単眼鏡の拡大された視界で、はっきりと見えました。乗っている男が、完全に身を
伏
 ふ

 せています。見えるのは、ハンドルを
握
 にぎ

 っている
右
 みぎ
 腕
 うで

 の先だけ。

「エムさん！　
突
 つ

 っ込んでくる！」

　レンは単眼鏡を落とすと、
肩
 かた

 から
提
 さ

 げていたＰ９０を構えました。

　ホバークラフトは、自分の居場所と、30
 メートルほど右にいるエムの間くらいをめがけて
突
 とつ
 入
 にゆう

 してきます。完全にフルスロットルなのか、今まで見たことのない速度です。

　ぐんぐんと大きくなって、残り１００メートルを切りました。あと５秒ほどで、上陸してしまいそうです。

　レンは、
撃
 う

 つか撃たないか
逡
 しゆん
 巡
 じゆん

 しました。撃てば何発かは、人ではなくホバークラフトに当てることができる
距
 きよ
 離
 り

 でしょう。しかし、それで突進が止まるとはとても思えません。

　そのとき、

「
伏
 ふ

 せろ」

　エムの冷静な声が聞こえました。

　レンが視線を右に
振
 ふ

 ると、エムは
楯
 たて

 の後ろから立ち上がっていて、力強いフォームで、何かを投げました。

　大きく放物線を
描
 えが

 くそれは、プラズマ・グレネードでした。しかも〝デカネード〟と呼ばれている、
普
 ふ
 通
 つう

 の三倍は強力な大型タイプ。

　小さなレンの手ではとても投げられない代物ですが、さすがはエム。アメリカンフットボールの選手のよう。

　まさか！　あれをホバークラフトに当てるの？

　そう思ったレンですが──、

「あ……」

　さすがにそんなことにはならず、プラズマ・グレネードは湖の20
 メートルほど
沖
 おき

 に落ちて、ドポンと
鈍
 にぶ

 い音を立てました。

　だめだあ！

　そう思った次の
瞬
 しゆん
 間
 かん

 でした。

　落ちた場所の上にホバークラフトが突っ込んできて、青白い光の
膨
 ふく

 らみに乗り上げました。

　くぐもった
爆
 ばく
 発
 はつ
 音
 おん

 を聞きながら、レンは見ました。

　水中で
炸
 さく
 裂
 れつ

 したプラズマ・グレネードが湖水を直径10
 メートルはある半球状に盛り上げ、そこへホバークラフトが突っ込むのを。

　
突
 とつ
 撃
 げき

 の勢いに下からの爆圧が加わって──、ベクトルが組み合わさって生まれたのは、見事な大ジャンプ。

「びゃはああああ！」

　面白い
叫
 さけ

 び声を上げる男ごと、ホバークラフトは空中を進みました。
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　レンの視界の左から右へと、

「ああああああぁぁぁぁぁ！
 」

　茶色の
砂
 さ
 漠
 ばく
 用
 よう

 
迷
 めい
 彩
 さい

 
服
 ふく

 を着た男の悲鳴が通り過ぎていきます。

　高さにして10
 メートル、
距
 きよ
 離
 り

 にして30
 メートルは飛んでいるでしょう。まだまだ飛距離は
伸
 の

 びていきます。

　このまますうっと飛んで、Ｋ点
越
 ご

 えでぼふんと着地して、くるっと
華
 か
 麗
 れい

 にターンして男の
逆
 ぎやく
 襲
 しゆう

 が始まるのかと思いきや──、

　そんな映画みたいなことにはなりませんでした。

　空中で後ろのめりになったホバークラフトはやがて完全にひっくり返り、中身の男を
吐
 は

 き出すように落としました。

　レンから20
 メートルほど
離
 はな

 れた道路に、

「ひゃああ──、ぐげっ！」

　男は背中から落ちました。

　ワンテンポ
遅
 おく

 れて、もっと遠くにホバークラフトが落ちて、船体が割れて
潰
 つぶ

 れる音が派手に
響
 ひび

 きました。
爆
 ばく
 発
 はつ

 で飛び散った湖水が、周囲に水しぶきとなって降ってきました。

「仕留めろ！　レン！」

「はっ！」

　レンは
駆
 か

 け出すと、男へと
猛
 もう

 ダッシュ。人間離れした速度で距離を
詰
 つ

 め、
仰
 あお
 向
 む

 けの男の前で両足を
滑
 すべ

 らせながら止まると、

「あん？」

　
惚
 ほう

 けた顔をした男と目が合いました。

「
御
 ご
 免
 めん

 ！」

　
侍
 さむらい

 のような言葉と共に、レンは下に向けたＰ９０をフルオート連射しました。

　
反
 はん
 撃
 げき

 を食らわないためには、
撃
 う

 ちまくるしかありません。もしプラズマ・グレネードの作動スイッチを
押
 お

 されれば、こっちも死亡の
相
 あい
 討
 う

 ちです。

　２秒ほどの射撃でしたが、その間に男から生まれた
被
 ひ
 弾
 だん

 エフェクトは実に三十カ所。手足をびくびくと
跳
 は

 ねながら、顔から体から赤いエフェクトを
煌
 きら

 めかせるその様は、なかなかにえげつない光景でありました。

　一度射撃を
止
 や

 めた
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、ぴこん、と【Ｄｅａｄ】マーカーが出て、

「はっ！」

　レンは一瞬体を
震
 ふる

 わせて、右手の人差し指を
真
 ま

 っ
直
 す

 ぐ伸ばしました。

　これ以上撃ってはダメです。
弾
 たま

 が
無
 む
 駄
 だ

 なだけではなく、死体への
発
 はつ
 砲
 ぽう

 は完全なる《オーバーキル》──、つまり〝殺しすぎ〟として、最低マナーの一つになります。

「はあ……。ふう……」

　レンは長く息を
吐
 は

 くと、やがてＰ９０を背負って、

「本当にごめんなさい」

　
両
 りよう
 掌
 てのひら

 を合わせました。
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　第十章　「レンとエム」










「エムさん！　仕留めたよ！」

　男への
合
 がつ
 掌
 しよう

 を終えたあと、レンはエムへと、
爽
 さわ

 やかな笑顔と声を向けました。自分で殺して
祈
 いの

 ってまでしておいて、そのあとこの笑顔です。さすがはゲーム内。

「ああ、よくやった」

　エムは答えながら、自分を守ってくれた
楯
 たて

 を
畳
 たた

 み始めました。広げたのと逆の動き、つまり両手を開いて、
押
 お

 しつぶすように閉じていくのです。やがて、再び積層状態になって、エムはそれを、バックパックにしまいました。

　レンは落とした単眼鏡を探して、そして拾って、
懐
 ふところ

 に
戻
 もど

 しました。

　それから小走りで近づいて、バックパックを背負い終え、Ｍ１４・ＥＢＲを手に立ち上がったエムの目の前に
到
 とう
 着
 ちやく

 。

「それにしてもすごいよエムさん！　あんなに簡単に
狙
 そ
 撃
 げき

 しちゃって！」

　レンはそこまで言ったあと、別の考えに至って、

「でも……、なんで、エムさんのバレット・ラインを
避
 さ

 けなかったんだろう？」

　思ったことをそのまま口にしました。

　そして、

「見えなかったからだ」

　
自
 じ
 慢
 まん

 するでもなく
誇
 ほこ

 るでもない、エムの言葉を聞くのです。

「え？　見えなかった？　どうして？」

「
俺
 おれ

 が、発生させなかったからだ」

「え？　え？　どうやって？　だって、引き金に指をかけたら出るでしょ？」

「だから、指をかけなかった」

「は？　じゃあ、バレット・サークルも？」

「当然、出ない」

「へ？　じゃあ──、どうやって
狙
 ねら

 ったの？」

　レンの質問の連発の最後に、

「直接」

　エムは短く答えました。









　レンは、ピトフーイの言葉を思い出します。

「いいこと、レンちゃん。ＧＧＯってのはゲームだからね、いろいろ簡単にできているのよ。こと
射
 しや
 撃
 げき

 においては、それが
顕
 けん
 著
 ちよ

 」

　あれはたしか、地下鉄駅の
廃
 はい
 墟
 きよ

 でのこと。

　ＡＩが
狂
 くる

 って人を
襲
 おそ

 うようになった
清
 せい
 掃
 そう
 用
 よう

 ロボットを三ダースほど
破
 は
 壊
 かい

 し
尽
 つ

 くして、不気味な色のＬＥＤ照明に照らされるスクラップの山を前に、
魔
 ま
 法
 ほう
 瓶
 びん

 でお茶を飲みながらの会話でした。

「射撃が簡単？　というと？」

「うん。
例
 たと

 えばリアルのレンちゃんが今、リアルのＰ９０を与えられたとする。まあ、日本の
銃
 じゆう
 刀
 とう
 法
 ほう

 はこの際忘れて。そしたら、マガジンを
嵌
 は

 めて、コッキングハンドルを引いて
装
 そう
 塡
 てん

 して、構えるところまでは、サラリとできちゃうでしょ？」

「うん。多分」

「でも、ＧＧＯでできるように、１００メートル先の人間大の的を
射
 い
 貫
 ぬ

 けると思う？」

「え？　えっと……、どうなんだろ……？」

「小さな可能性は残るけど、多分無理。理由はたった一つ、アシストがないから」

「と……、いうと？」

「ＧＧＯの中だとね、銃をある程度目標に向けて、バレット・サークルに入っていれば、ゲームのシステムが〝当たったことにしてあげる〟って判定してくれるのよ」

「じゃ、じゃあ……、わたし達は、〝実際には正確に
狙
 ねら

 っていない〟ってこと？」

「そう。ＧＧＯのプレイヤーは
己
 おのれ

 の射撃の
腕
 うで

 でビシバシ当てているように思っているけど、実際には、ゲームシステムにとっても助けられてるのよね。遊び込んでキャラクターのレベルが上がったり、命中精度の高い高性能の銃を手に入れたりすると、このアシストはもっと強力になる。つまり、もっと適当に狙っても当たり判定が出るようになる。《ソードスキル》みたいなものよ。ＧＧＯプレイヤーは〝より楽ができる〟から、どんどん強くなっていくのよ」

「なるほど……。わたしの足の速さ、みたいなものか」

「前に試したことがあるんだけどね、高精度の
狙
 そ
 撃
 げき
 銃
 じゆう

 を落ち着いて構えて、スコープの中ではバレット・サークルが的の中心をしっかり
捉
 とら

 えて──、それから、どう考えても銃がブレるような、乱暴な引き金の引き方をしました。さて、放たれた
弾
 たま

 は、どうなったでしょう？」

「命中……、しちゃった？」

「そう、バレット・サークル通りにど真ん中にね。だから判明したの。ＧＧＯの銃の引き金は、〝乱暴に言えば、コントローラーのボタン操作のようなものだ〟ってね」

「なるほど……。それで、〝だいぶ助けられてる〟ってことか。じゃあさピトさん、もし、ＧＧＯが、本当にシビアにリアルの射撃を再現していたら、どうなっていただろ？」

「そーねえ。その場合は、実際の兵士が受けるような射撃教習を何十時間も受けて、やっと初心者になれる
難
 なん
 易
 い
 度
 ど

 エベレストなクソゲーになっていたか、それともほとんど全員が１００メートルの
距
 きよ
 離
 り

 でアサルト・ライフルを外しまくる、
爆
 ばく
 笑
 しよう

 必至のクソゲーになっていたでしょうね」

「うひゃあ」

「ゲームはゲーム。リアルを
突
 つ

 き
詰
 つ

 め過ぎてもしょうがない、ってこと。ＧＧＯはこれでいいのよ」

「なるほど……。じゃあさ、ピトさん、質問」

「うむ、君のそういう積極的な態度はとてもいいところだよ。内申書、期待したまえ」

「ありがとうございます！　──もし、リアルで
射
 しや
 撃
 げき

 をしていて十分に上手な人が、このゲームをやったら、どうなるの？」

「実にいい質問だ。百点をやろう」

「ども！　──で？　答えは？」

「私もまったく同じ疑問を
抱
 いだ

 いて、試してみたことがあるんだわ。ガンマニアで、
実
 じつ
 弾
 だん

 射撃が得意な知り合いをＧＧＯに
誘
 さそ

 った」

「そ、そしたら？」

「最初は少し
戸
 と
 惑
 まど

 っていたけど、感覚を
摑
 つか

 むと、すぐにビシバシ命中させるようになった。そいつ
曰
 いわ

 く、〝さすがアメリカのゲームだけあって、よく再現されている〟って」

「ほーっ！　前に言っていた、キャラクター能力じゃなくて、プレイヤー能力でできることってやつだね！」

「そう、まさにそれ。ただし、そいつはこう付け足した。〝バレット・サークルというアシストは、
諸
 もろ
 刃
 は

 の
剣
 つるぎ

 だ〟って」

「どういうこと？」

「あれって、どこに
弾
 たま

 が飛ぶか
撃
 う

 つ前に教えてくれる答えじゃん。だから〝ちゃんと
狙
 ねら

 わなくても射撃ができてしまうので、このゲームはリアル射撃の練習にはならない。逆に
腕
 うで

 が
鈍
 にぶ

 るかもしれない。ただ、
発
 はつ
 砲
 ぽう

 のタイミングを摑む練習にだけは、なるだろう〟ってさ。
余
 よ
 裕
 ゆう

 の発言でムカつくよね」

「なるほど……。でも、まあ、わたしは、ないと遊べないし。──じゃあ、その人にとっても、良い点は？」

「うん。〝このおかげで、
遠
 えん
 距
 きよ
 離
 り

 
狙
 そ
 撃
 げき

 が
圧
 あつ
 倒
 とう
 的
 てき

 に楽になってる〟だって。銃で遠くの敵を撃つときって、ムチャクチャ難しいんだよね。単にスコープの中心で狙えばいい訳じゃないってことは知ってる？」

「それは、ＮＰＣ
鬼
 おに
 軍
 ぐん
 曹
 そう

 に、狙撃のチュートリアルで習った。弾丸は、重力に引かれて放物線を
描
 えが

 くから、遠くの的ほど、距離に応じた落下量を計算して、上を狙わないとダメだって」

「それだけじゃないよ。上や下の的を狙う場合、その角度の分だけ落下量は減るし、気温や高度が高ければ空気が
薄
 うす

 いから弾はよく飛ぶし、風があれば当然
押
 お

 し流されるし、弾丸の回転方向にズレる
偏
 へん
 流
 りゆう

 もあるし、１キロ以上の
超
 ちよう
 長
 ちよう
 距
 きよ
 離
 り

 
射
 しや
 撃
 げき

 だと、地球自転の
影
 えい
 響
 きよう

 〝コリオリの力〟も考えなくちゃいけなくなる」

「先生、もうワケが分かりません」

「まあ、要するに、長距離
狙
 そ
 撃
 げき

 にはたくさんの計算と経験が必要ってこと。リアルのスナイパーは、それこそ練習で何百発も
撃
 う

 って撃ちまくって、自分の
銃
 じゆう

 から
弾
 たま

 がどうやって飛んでいくか
熟
 じゆく
 知
 ち

 するのよね。でも──」

「そっか！　バレット・サークルは、その計算を全自動でやってくれるコンピューターみたいなもんなんだ！　だって、今からここに当たりますよってシステムが教えてくれるんだもんね。すっごい楽になる」

「そういうこと」









「直接」

　エムの短い答えを聞いて、レンはピトフーイとの会話を一気に思い出して、

「そっか！　ピトさんの知り合いで、リアルに射撃が得意な人ってエムさんだったんだ！」

「あ？　……ああ。そうだ」

　そこから、レンの頭には次々と正解が
浮
 う

 かんできます。

「〝直接
狙
 ねら

 った〟ってことは、バレット・サークルのアシストを使わなかった、使わなくても撃てた、ってことでしょ？　つまり、エムさんはスコープを
覗
 のぞ

 いて、自分の力だけで狙う場所を計算して撃った！」

「そうだ」

「そのためにエムさんは、撃つギリギリ直前まで指を引き金に置かなかった！　だから、バレット・ラインも発生しなくて、撃ったと同時に
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 出たかもしれないけど、短すぎたんで向こうは気付けなかった！」

「そうだ」

　さも何でもないことのように、エムは小さく
頷
 うなず

 き続けました。

「すごいよエムさん！　それは……、とんでもなく有利になるよ！」

　レンは
興
 こう
 奮
 ふん

 を
隠
 かく

 しませんでした。

　ＧＧＯのバレット・サークルとバレット・ラインは、
攻
 こう
 撃
 げき

 側も守備側も同じように有利にしてくれます。

　しかし、エムのようにバレット・サークル要らずの射撃ができるのなら、一方的に攻撃側有利ではありませんか。しかも、別にシステムをいじったチートではありません。プレイヤースキルによるアドバンテージです。

　あの
楯
 たて

 とエムの射撃能力があれば、どんなに撃たれまくっても平気で、ずっと射撃を続けることができます。あとはすばしっこくて小さい自分が
囮
 おとり

 として走り回れば──、

「勝てる！　残り一チーム！　
倒
 たお

 せる！　金メダル、取れる！」

「だといいな。もうすぐスキャンだぞ」

「え？」

　その
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、レンの
腕
 うで
 時
 ど
 計
 けい

 が
振
 しん
 動
 どう

 を始めました。14
 時59
 分30
 秒。

　いよいよ、１時間が経過します。

「まだ、１時間なんだ……」

　今までの人生で一番長い１時間だったと、レンはしみじみと思いました。

　ヴァーチャル世界での出来事とはいえ、
逃
 に

 げ回り走り回り
隠
 かく

 れ、さらには数百発を
超
 こ

 える
銃
 じゆう
 弾
 だん

 を浴びせかけられた経験など、今までの人生で一度もありませんでしたから。

　レンは、サテライト・スキャン
端
 たん
 末
 まつ

 を
左
 ひだり
 胸
 むね

 のポケットから取り出しました。

　
伏
 ふ

 せたときに何度もアスファルトにぶつけたこの端末ですが、もし
壊
 こわ

 れたらＳＪ続行不可能になるので、
破
 は
 壊
 かい

 不可能オブジェクトになっています。スイッチを
押
 お

 すと、目の前に地図が現れました。

　残り20
 秒でスキャン開始。

　南部の
砂
 さ
 漠
 ばく

 ・
荒
 こう
 野
 や

 エリアをうろうろしていたチームが生き残っているのは、先ほど優勝ファンファーレを聞いていない以上
間
 ま
 違
 ちが

 いありません。

　10
 分前は地図の
南
 なん
 端
 たん

 にいた連中ですから、こっちに向かっていることは明らかでしょう。まあ、何か変な理由で、逃げ回っている可能性もありますが。
例
 たと

 えば、残りチームが
嫌
 いや
 気
 け

 をさして降参するまで逃げ続ける作戦、とか。

　そんなことを考えながらレンがエムを見ると、エムは
戦
 せん
 闘
 とう
 服
 ふく

 の左腕
上
 じよう
 腕
 わん
 部
 ぶ

 のポケットから、何かを取り出していました。

　新しい武器かと思ったレンですが、それはごく
普
 ふ
 通
 つう

 の、折りたたまれた
便
 びん
 箋
 せん

 でした。

　それを
訊
 たず

 ねる前に、スキャンが始まってしまいました。

　それを広げて読む前に、エムは端末を
睨
 にら

 みました。便箋が何かは知りませんが、スキャンの方が当然重要です。

　今度は北西からの、かなりゆっくりしたスキャンでした。

　まずは、草原や
沼
 ぬま
 地
 ち

 の
全
 ぜん
 滅
 めつ

 ・降参チームを灰色の点で映していきます。

「早く早く！」

　じらすようなスキャンに、レンの心の声が
漏
 も

 れました。

　やがて、自分達の光点を光らせて、ほとんど重なる位置にある灰色の点を映して──、

「さあて、ここからだ……」

　レンは地図を注視。この先のスキャンで、
唯
 ゆい
 一
 いつ

 残った敵チームの居場所が、たった一つだけ光るはずです。

　それはどこだ？　何キロ先か？　10
 分前の位置と人間の移動速度を考えればまだ
砂
 さ
 漠
 ばく

 にいるはずだが、どの辺りだ？

　砂漠・
荒
 こう
 野
 や

 地帯だとしたら、こっちから向かってやるぞと、レンは意気込みました。そこなら自分のピンク
迷
 めい
 彩
 さい

 も役に立ちますから、また待ち
伏
 ぶ

 せ
攻
 こう
 撃
 げき

 ができるでしょう。それとも、堂々と、かつ全速力で飛び出してエムの〝バレット・ラインなし
狙
 そ
 撃
 げき

 〟の
囮
 おとり

 を演じてやるか。

　
沸
 わ

 き上がる
闘
 とう
 争
 そう
 心
 しん

 に包まれて、

「さあ、どこだ？　どれくらい、
離
 はな

 れてる？」

　そう
呟
 つぶや

 いたレンは見ました。

　地図で光る、自分達以外の光点を。

「あれ？」

　それは、自分達が今いる１キロ四方のマス、そのすぐ
隣
 となり

 にありました。
距
 きよ
 離
 り

 にして、６００メートルくらい。

「え？」

　レンがその意味を理解するより早く、
弾
 だん
 丸
 がん

 が飛んできました。

　レンに、その
飛
 ひ
 翔
 しよう
 音
 おん

 は聞こえませんでした。

　命中したからです。





「あれ？」

　
右
 みぎ

 
脇
 わき
 腹
 ばら

 をむんずと
摑
 つか

 まれたような
鈍
 にぶ

 い痛みが走って、そのまま世界が回転しました。

　見ていた地図が視界の
端
 はし

 へと
吹
 ふ

 っ飛んでいき、赤い空が見えて、ひび割れたアスファルトが見えて、湖が見えて、最後は名前も知らない草が目の前に現れました。

　撃たれた！

　そして吹っ飛ばされた！

　理解と同時に、視界の端でヒットポイントゲージがぐーんと減っていくのが見えます。その速度は
恐
 おそ

 ろしく速く、すぐに黄色くなり、まだ止まらず──、

　あ？　これ……、
即
 そく
 死
 し

 ……、かも……。

　レンが思った
瞬
 しゆん
 間
 かん

 に赤になり、残りほんのわずかの厚みを残して止まりました。

　ギリギリ、本当に首の皮一枚で命をつなぎ止めたレンですが──、

「あー？　えー？」

　
突
 とつ
 然
 ぜん

 のショックで思考が落ち着きません。撃たれた痛みより、吹っ飛ばされて世界をかき回された方が大ダメージでした。乗り物
酔
 よ

 いのように、頭がふわふわします。

　次の瞬間、レンは空に
舞
 ま

 ってました。

「はへ？」

　急に体がふわっと持ち上がると、目の前３センチのところに見えていた草が消えて、赤い空が見えました。

「暴れるな！　
逃
 に

 げるぞ！」

　エムの声が聞こえて、同時に移動の加速度を感じて、レンは理解しました。自分はエムに
担
 かつ

 ぎ上げられた。そして、エムが走り出した。

　びゅん、びゅん、という
弾
 だん
 丸
 がん

 の
飛
 ひ
 翔
 しよう
 音
 おん

 が、近くから遠くから聞こえました。たん、たん、という遠くからの
発
 はつ
 砲
 ぽう
 音
 おん

 も。まだ
撃
 う

 たれています。

　そして、びしっ、と何かを
穿
 うが

 つ音と共に、

「ぐっ！」

　エムの短い声。

　エムも撃たれた。相手はスナイパー。ここは割と開けた空間。
隠
 かく

 れられる場所は少ない。そして何より、わたしは、あとちょっとでも
弾
 たま

 がかすったら死亡。

　だめか。

　だめなのか。

　負けか。ここまできて。

　レンの頭の中で弱気が
炸
 さく
 裂
 れつ

 した
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、

「悪い」

　エムが短く謝る声。意味を考える間もなく、レンはポンと放り投げられました。短い空中落下の後、お
尻
 しり

 からどすんと、
荒
 あら

 っぽい着地をしていました。

　ほとんどのＶＲゲームには、高所落下によるダメージがあります。今の
尻
 しり
 餅
 もち

 でヒットポイントが全損かと思うと軽く
焦
 あせ

 りましたが、そんなことはありませんでした。

　そしてレンの視界には、

「はい？」

　エムの使っている、緑の毒々しい
迷
 めい
 彩
 さい

 
柄
 がら

 が広がりました。それしか見えません。

　自分が今どこに、どんな状態でいるのか──、

　びゅん。びゅん。びゅん。

　まだ撃たれている場所で、エムのすぐ後ろ、ということしか分かりません。

　びゅん、びゅん、びいいいいいいいいん。

　次の瞬間に、飛翔音に続いて
甲
 かん
 高
 だか

 いエンジン音が聞こえて、さらに体が後ろに持って行かれる加速を感じて、頭の後ろに流れる風を感じました。

　頭を右横にして、迷彩柄から視界をずらして、見えたのは赤い空を映す赤い湖面。それが、左から右へと流れていきます。

「ああ！」

　レンは、ようやく理解しました。

　自分が今、ホバークラフトに乗っていることに。後部座席に放り込まれて、前の座席でエムが運転しているのです。最初に視界いっぱいに見えた
迷
 めい
 彩
 さい

 
柄
 がら

 は、彼のバックパックです。

「
逃
 に

 げるぞ！」

　ホバークラフトはぐいぐいと加速して、その分
猛
 もう
 烈
 れつ

 にエンジン音と風切り音が高まりました。

「う、うん……」

「今のうちに打っておけ」

「わ、分かった……」

　音は同じですが、打つのは
銃
 じゆう

 ではなく救急
治
 ち
 療
 りよう

 キットです。

　レンは
筒
 つつ
 状
 じよう

 のそれをポーチから取り出すと、
揺
 ゆ

 れるホバークラフトの上で、もう場所には構っていられないので自分の
頰
 ほお

 に当てて反対側のボタンを
押
 お

 し込みました。体中を
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 、赤い回復エフェクトが包みました。

　ほぼ全損状態のレンのヒットポイントが、これでようやく三割回復しますが、完了までには１８０秒もかかります。

　びゅびゅびゅびゅびゅびゅびゅびゅびゅんびゅびゅびゅん。

　エンジン音に負けじと、
弾
 だん
 丸
 がん

 の
飛
 ひ
 翔
 しよう
 音
 おん

 が、さっきより
遙
 はる

 かに増えて聞こえました。赤い湖面にサーチライトよろしくバレット・ラインが
幾
 いく
 重
 え

 にも飛び交って、照らす場所から高さ１メートルはある水柱が延びていきます。

「マシンガンだな。まあ、この
距
 きよ
 離
 り

 なら
滅
 めつ
 多
 た

 に当たるものか」

　エムの言葉は、果たして自分を安心させてくれるためのものか、それとも彼自身をか。

　分からないまま、レンはホバークラフトに揺られること数十秒。

　やがて、

「もう
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 だ。１キロ以上
離
 はな

 れた」

　エムの声と共に、ホバークラフトの速度が少し落ちました。もう、弾丸の飛翔音は聞こえません。

　レンは、
惚
 ほう

 けた顔で、流れる湖面を見ていました。

「…………
 」

「レン、
寝
 ね

 てるのか？」

「いえ、大丈夫です……。助けてくれて、ありがとうございました」

「寝ぼけてるのか？　敬語になってるよ」

「え？　あ、ああ……。でも、なんかごめんな──、ごめん。ぼうっとしていて……」

「謝る必要はない。周囲の
警
 けい
 戒
 かい

 を
怠
 おこた

 ったのは、
俺
 おれ

 も同じだ。まあ、警戒していたとしても、６００メートル先は、簡単には見えないけどな。相手が
隠
 かく

 れていたらなおさらだ」

「はあ……」

　ホバークラフトは、走り続けます。

　太陽の位置からして、南西に向かっていることだけは分かりました。

「エムさん、どうするの？」

「次のスキャンまで、一度
奴
 やつ

 らから遠く
離
 はな

 れる。ヒットポイントも全快させる」

　レンが目を動かして左上を
凝
 ぎよう
 視
 し

 。自分のヒットポイントは現在回復中でまだ10
 パーセントちょっと。色は赤。

　エムのはというと、やや減っていて八割残といったところでしょうか。体が
頑
 がん
 丈
 じよう

 なのか、
撃
 う

 たれた場所がよかったのか、その両方か。

「エムさんにも打つね」

「
頼
 たの

 む。
左
 ひだり
 腕
 うで

 のペンホルダーに
刺
 さ

 さっている」

　レンはアクセル操作で右手が使えないエムの代わりに、彼の首筋に打ちました。短く礼が返ってきました。

「あんなに近くにいたなんて……」

　レンは
呟
 つぶや

 きながら、先ほどの
狙
 そ
 撃
 げき

 の
衝
 しよう
 撃
 げき

 を思い出して、

「ううっ……」

　小さく
震
 ふる

 えました。悪寒まで再現しているＶＲゲームに感心しつつ、

「10
 分前は、ずっと遠くにいたのに……」

　そんな正直な感想。

「
俺
 おれ

 も油断した。このホバークラフトと
一
 いつ
 緒
 しよ

 だ。連中も、何か乗り物を手に入れたんだ」

「ああ！　そっか……」

「予想だが、ゲーム
終
 しゆう
 盤
 ばん

 になると、チームの移動速度を増すために、あちこちで手に入れやすくなるんだろう。
砂
 さ
 漠
 ばく

 でも
荒
 あ

 れ地でも走れる四輪
駆
 く
 動
 どう
 車
 しや

 か、トラックだろうな。そして、運転が
上手
 うま

 いプレイヤーがいたんだ」

「うう……。油断した……」

「そう落ち込むな。やっぱりレンはラッキーガールだ」

「ど、どして？」

「あの狙撃で死ななかっただろ？　あと10
 センチ上に当たっていたら、心臓や肺へのダメージ認定で
即
 そく
 死
 し

 だった」

「ま、まあ……」

「敵スナイパーにもギリギリの
距
 きよ
 離
 り

 だったんだろう。静止目標をやっと当てられる距離だった」

「でも、エムさんも
撃
 う

 たれたよ？」

「まぐれだよ。俺はデカイからな。バレット・ラインは見えていたが、
腿
 もも

 だったので無視した。死体を二つ乗せたホバークラフトがちょうど岸にやってきたのも、運が良かった」

　なるほど、エムが狙撃して
倒
 たお

 した
右
 みぎ
 端
 はし

 のやつかと、レンは理解しました。

「あのスナイパーの
銃
 じゆう

 は７．６２ミリクラスで、発射
間
 かん
 隔
 かく

 が
狭
 せま

 かったので自動式、最低10
 発は入るマガジン装備だ。ボルトアクションよりやっかいだから、油断するなよ」

「分かった……。もう、ゲームが終わるまで絶対に油断しない！　
慢
 まん
 心
 しん

 もしない！」

「ああ。
頼
 たの

 もしい答えだ」

　頼もしいのはエムさんだよ。

　そう言いかけて、レンは
止
 や

 めました。エムには、感謝の言葉をいくつ並べても足りません。ＳＪが終わったら、そのときに改めて言おうと、取っておくことにしました。

　その代わりに、作戦を
訊
 たず

 ねます。

「今、どっちに向かってるの？」

「南西。今左手に見える
荒
 こう
 野
 や

 へと上陸する」

「え？」

　レンは首を左に
振
 ふ

 って、景色を見ました。赤い湖面の３００メートルほど先から、岩と砂の荒野が広がっているのが分かりました。

「どうして？　北東に向かって、一度湖と
沼
 ぬま
 地
 ち

 を
突
 つ

 っ切った方がよくない？　相手は車だよ？　追ってこられないよ？」

「その通りなんだが、ムリなんだ。燃料が残り少ない。湖と沼地を
越
 こ

 えられる保証はない」

「ああ……」

　便利な道具も、燃料がなければただの置物かと、レンは天を
仰
 あお

 ぎました。





　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊





　およそ４分前──、

　14
 時59
 分のこと。

　居住区に、他の家より
遙
 はる

 かに
豪
 ごう
 華
 か

 な家がありました。その三階にある広いバルコニーの上で、

「見つけた！　トーマ、来い！」

　
伏
 ふ

 せながら
双
 そう
 眼
 がん
 鏡
 きよう

 を構えていた女が、ドスの利いた声で
叫
 さけ

 びました。

　身長は１８０センチ以上、筋肉が発達していて
横
 よこ
 幅
 はば

 も
胸
 むな
 板
 いた

 も分厚い、まるで女子プロレスラーのような女でした。左右に下ろした
茶
 ちや
 髪
 ぱつ

 の三つ編みがなければ、性別判定すら
怪
 あや

 しかったかもしれません。
年
 ねん
 齢
 れい

 は、三十代半ばは、軽く越えているように見えます。

　着ているのは、
幾
 いく
 種
 しゆ

 もの緑の点をちりばめた
迷
 めい
 彩
 さい

 
服
 ふく

 。体にはマガジンポーチを装着した装備ベスト。

「どこですか？　ボス」

　後ろから声がかかり、バルコニーにもう一人、女が素早く
這
 は

 い出てきました。

　こちらは身長は少し低いですが、それでも優に１７５センチ越え。顔つきからして年齢は少し下、とはいえ立派な大人の女性です。細身の体に、同じ迷彩服に同じ装備です。緑のニットキャップの下は、
黒
 くろ
 髪
 かみ

 のショートカットでした。

　トーマと呼ばれた彼女の手には、ロシア製の
狙
 そ
 撃
 げき
 銃
 じゆう

 《ドラグノフ》が
握
 にぎ

 られていました。とても細長く、
華
 きや
 奢
 しや

 かつ優美に見えるシルエットが
特
 とく
 徴
 ちよう

 の、旧東側を代表する狙撃銃です。使用
弾
 だん
 薬
 やく

 は７．６２×５４ミリＲ弾。引き金を引く
度
 たび

 に
撃
 う

 てる、セミオート自動式。

　スコープは、
一
 いつ
 般
 ぱん
 的
 てき

 にドラグノフに使われる四倍のものではなく、より大型でゴツい外見をした、三から九倍のものが装着されていました。マガジンの前には、専用のバイポッドも付いています。

　ボスと呼ばれた女が、バルコニーの
欄
 らん
 干
 かん

 
越
 ご

 しに、
左
 ひだり
 腕
 うで

 で北西を示しながら、

「
湖
 こ
 畔
 はん

 が道路になっている場所が見えるか？　
墜
 つい
 落
 らく

 宇宙船のシルエット、その一つ分左だ」

　トーマが素早くドラグノフのバイポッドを広げて、バルコニーの板の上で
伏
 ふく
 射
 しや

 姿勢を取りました。スコープを右目で
覗
 のぞ

 いたトーマは、２秒後に、

「二人確認。くすんだピンク色のチビと、
迷
 めい
 彩
 さい

 
柄
 がら

 の
巨
 きよ
 漢
 かん

 」

　ボスが、
双
 そう
 眼
 がん
 鏡
 きよう

 の
距
 きよ
 離
 り
 計
 けい

 を読んで、

「そいつらだ。距離はチビまでで６２３メートル。──遠いが、いけるか？」

「やります！　チャンスです！」

「よし！　小さい的からだ」

「了解」

　トーマはスコープ右側のダイヤルをひねって、倍率を最大まで上げました。拡大された丸い視界の中で、ピンクというふざけた色の敵がぐぐっと大きくなりました。

　ボスの声が聞こえます。

「全員聞け。トーマがチビを狙撃する。ローザとソフィーはマシンガン準備。北西の湖畔だ。命令で派手にぶっ放せ。アンナは他の敵メンバーを
捜
 そう
 索
 さく

 、可能なら
撃
 う

 て。ターニャはサテライト・スキャンをチェックだ」

　了解、の女の声が、通話アイテム越しに四連続で返ってきました。それは、このチームにはまだ六人、つまりフルメンバーが残っていて、そして全員が女性キャラクターである証明でした。

　そして、15
 時になります。

　ボスの双眼鏡の視界の中で、ピンクのチビと迷彩柄の大男が近づいて、サテライト・スキャン
端
 たん
 末
 まつ

 から地図を表示。

　目の前に大きく地図を広げるということは、敵の接近を
警
 けい
 戒
 かい

 していない
証
 しよう
 拠
 こ

 でした。

　ボスの口が大きく横に開いて、犬歯が見えました。

「
奴
 やつ

 ら、ぶったまげるぞ。──トーマ？」

　トーマは、スコープの右下に
浮
 う

 かぶバレット・サークルを、ピタリとピンクに合わせていました。サークルは彼女の心臓の
鼓
 こ
 動
 どう

 で収縮しますが、その
揺
 ゆ

 れ
幅
 はば

 はとてもゆっくりで、最小時にはピンクのチビの体を、ほぼカバーします。

「準備よし」

「やれ」

　命令が下った直後、心臓が
興
 こう
 奮
 ふん

 で
早
 はや
 鐘
 がね

 を打つ前に、そしてサークルが最小時になるタイミングで、トーマは引き金を
絞
 しぼ

 りました。

　ドラグノフが
吠
 ほ

 えて、細長いその体が、
鞭
 むち

 で打たれたかのように
鋭
 するど

 く
跳
 は

 ねました。
空
 から
 薬
 やつ
 莢
 きよう

 が、右側に
排
 はい
 出
 しゆつ

 されました。

　放たれた
弾
 だん
 丸
 がん

 は、空気の
壁
 かべ

 を切り
裂
 さ

 きながら飛び──、

　小さなピンクの体を、３メートルは
弾
 はじ

 き飛ばしました。

「命中！　いい
腕
 うで

 だトーマ！　ゲーム後にプリンを一個おごってやる！」

　ボスの
嬉
 うれ

 しそうな声が全員に聞こえ、トーマからは、

「できればもう、一個！」

　そんな声と共に、二発目の
発
 はつ
 砲
 ぽう

 。

　大男を
狙
 ねら

 った
弾
 たま

 でした。バレット・サークルは彼の体を
完
 かん
 璧
 ぺき

 に
捉
 とら

 えていましたが、弾は外れました。大男が、素早い動きでチビへと
駆
 か

 け寄ったからです。

「くっ！」

　トーマは、バレット・サークルを動く大男に合わせては、
撃
 う

 ちました。しかし、興奮で
脈
 みやく
 拍
 はく

 が上がり、その収縮速度もサイズも増して、弾は外れ続けます。

　大男はチビを右手でひょいと
摑
 つか

 み上げると
右
 みぎ
 肩
 かた

 に乗せて、湖へと進みました。そこにあったのは、
漂
 ひよう
 流
 りゆう

 していたホバークラフト。

「させるかっ！」

　トーマは撃ち続けました。１発がどうにか大男の
左
 ひだり
 腿
 もも

 に命中し、赤い
被
 ひ
 弾
 だん

 エフェクトを生み出しました。

　しかし、大男の動きは止まりません。ホバークラフトに乗っていた二つの死体を
容
 よう
 赦
 しや

 なく
蹴
 け
 飛
 と

 ばすと、チビを後部座席に放り込んで、自分は運転席に。

　トーマの10
 発目の弾丸は、ホバークラフトの
脇
 わき

 で水柱を上げました。往復していたボルトが下がりきった位置で止まって、残弾ゼロを表示。同じ
瞬
 しゆん
 間
 かん

 に、

「ボス。
奴
 やつ

 らの位置は
湖
 こ
 畔
 はん

 。二人のウチどちらかがリーダー」

　スキャンを見ていたターニャの声。ボスは
即
 そく
 座
 ざ

 に命令します。

「マシンガン撃て」

　次の瞬間、
豪
 ごう
 邸
 てい

 の三階にある二つの
窓
 まど

 から、
轟
 ごう
 音
 おん

 が
唸
 うな

 り出しました。

　子供用のベッドルームと、
納
 なん
 戸
 ど

 。

　二つの部屋の窓際には、《ＰＫＭ》マシンガンをバイポッドで構えた女達がいて、火を
吐
 は

 き続ける
凶
 きよう
 悪
 あく

 な銃口を、湖に向けていました。

　こちらもロシア製の、ドラグノフと同じ
弾
 たま

 を使うマシンガン。アサルト・ライフルのＡＫシリーズを作ったミハイル・カラシニコフ氏設計の
傑
 けつ
 作
 さく

 マシンガンで、ＰＫは〝カラシニコフ
機
 き
 関
 かん
 銃
 じゆう

 〟、Ｍは〝近代化〟の頭文字です。

　ＰＫＭは、数発ずつの
射
 しや
 撃
 げき

 を
小
 こ
 刻
 きざ

 みに
繰
 く

 り返しました。銃の下に付けた箱から、ベルトで
繫
 つな

 がった
弾
 だん
 薬
 やく

 が右から左へと流れて、弾丸を前へと、
空
 から
 薬
 やつ
 莢
 きよう

 と空ベルトを左へと
吐
 は

 き出していきます。

　弾丸は、
逃
 に

 げるホバークラフトへと飛んでいきます。ボスの
双
 そう
 眼
 がん
 鏡
 きよう

 の視界の中で、ホバークラフトの周囲に水柱は何本も立つのですが、命中弾はなく、

「射撃
止
 や

 め！　──残念だが、逃げられたようだ」

　２丁のマシンガンが
咆
 ほう
 哮
 こう

 を終えて、急に世界は静かになりました。

「ボス。スキャン位置が湖の上に移動してます」

　ターニャの声。ボスは双眼鏡を
覗
 のぞ

 きながら、

「アンナ、他に敵を見たか？」

「いいえ、ボス。発見できません」

「こっちもだ。──すると連中、残りは二人だけの可能性が高いな」

　白波を立てて遠ざかっていくホバークラフトを、見えなくなるまでボスは追い続けました。やがて視程の限界に達し、黒い点は消失しました。

「連中は南西に逃げた。トリックの可能性もあるが、燃料の問題の方が大きいだろう」

　ボスは双眼鏡を
腰
 こし

 のポーチにしまいながら、冷静な口調で言いました。

「これより我々は、南西部の
荒
 こう
 野
 や

 に向かう。全員、トラックに集合」





　かつて〝フォックストロット〟と
呼
 こ
 称
 しよう

 されたチームは──、

　豪邸の裏に止まっている一台の大型トラックに、次々に乗り込むのです。

　最後の
獲
 え
 物
 もの

 を仕留めに行くために。





　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊





　15
 時06
 分。

　レンとエム、一見
優
 ゆう
 雅
 が

 な湖上クルーズを終えた二人が上陸したのは、南西エリア、岩と砂の荒野でした。

　湖の
畔
 ほとり

 からもう茶色の大地が広がっていて、すぐにゴツゴツとした大地に。当然ですがホバークラフトは
上手
 うま

 く進むことができません。よしんば進めたとしても、燃料はほとんどゼロですが。

　水上でレンは、二本目の救急
治
 ち
 療
 りよう

 キットを自分に打っていました。そのヒットポイント回復が、そろそろ終わりそうです。それでも、完全状態からすれば六割程度の回復です。もう一本必要でしょう。

　ホバークラフトを岸辺で乗り捨てて、レンとエムは、
警
 けい
 戒
 かい

 しつつ周囲を
見
 み
 渡
 わた

 しました。

　
荒
 こう
 野
 や

 はほぼ平ら。あちこちにある
歪
 いびつ

 な岩は、大小様々です。１メートル四方のものから、高さが５メートルはありそうな
巨
 きよ
 大
 だい

 なものまで。おかげで、
隠
 かく

 れる場所はたくさんあります。

　
丘
 きゆう
 陵
 りよう

 地帯はありませんが、逆に言えば、岩の上に登れば、そこそこ遠くまで見えることになります。

　登る岩の高さ、そして他の岩の高さにもよりますが、３００メートルほどは視界が利きそうです。大地は
堅
 かた

 くしまった
砂
 さ
 礫
 れき

 で、
舗
 ほ
 装
 そう

 道路には負けますが、足場としてもいい方でしょう。

「戦う場所としては、悪くない。
防
 ぼう
 御
 ぎよ

 もできるし、岩の上からの
狙
 そ
 撃
 げき

 もできる。敵チームにとっても同じだろうが、こっちにはレンの
敏
 びん
 捷
 しよう
 性
 せい

 がある」

　エムが言いました。

「車も通れないだろうしね」

　レンがそう言って同意。単眼鏡で見える
範
 はん
 囲
 い

 を探っていますが、ひとまず敵の姿は見えません。

　二本目の救急
治
 ち
 療
 りよう

 キットの回復が終わったので、最後の一本を、レンは首筋に打ち込みました。もうレンには残っていませんが、さすがにそれを使わせてくれるほど、ぬるい敵ではないでしょう。

「西に行く。ホバークラフトから少し
離
 はな

 れて、水を背に次のスキャンを待つ」

　エムの声に納得して、レンはゆっくりと歩き出しました。相手が残ったホバークラフトで追ってくる可能性もあるので、湖面も常に警戒していましたが、姿は見せませんでした。

　そして、15
 時08
 分。

　二人は大きな岩の
陰
 かげ

 で身を
潜
 ひそ

 めて、残りの２分を待つことにしました。

　ヒットポイントは、完全ではないが、ほとんど回復した。そして、次はもう油断しない！

　レンは神経を張り
詰
 つ

 めて、時間が過ぎるのを待ちました。その
途
 と
 中
 ちゆう

 に、

「あ！　そういえば……」

　レンは思い出しました。15
 時のスキャンの前に、エムが
便
 びん
 箋
 せん

 を出して読もうとしていたことを。自分が
撃
 う

 たれたことによって、うやむやになってしまっていたはずです。

「ねえ、エムさん──」

　レンは
振
 ふ

 り向くと、10
 メートルほど
離
 はな

 れた位置にしゃがむエムに、

「なんか、さっき、手紙みたいなのを読もうとしていなかった？　いいの？」

「あ！」

　エムの本気で
驚
 おどろ

 いた顔を見るに、完全に忘れていたようです。

「教えてくれて助かった。15
 時ちょうどに読めと言われていたんだ」

　エムは、
腕
 うで

 のポケットから
便
 びん
 箋
 せん

 を取り出すと、開いて、読み始めました。

　これで一安心と思って、レンはエムの顔から周囲の
警
 けい
 戒
 かい

 へと視線を
戻
 もど

 しました。手紙を読んでいる間くらい、自分がエムを守らねばなりません。

　一体
誰
 だれ

 からの手紙だか、そして何が書いてあるのか気にはなりますが、他人への手紙を
覗
 のぞ

 き見るなんてマナー
違
 い
 反
 はん

 なことは、たとえヴァーチャル世界でもやりません。ＶＲゲーム内でも手紙って書けるんだ
渡
 わた

 せるんだと、レンはそれだけ感心しました。

　視界に広がるのは、岩と
砂
 さ
 礫
 れき

 の
荒
 こう
 野
 や

 。構えているＰ９０は、いつでも
撃
 う

 てます。

　ストレージから新しいマガジンを二本出したので、身につけているのは
銃
 じゆう

 に装着しているのも
含
 ふく

 めて七本に戻りました。

　ついでに、念のためにストレージに入れておいたプラズマ・グレネードを二つ、実体化させて
左
 ひだり
 腰
 こし

 の後ろにぶら下げておきました。

　次の
戦
 せん
 闘
 とう

 になったら、絶対に撃ってやる。たとえ死ぬことになっても、一人か二人、できればもっと殺してからにしてやる。もうダメだと分かったら、腰のグレネードのスイッチを
押
 お

 して
突
 つ

 っ込んでやる。

　冷静に闘争心をたぎらせながら、そして五感を
研
 と

 ぎ
澄
 す

 ませながらスキャンまでの時間を待つと、後ろでエムが手紙をしまう音がしました。

　そして、立ち上がる足音も。

　下が砂礫だと、足音もはっきり聞こえるなと、レンは再認識しました。これは、数メートル
離
 はな

 れていても聞こえるでしょう。この場所で待ち
伏
 ぶ

 せする際は、うかつに足を動かさない方がいいでしょう。

　さくっ、さくっ、とエムの足音が聞こえます。それが、自分に近づいてきます。腕時計の時間は15
 時09
 分。

　作戦会議で地図でも見せるのか？　それとも手紙だろうか？

　そう思いながら、レンがくるりと
振
 ふ

 り向くと──、

「え？」

　エムは２メートル手前に立っていて、右手だけでＨＫ４５を構え、その銃口をピタリと自分の顔に向けていました。

「すまん」

　エムが撃ちました。

　レンは、ＨＫ４５の大きな銃口が光るのを、はっきりと見ました。
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　第十一章　「デスゲーム」










　レンは、ＨＫ４５の大きな
銃
 じゆう
 口
 こう

 が光るのを、はっきりと見ました。

　そして右耳の
脇
 わき

 を４５口径の
弾
 だん
 丸
 がん

 が通り
抜
 ぬ

 ける音を、しっかりと聞きました。

　もし、考えるより早く動いていなかったら──、

　
鍛
 きた

 え上げた
敏
 びん
 捷
 しよう
 性
 せい

 をフルに
発
 はつ
 揮
 き

 して体を
捻
 ひね

 っていなかったら──、

　弾丸は右目に命中していて、せっかく復旧させたヒットポイントを全損させて、一発
即
 そく
 死
 し

 させてくれていたことでしょう。

　エムはすぐさま右手を
振
 ふ

 り、レンの頭へと
狙
 ねら

 いを
追
 つい
 尾
 び

 。

　レンには、世界がスローモーションに見えていました。自分の顔に
迫
 せま

 ってくるバレット・ラインが、実によく見えました。それを
避
 さ

 けるように、さらに体を左に捻ります。

　再びの
発
 はつ
 砲
 ぽう

 。
弾
 たま

 は再び頭部をかすめて、今度は愛用のニットキャップをはぎ取っていきました。わずかでも体の動きを
緩
 ゆる

 めていたら、
撃
 う

 たれていたことでしょう。

　理由はまったく分かりませんが、
状
 じよう
 況
 きよう

 は分かります。

　エムに撃たれている。殺されそうになっている。しかも問答無用。

　３発目を撃とうとするエムの顔は、いつもの
厳
 いか

 ついそれで、感情がまったく読めません。しかし、読む必要もありません。

　レンの考えていたことは、ただ一つ。

　殺されて、たまるか。

　レンの左足が
砂
 さ
 礫
 れき

 をしっかりと
捕
 と

 らえ、反発力を生み出す足場になりました。３発目のバレット・ラインが自分へと近づいて、右目を捕らえようとした
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、

「たっ！」

　レンは逆へと飛びました。このまま体を左に
逃
 に

 がしても、いつかは銃弾に
捕
 つか

 まるのは
間
 ま
 違
 ちが

 いありません。

　ならば、もう、手段は一つ。

　逆をついてやる！

　タイミングを一つ間違うと自分から撃たれにいくことになる危険な
賭
 かけ

 に──、レンの敏捷性が勝ちました。

　勢いよく右前に
跳
 と

 んだレンの体、その左脇５センチのところを、バレット・ラインを消しながら銃弾が通過していきました。スリングで
提
 さ

 げていたＰ９０からは、１センチもない
距
 きよ
 離
 り

 でした。

　大きなサイドステップをしたレンは、右足で着地。この時点で、エムまでの距離は１メートルもなく、ＨＫ４５まではもっと近く、わずか30
 センチほど。手を
伸
 の

 ばせば、十分に届く
距
 きよ
 離
 り

 。

「やっ！」

　レンは、右手で張り手を食らわすように、ＨＫ４５へと手を
振
 ふ

 り上げました。
弾
 はじ

 き落とされまいと、エムが右手を外に
逃
 に

 がして──、

　レンの小さな手は、ＨＫ４５の側面とエムの太い親指だけを素早く
撫
 な

 でて、そのまま上へと振り切れました。

　ＨＫ４５を守りきったエムは、目の前の小さな体を見下ろしながら、再び
銃
 じゆう
 口
 こう

 をレンの
額
 ひたい

 へと向けて、

「あはは」

　笑うレンと目が合ってから、
躊
 ちゆう
 躇
 ちよ

 なく引き金を引きました。





　引けませんでした。

　ＨＫ４５の引き金は、動くことを
拒
 きよ
 否
 ひ

 しました。引き金が動かなければ、
発
 はつ
 砲
 ぽう

 はできません。

　エムの両目が大きく見開かれて、そして映しました。自分の右手、そこにある愛銃、その安全装置の小さなレバーが、上がっている様子を。

　レンの小さな手が
狙
 ねら

 ったのは、ＨＫ４５を自分の手から弾き飛ばすことではなく──、

　ただ安全装置をかけることだったのだ。

　それに気付いたのとまったく同時に、エムの右手に痛みが走りました。





　大きな体と小さな体の間で、Ｐ９０がフルオートで
吠
 ほ

 えました。

　本当に
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 の発砲でしたが、ばららっ、と小気味いい音が
響
 ひび

 いて、３発の
弾
 だん
 丸
 がん

 が発射されました。小さな弾頭は、エムの右手首に赤い
被
 ひ
 弾
 だん

 エフェクトを
煌
 きら

 めかせ、反対側まで
突
 つ

 き
抜
 ぬ

 けて空へと消えていきました。

「がっ！」

　力が
緩
 ゆる

 んだエムの右手から、安全装置がかかったＨＫ４５が落ちていき、それが半分砂に
刺
 さ

 さったのと同時に、

「動くな」

　レンが
右
 みぎ
 腕
 うで

 で突き上げたＰ９０の銃口が、エムの首筋へとめり込んでいました。





「ちょっとでも動いたら思いっきり引き金を引くよ！　エムさん！」

　レンは、多分今までの人生で一番の
大
 だい
 絶
 ぜつ
 叫
 きよう

 をしました。左腕では腕時計が
震
 ふる

 えていますが、そんなことはもう構っていられません。

　エムの
巨
 きよ
 体
 たい

 の一部が１ミリでも動いたら、このまま一気に引き金を最大限引き
絞
 しぼ

 り、マガジンに残った47
 発全弾を、首から顔にかけてシャワーのようにぶちまけるつもりでした。
耐
 たい
 久
 きゆう
 力
 りよく

 の高そうなエムですが、まず死ぬでしょう。

「…………
 」

　エムは、
喉
 のど
 仏
 ぼとけ

 の
左
 ひだり
 脇
 わき

 に
銃
 じゆう
 口
 こう

 を
突
 つ

 きつけられたまま、こっちを見下ろしていました。

　その
厳
 いか

 つい顔が、両目と口を開いたまま、時間が止まったかのように固まっていました。

「そのままで聞いて。まずは──」

　レンは、にっこり笑って、

「いつか使うかもしれないからって、安全装置の場所を教えておいてくれて、本当にありがとう。役に立ったよ！」

「…………
 」

「その上で聞きたいんだけど──、なんで？」

「…………
 」

「なんで、わたしを殺そうとしたの？　理由がちゃんとあれば、聞く」

「…………
 」

「せっかくここまで、二人で戦ってきて、助けてももらって、こうして最後の二チームまで残ったのに、なんで？　別に、絶対に優勝しないとダメって言うつもりはないけど、訳も分からずに殺されるのは納得がいかない。試合続行不可能なら、まずは相談してくれればいいじゃない！　
違
 ちが

 う？」

「…………
 」

「答えてくれないのなら、別に、いい。じゃあこの先は、どのみち、わたし一人で戦って──」

　言いながらレンは、Ｐ９０を
突
 つ

 き出す力をぐっと増しました。

「いやだあああああああああああああああ！　死にたくないっ！　──どどどどどうか……、ままま待ってください！　どうか……、お願いしますっ！　
撃
 う

 たない、でください……。
嫌
 いや

 だあ！　
止
 や

 めてください！」

　その
絶
 ぜつ
 叫
 きよう

 と弱々しい敬語がエムの言葉だと理解するのに、レンはしばらくかかりました。





　レンは、Ｐ９０を引きながら、一気にバックステップをしました。

　まるでワープでもしたかのような、素早すぎる
跳
 ちよう
 躍
 やく

 で一気にエムとの
距
 きよ
 離
 り

 を取ると、Ｐ９０をしっかりと
肩
 かた

 に付けて構え、照準器でエムの顔面を
捉
 とら

 えました。

　引き金に指はかけっぱなしですから、バレット・サークルはエムの顔の上で、激しい
鼓
 こ
 動
 どう

 に合わせて収縮を
繰
 く

 り返しています。

　そのエムにはさぞかし、まばゆいバレット・ラインが見えていることでしょう。視界は真っ赤に染まっていることでしょう。

「う、うう……」

　エムが
呻
 うめ

 き声を上げながら、ゆっくりと
膝
 ひざ

 を落としていきました。レンは
慎
 しん
 重
 ちよう

 に見守りつつ、その
狙
 ねら

 いを、頭へと付け続けました。

　太い
両
 りよう
 膝
 ひざ

 が
砂
 さ
 礫
 れき

 にめり込む音がして、それから、
巨
 きよ
 体
 たい

 は力なく
腰
 こし

 を下ろしました。別に命令したわけではありませんが、正座する形になりました。立ったままのレンと、座ってもほとんど同じくらいの大きさがあるエムが、３メートルほどの
距
 きよ
 離
 り

 で
対
 たい
 峙
 じ

 しました。

「
撃
 う

 たないで……、ください……」

　そのエムから、弱々しい声が届きます。言いながらうつむいたエムの顔は、ブッシュハットの広い
鍔
 つば

 に
覆
 おお

 われて見えなくなりました。

　レンは、ブッシュハットの頭にサークルを重ねながら、

「理由を聞くまでは、絶対に撃たない。つまり、教えてくれなければ、撃つ」

「死んでしまいます……」

「まあ、そうね」

「
僕
 ぼく

 は、死んでしまうのです……」

　僕？　レンは
突
 とつ
 然
 ぜん

 変わったエムの
一
 いち
 人
 にん
 称
 しよう

 に背筋をぞくっと
震
 ふる

 わせると、

「敬語をやめて！　変な感じがする！」

　今まで〝
親
 しん
 戚
 せき

 のおじさん〟と思っていた相手が、〝年下の
従兄弟
 いとこ

 の小学生〟に急に変わったみたいで、
違
 い
 和
 わ
 感
 かん

 が大きすぎて落ち着きません。

　まるで、中の人が入れ
替
 か

 わったかのようです。レンはもちろんやったことはありませんが、アミュスフィアさえ借りられれば、そのキャラクターは動かせるのです。

「まさか──、プレイヤーが変わってない？」

　エムは敬語をやめず、弱々しく言います。

「変わってません……。こっちが、地の僕です……。そしてあなたが……、今、僕を、撃ったら……、僕は、死にます……。死んでしまいます……」

　コイツは何を言っているのだ？　レンの頭の中で
疑
 ぎ
 問
 もん
 符
 ふ

 が飛び交って、

「そりゃあ、キャラクターは死ぬよ？　でも、ＧＧＯの中で、ＳＪの中で死ぬだけだよ？　この大会にはデスペナルティもないし、武器や装備のランダム・ドロップもないし──」

「そうじゃないんですっ！」

　エムが一気に顔を上げて、レンは、

「うげっ」

　あんまり見たくないものを見てしまいました。

　ゴツいエムが、両目からダラダラと
涙
 なみだ

 を流している様子を。なまじアバター外見がマッチョ男なものですから、そのインパクトはなかなかのもの。

「〝そうじゃない〟って、じゃあ……、どうなのよ？」

「僕が、もし、これから、ＳＪで死んだら……、リアルの僕も、本当に、死んでしまうんですっ!!
 」

「…………
 。あたま、
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 ？」

　
呆
 あき

 れながら、レンは本当にデスゲームになってしまった『ソードアート・オンライン』のことを思い出していました。

　あれはたしか、《ナーヴギア》という機械を使っていて、ゲーム内のキャラクターが死んだら、プレイヤーの脳を焼き切る電気信号が発せられる仕組みでした。頭に殺人電子レンジを
載
 の

 せているようなもので、ニュースを聞いたときは本当に
恐
 きよう
 怖
 ふ

 を感じたものです。

　もちろん、今使っている機械、アミュスフィアにはそんな機能は
皆
 かい
 無
 む

 です。

「ソードアート・オンラインじゃないんだから、そんなことにはならないでしょう？　何か
勘
 かん
 違
 ちが

 いしているの、エムさん？」

「…………
 」

「それに、さっきまで
普
 ふ
 通
 つう

 に戦っていたし、
撃
 う

 たれてもいたし──」

　そこまで言っておいて、レンは気付きました。エムが
豹
 ひよう
 変
 へん

 した理由に、たった一つだけ思い当たったからです。

「エムさん……。悪いんだけど、教えて。さっきの手紙、何が書いてあったの？」

　びくっ、とエムが
震
 ふる

 えて、顔から
涙
 なみだ

 がぼたぼたと落ちました。鼻水までが
豪
 ごう
 快
 かい

 に垂れています。そんなところまでゲームで再現しなくてもいいのにと、レンは思いました。

「…………
 」

　エムは何も言わずに、その代わり、
袖
 そで

 のポケットにゆっくりと右手を
伸
 の

 ばし、
便
 びん
 箋
 せん

 を取り出しました。大きくうつむいて、右手をぐっと伸ばして、レンに差し出したのです。

「読んでいいってことね？」

　こくん、と大きな頭が
頷
 うなず

 くのを見て、

「じゃあ、取るけど、何か変な動きをしたら撃つから」

　レンは言いながら、
狙
 ねら

 いを動かさずにゆっくりと近づいて左手を伸ばし、さっと便箋を
奪
 うば

 い取ると、再び素早いバックステップをして
距
 きよ
 離
 り

 を取りました。

「読むよ？　いいよね？」

「はい……」

　レンは、左手だけで便箋を開きました。逆さだったので、その位置を直そうとして、一度落としそうになって
慌
 あわ

 てました。

　右手でＰ９０の狙いを付けながら、左手で便箋を目の前に持ってきて、

「読むよ」

　そこに書いてある日本語を読むのです。

　そこには、ペン講座の見本のような達筆で、まずはこう書かれていました。

『やほうエム。
奮
 ふん
 戦
 せん
 中
 ちゆう

 かね？　ちょうど１時間が
経
 た

 ったら読むように言いつけておいたけど、破ってないだろうね？　破っていたら殺すよ？　今すぐしまえ』

　いきなり
物
 ぶつ
 騒
 そう

 な言葉が並びました。そして、なんでエムが15
 時に読もうとしたのかが、よく分かりました。

　文章は続きます。

『私の代わりに参加してるんだから、代わりに存分に楽しみなさいよ！　これはゲームであって、遊びなんだからね！　１時間以内でふがいない死に方をしたらブチ殺すからね。でも、たった二人で１時間以上生き残ったのなら、本当にすごいよ。頭ナデナデして
褒
 ほ

 めてやるよ』

　なんとまあ、もし読む前に死んでいたら、やっぱり死んでいたことに。

　そして、最後のパートは、

『そのあとに死んだら、やっぱり殺すからね。自殺もダメね。なんとしても生き残りなさいな。バトルは
緊
 きん
 張
 ちよう
 感
 かん

 がないと、やっぱり楽しめないよね！　さあさあ、存分に楽しめっ！　生を感じなさい！　いじょー』





　レンは一応裏も見てみましたが、文字はそれだけでした。

　左手だけで器用に折りたたむと、ひとまずそれを、自分の
腰
 こし

 のベルトに
挟
 はさ

 みました。左手をＰ９０に
添
 そ

 え直して、再びしっかりと
狙
 ねら

 いを付けて、

「これを書いたのは
誰
 だれ

 ？　って聞くまでもないか……。ピトさんよね？」

「そ、そうです……」

「まあ、なんだ、あの人の書きそうなことだね」

　レンは、顔に入れ
墨
 ずみ

 を走らせたピトフーイの
爽
 さわ

 やかな笑顔を思い
浮
 う

 かべながら、正直な感想を
漏
 も

 らしました。そして、

「でもさ、〝死ぬ〟とか〝殺す〟とかって、ゲームの中の話でしょ？」

　とても常識的な判断で、そうエムに告げました。

　ＧＧＯの中では──、

　誰もが〝
撃
 う

 つ〟だの〝殺す〟だの〝死んだ〟といった言葉を
普
 ふ
 通
 つう

 に使いますが、それらは
全
 すべ

 てゲームの中でのことです。いちいち、そしてわざわざ〝リアルでの人間の死〟など想像しません。

　また〝お前達は、死ぬという意味が本当に分かっているのか？〟などと、現実とゲームを混同して
怒
 おこ

 るようなバカはいません。

　エムが、
熊
 くま

 のような
巨
 きよ
 体
 たい

 が、顔を上げました。
涙
 なみだ

 と鼻水でぐちゃぐちゃになった顔を。

　そして、笑いました。

「ははははっ！　あなたはなんにも分かっていないんですよ」

　あまりにも不気味な笑顔に、

「わ──」

　レンは、
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 言葉に
詰
 つ

 まりました。エムの顔に重なるバレット・サークルの収縮速度が、
跳
 は

 ね上がりました。

「分かっていない、って……、何が？」

「ピトフーイの頭のおかしさに、です」

「…………
 」

「あの女は、殺すと言えば、リアルで本当に殺しますよ。ゲームの中の殺し？　あははははっ！　そんな
甘
 あま

 いことのワケがないでしょうっ！　リアルで殺すってことが、
僕
 ぼく

 には分かるんですよ！　そして、あの女は、僕がすぐに分かるってことを絶対に分かっていて、この手紙を書いたんですよっ！　１時間楽しめとか言っておいて、この仕打ちだっ！　やっぱりデスゲームに
憧
 あこが

 れているんだっ！　あの女は
未
 いま

 だに、あのゲームに心を
囚
 とら

 われているんだっ！　イカレてるんだっ！　あはははは、あの女らしいや！　あははははははっ！」

「…………
 」

　レンは、軽く
目
 め
 眩
 まい

 がしてきました。

　リアルのピトフーイとエムが知り合いなのはいいとして、じゃあ一体、二人の間にどんな関係があるのか。

　かつて〝知らなくてもいい〟と思ったレンですが──、

　今は〝知りたくない〟に変わってきました。

　かつて〝知りたい〟と思っていたピトフーイのリアルも──、

　今は〝知りたくない〟に変わってきました。

　とはいえ、エムとの会話は続けねばなりません。

「エムさん……。つまり、あなたはこう言いたいの？　手紙の通り、これからあなたがＳＪで戦死したら、リアルのあなたは、リアルのピトさんに、殺されてしまうと」

「さっきからそう言ってるでしょうっ！」

　弱々しい口調での
絶
 ぜつ
 叫
 きよう

 でした。

「…………
 」

　リアルのエムは
俳
 はい
 優
 ゆう

 であり、演技がとても上手である──、

　そんな可能性はまだ残るのですが、レンはひとまず、Ｐ９０の引き金から指を
離
 はな

 しました。

　バレット・サークルが消えて、

「あ、ありがとうございます……。
怖
 こわ

 かったんです……。死にたくない……」

　バレット・ラインが見えなくなったエムからは、そんな言葉。

「じゃあ、なんでわたしが殺されなくちゃならないのよ？」

　レンの質問に、

「リーダーに……、と思って……」

　エムはぼんやりと答えました。

　レンは２秒ほど考えてから、

「リーダーになって、どうするの？」

「降参ができます。手紙には降参のことは何も書かれていなかったから、言い訳が通用します」

「そんな、
頓
 とん
 知
 ち

 みたいな……」

　レンは、
呆
 あき

 れました。

「でも！　説明は降参したあとで、ちゃんとしようと思ってました……」

「ふっ！　わたしの
敏
 びん
 捷
 しよう
 性
 せい

 を
甘
 あま

 く見たね？」

　
冗
 じよう
 談
 だん

 めかして笑顔で言ったレンですが、

「そうですね。
黙
 だま

 ってプラズマ・グレネードを投げれば、よかったです。本当に、
後
 こう
 悔
 かい

 してます」

　エムからは真顔で返されました。

「…………
 。まあ、それはさておき──」

　レンは、言いながら左手で
便
 びん
 箋
 せん

 を取ると、

「こんな返し方でごめん」

　それを、エムの前に放りました。それから、
腕
 うで
 時
 ど
 計
 けい

 を見ます。15
 時10
 分から３分半が過ぎていました。

「スキャン、とっくに終わってるだろうなあ……」

　念のために
左
 ひだり
 胸
 むね

 ポケットから
端
 たん
 末
 まつ

 を出して、スイッチを入れてみましたが、

「やっぱり」

　地図しか出ませんでした。

　相手は、３分以上前にこの場所が分かっていて、向かっている最中でしょう。見通しがいい場所だったら、さっきみたいに
狙
 そ
 撃
 げき

 されていたかもしれません。

　もう、ここで
仲
 なか
 違
 たが

 いしている時間などありません。

　レンは考え──、

「まあいいか」

　
呟
 つぶや

 きました。

　レンは端末を、元あった場所にしまいました。そして、

「エムさん！　もういいから！　ここからはわたしが一人で戦う！　エムさんはどっかに
隠
 かく

 れていて、死なないようにね！　わたしが敵チームに
倒
 たお

 されたら、リーダーマークが移るから、さっさと降参すればいい！　今までありがと！　じゃあね！」

　早口で言うだけ言うと、
踵
 きびす

 を返して走り始めました。

　背中から
撃
 う

 たれることを一応
警
 けい
 戒
 かい

 して、すぐに近くにあった岩の
陰
 かげ

 に入ると、再び全力ダッシュ。

　
撃
 う

 たれることは、ありませんでした。

　レンは、どっちへ向かうか
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 
悩
 なや

 んでから、

「よし！　
目
 め
 一
 いつ
 杯
 ぱい

 暴れるか！」

　そう
呟
 つぶや

 きながら、東に向かいました。つまり、敵がやってくる方です。

　岩と岩の間を
縫
 ぬ

 うように全速力で走りながら、レンは左耳の通信アイテムに
触
 ふ

 れました。

　そして、ＳＪ中は切ることはないと思っていたスイッチを、オフにしました。









　一人残されたエムは、その耳で聞きました。

「よし！　目一杯暴れるか！」

　レンの声を。





　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊





　時間は少し
戻
 もど

 って、15
 時11
 分のこと。

　アスファルトの居住区と
砂
 さ
 礫
 れき

 の
荒
 こう
 野
 や

 の境に、小型の軍用トラックが一台止まっていました。荷台の
幌
 ほろ

 や
操
 そう
 縦
 じゆう
 席
 せき

 の側面を、いかにもあとから取り付けた
装
 そう
 甲
 こう
 板
 ばん

 で
覆
 おお

 ったトラックです。

　その
脇
 わき

 に、同じ
迷
 めい
 彩
 さい

 
服
 ふく

 で
揃
 そろ

 えた、六人の女達がいました。

　まずは、１８０センチ
越
 ご

 えの大女、ボス。

　足下には、大きなバックパックが一つ置かれています。バッグの上部からは、収まりきれない
銃
 じゆう
 身
 しん

 が
突
 つ

 き出ていますが、種類が何かまでは分かりません。

　
右
 みぎ
 腰
 こし

 には、黒い自動式
拳
 けん
 銃
 じゆう

 が、プラスチック製ホルスターで収まっています。彼女は三つ編みを
揺
 ゆ

 らしながら、横一列に並んだ五人へと視線を向けて、

「ここから西へ２キロに、最後の
獲
 え
 物
 もの

 がいるよ！　さあ、仕留めるよみんな！」

　ドスの利いた声で
叫
 さけ

 んでいました。

「やりましょう！　ボス」

　まず
応
 こた

 えたのは、レンを
狙
 そ
 撃
 げき

 した、そしてドラグノフを背負ったトーマ。すらりと背の高い
黒
 くろ
 髪
 かみ

 の女で、ドラグノフ用マガジンポーチを腰の横にいくつも付けて、体の前には
胸
 むね

 をカバーする
防
 ぼう
 弾
 だん

 プレートだけ。スナイパー独特の、
伏
 ふ

 せ
撃
 う

 ちがしやすい装備になっています。

「最後の戦いだね！　気合いが入るよ！」

　そして、
幅
 はば

 の広いスリングでＰＫＭを体の前に
提
 さ

 げたソフィー。六人の中では一番背が低いのですが、その分横に広く、
厳
 いか

 つい顔も相まって、見た目はファンタジー世界のドワーフのよう。長い茶髪は、頭の後ろで乱暴に一つにまとめられています。

　巨大な
戦
 せん
 斧
 ぷ

 でも背負っていたら似合いそうですが、さすがに
違
 ちが

 いました。彼女の背中にあるのは予備の
弾
 だん
 薬
 やく
 箱
 ばこ

 を入れた大型バックパックで、ＰＫＭの
替
 か

 え
銃
 じゆう
 身
 しん

 の
先
 せん
 端
 たん

 が
突
 つ

 き出ていました。

「アイツら
倒
 たお

 したらもう暴れられないのか！　残念！」

　もう一人のＰＫＭマシンガナー、ローザ。
年
 ねん
 齢
 れい

 としては一番上に見えて、背も高くがっしりとした体つき。短い赤毛のそばかす顔で、
肝
 きも

 っ玉お母さん、といった様相です。背中には同じくリュックと、替え銃身。このリュックの後ろには、プラズマ・グレネードを左右それぞれ三つずつ
提
 さ

 げていました。

「まあ、そのへんは優勝してから考えましょう。お姉様方」

　
妖
 よう
 艶
 えん

 な口ぶりで
応
 こた

 えたのが、アンナ。二十代前半ほどと、このチームでは一番若く見えるメンバーです。緑のニットキャップの下は、ウェーブのかかったセミロングの
金
 きん
 髪
 ぱつ

 。そして、
瞳
 ひとみ

 を
隠
 かく

 すサングラス。

　彼女もやはりスナイパーで、四倍スコープを付けたドラグノフを背負い、
胸
 むね

 の前には
双
 そう
 眼
 がん
 鏡
 きよう

 を提げています。

「最後はオレの
一
 いち
 撃
 げき

 で決めたいなあ」

　最後の一人は、ターニャ。
小
 こ
 柄
 がら

 な、とはいえ１６０センチはありそうな体格に、銀色のベリーショート。
鋭
 するど

 い目つきと顔つきは、まるで
狐
 きつね

 のようです。
右
 みぎ
 腰
 こし

 にはボスのと同じ
拳
 けん
 銃
 じゆう

 のホルスター。拳銃を持っているのは、ボスと彼女だけです。

　ターニャが両手で抱えているのは、ロシア製のサブマシンガン《ＰＰ─１９　ビゾン》。ＡＫシリーズを小さくしたような外見ですが、
特
 とく
 徴
 ちよう
 的
 てき

 なのは銃身の下についた
円
 えん
 筒
 とう
 形
 けい

 の〝ヘリカルマガジン〟です。

　これは弾丸を
螺
 ら
 旋
 せん
 状
 じよう

 に送り込む構造で、これにより多弾数を実現しています。９×１９ミリパラベラム弾を使うターニャのビゾンは、一マガジンの装弾数は実に53
 。レンのＰ９０を上回る
継
 けい
 続
 ぞく

 射撃が可能です。

　銃口の先にも、円筒形の
筒
 つつ

 がついていました。こちらはサプレッサーで、うるさい銃声を大きく
抑
 よく
 制
 せい

 します。





　こうして、全部ロシア製の銃器で
揃
 そろ

 えている彼女たちですが、ＧＧＯにおけるロシア製銃器には、共通の
特
 とく
 徴
 ちよう

 があります。

　それは──、〝性能の割には値段がずっと安い〟ということ。

　単純な性能だけを考えれば、アメリカや
欧
 おう
 州
 しゆう
 製
 せい

 の銃に負けるのですが、そこに〝値段〟というパラメーターが加われば、ぐっと有利に。銃も
弾
 たま

 も、購入に必要なクレジットを低く
抑
 おさ

 えることができます。

　理由は、ＧＧＯプレイヤーにいろいろと語られています。

〝元々ロシア製の銃は安いからだ〟という意見や、

〝アメリカのゲームなので、不当に安物
扱
 あつか

 いされているのだ〟という意見も。

　中でも、最もそれっぽいとされているのが、

〝ロシアの
銃
 じゆう
 器
 き

 メーカーが、ライセンス料を安くしたのだ〟

　というもの。

　ゲームの中とはいえ、実名で商品を登場させる以上、車でも飛行機でも銃でも、今やメーカーの許可なしにはできません。

　外見から音から性能から、銃器の完全再現にこだわるＧＧＯは、
全
 すべ

 てライセンスを取得しています。たとえそれが、〝未来に
発
 はつ
 掘
 くつ

 、再現された武器〟という設定であっても。

　そのライセンス料を
猛
 もう
 烈
 れつ

 に安く設定して許可を出し、ＧＧＯ内ではロシア製銃器が安く、つまり人気が出るようにしている、というのが一番有力な意見。

　もっとも、運営団体のザスカーが何もアナウンスしていないので、真相は不明です。

　さらにいえば、ＧＧＯで人気があるのは、それでもやっぱり、アメリカや
欧
 おう
 州
 しゆう
 製
 せい

 の武器です。





「よし！　気合い十分だな！」

　仲間達からの
頼
 たの

 もしい、そして楽しそうな声を聞いて、ボスはお下げを
揺
 ゆ

 らしながら笑顔を見せました。

「さあ行こう！　ウサギ
狩
 が

 りだ！」

　すると、アンナがいきなり歌い出しました。

「うーさーぎ、おーいし、かーのーやーまー」

　
吹
 ふ

 き出した他のメンバーの中で、トーマだけが真顔で、

「その歌……、〝ウサギ
美味
 おい

 しい〟じゃないんですよね？」

　ドワーフのマシンガナー、ソフィーが、

「
違
 ちが

 うよ！　〝おいし〟だから、追いかけるんだよ！　でもまあ、なんで追いかけたかというと、ズバリ
美味
 うま

 いからだけどね！　美味しくないのに追いかけるわけないじゃん！」

「なるほど！　やっぱり食べるんですね！」

　トーマが
皆
 みな

 から
遅
 おく

 れて笑顔に。

　ボスは、

「ま、今回のウサギは
捕
 と

 らえても食うなよー。多分美味くないぞー」

　五人から
爆
 ばく
 笑
 しよう

 が起こって、

「だが、全力で狩れ！　ここまで生き残ってきたウサギだ。絶対に油断はするな！」

　ボスは全員の顔を
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 で引き
締
 し

 めました。

「ヤツの
牙
 きば

 には注意しろ！　行くぞ！」

　五人の声が、
揃
 そろ

 って
荒
 こう
 野
 や

 に
響
 ひび

 きます。

「ウルラァァァァァァァァァァー！
 」
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　ピンクのウサギは、

「どうするどうするどうする？　一人でどうする？　ホントにどうする？」

　
呟
 つぶや

 きながら走っていました。

　
腕
 うで
 時
 ど
 計
 けい

 を見ると、15
 時16
 分過ぎ。たとえ人間の足であっても、全力で向かってきていればそろそろ
接
 せつ
 触
 しよく

 があってもおかしくない時間です。

　レンは一度走るのを
止
 や

 めて、大きな岩の
陰
 かげ

 に身を
潜
 ひそ

 めました。

　スッとしゃがむと、短い
茶
 ちや
 髪
 ぱつ

 が
頰
 ほお

 に
触
 ふ

 れて、

「あ、そうか……」

　レンは、ニットキャップをエムに
吹
 ふ

 っ飛ばされたことにようやく気付きました。

　お気に入りを！　と少し立腹しながら、まあ頭でなくてよかったと、レンは首に巻いていたバンダナを外して、頭を
覆
 おお

 って巻きます。

　手を動かしながら、さっきの
瞬
 しゆん
 間
 かん

 を思い出して、ホッともしますし、危ういところだったと、
怖
 こわ

 くもなります。

　そして──、自分を
誇
 ほこ

 らしくも思います。

　目の前からの
銃
 じゆう
 撃
 げき

 を、
避
 さ

 けることができるとは。

　この体は、
敏
 びん
 捷
 しよう

 
性
 せい
 能
 のう

 に
優
 すぐ

 れた素晴らしいものです。あとは、自分が常に精神集中を
怠
 おこた

 らず、バレット・ライン、または銃口をしっかりと見ていれば、あんな
凄
 すご

 いこともできるんだと。

　後ろ手にバンダナをしっかり結んで、

「うし！」

　ひときわ、気合いが入った気がしました。

「さあ、ラストバトル！　やってやるぞー！」

　レンは自分を
鼓
 こ
 舞
 ぶ

 しました。

　ここから先は、
頼
 たよ

 れるのは
己
 おのれ

 と己の持つ武器だけです。

　武装は、まずは愛銃、ピーちゃんことＰ９０。すぐに使えるマガジンは七本。ストレージに一本。
残
 ざん
 弾
 だん

 ３９７発。

　
腰
 こし

 の
左
 ひだり
 脇
 わき

 に、プラズマ・グレネード２発。後ろに、
押
 お

 しつけられたコンバットナイフが一
振
 ふ

 り。

　救急
治
 ち
 療
 りよう

 キット──、ナシ。

　相手がどんな連中か、ほとんど不明。しかし、スナイパーとマシンガナーは確実で、当然複数。しかもここまで生き残ってきた
猛者
 もさ

 。

「さあ、ラストバトル！　やってやるぞー！　ま、できるところまでは」

　レンは言い直しました。

　そして、

「わたしの利点を最大限に生かすには、どうすればいい……？」

　
呟
 つぶや

 きながら考えるのです。

　これまでどうやって戦ってきた？　どうやって生き残ってきた？　五人を
倒
 たお

 せたのはなぜ？

　相手はこっちをどう思っている？　そして、どう
攻
 せ

 めてくる？

「…………
 」

　思考を終えて、レンは時計を見ました。

　15
 時17
 分。

「サテライト・スキャンまで、あと３分……」

　レンは、Ｐ９０をしっかりと
握
 にぎ

 りしめて、

「よっしゃあ……。走るぞ！」

　
砂
 さ
 礫
 れき

 を
蹴
 け

 って、
足
 あし
 跡
 あと

 を残しながら、風のような
疾
 しつ
 走
 そう

 を始めました。

　その
雄
 ゆう
 姿
 し

 を、空中から
中
 ちゆう
 継
 けい

 カメラが追いかけていきます。









「べ、別に、
僕
 ぼく

 は悪くない！　こ、これでいいんだ！」

　岩の
荒
 こう
 野
 や

 に一人、
叫
 さけ

 んでいる男がいました。

「あの女の
怖
 こわ

 さを、みんな知らないんだ！　だから勝手なことを言えるんだ！　僕は何も
間
 ま
 違
 ちが

 っていない！　死ぬのが怖くて何が悪い！」

　自己弁護の
台詞
 せりふ

 を連発するエムですが、聞いている人は
誰
 だれ

 もいませんでした。

　映す価値はないと判断されたのか、周囲には中継カメラもありません。

　ただ、彼の前から遠くへと、小さな足跡が延びているだけでした。





[image: 第十二章「ラストバトルは私に」]










　第十二章　「ラストバトルは私に」










　岩と
砂
 さ
 礫
 れき

 の
荒
 こう
 野
 や

 を、六人の女達が進んでいました。

　左上に15
 時過ぎの太陽が見えるので、目指すは西です。

　周囲は岩に
遮
 さえぎ

 られて、視界は一番長く取れて40
 メートルほど。

　そんな場所を、サプレッサーつきビゾンを
隙
 すき

 なく構えた
小
 こ
 柄
 がら

 なターニャが、ポイントマンとして──、つまり先頭に立って移動していました。

　彼女は常に引き金に指を
触
 ふ

 れさせて、バレット・サークルを表示し続けていました。もし敵がいれば、
即
 そく
 座
 ざ

 にサークルを重ねて
発
 はつ
 砲
 ぽう

 する、レーザーサイトと同じ使い方です。

　ターニャは、銀色の
髪
 かみ

 をほとんど
揺
 ゆ

 らすことなく、
岩
 いわ
 陰
 かげ

 から前方を
窺
 うかが

 い、

「前方クリア」

　進む先に敵がいないことを確認してから、後ろにいる仲間を呼ぶのです。

　ポイントマンの任務は、とにかく先頭に立ち、敵を見つけて報告すること。もちろん、一番危険な任務であり、待ち
伏
 ぶ

 せでは真っ先にやられる役回りです。

　残りの五人のうち、マシンガナーのソフィーとスナイパーのトーマ、そして同じくローザとアンナがコンビを組んで、ツーマンセル、つまり〝二人で一つの
細
 さい
 胞
 ぼう

 〟になって行動していました。

　二つのコンビは、ポイントマンの後方30
 メートルほどに位置して左右に広がり、チーム全体の前方と左右を広く守ります。

　チームの中央後方では、

「よし。20
 メートル前進」

　時々岩に登って
双
 そう
 眼
 がん
 鏡
 きよう

 を
覗
 のぞ

 くボスが指揮を
執
 と

 っていました。

　
誰
 だれ

 一人として勝手な行動を取らず、最小限の会話で、じわりじわりと進んでいくのです。





　時間は、15
 時19
 分20
 秒。

「スキャン40
 秒前」

　ボスの声が、ターニャにも届きました。

　前回は後方
警
 けい
 戒
 かい
 中
 ちゆう

 の自分が行いましたが、今度はまったくの逆。後ろでボスが、サテライト・スキャン
端
 たん
 末
 まつ

 を
睨
 にら

 んでくれるはずです。

　スキャン中は、移動を止めて周囲の警戒をします。ターニャは、今いる岩の
脇
 わき

 で足を止めて、
中
 ちゆう
 腰
 ごし

 になりました。

　その
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、目の前の岩から、ピンクのウサギが
跳
 と

 びだしてきたのです。

　ターニャにとって不幸だったのは、耳に入ったボスの報告の声で、接近する軽い足音が
紛
 まぎ

 れてしまったことでした。









　
弾
 だん
 丸
 がん

 のように
突
 つ

 っ走っていたレンは、一つの
岩
 いわ
 陰
 かげ

 から飛び出した
瞬
 しゆん
 間
 かん

 に、

「あ──」

　20
 メートルほど向こうの岩の
右
 みぎ
 脇
 わき

 にいる敵の姿を見つけました。

　緑の
迷
 めい
 彩
 さい

 
服
 ふく

 に、名前も知らない黒い
銃
 じゆう

 。銀色の短い
髪
 かみ

 。

「ああっ！」

　とにかく
驚
 おどろ

 きましたが──、

　向こうもまた、たっぷり驚いている顔をしていました。

　止まるな！

　レンは、走る速度を
緩
 ゆる

 めませんでした。止まったら
撃
 う

 たれるだけです。速い移動こそ自分の持てる最大の
防
 ぼう
 御
 ぎよ
 力
 りよく

 だと、これまでの戦いで証明し続けてきたではありませんか。

　そのレンの後ろを、バレット・ラインが追いかけるように走り──、

　シュココココココココ、という
抑
 よく
 制
 せい

 された銃声が連続で鳴り
響
 ひび

 きました。反動が少ないビゾンは
小
 こ
 刻
 きざ

 みに
揺
 ゆ

 れて、右横へと小さな
空
 から
 薬
 やつ
 莢
 きよう

 を次々に
吐
 は

 き出していきます。

　放たれた
弾
 だん
 丸
 がん

 は
疾
 しつ
 走
 そう

 するレンに追いつこうとしましたが、

「たっ！」

　その前にレンは岩の陰に
隠
 かく

 れました。９ミリ弾の群れは、その岩をガツガツと
穿
 うが

 ちました。

「て──」

　敵発見！　そう言う前に、ターニャは隠れていた岩陰から飛び出しました。その場所を、バレット・ラインとほとんど同時に、Ｐ９０の弾丸がフルオートで
襲
 おそ

 いかかってきました。岩を
削
 けず

 り砂の柱を立てていきます。

　隠れた岩から飛び出しながら撃ったレンは、

　あれを
避
 よ

 けるのかっ！

　視界左脇に
逃
 に

 げていく
人
 ひと
 影
 かげ

 に向けて、フルオートの全力
斉
 せい
 射
 しや

 。Ｐ９０の銃口を左に
振
 ふ

 っていき、今度はさっきとは真逆の
状
 じよう
 況
 きよう

 になりました。逃げる相手を追いかける
射
 しや
 撃
 げき

 。

　そして、逃げる相手の銃口がこちらを向くのを見るやいなや、自分も
猛
 もう
 烈
 れつ

 なダッシュを開始。

　まるで、バレット・ラインを長い刀に見立てての
斬
 き

 り合いでした。

　
双
 そう
 方
 ほう

 が銃口から赤い線を
煌
 きら

 めかせ、横に走る相手へと、
剣
 けん

 を
薙
 な

 ぎ
払
 はら

 っていくかのようです。

　または、子犬同士がお
互
 たが

 いのしっぽに
嚙
 か

 みつかんとぐるぐると回るドッグ・ファイト。

　Ｐ９０の
騒
 そう
 々
 ぞう

 しい銃声と、ビゾンの静かな銃声が、20
 メートル四方ほどの
砂
 さ
 礫
 れき

 の広場で
交
 こう
 錯
 さく

 して──、

　ターニャの背中と
肩
 かた

 から、二回の
被
 ひ
 弾
 だん

 エフェクトが
煌
 きら

 めきました。そして彼女の
撃
 う

 った弾丸は、
全
 すべ

 てレンの背後に消えました。

　二人の
銃
 じゆう

 が共にマガジンの弾丸を
撃
 う

 ち
尽
 つ

 くして、
沈
 ちん
 黙
 もく

 。その
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、

「げっ」

　レンも、

「くっ」

　ターニャも、共に一番近くにあった
岩
 いわ
 陰
 かげ

 へと、
逃
 に

 げました。

　すぐさま、二人は機械のような慣れた手つきで、大きなポーチからそれぞれのマガジンを引っ張り出すと、命を
賭
 か

 けた
交
 こう
 換
 かん

 作業の開始。

　マガジンが大きく、そして銃そのものも大きかったターニャがわずかに
遅
 おく

 れました。マガジンを
嵌
 は

 め込み、
弾
 たま

 を銃に
装
 そう
 塡
 てん

 するためにコッキングレバーを引き始めたとき──、

「っ！」

　赤いバレット・ラインが、サーチライトのように岩陰から
迫
 せま

 ってきて、ターニャは、もうそちらに向けて銃を向ける
零
 ゼロ

 コンマ何秒の
余
 よ
 裕
 ゆう

 すらないと
悟
 さと

 りました。

　ターニャは、愛銃を放り投げました。

　岩陰から飛び出したビゾンは、バレット・ラインに照射された次の瞬間、自分の代わりに撃たれまくって、黒いボディのあちこちからオレンジ色の火花が散りました。

　愛銃が
吹
 ふ

 き飛ばされていくのを見ながら、

「敵一人！　武装はＰ９０！　やたら素早い！」

　そして生まれたわずかな
隙
 すき

 で、仲間へと報告。

　同時に
右
 みぎ
 腰
 こし

 のホルスターに手は
伸
 の

 びていましたが、報告を終えて、そこにあるグリップを
握
 にぎ

 った瞬間──、

　小さなピンク色の
影
 かげ

 が目の前に飛び出してきて、赤い線で、自分の
胴
 どう
 体
 たい

 を真っ二つに
斬
 き

 っていきました。





　始まってから終わるまで、わずか10
 秒ほどの出来事でした。

　まだ、15
 時20
 分のサテライト・スキャンが始まっていません。

　短い間に走り回って、都合１００発近い弾丸を撃ち、

「やった……」

　敵チームを一人減らしたレンですが、次の瞬間、左肩に
鈍
 にぶ

 い痛みを感じ、目の前をキラキラと
輝
 かがや

 く、自分の被弾エフェクトを見ました。

　走れ！

　もはや本能にも近い感覚で、レンは走り出しました。

　バレット・ラインは見えませんでしたが、自分の背後で砂がはじけ飛ぶ音と、
猛
 もう
 烈
 れつ

 にうるさいマシンガンの
銃
 じゆう
 声
 せい

 はよく聞こえました。

　走ってきた方向への全力
疾
 しつ
 走
 そう

 で一つの大きな岩に
隠
 かく

 れると、今度はその岩がガリガリと
削
 けず

 られていきます。先ほどの相手の
攻
 こう
 撃
 げき

 がまるで
児
 じ
 戯
 ぎ

 だったかのような、
猛
 もう
 烈
 れつ

 な
削
 さく
 岩
 がん
 音
 おん

 。

「うひゃあ！　うひゃあ！」

　戦果を上げたことなど喜ぶ
余
 よ
 裕
 ゆう

 も、
空
 から

 になったマガジンを
交
 こう
 換
 かん

 する
隙
 すき

 もなく、レンはひたすら
遁
 とん
 走
 そう

 を始めました。





「よくもお！」

「うらああ！」

　ソフィーとローザ、二人のマシンガナーが、
狂
 くる

 ったように
撃
 う

 ちまくっています。

　小さな岩の上に登って、ストックを
右
 みぎ
 脇
 わき

 に
挟
 はさ

 んで、左手は上部のキャリングハンドルを持って、
腰
 こし

 だめ状態でのフルオート射撃。

　
接
 せつ
 触
 しよく

 した仲間が、
応
 おう
 援
 えん

 に
駆
 か

 けつける間もなく、わずか10
 秒で
倒
 たお

 されたことは、視界左上のヒットポイントゲージを見れば分かります。

　そして、彼女が残したダイイング・メッセージで、敵の数と武装も。

　岩の上からだと、よく見えます。ピンクの小さな
影
 かげ

 が、
岩
 いわ
 陰
 かげ

 を伝いながら、ちょこまかと
逃
 に

 げていきます。

　スナイパーのアンナが、より高い岩によじ登り終えました。その上に立ってドラグノフを構え、スコープを
覗
 のぞ

 き、

「死ね」

　ピンクの背中めがけて射撃。

　しかし、その素早さ
故
 ゆえ

 にタイミングが追いつかず、

「くそっ」

　それは、あとわずかのところで外れ続けました。





「わああああああああああああああああ！」

　レンは
大
 だい
 絶
 ぜつ
 叫
 きよう

 しながら、そして、

　今日何度目だあああああああああああ！

　心の中で
叫
 さけ

 びながら、
銃
 じゆう
 弾
 だん

 の雨あられから逃げ続けました。

　自分の周囲は、またもコンサート会場のように赤い線でキラキラと
輝
 かがや

 き、弾丸が
唸
 うな

 る音も
止
 や

 むことはなく、着弾で
舞
 ま

 い上がった砂は、顔や口の中に降りかかってきます。

「ぺっ！」

　生き残るには、なんとしても
距
 きよ
 離
 り

 を取らねばなりません。

　最初の一人だけは、
偶
 ぐう
 然
 ぜん

 と幸運が重なって倒すことができましたが、もし、あんな猛烈な火力に
挟
 はさ

 まれたら、次はないでしょう。

「ひいいいいいいい！」

　
泣
 な

 き声に近い悲鳴を上げながら、レンは走って走って、一体何十秒走ったのかは分かりませんが、ようやく世界が静かになりました。









　岩の
陰
 かげ

 に、【Ｄｅａｄ】のタグを
煌
 きら

 めかせている、ターニャの死体がありました。

　ＢｏＢやＳＪでは、死んだ、つまりヒットポイントが全損した
瞬
 しゆん
 間
 かん

 の顔のままで死体は残るのですが、ターニャのそれは、目を閉じた笑顔でした。
浮
 う

 かぶのは、一つの仕事をやりきった達成感でした。

　その小さな
肩
 かた

 をポン、と
叩
 たた

 きながら、

「
敵
 かたき

 は取ってやるからな」

　
巨
 きよ
 体
 たい

 をしゃがませていたボスは、小さく語りかけました。

　そして、ターニャの
腰
 こし

 から、
拳
 けん
 銃
 じゆう

 の入ったホルスターを取り外しました。それを、後ろにいるトーマに
渡
 わた

 して、

「お前かソフィーが持っていろ。２、３発ぶち込むチャンスがあるといいな」

「了解」

　トーマが受け取ると、ボスは背負っていた大きなバックパックを
砂
 さ
 礫
 れき

 の上に下ろし、

「最後は、私が殺す」

　中から、黒い
銃
 じゆう
 身
 しん

 を引き
抜
 ぬ

 くのです。









　
容
 よう
 赦
 しや

 のない全力
疾
 しつ
 走
 そう

 で
逃
 に

 げて逃げて、もはやどれくらいの
距
 きよ
 離
 り

 を
離
 はな

 れたのかは分かりませんが、

「はあ……」

　レンはようやく、一息つきました。走ったことで息は切れませんが、精神的に
猛
 もう
 烈
 れつ

 な
疲
 ひ
 労
 ろう
 感
 かん

 があります。

　レンは、大きな岩の陰に
隠
 かく

 れて、小休止。

　まずは、走っている間に見る
余
 よ
 裕
 ゆう

 がなかった、自分のヒットポイントを確認。なにせ全力疾走をすると自転車のような速度が出ますから、前をちゃんと見ていないと、岩に
激
 げき
 突
 とつ

 するのです。

　
肩
 かた

 への
被
 ひ
 弾
 だん

 はかすった程度だったらしく、ヒットポイントゲージは、まだ七割は残っていました。とはいえ、急所でなくても２発か３発で死亡可能なレベルです。回復アイテムは、もうありません。

　そして、終わっているでしょうがサテライト・スキャン
端
 たん
 末
 まつ

 をチェック。予想通り、スキャンは終わっていたので
胸
 むね

 のポケットに
戻
 もど

 しました。

　次に、
空
 から

 っぽになったＰ９０のマガジンを
交
 こう
 換
 かん

 。
突
 とつ
 然
 ぜん

 のこととはいえ、
遠
 えん
 慮
 りよ

 
容
 よう
 赦
 しや

 なく
撃
 う

 ち過ぎて、二本も使ってしまいました。

　すぐさまストレージを操作して、最後の一本を実体化してポーチへ。

　それを合わせても、

「六本。３００発しかないのか……」

　ＳＪの中でレンが撃てるのは、それだけになりました。

　一人
倒
 たお

 すのにまた１００発を使っていたら、当然まったく足りません。あの派手な
銃
 じゆう
 撃
 げき

 ですから、残りが三人ということは、まあないでしょう。

「五人だったら、一人60
 発……」

　それ以上
戦
 せん
 闘
 とう

 で使ったら、あとはもう降参しかありません。プラズマ・グレネードが二つありますが、そしてナイフもありますが、

「うーん、自決用かなあ……」

　とても後ろ向きな言葉。

　そんなレンを
駆
 か

 り立てるように、遠くからマシンガンが
唸
 うな

 り始めました。

「うひゃ！」

　レンは背筋を
震
 ふる

 わせ飛び
跳
 は

 ねると、小さく身を
伏
 ふ

 せました。





　今度は、
継
 けい
 続
 ぞく
 的
 てき

 な連射ではありませんでした。

　たたたたん、たたたたん、という５発くらいの射撃が、１秒おきに
繰
 く

 り返されるのです。

「２００メートルくらい、向こう……」

　
岩
 いわ
 陰
 かげ

 に伏せながら、レンは、エムとの練習を思い出して、だいたいの
距
 きよ
 離
 り

 を測りました。

　近くか遠くかが分かるだけで、安心感が
違
 ちが

 います。あの練習をしておいて本当によかったと思う
瞬
 しゆん
 間
 かん

 でした。

　
着
 ちやく
 弾
 だん
 音
 おん

 が全然聞こえないので、
慎
 しん
 重
 ちよう

 に体と頭を上げると、

「む？」

　バレット・ラインが、空中の高いところに見えました。

　頭上数メートルくらいの位置でしょうか。空にあるラインを、飛来した弾丸が
飛
 ひ
 翔
 しよう
 音
 おん

 と共に素早く消していきます。頭上の右と左に、二つの束になって見えるので、マシンガン２丁が
交
 こう
 互
 ご

 に射撃を繰り返しているようです。

　自分を
狙
 ねら

 ってはいないと理解するのに、それほど時間はかかりませんでした。じゃあエムを狙っているのかというと、
恐
 おそ

 らくそれも違います。

　ただ単に、敵がいるであろう場所に狙いも付けずに撃ちまくっているだけです。

　レンの頭に、ピトフーイの言葉がフラッシュバック。

「レンちゃん、もし対人
戦
 せん
 闘
 とう

 で不利になっても、どんなに
怖
 こわ

 くても、意味のない乱射だけはダメよん。あれはね、
撃
 う

 っている間だけ不安を忘れられる
麻
 ま
 薬
 やく

 みたいなもんでね、
弾
 たま

 はもったいないし、敵には位置を
捕
 つか

 まれる上に〝怖がっている〟ってことがバレるだけの、下策中の下策だから」

　
止
 や

 まない遠くからの
銃
 じゆう
 声
 せい

 と、頭上からかすかに聞こえる
弾
 だん
 丸
 がん

 の
飛
 ひ
 翔
 しよう
 音
 おん

 をＢＧＭに、

「まだ、勝てるかもしれない……」

　レンは、
呟
 つぶや

 きながら、ほくそ笑みました。

　わたしはさっきから怖いけど、当然相手も怖いんだ！

　仲間を一人
倒
 たお

 されて、不安がっているんだ！

　だから、こうして位置も分からないのに撃ちまくってるんだ！

　現金なもので、まだ勝機はあるかもと思った
瞬
 しゆん
 間
 かん

 に──、

　まだ３００発もあるし！　一人10
 発で三十人は殺せるし！

　急にポジティブ思考に切り
替
 か

 わりました。さっと立ち上がると、Ｐ９０を構え、

「よっし……。右からだ」

　自分から向かって右側でバレット・ラインを
煌
 きら

 めかせているマシンガンへと、小走りで進み始めました。

　さっきよりずっと楽な
突
 とつ
 撃
 げき

 でした。相手の射撃音とバレット・ラインが、まるで自分を導いてくれる北極星か
灯
 とう
 台
 だい

 のようです。

　それでも油断はせず、岩と岩の間を
縫
 ぬ

 うように、さっと移動しては
隠
 かく

 れ、ゆっくりと前を
窺
 うかが

 って、またさっと移動する。

　ひりひりとする
緊
 きん
 張
 ちよう
 感
 かん

 を、楽しむ
余
 よ
 裕
 ゆう

 すらありました。

　このまま一人で、残りを全員倒して、自分はＳＪのヒーロー、じゃなかった、ヒロインになれるかもしれない！

　そうしたら、敵前
逃
 とう
 亡
 ぼう

 したエムに、そして訳の分からない指令を出したピトフーイに、
一
 ひと
 泡
 あわ

 も二泡も
吹
 ふ

 かせてやるんだ！

　あるかもしれないヒーローインタビュー、じゃなかった、ヒロインインタビューで、

「いやあ、最後は一人でも楽勝でしたよ？」

　そう言ってやるんだ。

　と、そこまで
妄
 もう
 想
 そう

 したところで、左から音もなく撃たれました。





　１発目は、
左
 ひだり
 腕
 うで

 に命中しました。

　腕全体がじーんと
痺
 しび

 れて、力を失いました。

　直後に２発目が、
左
 ひだり
 腰
 こし

 に命中しました。

　これは幸運にもＰ９０のマガジンポーチに命中し、そこにあったマガジンを一本、使い物にならなくしました。

　３発目は、
左
 ひだり
 腰
 こし

 への命中でバランスを
崩
 くず

 して
倒
 たお

 れる
途
 と
 中
 ちゆう

 で、首筋を
掠
 かす

 めていきました。

「ぎゃっ！」

　左半身に生まれた
鈍
 にぶ

 い痛みに悲鳴を上げつつ、それでもレンは、足を速めました。同時にどこから
撃
 う

 たれたのかを音で知ろうとして──、

　聞こえなかった！

　その事実に
愕
 がく
 然
 ぜん

 としました。

　撃たれたときは、ちょうどマシンガンの
射
 しや
 撃
 げき

 の合間と合間で、静かな
瞬
 しゆん
 間
 かん

 でした。

　自分の走る足音すら聞こえていたときでした。

　それなのに、いきなり三連続で
攻
 こう
 撃
 げき

 を食らい、そしてその音がまったく聞こえなかったのです。

　撃たれたのではなく、近くにいた見えない
誰
 だれ

 かに
槍
 やり

 で
突
 つ

 かれたのかとすら思いましたが、そんなわけはありません。

　左半身を見ると、
上
 じよう
 腕
 わん
 部
 ぶ

 で
被
 ひ
 弾
 だん

 エフェクトが赤く光っていて、ヒットポイントゲージがさらにぐーっと減っていき、黄色くなって、四割ほど残して止まりました。

　
左
 ひだり
 腿
 もも

 では、ポーチに
斜
 なな

 めに大きな穴が空いていて、

「うっ……」

　そこから大きく
壊
 こわ

 れたマガジンが見えました。射撃可能残弾数、マイナス50
 発。

　しかし、もし着弾が少しでもズレていたら、足の痛みとダメージはあんなものでは済まなかったでしょう。
痺
 しび

 れてしまいそこに転がっていい的になっていて、
今
 いま
 頃
 ごろ

 死んでいたでしょう。

「わ、わたしは──」

　レンは
逃
 に

 げながら、半べそ顔で
呟
 つぶや

 きます。

「ま、まだラッキー……」





「悪運の強いヤツだ……」

　ボスは、自分の視界から消えたピンクの
獲
 え
 物
 もの

 を、そう表しました。

　およそ１００メートル
離
 はな

 れた
岩
 いわ
 陰
 かげ

 からレンを
狙
 そ
 撃
 げき

 したのは、彼女でした。

　飛び出してきた相手を、素早く
狙
 ねら

 いを付けて撃ったのですが──、

　１発目は
振
 ふ

 っていた
左
 ひだり
 腕
 うで

 に当たって心臓への着弾を
阻
 はば

 まれて、２発目は腰に当てたはずですが、被弾エフェクトが見えませんでした。装備品に当たって、ダメージが与えられなかったのでしょう。３発目は、首筋を掠めただけでした。

　ボスは通信アイテムで、四人の仲間に向けて、

「仕留め損なった。さらに南に逃げている。プラン通り追撃戦に移るぞ。相手のＨＰ残は少ないが油断はするな。あと、ピンク色は意外と目立たないな」

　了解、の声を聞きながら、ボスは自分の
銃
 じゆう

 の引き金の裏にあるセレクターを操作、フルオートで
撃
 う

 てるようにしました。

　それは、ドラグノフを
寸
 すん
 詰
 づ

 まりにしたような、お世辞にも美しいとは言えない銃でした。

　長さは90
 センチほど。スコープと長い二十連マガジンを装着した、アサルト・ライフルのようなシルエット。異形なのはその銃身で、太い
円
 えん
 筒
 とう

 で
覆
 おお

 われています。

　この銃こそ、ロシア製の消音
狙
 そ
 撃
 げき
 銃
 じゆう

 《ＶＳＳ》──、
愛
 あい
 称
 しよう

 《ヴィントレス》。

　
特
 とく
 殊
 しゆ

 部隊用に、音もなく
中
 ちゆう
 距
 きよ
 離
 り

 （４００メートル程度）までの狙撃をするにはどうすればいいかを
突
 つ

 き詰めて開発された銃です。

　大きな
特
 とく
 徴
 ちよう

 は、二つ。

　一つは、短い銃身の先に、
巨
 きよ
 大
 だい

 なサプレッサーを最初から取り付けて、火薬の
爆
 ばく
 発
 はつ
 音
 おん

 を
制
 せい
 御
 ぎよ

 している点。実際の銃身はとても短くて、銃身のように見えている
筒
 つつ

 は、
全
 すべ

 てがサプレッサーです。

　そしてもう一つは、９×３９ミリ
弾
 だん

 という専用の、そして〝最初から音速を
超
 こ

 えないように設計された
弾
 たま

 〟を使う点です。

　音速を超える
普
 ふ
 通
 つう

 の弾は、その
衝
 しよう
 撃
 げき
 波
 は

 が
破
 は
 裂
 れつ
 音
 おん

 を生み出します。いわゆるバーンという銃声は、火薬の爆発音と、この衝撃波がほとんど同時に聞こえるのです。

　サプレッサーは爆発音を制御できても、この破裂音を消すことは不可能です。よって、サプレッサー装着銃も、撃てばそれなりの破裂音がします。それ
故
 ゆえ

 、〝撃たれている〟ことに気付かれやすいのですが、弾丸速度を
亜
 あ
 音
 おん
 速
 そく

 まで落としたヴィントレスにはそれすらありません。とても静かなまま、大きな弾丸が飛んできます。

　
隣
 となり

 の仲間が
倒
 たお

 れても、どこから撃たれたのか、そもそも撃たれたのかどうかまったく分からない──、それがヴィントレスです。





　マシンガンがわざと
狙
 ねら

 いを外して派手に撃ちまくって相手の注意を引き、同時にレンも
陥
 おちい

 ったように、

「へへっ！　あいつら、ビビってやがるぜ！」

　そんな油断をも
誘
 さそ

 う。

　そして、敵がのこのこと、うかつに接近してきたところを──、

　視界が利く遠距離なら、２丁のドラグノフで狙撃する。

　
狭
 せま

 く
遮
 しや
 蔽
 へい
 物
 ぶつ

 の多い場所なら、
俊
 しゆん
 敏
 びん

 なターニャのサブマシンガン
突
 とつ
 撃
 げき

 によって倒す。

　または、レンが食らったように、
忍
 しの

 び寄ったボスの無音狙撃で倒す。もしくは、ターニャとボスの連係
攻
 こう
 撃
 げき

 。ときにツーマンセルで同時に、ときに左右から
挟
 はさ

 み撃ちで。

　こうやって、彼女たちはこれまで、ＳＪの戦場を勝ち
抜
 ぬ

 いてきました。
徹
 てつ
 底
 てい
 的
 てき

 にチームプレイで、ボスの命令と指示に従って。

　有利な
遺
 い
 跡
 せき

 に立てこもって戦った際は、
押
 お

 し寄せる三チームを同時に相手にして、
彼
 かれ
 等
 ら

 の一時
共
 きよう
 闘
 とう

 すら引き出すことになりました。

　結局、
連
 れん
 携
 けい

 の取れていない
俄
 にわか

 結成のチームなど、彼女達の敵ではなかったのですが。

　まさか火力の中心であるマシンガンが２丁とも
囮
 おとり

 だとは──、

　どのチームも、
全
 ぜん
 滅
 めつ

 させられるまで気付きませんでした。





「さあ、仕上げだ！　西南西方向、ソフィー組移動。ローザ組
援
 えん
 護
 ご

 」

　
狩
 か

 りの総仕上げにと、五人の移動が始まりました。

　援護を命じられたマシンガナーとスナイパーが、相手のいる方向に向けて
小
 こ
 刻
 きざ

 みな
射
 しや
 撃
 げき

 を開始しました。周囲にバレット・ラインと
弾
 たま

 をばらまくことによって、その動きを制限します。

　その間に、移動チームは進撃。有利なポジション、この戦場の場合は見晴らしのいい岩の上を確保するのです。

　真っ先に大きな岩に登ったトーマが、１００メートルほど向こう、岩と岩の間を
逃
 に

 げるピンクのチビを目視しました。

「発見！　太陽の真下、約百！」

　トーマはドラグノフを構えながら、仲間達に指示。同時に射撃を開始しました。

　今ちらりと見えたピンクのチビが、飛び込むようにして
隠
 かく

 れた岩。それは
幅
 はば

 ２メートルほどの小さなもので、その岩の左右をスコープで
狙
 ねら

 い、タン、タンと
等
 とう
 間
 かん
 隔
 かく

 で射撃。相手をそこから出させない
牽
 けん
 制
 せい

 射撃。

　その後ろから、数秒
遅
 おく

 れ、ソフィーがＰＫＭを背負いつつ上がってきました。トーマの撃つドラグノフの着弾を確認して、

「あの岩か？」

「ダー！」

　ロシア語で〝はい〟の返事をもらったソフィーは、

「
肩
 かた

 貸して！」

　ＰＫＭの
銃
 じゆう
 口
 こう

 を大きく持ち上げました。トーマは
残
 ざん
 弾
 だん

 少ないドラグノフの射撃を
止
 や

 めて、スリングで体の前に
提
 さ

 げました。

　トーマは自由になった両手で、すぐさまＰＫＭのバイポッド左右を
摑
 つか

 み、その銃身根元を自分の
右
 みぎ
 肩
 かた

 に
載
 の

 せました。そしてしゃがむのです。

　銃を
依
 い
 託
 たく

 ──、つまり〝もたせかける〟ものがない場合、そしてバイポッドの
伏
 ふ

 せ
撃
 う

 ちでは低すぎる場合に使う、人間を利用した射撃方法。

　安定した体勢を手に入れて、

「くったばっれええ！」

　女ドワーフの
猛
 もう
 烈
 れつ

 な
射
 しや
 撃
 げき

 が始まりました。

　チビの
隠
 かく

 れる岩までは、わずか１００メートル強。

　バレット・サークルは確実に岩を
捉
 とら

 え、最大時にもその二倍程度にしか
膨
 ふく

 らみません。

　重低音を
響
 ひび

 かせながら放たれた
弾
 だん
 丸
 がん

 は、音速の刃となって
容
 よう
 赦
 しや

 なく降り注ぎます。





「うひゃああああああああああああ！」

　レンは
叫
 さけ

 びました。

　ダメだもうダメだいよいよダメだ本当にダメだこれ死ぬ死ぬ
撃
 う

 たれる死ぬ死ぬ死ぬ！

　今日は今まで何度も何度もマシンガンで撃たれてきたけれど、今ほど
怖
 こわ

 いことはありませんでした。

　自分が背にしている岩が、重さにして数百キロじゃくだらないであろう
塊
 かたまり

 が、ぐらぐらと
揺
 ゆ

 れています。反対側から、ガリゴリと
削
 けず

 られる
嫌
 いや

 な音がします。

　そして、その周囲にもひっきりなしにバレット・ラインと弾丸が飛んできて、
砂
 さ
 礫
 れき

 の上に水柱ならぬ砂柱を立てていくのです。

　
銃
 じゆう
 声
 せい

 はかつてないほど大きくはっきりと聞こえて、
距
 きよ
 離
 り

 が近いことを
誇
 こ
 示
 じ

 するかのよう。弾丸が空気を切り
裂
 さ

 く音が、右から左から上から響き
渡
 わた

 ります。

　
逃
 に

 げられるか……？

　敵から遠ざかる方向にある次の岩までは、およそ20
 メートル。その先は、これまで以上に岩が
密
 みつ
 集
 しゆう

 しているので、
隠
 かく

 れやすいとは思うのですが──、

　ムリだあああああ！

　そこまでの空間にもビシバシと着弾しています。

　これはもう、たどり着くまでにどころか、ここから飛び出した
瞬
 しゆん
 間
 かん

 に
被
 ひ
 弾
 だん

 するでしょう。そして１発でも当たれば、四割しか残っていないヒットポイントなど全損
間
 ま
 違
 ちが

 いなし。

　じゃあ、ずっとここに隠れていたらどうなるのか？

　答えは簡単です。絶対にこっちに向かっているはずの別の敵メンバーに
迫
 せま

 られて、横から撃たれるかグレネードを投げられて、やっぱり死亡。はい、ゲームオーバー。

　次の瞬間に自分の足下にプラズマ・グレネードが転がってくる様を、そしてそれが容赦なく
炸
 さく
 裂
 れつ

 する様子を想像して、

「うう……」

　レンは小さく
震
 ふる

 えました。

　同時に──、

　ぷらずま・ぐれねーど？

　自分も持っていることを思い出しました。
左
 ひだり
 腰
 こし

 に手を当てると、まだありました二つの球体が。

　ぶら下げていた位置は、
撃
 う

 たれたポーチの穴から５センチと
離
 はな

 れていません。

　プラズマ・グレネードは安価で
高
 こう
 威
 い
 力
 りよく

 ですが、それだけだと使い勝手が良すぎるので、
被
 ひ
 弾
 だん

 でわりと簡単に
誘
 ゆう
 爆
 ばく

 する、という
罠
 わな

 があります。

　だから
皆
 みな

 、なるべく
腰
 こし

 の後ろにぶら下げるのです。とっさの投げやすさと安全性を
天
 てん
 秤
 びん

 にかけて考えて、そこがベストポジションと割り切っているからです。横から撃たれた場合の誘爆は、
我
 が
 慢
 まん

 するしかありません。

　さっきの
銃
 じゆう
 撃
 げき

 でもしこれに当たっていたら、残りヒットポイントがマックスでも爆死だったなあと、レンは
己
 おのれ

 の武運に
呆
 あき

 れました。

　しかし、生き残っているからこそ、こんな
怖
 こわ

 い思いを今しているわけで──、

　バリバリと撃たれながら、レンはグレネードを腰から取り外して、黒いボールをしげしげと見つめました。

　上についているノブを
捻
 ひね

 ることで爆発までのタイマー設定ができますが、デフォルトでは、ボタンを
押
 お

 し込んで３秒半でドカンです。

　試しに今押せば、ヒットポイントがぐーんと減る時間を
含
 ふく

 めても、５秒後にはＳＪからはじき出されて、気分は楽になっているでしょう。

「…………
 」

　レンの目が、険しくなりました。

　プラズマ・グレネードを穴が空くほど
睨
 にら

 んで、

「
頼
 たの

 んだよ」

　そのボタンを押しました。

　いーち。

　１秒が経過しました。その間も、周囲では
砂
 さ
 礫
 れき

 が着弾で
舞
 ま

 い上がり、岩が
揺
 ゆ

 れました。

　にーい。

　２秒が過ぎて、レンはそれを、後ろ手に放りました。

　さーん。

　３秒が過ぎて、レンは岩を背に中腰になって、ダッシュの準備が整いました。

「たっ！」

　レンが走り出すのと、プラズマ・グレネードが岩の向こうで
炸
 さく
 裂
 れつ

 するのが同時でした。

　半径２メートル以内を
吹
 ふ

 き飛ばす爆発は、重い岩を大きく揺らしましたが、それを
破
 は
 壊
 かい

 することはできませんでした。

　しかし、そのとき空中にあった弾丸は、
全
 すべ

 て
衝
 しよう
 撃
 げき

 を受けました。上へ横へと
弾
 はじ

 かれるように進路を変えて──、

　走り出したレンの背中を守るシールドになったのです。





「なにィ！」

　ソフィーは、
驚
 おどろ

 きのあまり
射
 しや
 撃
 げき

 を
止
 や

 めてしまいました。

　マシンガンの土台になっているトーマも、はっきりと見ました。

　岩の前で青白い
爆
 ばく
 発
 はつ

 が生まれ、それが
曳
 えい
 光
 こう
 弾
 だん

 の進路をひん曲げていくのを。同時に、ピンクのチビが
逃
 に

 げ出すのを。

　
狙
 ねら

 いを少し上にずらしながら再び
撃
 う

 ちまくったソフィーですが、弾着はピンクのチビの足下にあと少しで届きそうで届かず──、

「くそっ！　素早い！」

　20
 メートル
離
 はな

 れた岩の向こうに逃げられました。ソフィーは
即
 そく
 座
 ざ

 に射撃を中止して、

「爆発を
楯
 たて

 に逃げられた！　さらに西へ移動！　その先は岩の
密
 みつ
 度
 ど

 が
濃
 こ

 い！　みんな注意して！」

「了解！　爆発で位置がよく分かった。北東40
 メートルほどの
距
 きよ
 離
 り

 にいる。追撃する」

　ボスからは即座に返事。

「了解！　
再
 さい
 装
 そう
 塡
 てん

 後に追う！」

　ソフィーはトーマの
肩
 かた

 からＰＫＭを下ろすと、残弾が少ないであろう弾薬箱を、
銃
 じゆう

 の下から外しました。

　トーマはソフィーのバックパックを開けて、そこに入っている別の弾薬箱を取り出しました。

「あいつ……、強い」

　再装塡のために手を動かしながら、女ドワーフは同意します。

「まったく……、最後に、とんでもない敵を用意しておいてくれたもんだわ」





　うまくいったうまくいったうまくいったうまくいったああ！

　プラズマ・グレネードの爆発が銃弾の楯になるかどうかなど、レンは知りませんでした。一か八かの
賭
 かけ

 でした。

　しかしそれに勝ったレンは、ひとまず新たな逃げ場所を手に入れて、今も走り続けているのです。

　岩が多いので、全速力ダッシュでは
避
 よ

 けきれない
恐
 おそ

 れがあるので、速度はだいぶ
抑
 おさ

 えていましたが。

　そして、逃げて、逃げて──、

　どうするの？

　レンは、はたと思いました。

　逃げて、どうなるのだと。

「…………
 」

　走る足が、ゆっくりになりました。

　岩だらけの空間を散歩しながら、レンは考えるのです。

　相手はまだ三人以上。実際には、もっといると考えるべきでしょう。

　武装は、雨あられと
弾
 だん
 丸
 がん

 をばらまく７．６２ミリクラスのマシンガンが２丁に、６００メートルを
狙
 ねら

 ってくる自動式
狙
 そ
 撃
 げき
 銃
 じゆう

 が最低１丁。さらに、自分を音もなく
撃
 う

 った
謎
 なぞ

 の銃が１丁。

　そして自分はというと、落ち着いて狙っても２００メートルがいいところのＰ９０に、プラズマ・グレネードが１発に、ナイフ。

　あれ？　これって──、

　
距
 きよ
 離
 り

 を取れば取るほど、実は不利じゃない？

　さっき一人を
倒
 たお

 したけど、どうやって勝った？　どうして勝てた？

　いや、それまでも五人
屠
 ほふ

 ってきたけど、どんな
状
 じよう
 況
 きよう

 でそんなに戦果を上げた？

「…………
 」

　歩く足が、止まりました。

　近かった。今までわたしが
誰
 だれ

 かを倒したとき、それは、
猛
 もう
 烈
 れつ

 に近かった。

　そうか──、

「
逃
 に

 げちゃダメなんだ……」

　レンは、右手に収まっているピーちゃんを見ました。

　ピンクに
塗
 ぬ

 られた異形の銃は、

「そうだよレンちゃん！　やっと気付いてくれたんだねっ！　さあ！　もう敵から逃げないで！　こっちから向かっていくんだよ！　素早さと器用さを生かした、レンちゃんらしい戦いをするんだよ！　ボクは、それについて行くからね！　死ぬときも生きるときも、
一
 いつ
 緒
 しよ

 さ！」

　そう、明るく語りかけてくれた気がしましたが──、

　さすがに銃と心を通わすようなアブない女にはなりたくないので、

「ないない」

　レンは、気のせいだと思うことにしました。









「さあ、最後の戦いにしよう！」

　ボスは仲間を
鼓
 こ
 舞
 ぶ

 すると、

「ついてこい！」

　
自
 みずか

 ら先頭に立って、ピンクのチビが
潜
 ひそ

 むであろう場所へと
突
 とつ
 撃
 げき

 していきました。

　リーダーが危険を冒さずにして、部下は誰もついてこない。彼女には、それがよく分かっていました。

　
爆
 ばく
 発
 はつ

 があった岩の
脇
 わき

 からは、敵の
足
 あし
 跡
 あと

 が
砂
 さ
 礫
 れき

 にしっかりと残っています。ヴィントレスを
腰
 こし

 に構えながら、ボスは小走りで、なおかつ最大の
緊
 きん
 張
 ちよう

 と
警
 けい
 戒
 かい

 を持って突撃。

　その後ろから、５メートルほどの
間
 かん
 隔
 かく

 でＰＫＭを軽々と抱えるおばさん、ローザと、ドラグノフ使いの
金
 きん
 髪
 ぱつ

 サングラス、アンナが続きます。

　三人のうち、素早く移動しているのは一人だけ。二人は
銃
 じゆう

 を構えて
警
 けい
 戒
 かい

 。そしてその役目をスイッチしてまた移動。

　
誰
 だれ

 か一人は
撃
 う

 たれるかもしれませんが、残り二人が確実に仕留める
布
 ふ
 陣
 じん

 です。当然先陣はボス。三人は言葉も必要とせず、そのコンビネーションを
鮮
 あざ

 やかに
繰
 く

 り返しました。

　さあどこだ？　出てこい！

　ボスの、それでなくても険しい顔がさらに引き
締
 し

 まって、ほとんど
野
 や
 獣
 じゆう

 に見えました。お下げが本当に似合いません。

　そして、一つの岩から次の岩へと移動を始めた
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、

「なっ！」

　ボスは見ました。

　わずか10
 メートル先。
食
 しよく
 卓
 たく

 ほどの高さの小さな岩の上に、バンダナから服まで全身ピンクのチビが座っていて、こっちを見ていました。

　手に持っているＰ９０の
狙
 ねら

 いは、自分に向いていませんでした。そもそも、構えてすらいませんでした。

　そして、ピンクのチビは笑っていました。待っていた友達を見つけたかのような、楽しそうな笑顔でした。

　ボスが狙いを付けた瞬間に、

「わたしを
捜
 さが

 してた？」

　
普
 ふ
 通
 つう

 に話しかけられて、時間にして１秒の半分にも満たなかったでしょうが、引き金を引く反応が
遅
 おく

 れました。

「ああ！」

　ボスが答えながら素早くヴィントレスを
撃
 う

 つのと、

「あはは！」

　チビが後ろにひっくり返っていくのが同時でした。

　チビの
胸
 むね

 があった空間を、ひっくり返る両足の間を、無音で
弾
 だん
 丸
 がん

 が通り過ぎていきました。

「
野
 や
 郎
 ろう

 ！」

　
叫
 さけ

 びながらボスの
脇
 わき

 を
駆
 か

 け
抜
 ぬ

 けていったのは、追いついたローザです。
腰
 こし

 に構えたＰＫＭマシンガンを
豪
 ごう
 快
 かい

 に
発
 はつ
 砲
 ぽう

 。ドスの利いた重低音が
響
 ひび

 き始めました。

　１００発連続して撃てるこの銃なら、追いかけながら撃ちまくっても10
 秒近くは弾丸をばらまけます。

「おらああああああああああ！」

　銃声にも負けない
絶
 ぜつ
 叫
 きよう

 と共に、ホースで水を
撒
 ま

 くように弾丸をぶちまけながら、ローザはドスドスと岩に向かって
突
 とつ
 撃
 げき

 。

　その後ろから、ドラグノフを構えながらアンナが続いて、

「ボスは左を！」

　そう言いながら、右へと広がっていきました。

　ローザ中央、アンナが右から、そしてボスが左から。

　三人でこの岩を回り込みながら囲んで、一気にケリを付ける戦法です。

　この場合は決して
間
 ま
 違
 ちが

 っていないのですが──、

「
止
 や

 めろ！」

　ボスは
叫
 さけ

 んでいました。





「やるぞ！」

　後ろ回転で岩から下りたレンは、しっかりと両足で着地すると、再び
跳
 と

 び上がりました。

　レンは、
逃
 に

 げませんでした。

　もう分かっています。この
距
 きよ
 離
 り

 から背中を見せたら、ただの的です。

　もう背中は見せない。じゃあどうする？

　こっちから近づいてやる！

　レンは、さっき座っていた岩の上へと、ひょいと跳び乗りました。そしてすぐさま、持てる最大の力で
跳
 ちよう
 躍
 やく

 しました。
敏
 びん
 捷
 しよう
 性
 せい

 全開の、
渾
 こん
 身
 しん

 の大ジャンプです。

　空を飛びながら、レンは見ました。自分の眼下にいる三人の敵を。

　マシンガンを
撃
 う

 ちながら
突
 つ

 っ込んでくる中年女性。

　その左に、細長い
狙
 そ
 撃
 げき
 銃
 じゆう

 を持っているサングラスの
金
 きん
 髪
 ぱつ

 。

　そして右側に、何か叫んでいるゴツい女。さっきわたしと目を合わせた女。

　レンは、
獲
 え
 物
 もの

 の
選
 せん
 択
 たく

 を始めます。

　さあ、どれから撃ってやる？





　ボスは、そしてアンナも、見ました。

　撃ちまくっていた仲間のマシンガナーとその周囲が、上からの赤い線に包まれるのを。次の
瞬
 しゆん
 間
 かん

 に砂柱が立ち上り、その中で
被
 ひ
 弾
 だん

 エフェクトが
煌
 きら

 めくのを。

「がっ！」

　ＰＫＭの射撃が止まり、持ち主の体が
倒
 たお

 れました。





　倒れているローザの
脇
 わき

 に、空中から、ピンクのチビが降ってきました。

「おのれ！」「クソっ」

　アンナとボスが、そのチビへと同時に銃口を向けて──、

　あと少しで、引き金を引いてしまうところでした。

　もし
撃
 う

 っていれば、その
弾
 だん
 丸
 がん

 は、
間
 ま
 違
 ちが

 いなく味方に当たっていたでしょう。

　ピンクのチビは見事に二人のど真ん中に着地して、次の
瞬
 しゆん
 間
 かん

 ごろんと前に回転していたのです。





　いい加減にくたばれ！

　アンナは、長いドラグノフを左に
振
 ふ

 って、回転から起き上がりつつあったピンクのチビを
狙
 ねら

 い、立て続けに連射しました。

　それは、
逃
 に

 げるために走り出した的の頭上を通り過ぎていき、

　速い！　小さい！

　10
 メートルに満たない
距
 きよ
 離
 り

 なのに、当たりませんでした。

　絶対にここで仕留める！

　そう思いつつ連射を続けたアンナは、ピンクのチビの
左
 ひだり
 腕
 うで

 が大きく振られたことに、気付きませんでした。

　足下に、黒い球体が転がってきたことにも。

「逃げろ！」

　最後に、ボスの声が聞こえました。





　背後で起きた
爆
 ばく
 発
 はつ

 の
衝
 しよう
 撃
 げき

 を感じながら、そして全力
疾
 しつ
 走
 そう

 しながら、レンはＰ９０のマガジンを、
右
 みぎ
 腿
 もも

 のポーチから引っ張り出した新しいものに
交
 こう
 換
 かん

 しました。

　外したマガジンをポーチにしまう
余
 よ
 裕
 ゆう

 はなく、20
 発は残っている
弾
 たま

 ごと捨てることになりましたが、今はそんなことを言ってはいられません。

　これで、撃てるのはわずか２００発。

　戦果を確認する余裕は、ありませんでした。

　放ったグレネードはスナイパーの足下に落ちたので、多分仕留めたはずですが、マシンガナーは多分死んでいません。空中から撃った弾がかなり外れたのは、レンにも見えていました。

　その正しさを証明するように、バレット・ラインの群れが、自分を追いかけてきて、追い
抜
 ぬ

 いていきました。

　岩に
隠
 かく

 れる余裕もなく弾丸が降ってきて、左足首に
鈍
 にぶ

 い痛みが走り、そのまま派手に転びました。

　全力ダッシュ中の
転
 てん
 倒
 とう

 は、それはそれは派手でした。

「うわあああああああああああああ」

　
墜
 つい
 落
 らく

 した飛行機のように、レンは
砂
 さ
 塵
 じん

 を巻き上げながらごろごろと回転して
突
 つ

 き進み──、

　やがて一つの岩に背中と頭をごつんとぶつけて、

「げふっ！」

　両足を前に投げ出す形で、ようやく止まりました。

　
砂
 さ
 塵
 じん

 が晴れていき、

「あー」

　レンは見ました。

　まずは自分のヒットポイント。さらに減って三割以下、とうとうゲージは赤くなっていました。

　そして
空
 から

 になった両手。スリングで
提
 さ

 げていた
愛
 あい
 銃
 じゆう

 は、手の中にはありませんでした。すぐに
感
 かん
 触
 しよく

 で気付きました。背中です。回転中に持っていかれて、今は自分の体の後ろにあるのです。

　最後に敵。30
 メートルほど前の岩の上に、体のあちこちに
被
 ひ
 弾
 だん

 エフェクトを残した、そして
鬼
 おに

 のような形相をしたおばさんが立っています。重いマシンガンを
肩
 かた

 に構えていて、銃口から生まれるバレット・ラインが、自分の顔と頭と
腕
 うで

 と足に延びていました。

　そりゃ
怒
 おこ

 ってるだろうなあ。

　お仲間を二人も殺して、自分の体にも風穴を開けられれば、怒らないのがムリというもの。

　背中の下のＰ９０を取り出して
狙
 ねら

 う
余
 よ
 裕
 ゆう

 は、ありませんでした。

　前に
伸
 の

 びている両足を
畳
 たた

 んで立ち上がって
逃
 に

 げ出す余裕も、ありませんでした。

　すぐにでも弾丸が飛んでくるでしょうから、これが自分の死か、ＳＪ最後の光景かと、レンはぼうっと
眺
 なが

 めていました。

　そして気付きましたが、おばさんの背負うバックパックには、プラズマ・グレネードが左右３発ずつ、合計六つもぶら下がっています。

　さっきの
射
 しや
 撃
 げき

 が、１発でもあれに当たっていれば！

　レンは
己
 おのれ

 の不運を
嘆
 なげ

 きましたが──、

　あ、そしたら自分も
連
 れん
 鎖
 さ

 
爆
 ばく
 発
 はつ

 に巻き込まれていて死んでた。

　やっぱりラッキーだったのだと、考え直しました。そして、死ぬ直前に考えることがこれかと、皮肉だなあと思いました。

　次の
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、弾丸ではなく、

「よく
頑
 がん
 張
 ば

 ったね！　おチビちゃん！」

　そんな言葉が飛んできました。

　マシンガンおばさんは、どうやら最後に自分の演説を聞いてもらいたいご様子です。

　いいよ聞くよ？

　その間だけ、数秒か、それとも数十秒か──、自分の命は長くなりそうです。Ｐ９０を取り出す
隙
 すき

 も生まれるかもしれません。

「さあ、死んでおくれ！」

　たった３秒でした。

　もうちょっと
喋
 しやべ

 ってもいいのに。思いの
丈
 たけ

 を、全力でぶつけてもいいのに。

　そう思いながら、レンは、これから自分を殺す人の顔を、ぼんやりと見ていました。

　その人が、
爆
 ばく
 発
 はつ

 しました。





　全員が、見ていました。

　マシンガンを抱えた人間が、青白い光に
幾
 いく
 重
 え

 にも包まれるのを。

　レンはもちろん、そのすぐ
斜
 なな

 め下にいたボスも。

　そして、40
 メートルほど
離
 はな

 れた岩の上で、仲間を
援
 えん
 護
 ご

 するためにドラグノフを構えていたトーマも、ＰＫＭを持っていたソフィーも。

　そして──、

　一番離れた位置にいる、もう一人も。





　
猛
 もう
 烈
 れつ

 な爆発音が世界に
轟
 とどろ

 く中──、

　何が起きたのか、最初に
全
 すべ

 て理解したのはレンでした。

　あれは
腰
 こし

 のプラズマ・グレネードの爆発であり、
誘
 ゆう
 爆
 ばく

 。

　考えうる理由は、たった一つ。

　レンは、左耳に手を当てて、そのアイテムを再起動。

　そして
訊
 たず

 ねるのです。

「今から参加？　エムさん」

　返事は、すぐに届きました。

「ラストバトルくらいはね」
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　仲間が
爆
 ばく
 発
 はつ

 の中に消えるのを見たボスは、その余波で
巨
 きよ
 体
 たい

 を
吹
 ふ

 っ飛ばされました。

　ローザの
腰
 こし

 には６発もプラズマ・グレネードがぶら下がっていて、運の悪いことに、最初の爆発で吹き飛んだ１発が自分に近づきながら
誘
 ゆう
 爆
 ばく

 。
避
 さ

 ける
暇
 ひま

 もなくダメージを受けました。巨体が３メートルほど吹っ飛ばされて、
砂
 さ
 礫
 れき

 の中に
尻
 しり
 餅
 もち

 をついて止まりました。

「くそお！　リーダーを
囮
 おとり

 に使うか
普
 ふ
 通
 つう

 ！」

　すっかり
騙
 だま

 されていたことに悪態をつきつつ、すぐさま、がばっと起き上がって、
被
 ひ
 害
 がい

 を確認します。

　ヒットポイント、残り六割。これはまだ
大
 だい
 丈
 じよう
 夫
 ぶ

 。

　しかし──、

「くっ！」

　もっと大ダメージが。
愛
 あい
 銃
 じゆう

 ヴィントレスが、手の中にありません。

　ターニャとボスは
近
 きん
 距
 きよ
 離
 り

 
戦
 せん
 闘
 とう

 が多いので、銃の動きに自由度が欲しく、スリングを使っていません。

　今回はそれが裏目に出ました。爆風で吹っ飛んでしまったのです。

　もちろん周囲を探せば見つかるでしょうが、そんな
暇
 ひま

 はありません。

　ボスは迷うことなく、
右
 みぎ
 腰
 こし

 のホルスターから黒い
拳
 けん
 銃
 じゆう

 を
抜
 ぬ

 きました。

　それは、平面的なフォルムの自動式拳銃。やはりロシア製、アーセナル・ファイヤーアームズ社製の９ミリ拳銃、《ストリージ》です。ストリージはロシア語で〝
雨
 あま
 燕
 つばめ

 〟の意味で、輸出仕様では〝ストライク・ワン〟と呼ばれています。

　17
 発をマガジンに
蓄
 たくわ

 えたそれを右手で
握
 にぎ

 りしめながら、ボスは生き残った二人の仲間へと指示。

「北西にスナイパーがいる！　岩の上には登るな！」

　マシンガナーのソフィーから、

「了解！　そちらへ向かってます！」

　そしてドラグノフのトーマからは、

「こっちにも
撃
 う

 たせました！」

　そんな返事。

　それはつまり、爆発後も彼女がわざと岩の上に身を出し続けて、相手の
狙
 そ
 撃
 げき

 を
誘
 さそ

 ったということ。そして狙撃を食らったが、ひとまずどうにか、まだ生きてはいるということ。

「ラインは北側から！　距離は最低でも二百はあります！」

　スナイパーである彼女は、バレット・ラインだけで
摑
 つか

 むと、有益な情報としてボスに伝えました。

「よし！　全員でチビを仕留めるぞ！　囲め！」





「すまん、レン。スナイパーを仕留め損なった」

「いいってことよ！」

　エムに返事をしながら、レンは立ち上がりました。スリングを引っ張って、Ｐ９０を体の前に持ってきました。

　のんびり話をしている
暇
 ひま

 はありません。目の前30
 メートルの岩の
陰
 かげ

 には、まだ一人敵がいて、こっちに向かってきているはずです。なぜなら、自分ならそうするから。

　
脇
 わき

 にいる二人はもう無視して、レンは走り出します。

　
鉢
 はち
 合
 あ

 わせ
覚
 かく
 悟
 ご

 での、敵への
猛
 もう

 ダッシュ。視界の中で岩が飛ぶように後ろに去って、そして一つの岩の陰から出てきたのは、

「うおおおおおおおおお！」

　
叫
 さけ

 び顔と
拳
 けん
 銃
 じゆう

 をこちらに向けた大きな女。

　Ｐ９０の引き金を引き
絞
 しぼ

 りながら、レンは
突
 とつ
 撃
 げき

 しました。近づくことによって、相手の射撃を下に
避
 さ

 けていきます。

　自分の
撃
 う

 った
弾
 たま

 が、大女の足に当たっていくのが見えましたが、それですぐに
倒
 たお

 れるようなヤワな敵ではありませんでした。

　ならば、激突してでも撃ちまくってやる！

　
銃
 じゆう
 弾
 だん

 をくぐりながら
突
 つ

 っ込んでいったレンは、

「なめるなあ！」

　大女が、太く長い足を持ち上げるのを見ました。そして、それが自分へと、
横
 よこ
 殴
 なぐ

 りの丸太のようになって向かってくるのを。

「ぐひゃ！」

　小さな悲鳴を上げながら、レンは
蹴
 け

 り飛ばされました。空を飛んで行く最中──、

　これだけは手放したらダメだ！

　レンはＰ９０を
握
 にぎ

 る手だけに、
全
 すべ

 ての力をかけました。

　そして、宙を
舞
 ま

 った小さな体は、

「ぼへっ！」

　一つの岩の上に落ちました。

　レンが背中から落ちたのは、高さ２メートルはある、平たく広い岩の上。いったいどれだけ
吹
 ふ

 っ飛ばされたのか。

「うがー……」

　激痛ではありませんが、背中をドスンと
押
 お

 された感覚で、２秒ほど
悶
 もだ

 えるしかありませんでした。

　ようやく立ち上がろうとしたレンの
右
 みぎ
 腕
 うで

 を、

　ごりっ。

　太い足が
踏
 ふ

 みつけました。

　岩の上へと
駆
 か

 け上ってきた、そして
被
 ひ
 弾
 だん

 エフェクトをまだ残した大女の右足が──、

　Ｐ９０ごと、腕を踏みつけているのです。

　お
腹
 なか

 の上で、レンの腕とＰ９０は、万力のように固定されてしまいました。右手はまるで動かせず、しかもお腹が苦しいです。食べ過ぎたあとのよう。

「やってくれたなあああ！」

　逆光なので、レンには
吠
 ほ

 える大女の顔は見えませんでしたが──、

　見えなくてよかったさぞかし
怖
 こわ

 いだろうな
阿
 あ
 修
 しゆ
 羅
 ら

 だろうな。

　冷静に考えることはできました。

「トドメだ！」

　大女の右腕が、自分に向けられました。

　黒い
拳
 けん
 銃
 じゆう

 を
握
 にぎ

 っていました。そこから赤いラインが見えて、それが
左
 ひだり
 胸
 むね

 、心臓の位置へとピタリと収まりました。

　だだだん。

　
容
 よう
 赦
 しや

 のない高速三連射。

　そんなに
撃
 う

 たなくても、１発で死んだのに。
弾
 たま

 がもったいない。

　そう思いながら、レンは体を
揺
 ゆ

 らす
衝
 しよう
 撃
 げき

 を感じていました。

　そして、思ったより痛くないんだな、とも。

　心臓への射撃のくせに、まるで胸をトントントンとノックされたくらいの感覚です。最初の１発で死亡してしまったから、もう痛みの再現はなくなったのでしょうか？

　
違
 ちが

 いました。

　ヒットポイントゲージを見ると、赤いですが、さっきと同じだけ残っています。３発も撃たれたのに、全然減っていません。そういえば、赤い被弾エフェクトも見えません。

　なんで？

「ああっ？」

　自分以上に敵さんが
驚
 おどろ

 いたようで、

　だん、だん、だん、だん。

　今度はやはり胸へと、ゆっくりとした四連射。スライドが素早く往復し、その
度
 たび

 に
空
 から
 薬
 やつ
 莢
 きよう

 が飛んでキラキラ光るのを、レンははっきりと見ました。

　そして、やっぱり死にません。

「コイツ不死身か？　チートか？」

　そんなわけはないですよ？

　レンは質問に答えようとしましたが──、

　その前に気付きました。思い出しました。自分の
戦
 せん
 闘
 とう
 服
 ふく

 の
左
 ひだり
 胸
 むね

 ポケットに、何が入っていたかを。

　それは、サテライト・スキャン
端
 たん
 末
 まつ

 ──。
破
 は
 壊
 かい

 不可能オブジェクト。

「くっそ！　プロテクターか！」

　いえ
違
 ちが

 いますけど、結果的に、そうなりました。

「じゃあ──」

　バレット・ラインが、
胸
 むね

 から上がってきました。それが右目を
捉
 とら

 えて、世界が真っ赤になって、

「ひゃっ！」

　レンは首を左に
捻
 ひね

 りました。右耳を
掠
 かす

 めた９ミリ
弾
 だん

 が、背中の岩を
穿
 うが

 ちました。

　再びのライン照射。今度は右に捻りました。左耳のすぐ
脇
 わき

 に着弾する音が聞こえました。

　そして大女は、
拳
 けん
 銃
 じゆう

 を近づけました。レンの
額
 ひたい

 、わずか20
 センチほどの
距
 きよ
 離
 り

 へ。

　２発は
避
 さ

 けたが、次はもうダメだ。

　レンの今日何度目かの死の
覚
 かく
 悟
 ご

 は、

「なっ──！
 　くそっ！」

　大女の
焦
 あせ

 る言葉と、消えてしまったバレット・ラインによって再び
消
 しよう
 滅
 めつ

 しました。

　自分に
突
 つ

 きつけられている拳銃、そのスライドが、後ろに下がりきったまま止まっています。

　自動式拳銃がこうなっているときは、世界共通の現象が起きているときです。すなわち、
装
 そう
 塡
 てん

 不良か
弾
 たま
 切
 ぎ

 れが。

　この場合は後者でした。大女は、
撃
 う

 ち過ぎたのです。

　逆光に慣れて、レンには大女の体が見えてきました。自分を右足で
踏
 ふ

 みつけたまま、右手の拳銃から
空
 から

 マガジンを落としつつ、左手は
左
 ひだり
 腿
 もも
 脇
 わき

 にあるポーチに
伸
 の

 びています。

　拳銃の予備マガジンを取り出して再装塡しようとしているのは明白で、それを許せば、今度こそ、顔面へと10
 発以上の弾丸が降ってくるでしょう。

　うん。させない。

　でも、どうする？　どうできる？

　レンは、今使える武器を使いました。

　
唯
 ゆい
 一
 いつ

 自由な
左
 ひだり
 腕
 うで

 を動かし、左腿のポーチからＰ９０の長いマガジンを素早く
抜
 ぬ

 き取ると、

「たあっ！」

　気合いもろとも、それを
力
 ちから
 一
 いつ
 杯
 ぱい

 ぶん投げたのです。

　弾丸が
詰
 つ

 まっていて重いマガジンは大女の左手にぶつかり、

「なっ！」

　そこにあった
拳
 けん
 銃
 じゆう
 用
 よう

 のマガジンを、岩の下まで
弾
 はじ

 き飛ばしました。

「もう、いっちょ！」

　レンは、二本目のマガジンを
抜
 ぬ

 き取ると、今度は大女の顔へと
投
 とう
 擲
 てき

 。長いマガジンは、横になったまま彼女の目に
激
 げき
 突
 とつ

 し、

「きゃっ！」

　プレイヤーが女性であることを思い出させてくれる、
可愛
 かわい

 い悲鳴を発生させました。

　さすがに右足の力が
緩
 ゆる

 みました。レンが右手を
払
 はら

 うように
渾
 こん
 身
 しん

 の力をかけると、
巨
 きよ
 体
 たい

 がぐらりと
揺
 ゆ

 れて、後ろへと
倒
 たお

 れていき──、

「くっ」

　しかし
蹈鞴
 たたら

 を
踏
 ふ

 んだだけで、踏みとどまりました。

　その
隙
 すき

 にレンは左へと回転して
逃
 に

 げ、すぐさま飛び
跳
 は

 ねるようにして起きると、２メートル手前にいる大女へ、
右
 みぎ
 腕
 うで

 を
伸
 の

 ばしてＰ９０の銃口を
突
 つ

 きつけ、

「たあ！」

　残っている
弾
 たま

 を
全
 すべ

 て、フルオートでぶち込むことにしました。

　ばららららららららららららららら。

　
弾
 だん
 倉
 そう

 に残っていた十数発が、一気に火を
噴
 ふ

 きました。

　そのうち、最初の５発だけは、当たりました。大女の左腕と左手に。

「はあ？」

　レンは、
呆
 あき

 れました。

　まさか、そんなことをする人がいるとは、夢にも思いませんでした。

　この大女は、
避
 さ

 けきれないと
悟
 さと

 ると、
自
 みずか

 ら突っ込んできたのです。そして左腕をＰ９０の銃口へと伸ばしたのです。

　そして
撃
 う

 たれながら、火を噴く銃身の
先
 せん
 端
 たん

 を
握
 にぎ

 りしめると、射線を体の左へと強引にずらしたのです。Ｐ９０の
発
 はつ
 砲
 ぽう

 は続きましたが、残りの弾は全て、岩の下の地面へと吸い込まれていきました。

　一つの岩の上で、Ｐ９０を持つ右腕を伸ばしたレンと、その先端を左腕で
握
 にぎ

 った大女が──、

　その体勢のままで静止しました。

「す、少しは痛くないの？」

　レンは、思わず
訊
 たず

 ねていました。リアルほど痛くなくても、あれだけ左腕に穴が空けば、感覚的にはかなりキツいはずです。

　左腕や左手が
被
 ひ
 弾
 だん

 エフェクトで真っ赤の大女は、

「いやー、
興
 こう
 奮
 ふん

 すると忘れるよね。でも、全然力が入らないね」

　ゴツい顔で、女性らしい口調で返しました。そして、
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「おチビちゃん。お名前は？」

「レン。──あなたは？」

「エヴァ。──みんなはボスって呼ぶけどね」

　レンは、Ｐ９０を大女の手から引っこ
抜
 ぬ

 こうと、右手に力をかけました。

　ボスは、そうはさせまいと、
痺
 しび

 れているはずの左手で
握
 にぎ

 り続けます。もし
被
 ひ
 弾
 だん

 していなければ、とっくにＰ９０はむしり取られていたことでしょう。

　力をかけ合って、二人の体が
小
 こ
 刻
 きざ

 みに
揺
 ゆ

 れます。バランスを取るために足が動き、まるでダンスのように、二人の位置が回っていきます。

　レンは
左
 ひだり
 腕
 うで

 を
右
 みぎ
 腿
 もも

 に
伸
 の

 ばそうとしますが、ポーチまで届きません。もし、そこにあるマガジンを抜けたとしても、Ｐ９０に入れ
替
 か

 えることができるのか分かりません。

「
弾
 たま
 切
 ぎ

 れだねえ」

　ボスの
凶
 きよう
 悪
 あく

 な笑顔。

　レンは、自分はどんな顔をしているだろうかと思いながら、

「そっちこそ」

　右手に残弾ゼロの
拳
 けん
 銃
 じゆう

 を持ったまま、左手が使えずに
弾
 だん
 倉
 そう

 
交
 こう
 換
 かん

 ができない相手へと答えました。

　このまま時間が過ぎれば、ボスの左手の力が回復し、不利になるのは自分。

　レンがそう思った
瞬
 しゆん
 間
 かん

 に、もっと早く不利になる出来事が起きました。

「ボスーっ！」

　視界の
右
 みぎ
 端
 はし

 、20
 メートルほど
離
 はな

 れた岩の上に、マシンガンを持った女が見えたのです。

　横に大きな体格の女は、ＰＫＭを
腰
 こし

 だめに構えて、

「くそっ！」

　
撃
 う

 ちませんでした。いえ、撃てませんでした。今この銃をぶちまければ、ボスにも当たることが明々白々だからです。

「いいから撃てーっ！」

　ボスが
叫
 さけ

 びました。

　それで、味方ごと敵を
倒
 たお

 す
覚
 かく
 悟
 ご

 を決めたようで、それでも、少しでも
狙
 ねら

 いを正確にするために、腰の位置からマシンガンを持ち上げました。

　その、
肩
 かた

 に付けて狙うまでの２秒足らずの
遅
 おく

 れが、彼女の
隙
 すき

 となりました。

　レンは見ました。

　自分に、いや自分達に向けられたマシンガンの右側面に、大きな火花が散るのを。

　がいん、と金属を
穿
 うが

 つ大きな音がして、その向きを強引に左へと変えました。

　エムの、バレット・ラインなし
狙
 そ
 撃
 げき

 に
間
 ま
 違
 ちが

 いありません。

　２発目が飛んできて、ふらついた女、その
右
 みぎ

 
脇
 わき
 腹
 ばら

 に命中し、被弾エフェクトを
煌
 きら

 めかせました。

「くっ！」

　がっくりと
膝
 ひざ

 をついてもうそこから動けず、３発目を食らうだけの的になった女は、右手を
腰
 こし

 のホルスターに
伸
 の

 ばしました。

　元々はターニャの使っていた
拳
 けん
 銃
 じゆう

 、ボスのと同じストリージ──、

　そのマガジンだけをするりと
抜
 ぬ

 き取ると、

「使ってっ！」

　最後に残った力を
振
 ふ

 り
絞
 しぼ

 って、投げたのです。

　手から小さなマガジンが
離
 はな

 れるのと、エムの放った
弾
 だん
 丸
 がん

 が頭を
貫
 かん
 通
 つう

 していくのが同時でした。

　力をなくした体とマシンガンが、岩の下へと転がり落ちていきます。そして【Ｄｅａｄ】マーカーが
点
 てん
 灯
 とう

 しました。

　投げられたマガジンは、小さく回転しながら空中を進み、素晴らしいコントロールで、二人が
対
 たい
 峙
 じ

 する方へと飛んできます。

　それを見ながら──、

　あれを左手で
摑
 つか

 んで、拳銃に入れて、わたしを
狙
 ねら

 って
撃
 う

 つまでに何秒？　いや、
零
 れい

 コンマ何秒？

　レンは考えました。目の前のボスが、そうするに決まっているからです。

　同時にチャンスです。左手さえ離れれば、こっちもすぐにＰ９０を左手に持ち
替
 か

 えて、右手で
右
 みぎ
 腿
 もも

 からマガジンを抜き取って、
交
 こう
 換
 かん

 して──、

　こうなれば、早業勝負です。

　でも、レンには自信がありました。
鍛
 きた

 え上げた
敏
 びん
 捷
 しよう
 性
 せい

 と器用さ、そして何度も何度も練習したマガジン交換。

　できる！　勝てる！

　そう思いながら、ボスがいつ左手を放してもいいように、
右
 みぎ
 腕
 うで

 に力をかけ続けましたが、

「そうはいかないよ、おチビちゃん」

　目の前の相手がにやりと笑って、
痺
 しび

 れが回復しつつある左手にさらに力をかけるのを感じて──、

　まさか？

　ボスのやりたいことの可能性を考えて、相手の正気を疑いました。そんなことができるはずがないと。

　マガジンは、宙を進みやって来ました。

　ボスは、右手の拳銃の底を、飛んでくる方向に向けました。そして、ゆっくりと
捻
 ひね

 り──、

　まさか？　そんな？

　回転しながら飛んできたマガジンが、ボスが回転を合わせた拳銃へと──、

　バカな！

　しゃこんと、見事に吸い込まれていきました。

　ボスの親指がスライドストップレバーを下げて、スライドが、
弾
 だん
 丸
 がん

 を
咥
 くわ

 え込みながら
戻
 もど

 っていきます。

　レンはそれを見ながら、こいつらのリアルはなんだろうと考えました。

　見事なジャグリングのテクニックを見せたことから──、

　大道芸人しか
浮
 う

 かばなくて、〝芸を見た以上は、少しはお金を
払
 はら

 うのが観客のマナー〟という、今はどうでもいい知識が頭をよぎりました。

　ボスの左手が、やっとＰ９０から
離
 はな

 れました。

　それを引っ張っていた自分の体が、後ろへと
倒
 たお

 れていきます。同時に、ボスの右手が動いて、自分の腹へと
銃
 じゆう
 口
 こう

 が向けられていきます。

「く」

　世界が、そしてボスの口が、

「た」

　ゆっくりと、

「ば」

　動いているように見えました。

「れ！」





　あーこれはもうだめだ本当に死ぬわ今日何度目か忘れたけどいよいよだめだお
終
 しま

 いだ。

　そう思ったレンは、

「
諦
 あきら

 めないで！　レンちゃんはボクが守るよ！」

　
誰
 だれ

 かの声を聞いたような気がしました。

　いいえ、はっきりと聞こえました。





　目の前にある小さな体の腹部に向けて、ボスはストリージの引き金を引きまくりました。

　もはや
容
 よう
 赦
 しや

 はしません。

　全弾16
 発を
遠
 えん
 慮
 りよ

 なく、
胸
 むね

 ではなく腹へぶち込みました。まるでサブマシンガンのそれのような、
繫
 つな

 がった
発
 はつ
 砲
 ぽう
 音
 おん

 が鳴り
響
 ひび

 いて、
空
 から
 薬
 やつ
 莢
 きよう

 が短い
間
 かん
 隔
 かく

 で宙に
煌
 きら

 めきました。

「どうだあ！」

　ボスは、今度こそ勝利を確信しました。

　ピンクのチビは、発砲の
煙
 けむり

 に
紛
 まぎ

 れて見えなくなりました。

　それでも油断せず、
撃
 う

 ちきったマガジンを下に落としつつ、左手はさっき
抜
 ぬ

 けなかった予備マガジンを取り出して、ストリージに差し込もうとして、

「え？」

　ゆらり、と動くその
人
 ひと
 影
 かげ

 に、動きを止めました。

「よくも──」

　ピンクのチビは、生きていました。

　あれだけ、〝腹に〟ぶち込んだというのに。

「よくも──」

　
地
 じ
 獄
 ごく

 の底から
沸
 わ

 き上がるような声を聞きながら、

「よくもおおおお──」

　ボスは見ました。

　まだ死んでいない相手と、そいつが抱えている、ズダボロの
廃
 はい
 銃
 じゆう

 になった、ピンク色のＰ９０を。

　そして
絶
 ぜつ
 叫
 きよう

 を聞きました。

「ピーちゃんをおおおおおおおおおおお！」

　意味が分かりませんでした。





　レンは思っていました。

　どうして、わたしは、ピーちゃんを
楯
 たて

 にしたのだろうか？

　ＳＪ内では、武器のランダム・ドロップはないので、愛銃を失うことはないと思っていましたが、何事にも例外があります。

　まず
滅
 めつ
 多
 た

 にないことなのですが、
戦
 せん
 闘
 とう

 で過大なダメージを受けてしまうと、その銃の持つ
耐
 たい
 久
 きゆう
 値
 ち

 を
超
 こ

 えてしまい、直しようがない状態に
陥
 おちい

 る──、つまり失うことがあるのです。

　それを知っていて、分かっていて、わたしは楯にした。

　死なないために、ゲームに勝つために。

　そして、ひとまず死ななかった。

　でも、ピーちゃんは死んだ。

「よくもよくもよくもおおおお──」

　うん、目の前のコイツはぶっ殺す。

「ピーちゃんをおおおおおおおおおおお！」





　ボスは、血走った目で自分を
睨
 にら

 むチビに
気
 け
 圧
 お

 されて、ストリージに
途
 と
 中
 ちゆう

 までマガジンを入れたところで手を止めていました。

　Ｐ９０の
残
 ざん
 骸
 がい

 がバラバラバラと岩の上に落ちて散らばって、

「なるほど……。それでガードしたか、素晴らしい！」

　素直に
驚
 きよう
 嘆
 たん

 の言葉を述べました。

　それから、マガジンを最後まで入れ終えて、スライドを閉じました。





　
褒
 ほ

 められても別に
嬉
 うれ

 しくはないですから、うん、コイツは殺します。

　あの日──、

　
可愛
 かわい

 い高校生達に
沸
 わ

 き上がった
銃
 じゆう
 殺
 さつ

 意欲を、
香
 か
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 れん

 は必死になって
押
 お

 しとどめました。

　今はまったく
隠
 かく

 す必要はない。むしろどんどん殺せ。

　レンはそう思いながら、ボスが
射
 しや
 撃
 げき

 準備を終える様子を見ていました。

　そして、考えていました。

　もう武器がないが、
嚙
 か

 みついてでも
倒
 たお

 してやる。あのボスのどこに嚙みついたら、ヒットポイントを減らせるか？

　そういえば、エムにそんなえげつないレクチャーを受けた気がします。

　あれは、いつだったか。

　金曜日のことか？

　いや
違
 ちが

 います。今日でした。しかも、あれからまだ、２時間も
経
 た

 ってません。

　そのとき
渡
 わた

 されたもののことを、今ようやく思い出しました。





　ボスが、
拳
 けん
 銃
 じゆう

 の
狙
 ねら

 いを、自分の頭へと付けた
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、

　レンはバレット・ラインを
睨
 にら

 みながら大地を
蹴
 け

 りました。





「このっ！」

　
突
 とつ
 然
 ぜん

 自分めがけて
突
 つ

 っ込んできたレンに、ボスはストリージを向けて
発
 はつ
 砲
 ぽう

 。

　しかし、小さく速いレンはするりとかいくぐると、なんと自分の
股
 また

 の間をすり
抜
 ぬ

 けて後ろに消えました。

　ストリージを
奪
 うば

 われないように体に引きつけながら
振
 ふ

 り向いて、

「ふざけるな！　
逃
 に

 げられると──」

　言いながら、世界が少し
傾
 かたむ

 くのを見ました。左足に思うように力が入りません。そしてボスは、

「な──？」

　自分のヒットポイントゲージがぐーんと減っていくのを見ました。

　
左
 ひだり
 腿
 もも

 を見て、理解しました。細長い
被
 ひ
 弾
 だん

 エフェクト──、いえ、被弾ではありません。長い長い細長い傷です。

　切られた？

　すぐさま、視線を上げると、黒い
凶
 きよう
 悪
 あく

 なナイフを逆手に持ち、

「しゃあっ！」

　再び自分へと
突
 つ

 っ込んでくる姿が見えました。





　岩の上をステージにしての二人の戦いは、

「くそう！」

　その少し前からずっと、トーマには見えていました。

　彼女はわずか50
 メートルほど
離
 はな

 れた岩の上に腹ばいになり、ドラグノフを構えていました。

　そのドラグノフに、スコープはありません。

　それは外されて、岩の
脇
 わき

 に落ちていて、そして対物レンズが
粉
 ふん
 砕
 さい

 されていました。

　さっき、敵スナイパーの位置を確かめるために大きな岩の上に身を乗り出して、彼女は見たのです。ほんの
一
 いつ
 瞬
 しゆん

 に自分にピタリと
狙
 ねら

 いを付けて、
撃
 う

 ってきた姿を。なぜかバレット・ラインは見えなかったのに、光った
銃
 じゆう
 口
 こう

 を見ました。

　次の瞬間に、スコープの視界がブラックアウトしました。銃に
押
 お

 されるようにして岩から転げ落ちると、原因が分かりました。自分ではなくスコープが
被
 ひ
 弾
 だん

 して、使い物にならなくなっていたのです。

　相手の
射
 しや
 撃
 げき

 精度の高さと素早さに背筋が寒くなりましたが、おかげで命は助かりました。トーマは、スコープを、そしてスコープ用のチークパッド（
頰
 ほお
 当
 あ

 て）を急いで取り外すと、

「まだだっ！」

　別の小さな
岩
 いわ
 陰
 かげ

 から低く顔を出して、ドラグノフに装備されている
普
 ふ
 通
 つう

 の金属照準器を使って、ボスの
援
 えん
 護
 ご

 を始めたのです。

　ピンクのチビが岩の上へと
蹴
 け

 り飛ばされてきたときは、トーマは
即
 そく
 座
 ざ

 に狙いを定めましたが、

「くっ！」

　それはボスが
駆
 か

 け上ってきたことで中止せざるを得ませんでした。

　50
 メートルなど、スコープがあれば指先を
吹
 ふ

 き飛ばせる
距
 きよ
 離
 り

 だというのに、通常の照準器ではそこまで狙い込めないのです。

　そして始まった二人の
死
 し
 闘
 とう

 を遠くから
眺
 なが

 めつつ、トーマはずっと
撃
 う

 てずにいました。

　うかつに撃てば、ずっと体の大きなボスに当たる
恐
 おそ

 れがあります。

　ピンクのチビに当たっても、
貫
 つらぬ

 いた弾丸が、ボスにまでダメージを与える可能性も。

　バレット・ラインが
邪
 じや
 魔
 ま

 になってはいけないので、トーマは引き金から指を離し、視界からバレット・サークルも消えました。

　そして、戦いを見守るだけしかできない瞬間が続きましたが──、

　ボスが仲間からマガジンを受け取り、ピンクのチビへ
拳
 けん
 銃
 じゆう

 の
猛
 もう
 連
 れん
 射
 しや

 を食らわせたときは、勝利を確信しました。

　あれだけの近距離連射を
耐
 た

 えられるヒットポイントなど、もう残ってはいないでしょう。

　しかし──、

「な、なんでよっ？　ゾンビかあああ！」

　再び動き出したピンクのチビを見て、トーマは心の底から
恐
 きよう
 怖
 ふ

 を感じました。





「たあああ！」

　
突
 つ

 っ込んできたレンへ、

「ざけんなあ！」

　ボスは
発
 はつ
 砲
 ぽう

 、しかし、またも外れました。

　レンはパンチを
避
 さ

 けるように、するりと身をかわして、自分の
股
 また

 の下へと
突
 とつ
 進
 しん

 、そして反対側へと
抜
 ぬ

 けるのです。内股の
大
 だい
 腿
 たい
 動
 どう
 脈
 みやく

 を切り
裂
 さ

 きながら。

「ぐっ！」

　今度は
右
 みぎ
 腿
 もも

 を切られて、またヒットポイントが減りました。とうとう黄色ゾーンへ。

　
斬
 き

 り合いか！

　ボスは、この戦いの本質を理解しました。

　自分は
銃
 じゆう

 を持っているが、もう銃の戦いではないのだと。

　脳裏を、第三回のＢｏＢの
中
 ちゆう
 継
 けい

 映像がよぎりました。あのときも、ラスト近くの
死
 し
 闘
 とう

 は、なぜか
剣
 けん

 と剣の戦いでした。

　目の前でナイフを
振
 ふ

 り回すピンクのチビには、自分の持つストリージからのバレット・ラインが見えています。
弾
 たま

 がここに飛ぶ以上は、この線を
斬
 ざん
 撃
 げき

 だと思いながら
逃
 に

 げればいいのです。

　そして、
敏
 びん
 捷
 しよう
 性
 せい

 は、相手の方が
遙
 はる

 かに上。

　長い剣を振り回す
大
 おお
 柄
 がら

 な自分と、リーチは短いがどこへ向かうか見えないナイフで突っ込んでくる相手。

　ならば！

　振り返りながら、ボスは戦術を変えました。





　二度目の股くぐりを終えたレンは、

　もう一撃！　いや、何度でも！

　身を
翻
 ひるがえ

 しながら、ボスの右手にある
拳
 けん
 銃
 じゆう

 から延びるバレット・ラインを見ました。

　あれだけ、かわせばいい。

　あれが体に
触
 ふ

 れない限りは、わたしは
撃
 う

 たれない。

　ここまでの死闘を
繰
 く

 り広げてきたレンには、もう迷いはありませんでした。

　ピーちゃんの
恨
 うら

 みを晴らす。

　ただそれだけの思いで、レンは右手のナイフを頭の前にかざして三度目の突撃を開始して、

　え？

　ボスが、拳銃を持ち
替
 か

 える様子を見ました。

　右手をグリップから放し、左手で
銃
 じゆう

 の前方を
握
 にぎ

 り、

「うらあ！」

　そのまま、自分めがけて
振
 ふ

 り始めるのを。

　
拳
 けん
 銃
 じゆう

 をハンマーにした、
殴
 おう
 打
 だ

 
攻
 こう
 撃
 げき

 。

　
突
 とつ
 撃
 げき

 を始めた以上、もう止まれません。バレット・ラインではない殴打攻撃がどこに来るのか、ぎりぎりまで分かりませんでした。

　それが、自分の右手を
狙
 ねら

 っていると分かったときには、もう
腕
 うで

 を下げるのも引っ込めるのも
遅
 おそ

 く──、

　ナイフが
弾
 はじ

 かれたら、終わる。

　レンは、右手を
力
 ちから
 一
 いつ
 杯
 ぱい

 、開きました。

　ボスの拳銃殴打が、レンの右手首を
捉
 とら

 えて──、

　ごりっという、骨に当たる
嫌
 いや

 な音がしました。右腕が、大きく外側へと持って行かれました。

　骨が折れるほどのダメージであるとシステムが認定し、手首から
被
 ひ
 弾
 だん

 エフェクトが
煌
 きら

 めいて、レンのヒットポイントゲージがぐっと下がりました。残り一割。





　ナイフを弾いた！

　そう思ったボスは、見ました。

　自分とレンの間の空間に、そのナイフが
浮
 う

 かんでいるのを。

　そして、レンの左手がそこへと
伸
 の

 びていって、グリップを握りしめるのを。

　なるほど、殴打される前に、自分からナイフを手放したのか！

　ボスの頭の中に、相手への賞賛の気持ちが生まれて、

「ははっ！」

　自然と笑い声が
漏
 も

 れました。





　レンはしっかりと逆手でナイフを
摑
 つか

 むと、その場で軽くジャンプ。

　笑顔を
載
 の

 せている太い首を、左から右へと──、

「たあっ！」

　横一文字に切り
裂
 さ

 いていきました。





　レンが着地するのと、
巨
 きよ
 体
 たい

 が後ろに
倒
 たお

 れて【Ｄｅａｄ】マーカーを煌めかせるのが同時でした。

「おのれえ！」

　トーマには、もう
躊
 ちゆう
 躇
 ちよ

 する理由がなくなりました。

　岩から上半身を起こし、ドラグノフの引き金に指を
触
 ふ

 れ、バレット・サークルを発生させ、チビの体を
完
 かん
 璧
 ぺき

 に収めると、

「死ね」

　引き金を引きました。





「
伏
 ふ

 せろ！」

　左耳に飛び込んできた
絶
 ぜつ
 叫
 きよう

 に──、

　レンは考えるより先に体を動かしました。

　岩の上にべったりと伏せたレンの体の上、わずか10
 センチほどの空間を、ドラグノフの
弾
 だん
 丸
 がん

 が
唸
 うな

 りを上げて通過していき、

「うひい！」

　レンは悲鳴を上げました。

　ドラグノフの
銃
 じゆう
 声
 せい

 が聞こえた直後、

「こっちだよ！　敵さん！」

　そんな声と、どかどかどかんと、ど派手な銃声が三連発で聞こえました。レンは顔だけ
捻
 ひね

 って、銃声がした方を見ると、

「え、エムさん？」

　１５０メートルほど向こうの高い岩の上に、エムが堂々と立ち上がっているではありませんか。小さくしか見えませんが、あの
巨
 きよ
 体
 たい

 と
迷
 めい
 彩
 さい

 
服
 ふく

 はエムに
違
 ちが

 いありません。

「ちょっ、エムさん！　
隠
 かく

 れて！　──死んだら、死んじゃうんでしょ？」

　その言葉に、エムは
応
 こた

 えませんでした。





「いい
度
 ど
 胸
 きよう

 だ！」

　トーマは立ち上がりました。

　自分を
挑
 ちよう
 発
 はつ

 するように姿を現した大男に向けて犬歯とドラグノフを向けると、バレット・サークルでその大きな腹部を
捉
 とら

 えました。





　二人のスナイパーが、

　わずか２００メートルという
近
 きん
 距
 きよ
 離
 り

 で
睨
 にら

 み合い、

　それぞれの銃を構え、そして同時に
発
 はつ
 砲
 ぽう

 しました。

　弾丸は空中で急接近し、すれ違い──、

　そしてお
互
 たが

 いの腹部へと命中しました。

　二つの体が、岩から落ちました。

　大きな方が落ちていくのを、レンははっきりと見ました。
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　ケバケバしいファンファーレを聞きながら、

『CONGRATULATIONS!! WINNER LM!』

　
巨
 きよ
 大
 だい

 な文字が
煌
 きら

 めく空の下を、レンは
駆
 か

 けました。

　
猛
 もう

 ダッシュでエムがいたあたり、そして
撃
 う

 たれて落ちたあたりへと駆けつけると、

「ああっ！」

　うつぶせにひっくり返っているエムの巨体を見つけて、

「エムさ──、うぎゃああああああああああああああああ！」

　その首が、百八十度逆を向いていたのを
目
 もく
 撃
 げき

 して、
大
 だい
 絶
 ぜつ
 叫
 きよう

 を上げました。

　バックパックのある側に、エムの顔があるのです。

　そしてその目が、ぎろりとこちらを見て、

「ひぎゃあああああああああああああ！」

　レンは、
驚
 おどろ

 きでヒットポイントが減って死ぬかと思いました。

「そんなに
騒
 さわ

 ぐなよ。何がどうした？」

「ぎゃあああ！　
喋
 しやべ

 った！　お化けえええええええええええええ！」

「
誰
 だれ

 が？」

「エムさんがお化けにいいいいいい！」

「何を言ってるんだ？」

　エムが、背中側にむくりと起き上がって、

「ぎゃあああああ──、あれ？」

　絶叫の
途
 と
 中
 ちゆう

 で、レンはようやく気付きました。エムの顔も、手足の向きも、別におかしくはありません。

　おかしいのは、バックパックの向きでした。エムは、背中ではなくお
腹
 なか

 で保持していて、その中央に、小さな
着
 ちやく
 弾
 だん

 の穴が空いていました。

「な、なんだ……。これを、ガードに使ったからか……」

　派手なファンファーレをＢＧＭに、レンが力なく
呟
 つぶや

 いて、

「だって、
僕
 ぼく

 ……、絶対に死にたくないので」

　ごつい顔で、エムはぼそっと言いました。









　試合時間、１時間28
 分。

　第一回スクワッド・ジャム、終了。

　優勝チーム・『ＬＭ』。

　大会総
発
 はつ
 砲
 ぽう
 数
 すう

 ・４９，８１０発。
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　第十四章　「後日談」










　レンとエムが光に包まれて転送されたのは、最初の待機エリアでした。

　
狭
 せま

 い空間に、『優勝者！』の文字が光っていました。試合結果として、チームが
全
 ぜん
 滅
 めつ

 、または降参した時間が並んでいます。

　一番上にはもちろん、自分達《ＬＭ》。

　その下は、《ＳＨＩＮＣ》とありました。シンク？　レンには意味が分かりませんが、とにかく
恐
 おそ

 ろしい相手でした。

　その下は──、

　レンは、その先の結果を追うのを
止
 や

 めて、自分の姿を見ました。

　さっきまで
砂
 さ
 塵
 じん

 にまみれていた
戦
 せん
 闘
 とう
 服
 ふく

 はピカピカになっていて、落としたニットキャップが、足下にちゃんと置いてありました。

　しかし、

「ピーちゃん……」

　全損認定されてしまった
愛
 あい
 銃
 じゆう

 の姿は、どこにもありませんでした。使える部品すら残ってないと判断されたのか、
欠片
 かけら

 も、ありませんでした。

「バイバイ……」

　
呟
 つぶや

 いたレンの
右
 みぎ
 隣
 どなり

 で、

「ああ……」

　大男が、ため息をつきながらドスンと
腰
 こし

 を下ろしました。実際にそんなことはないでしょうが、地面が
揺
 ゆ

 れた気がしました。

「お
疲
 つか

 れ様、エムさん。生き残ったね」

「あ、ああ……」

　エムが、ブッシュハットを
脱
 ぬ

 ぎながら、顔を上げました。

　出会ったときはリアルの
羆
 ひぐま

 のようだったその
厳
 いか

 つい顔が、今のレンには、ぬいぐるみのクマさんに見えました。

　エムは、左手を操作してウィンドウを出すと、装備のほとんどを一気に
解
 かい
 除
 じよ

 しました。何人も
屠
 ほふ

 ったＭ１４・ＥＢＲが、何発も
敵
 てき
 弾
 だん

 を防いだバックパックが、レンを
撃
 う

 ったＨＫ４５が、次々に消えていきます。

　あとに残ったのは、戦闘服の下と、Ｔシャツ姿のマッチョ男。

　レンもそれに
倣
 なら

 って、まずはローブを実体化してその下に収まると、装備を
一
 いつ
 括
 かつ

 解除して、緑の服に
着
 き
 替
 が

 えました。

　目の前の空間に
巨
 きよ
 大
 だい

 なカウントダウン数字があって、１１０、１０９、１０８と減っていきます。その下には、

『スクワッド・ジャムは終了しました。ログアウトしますか？　それとも、酒場に
戻
 もど

 りますか？　何も操作をしない場合、酒場に戻ります』

　そんな文字。

　酒場に戻れば、レンは優勝者です。
中
 ちゆう
 継
 けい

 を見ていた観客に相当もてはやされて質問
攻
 ぜ

 めに
遭
 あ

 うことは
間
 ま
 違
 ちが

 いなく、

「わたしは……、もう十分暴れたし、とても
疲
 つか

 れた」

　レンは、ログアウト操作をして、あとは〝Ｙｅｓ〟のボタンを
押
 お

 すだけにしました。

「
僕
 ぼく

 も……、疲れた……。
拍
 はく
 手
 しゆ

 
喝
 かつ
 采
 さい

 も苦手だし、今日は落ちる」

　エムの返事を聞いて、

「リアルでは、〝僕〟なんだ。エムさん」

「あ？　ああ……。正直に言うと、この世界で〝
俺
 おれ

 〟って使うのは、とても疲れる……。僕の方が、いい」

「ま、どっちにせよ、生き残ったね？」

「あ、ああ……。あの、えっと……、その……」

　エムが自分を申し訳なさそうに見上げるのを見ながら、

「最後、どうして助けてくれたの？」

　レンは、いたずらっぽく聞きました。

　エムが答えます。

「自分が安全だったから」

　身も
蓋
 ふた

 もない、素直すぎる言葉に、レンは思わず苦笑してしまいました。

　それから、

「おっかないピトさんのリアルも、これなら納得してくれるでしょ！　終わりよければ、
全
 すべ

 てよし！」

　レンは先手を取ってそう言うと、にっこりと笑いました。

「だ、だといいけど……」

　二人の関係がどんななのか、そして、例の〝リアルで殺す〟の手紙がどこまで本気なのか、レンには分かりません。

　分かりませんが、こうして生き残った以上、ピトフーイも文句は言わないでしょう。大きな
収
 しゆう
 穫
 かく

 です。

　収穫といえば──、

「そういえば、優勝しちゃったけど……、何かもらえたよね？」

　ＳＪのルールブックに書いてあったことを思い出しました。

　上位三チームには賞品が出ると。それが何かは分かりませんが。

　ＢｏＢのような
巨
 きよ
 大
 だい

 な大会ではなく、また個人協賛だから、期待できるほどたいしたものではないだろうと、そしてそれ以上に、まさか三位以内に入ることなどないだろうからと、レンは気にもしていませんでした。

「あ？　ああ……。優勝賞品、か……」

　エムも、まったく興味がなさげに答えて、

「生き残ったから……、別に、なくてもいい」

　本当に素直に思ってそうなエムを見下ろしつつ、

「まあね、それ以上の
褒
 ほう
 美
 び

 はないもんね」

　レンは言いました。

「多分だが……、ＢｏＢのように、あとからカタログでも送られてくるんだろう」

「
結
 けつ
 婚
 こん
 式
 しき

 の引き出物みたいだね。──そういえばピトさんも、
今
 いま
 頃
 ごろ

 は何かもらってるかな？」

「かもな」

「そのカタログの中に、Ｐ９０はあるかな……？」

　答えが分かっていて
呟
 つぶや

 いたレンに、

「ないだろうな。──どっちのにも」

　エムは正直に答えました。

「だよね……」

　それで会話が終わって、数秒の
静
 せい
 寂
 じやく

 があって、

「さて、わたし、落ちるね。反省会は、また今度」

「あ、ああ」

「ピトさんによろしく！」

　レンは言いながら、〝Ｙｅｓ〟のボタンを
押
 お

 しました。





　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊





　アミュスフィアのクリアパーツ
越
 ご

 しに天井を見た
香
 か
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 れん

 が、次に感じた五感は──、

　たっぷりとかいた汗の
臭
 にお

 いでした。

　そしてベッドに
沈
 しず

 む自分の重みと、汗でしめったパジャマの感覚。

「うなああ……」

　香[image: 蓮]
 は意味を成さない声を上げながらむっくりと起き上がり、同時にアミュスフィアを外して、

「…………
 」

　
誰
 だれ

 もいない部屋を見ました。

　夕暮れの東京の空は、まるでＧＧＯの中のように赤いのでしょう。カーテンの
隙
 すき
 間
 ま

 から、
薄
 うす

 く部屋を照らしています。

　
香
 か
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 れん

 はのっそりと立ち上がって、数歩進むと、リビングの
隅
 すみ

 に飾られている黒いＰ９０が目に入って、

「…………
 」

　それを手に取ると、自分のお
腹
 なか

 の前で保持しました。そして、姿見を見ました。

　黒いＰ９０は、自分の腹部をカバーするには足りず、横にも上にも、ペールイエローがはみ出しています。

「…………
 」

　香[image: 蓮]
 はＰ９０を持ち上げると、

「…………
 」

　無言のまま
肩
 かた

 に付けて構えて、

「…………
 」

　鏡の中の、長い
黒
 くろ
 髪
 かみ

 の大女に
狙
 ねら

 いを付けました。

　そして、スッと息を吸って、

「ばあん！」

　
破
 は
 裂
 れつ
 音
 おん

 と共に
吐
 は

 き出しました。

　右手にＰ９０を持ったまま、香[image: 蓮]
 は
踵
 きびす

 を返すとベッド
脇
 わき

 に。しゃがんで、
充
 じゆう
 電
 でん

 スタンドにおいてあったスマートフォンを持ち上げると、すぐさま起動します。

　そして、登録されている番号の一つを選び出すと、
即
 そく
 座
 ざ

 に電話。

　向こうが出て、

「こんにちは、
小
 こ
 比
 ひ
 類
 るい
 巻
 まき

 です」

　迷うことなく、相手に
訊
 たず

 ねました。

「明日なんですが、予約は取れますか？」





　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊





『しかし、何がいけなかったんだろうな？』

『うむ。何がいけなかったんだろう？』

『同じこと言うなよ。まあ、何かが、いけなかったんだろう』

『アホかお前らは！　実のある会話をしろよ。──ま、負けたのは事実だ。認めようぜ』

『うむ。にしても、
撃
 う

 ちまくったなあ』

『ああ、撃ちまくった。あんなに気持ちよくマシンガンを撃てるなんて、最高だな』

『次のＳＪがあったら出るか？』

『出る！』

『たりめーだ！』

『出るに決まっておろう。でも、次はもうちょっと勝ち残りたいよな。もっと
撃
 う

 っていたいもんな』

『同感だ』

『異議無し』

『よし！　そのためには、それまで修行だ！』

『修行か……。まあ、しょうがないな。やるか』

『お？　何をするんだ？』

『決まってるだろ。全員で、筋力値を上げるんだよ』

『それで？』

『限界まで上げて、両手にマシンガンを持つんだよ！　二丁
拳
 けん
 銃
 じゆう

 ならぬ二丁マシンガンだ！　一気に火力が倍だぜ！　倍！』





　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊





　２０２６年２月２日。月曜日。午前９時過ぎ。

　茨城県、
百
 ひやく
 里
 り

 航空自衛隊基地。そこにある一室で、二人の男が顔を合わせていました。

　一人は、航空自衛隊の制服に三佐（少佐相当）の階級章を付けた、のんびりした顔の四十代の男。

　彼は
椅
 い
 子
 す

 に
腰
 こし
 掛
 か

 け、机に
肘
 ひじ

 をついて、

「大まかですが、今日できる報告は、以上です」

　目の前に立つ男の言葉を聞いていました。

「全員の感想を
含
 ふく

 めた報告書は、
明後日
 あさつて

 までに提出します」

　
二
 に
 尉
 い

 （中尉相当）の階級章を付けた、
鋭
 するど

 い顔をした二十代の航空自衛官でした。

　三佐は、うんうん、と何度か
頷
 うなず

 くと、

「よく分かったよ。報告書を楽しみにしてる。──じゃあ、ひとまずの感想を聞こうかな。どうだった？」

　三佐の問いかけに、二尉はきびきびと答えます。

「はい。
端
 たん
 的
 てき

 に言えば、〝良くも悪くもゲーム〟でした」

「へえ。じゃあ、悪い方から聞こうか」

「はい。ゲームならではの敵や、敵の動きがあって、実戦にそのままフィードバックできない
箇
 か
 所
 しよ

 が多々ありました。特に、
射
 しや
 撃
 げき

 が簡単に当たってしまうため、
狙
 ねら

 わない
悪
 あく
 癖
 へき

 がついてしまうかと」

「なるほど。良い点は？」

「はい。自分の判断ミスで大切な部下を四人も失いましたが、今は全員──、笑っています」





　二尉が制帽を手に部屋を出て行ったあと、三佐は机の上の電話をかけました。

　出た相手に対し名乗ったあと、

「どうも。予定通り、ウチの若いのが参加しましたよ」

　その言葉から始まって、今さっき二尉から聞いたことを、簡単に説明しました。

　そして、最後にこう付け加えました。

「参考になりましたか？　──
菊
 きく
 岡
 おか

 さん」





　　　　　　　　　　＊　　　　　＊　　　　　＊





　２月３日。火曜日。16
 時前。

　都内
某
 ぼう

 女子大学
敷
 しき
 地
 ち

 内で、

「えーっ！」

　
香
 か
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 れん

 は、目の前から歩いてきた女子高生達の一人に、
叫
 さけ

 ばれました。
絶
 ぜつ
 叫
 きよう

 でした。

　名前は知らないが、顔は知っている人達でした。しょっちゅうすれ
違
 ちが

 う、スポーツバッグを持った、そのうち一人が白人の、
小
 こ
 柄
 がら

 で
可
 か
 憐
 れん

 な六人の女子高生達です。

　一人が叫んだ直後に、他の五人達が次々に、似たように
甲
 かん
 高
 だか

 い声を上げたので、

「え？」

　香[image: 蓮]
 は、小さく
驚
 おどろ

 いて、それから首をかしげました。

　何を驚いて叫んでいるのか、香[image: 蓮]
 が答えを見つける前に──、

　六人の内の一人、多分一番小柄の、
黒
 くろ
 髪
 かみ

 をお下げにした女子高生が小走りに近づいてきて、

「あ、あのう！　すみませんけど──」

　香[image: 蓮]
 を見上げて、質問。

「い、いつもすれ違うお姉さんですよね？」

　話しかけられた理由がまったく分からないまま、香[image: 蓮]
 は答えます。

「え、うん、そうだけど……」

「髪、切られたんですか？」

「あ──」

　理由が分かりました。

　香[image: 蓮]
 は、軽くなった首を少しかしげます。レンと同じくらいのショートカットになった黒髪が、小さく
揺
 ゆ

 れました。

「うん。昨日、バッサリね」

　残りの五人の女子高生達が集まってくる中、最初の一人が、
爆
 ばく
 発
 はつ

 するように
叫
 さけ

 びます。

「素敵です！　格好いいです！」

「そ、そう……？」

　大きな
香
 か

 
[image: 蓮]

 れん

 が小さな女子高生に
気
 け
 圧
 お

 されながら答えると、さらに、

「前から、あの人背が高くて、モデルみたいで格好いいねって、みんなでいつも、すれ
違
 ちが

 う
度
 たび

 に話していたんです！　
羨
 うらや

 ましいよねって、何を着ても似合うよねって！　私達、みんなちっちゃいから……。長い
髪
 かみ

 も素敵でしたけど、お姉さんには、絶対に今の方が似合います！」

「あ──、あ、ありがと……」

「私も、もっと身長が欲しいです！　でも、もう
伸
 の

 びないんです！」

「そうなんだ。わたしはね──、ずっと背が高いのが
嫌
 いや

 だったけど、なんかね、
一昨日
 おととい

 ね、どうでもよくなっちゃって」

「ど、どうしてそんなに
吹
 ふ

 っ切れたんですか？」

「え、えっと……、一昨日、何度も死ぬ気で何かをやったから、かな？　
諦
 あきら

 めなければ、人間なんとでもなるんだな、って思ってね」

「す──、すごいです！」

　後ろでやりとりを聞いていた女子高生が、お下げの背中をポンと
叩
 たた

 いて、

「よかったね、ボス。話ができて！」

「ボス……？」

　
怪
 け
 訝
 げん

 そうに聞き返した香[image: 蓮]
 に、お下げの女子高生が、はにかみながら答えます。

「変なあだ名ですよね？　部長だから、なんです」

　そして、ぺこりと頭を下げると、

「私、
新
 に
 渡
 と
 戸
 べ
 咲
 さき

 って言います！　
附
 ふ
 属
 ぞく

 高の二年です！　新体操部の部長で、みんなは、その部員です。二年が二人に、一年が三人。こっちの子は在日ロシア人で、ミラナ・シドロワちゃん」

　五人から、声の
揃
 そろ

 った体育会系の
挨
 あい
 拶
 さつ

 が来て、香[image: 蓮]
 は小さく頭を下げました。

「こんにちは。わたし、大学一年の、
小
 こ
 比
 ひ
 類
 るい
 巻
 まき

 香[image: 蓮]
 」

「〝カレン〟さんですね。素敵な名前ですね」

「ありがとう。よろしくね。咲ちゃん」

「ありがとうございます！　あの、もう練習に行かなければならないんですけど、また、お見かけしたら、話しかけてもいいですか？」

「もちろん。しょっちゅうすれ違うもんね」

「ありがとうございます。じゃあ、失礼します！」

　全員から、再び体育会系の、そしてさすが新体操部らしく、
綺
 き
 麗
 れい

 に揃ったお
辞
 じ
 儀
 ぎ

 を受けて、

「それじゃ」

　
香
 か
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 れん

 は軽く手を
振
 ふ

 りました。

　六人は、楽しそうに
脇
 わき

 を
駆
 か

 けていって、

「まさか、ね」

　香[image: 蓮]
 は、
呟
 つぶや

 きました。

　そして、前へと向き直ります。カバンに付けたキーホルダーが、ピンクに
塗
 ぬ

 られたＰ９０のミニチュアが、小さく
跳
 は

 ねました。

　香[image: 蓮]
 は、短くなった
髪
 かみ

 を
揺
 ゆ

 らしながら、十歩ほど進んで──、

　自分に
迫
 せま

 る軽い足音と、

「あのう……。香[image: 蓮]
 さん」

　その言葉を聞いて振り向きました。

　振り向いて、そして下を見ると、
新
 に
 渡
 と
 戸
 べ
 咲
 さき

 が一人、目の前に立っていました。

　咲は
真
 ま

 っ
直
 す

 ぐ香[image: 蓮]
 を見ていて、

「最後に、
握
 あく
 手
 しゆ

 してもらっていいですか？」

「え？　──もちろん」

　咲が上に差し出した右手を、香[image: 蓮]
 は
握
 にぎ

 りました。

　その
瞬
 しゆん
 間
 かん

 、小さな手に、ぐっと力がかかりました。

「優勝おめでとう。でも、次は勝つよ、チビ助」
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　自分を楽しそうに
睨
 にら

 む
咲
 さき

 の声を聞いて──、

　
香
 か
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 れん

 はさっきの推測が正しかったことを知り、にっこりと笑って答えます。

「いつでもかかってきなさい。デカ女」

　そして手を
離
 はな

 した二人は──、

　ぱしん、と
互
 たが

 いの
掌
 てのひら

 を打ち付けて──、

　冬の東京の空に、
綺
 き
 麗
 れい

 な音を
響
 ひび

 かせました。





　同日。22
 時過ぎ。

　都内
某
 ぼう
 所
 しよ

 。

　真っ暗な部屋では、
窓
 まど

 の外で東京の夜景が
煌
 きら

 めいていました。

　そこに、若い女の声が
轟
 とどろ

 きます。

「あー！　つまんないつまんなーいつまんなあい！　ハードな殺し合いに参加できなくて、つまんない！」

　そして、それを
宥
 なだ

 めるような、若い男の声。

「そんなに
嘆
 なげ

 かなくても、別に、ＧＧＯがなくなった訳ではないし……」

「ダーリンはあんなに楽しそうに戦って──、しかも生き残ったというのに──、なんで私は参加できなかったの──、なんでなんでなんでなんでなんで？」

　女の声の合間合間に、人間が
殴
 なぐ

 られる音が混じり、その
度
 たび

 に男の、小さな悲鳴が重なりました。

「仕方がない、だろう……」

「なんで？」

　再びの
殴
 おう
 打
 だ
 音
 おん

 に、

「げほっ！」

　男が激しくむせる声が重なりました。

「にしても、おチビちゃんすごかったなあ……」

　女の声に、うっとりとした感情が
籠
 こ

 もりました。

「最初に見たときから、まったくブレのない体幹で分かっていたけど、まさかあそこまで動かせるとはねえ……。いるのよねえ、〝生まれつきＶＲゲームの才能がある〟って人間。
羨
 うらや

 ましいわー」

　男は何も言わず、女の独白を聞きます。

「しかも、
戦
 せん
 闘
 とう

 の才能まで開花させちゃってさ。やっぱり強いわあの子。リアルだとどんな体してるんだろうね？　どんな女の子なんだろうね？　気になるね。気になるよね？」

「…………
 」

　答えなかった男が、さらに数発
殴
 なぐ

 られました。

「げほっ。がっ。ごふっ」

「ああ、つまんない！　つまんないつまんない！　──そうだ次だよ！　次が
開
 かい
 催
 さい

 されればいいんだよ！　スクワッド・ジャム、第二回大会が！　だって、あなたたちのおかげであんなに盛り上がったんだもん！　イカレ作家も、さぞかし株を上げたでしょう！　第二回が開催されても、おかしくはないわ！」

「そ、そうかもな……」

「そしたら──」

　
殴
 おう
 打
 だ
 音
 おん

 。

「げほっ！」

「どんな用事があってもぶっちぎって参加するよ！　ダーリンも参加ね！　社長命令だから！　それでね、その中で派手に派手に戦って戦って戦って戦って戦って戦って戦って戦って──」

「どうする……、つもりだ？」

「決まってるじゃない──、死ぬのよ！」






（to be continued...）
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次ページには、紙書籍版刊行時の『ソードアート・オンライン５＆６　ファントム・バレット』発売告知ページのイラストを収録しています。
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時雨
 しぐ

 
沢
 さわ
 恵
 けい
 一
 いち



今年（２０１４年）は、良いことも悪いことも変なことも困ったこともあった激動の一年でした。来年はどうなるんでしょうね？　今年よりは、のんびりだらだらと、心穏やかに過ごしたいです。あ、仕事はするよ？　信じて。


銃だけではなく剣も使える筆者
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（この術を会得するのに通信教育で３ヶ月もかかった）






イラスト／
黒
 くろ
 星
 ぼし
 紅
 こう
 白
 はく



魔法少女と一緒に魔女と戦う夢を見たよ。

みんなもこんな40
 歳になればいい。






本書に対するご意見、ご感想をお寄せください。






電撃文庫公式ホームページ 読者アンケートフォーム

http://dengekibunko.jp/

※メニューの「読者アンケート」よりお進みください。





ファンレターあて先

〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

アスキー・メディアワークス電撃文庫編集部
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序章／「電撃ホビーマガジン」（2014年12月号）







文庫収録にあたり、加筆、訂正しています。







第一章「香蓮の憂鬱」／第二章「レンとピトフーイ」／



第三章「スクワッド・ジャム」／第四章「エムという男」／



第五章「大会開始」／第六章「戦闘開始」／第七章「対プロ戦」／



第八章「トラップ」／第九章「エムの戦い」／第十章「レンとエム」／



第十一章「デスゲーム」／第十二章「ラストバトルは私に」／



第十三章「死闘」／第十四章「後日談」は書き下ろしです。
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